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序文

熊本県教育委員会では、九州縦貫自動車道建設に伴い、日本道路公団の委､託

により、昭和50年度から昭和54年度にかけて松橋～八代問の埋蔵文化財発掘調

査を実施しました。

本報告書は、この間に実施した八代市の「興善寺遺跡」に関するものであり

ます。

興善寺は昭和35年に熊本大学松本雅明教授により調査され、法起式の伽藍配

置が復原されていたもので、自動車道はこの一隅および周辺を通過することに

なりました。調査の結果、築地の東南隅や周辺の関連遺構等が確認されました。

本書が、埋蔵文化財に対する認識と理解、さらに学術・研究上の一助になれ

ば幸いであります。

発掘調査の実施に当たりましては、日本道路公団当局の御理解と御協力をは

じめとして、調査指導の先生方、地元の方々からの御協力を賜りました。

ここに心からお礼を申しあげます。

昭和55年3月31日

熊本県教育長井本則隆



調査の経緯

日本道路公団の九州縦貫自動車道鹿児島線宮崎線の建設計画に伴い、昭和46年度に熊本県教

育委員会では国庫補助を受けて松橋一八代間の文化財分布調査を実施した。その結果、33カ所

の遺跡が認められ「文化財分布調査報告書」として報告を行った。正式のルートが決定される

と八代地区には発掘調査の必要な遺跡が8カ所あることがわかり、日本道路公団からの委託

をうけて、熊本県教育委員会が昭和51年度から発掘調査を実施することになった。

今回報告を行う興善寺遺跡はその中の一つである。当初、興善寺遺跡として一括されたが、

面積的に非常に広いことから子字界をもって、興善寺馬場遺跡と興善寺志水遣跡とに分割して

調査を行うことになった。

道路建設工事に先がけ、昭和51年11月18日から興善寺志水遺跡の発掘調査を開始した。調査

を進めると多くの須恵器や土師器を出土する包含層が検出され、翌52年3月には馬場遺跡の発

掘調査も開始された。両遺跡の調査の結果、遺跡はさらに北側に向って伸びることが判明した

ため、同年9月からは興善寺四郎丸遺跡として発掘調査を行うことになった。興善寺志水遺跡

と興善寺四郎丸遣跡の調査の組織は下記のとおりである。

調査主体熊本県教育委員会田辺哲夫(熊本県立玉名高校長）

調査責任者岩崎辰喜(文化課長）小田富j雄(北九州市立博物館主幹）

境信三郎(元文化課長）三島格(元福岡市立歴史資料館長）

合志太助(元文化課長）甲元真之(熊本大学文学部助教授）

調査総括隈昭志(文化課文化財調査係長）東光彦(熊本市博物館）

調査員江本直(文化課学芸員） 富田紘一(熊本市博物館）

丸山武水(文化課調査員)志水遺跡花岡興輝(熊本県立美術館）

安達武敏(文化課調査員)志水遺跡 高橋章(九州歴史資料館大宰府調査事務所・
技師）

倉原謙治(文化課調査員)志水遺跡日隈正道(明言院）

中山清美(文化課調査員)志水遺跡八代市教育委員会

鶴島俊彦(文化課調査員)志水遺跡調査事務局田辺宗弘(文化課長補佐）

専門調査員内藤芳篤(長崎大学医学部第二解剖学教室教授） 前田利郎(元文化課長補佐）

松下孝幸(長崎大学医学部第二解剖学教室助手）田中繁(元文化課長補佐）

斎藤林次(熊本県文化財審議員） 村上孝司(文化課管理係長）

高橋俊正(熊本大学教養部助教授） 望野正雄(元文化課管理係長）

長谷義隆(熊本大学理学部助手） 遺物整理上野辰夫(文化課主幹）

調査指導松本雅明(熊本大学文学部名誉教授） 山城仁恵(文化課嘱託）
協力者

白木勝ﾛ美(熊本大学文学部教授）



こうぜんじしろうまる

興善寺四郎丸遺跡
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例 言

1．この報告書は昭和52年度に日本道路

公団の九州縦貫自動車道建設に伴う事

前調査として実施した八代市興善寺四

郎丸遺跡の発掘調査に関する報告書で

ある。

2．発掘調査は熊本県教育委員会が主体

となり実施したもので、興善寺遺跡は

興善寺四郎丸・馬場・志水遺跡の三カ

所で発掘調査を行った。報告書は馬場

遺跡を『興善寺’』とし、四郎丸．志

水遺跡を『興善寺II』としてまとめた。

3．調査および報告書の作成は主に江本

直があたったが、下記の方々の手をわ

ずらわせた。

平板測量村井真輝

遺物実測高谷和生

布目瓦一覧表広瀬正照

4．人骨の調査については、長崎大学医

学部内藤芳篤教授・松下孝幸助手の来

訪があり、現地での御指導を受け、玉

稿をいただきました。深く謝意を表し

ます。

5．遺物の整理は熊本県文化財収蔵庫で

行い、遺物も同庫に保管している。な

お、人骨については、長崎大学医学部

解剖学第二教室に保管をしている。

6．写真撮影は江本が行った。

（江本）
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I調査の経過

昭和51年11月から興善寺志水遺跡の発掘調査がはじまり、昭和52年3月からは近接した興善

寺馬場遺跡の調査が行われた。

興善寺志水遺跡は昭和52年8月末日で発掘調査力撚了したが、さらに興善寺馬場遺跡の北に

ある興善寺四郎丸遺跡の発掘調査が実施されることになった。調査は興善寺志水遺跡につづい

て筆者が担当することになり、志水遺跡から発掘器材を9月5日現地に運び調査の準備にかか

った。

発掘調査は道路公団のSTAナンバーの154＋00～155＋20までを対象にして実施すること

になった。現地は用地買収のあとは放置されていたため雑草がおい繁り、表面採集もままなら

ぬ状態であった。作業はこれらの雑草の除去作業からはじめ、そのあとトレンチを設定するこ

とにした。

9月6日からバックフォーによって、雑草の除去および一部表土剥ぎ作業を行った。この作

業に3日間を要した。

9月9日にはA～Gトレンチを設定し、一部掘り込み作業をはじめた。トレンチ調査の結果、

STA155＋00から南側は大谷川の氾濫地であることがわかり、調査の対象から除外してよい

との判断ができた､

9月12日からはCトレンチの調査を行った。このトレンチの北側の傾斜面からはスラッグや

輔口が出土したため、北側および東側へトレンチの拡張を行い調査を行った。

9月20日からはA地区の調査に移る。A－1～A－5トレンチを設定した。A－2トレンチ

からは青磁片や播鉢など中世時代の遺物が出土した。

9月26日からはA－4トレンチを調査した。須恵器の高杯や土師器の甑把手など古墳～歴史

時代の遺物も出土した。

9月28日からはA－5．6トレンチを調査したが、このトレンチからは遺物はほとんど出土

しなかった。

10月4日からはA－5トレンチをさらに南側に約20m延長し調査を行う。南隅から陶磁器片

の出土がある。傾斜面に客土して整地されていた。Dトレンチの調査もはじめ、五輪塔の水輪

が1個出土した。以前このDトレンチ付近には古墳と古墓があったが、柑橘の栽培を行うため

土地の造成を行った際に壊してしまったと近くの人が伝えてくれた。

10月20日、道路公団と工事を担当する清水建設の担当者が集まり定期連絡会議を行う。本遺

跡に関しては公団側から工事用のパイロットロードを早急につくりたいので東側の調査を急ぃ

－5－



で欲しいとの要望がある。

10月21日からはSTA154＋60の中心杭付近の表土剥ぎ作業をはじめる。古墳時代から近世

の遺物が多く出土し、石灰岩や凝灰岩が多く見られた。

11月1日には古墳の石材が出土したが、古墳そのものは検出できなかった。石組みの露出作

業をつづけた結果、石組みは墓であり、その下に墓地があることを確認した。

11月9日からはCトレンチの東側を拡張して再度、遺構の検出につとめる。

11月21日、Cトレンチではスラッグは出土するが、遺構を検出するまでには至らず、スラッ

グを採集しC地区の調査は終了する。

11月22日以降の調査はA地区を主として行うことにして、表土剥ぎを終えていないA－7ト

レンチ南側の調査を行った。その結果、貝殻を包含する住居跡状の落ち込みや土鉱、それに炉

跡遺構を検出し、ひきつづき調査をつづけた。11月25日にはこれらの遺構の実測や写真撮影を

終えた。

11月30日、道路公団・清水建設と再度、定期連絡会議があり、調査状況の報告を行う。調査

は12月中旬終了する予定であることをつたえる。

12月1日から最後の調査として、すでに露出を終えていた石囲いを除去し、墓鉱を掘りはじ

めた。墓地は14基を検出し、人骨が出土した。

12月10日、人骨は、長崎大学医学部内藤芳篤教授と松下孝幸助手に調査をお願いした。

12月14日、人骨の調査も終了し、最終的な写真撮影と実測を終了する。

12月15日、出土した遺物と、調査器材をまとめ熊本県文化財収蔵庫に運び、発掘調査を終了

した。

（江本）

II遺跡の位置

興善寺四郎丸遺跡は行政区、熊本県八代市興善寺町四郎丸に位置する。興善寺馬場遺跡の北

東部にあたり、直線にして約250mである。国道3号から左手、八代市立竜峰小学校へと折れ、

南東方向へさらに約300m過ぎれば、光厳寺を経て本遺跡へと通じる。調査地は油谷山の西側

山麓台地上にあり、北側を谷川、南側を大谷川力硫れる。双つの谷部に挟まれた傾斜地である。

海抜約30mをはかり、地目は畑地で、主に果樹の栽培が行われている。付近の石を集め野づら

積みによる石垣をつくり、段々畑がつくられている。

調査地を道路公団のSTAナンバーで示せば、STA154＋00からSTA155＋20までにあたる範

囲を調査対象地とした。くしくも九州縦貫自動車道は薩摩往還と称される旧道とルートを同じ

くしている。調査地のすぐ上には｢オツメ所｣と呼ばれるところがある。街道に係わる防御を目的

－6－
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とした施設があったのだろうか。八代から熊本への主要道路とともに、竜峰山を越えて東陽村、

さらには五木村へと向かう主要な峠越えの道にもあたる。本遺跡の真下には真宗光厳寺がある。

元文17年、僧教円法師によって建てられ、寛永17年龍起によって現在地に移築されたといわれ

る。その後、大発展をとげ城南最大の名刺となっている。いずれも興善寺地区の歴史的な風土

をかもしだしている。

STA154＋20から北側は7～8mの比高があり、急傾斜をもって水田へとつづく。湧水も

あり水田をうるおすoSTA155＋20を過ぎると南に大谷川がある。日頃の水量は少なく、夏

を過ぎれば枯渇する小河川であるが、梅雨の時期は山から多量の水が流れ出す。多量の土砂を

伴うことが多く、しばしば水田を荒らし、時には民家にも洪水を生じさせる。上流の土質が水

に弱いためで、山津波の災害があったことも伝えられる程である。

民家は220m程西側に南北に連なり、水田耕作は国道3号から西に広がる八代平野で行われる。

Ⅲ調 査

1．トレンチの設定

STA154＋27から155＋20を調査の対象地として、全体を網羅しながら、遺構や遺物の有無を

を確認することを目的として合計7ヶ所に設けた。

道路の中心線から東側部分で、北側を谷への傾斜地、南側を里道とに挟まれたところをA地

区とした。地形的には今回の調査地の中ではもっとも高いところで、5枚の畑に分けられてい

る。STA154＋40区にA－1～A－3トレンチを設け、STA154＋20区の一段低い畑地に

A－4トレンチを設けた。東側の幅杭にそってA－5トレンチとA－6トレンチを設け、さら

に、STA154＋60区にはA－7トレンチを設けた。

BトレンチはSTA154＋40の中心杭と西側の幅杭とを結んだ線に平行し、3枚の畑地を横

切る状態に設置した。

CトレンチはSTA154＋20区からSTA154＋60区までの西側の幅杭に平行した状態で設

けた。このトレンチを調査した結果、北隅からスラッグや近世磁器が出土したため、STA

154＋00区へ拡張を行った。

DトレンチはSTA154＋60～80区の中央部で石垣に平行した状態に設けた。

EトレンチはSTA154＋60～155＋00区の西側部分に設けた。石垣に平行し、STA155

＋00区付近からは里道に沿い右に折れた。

F・Gトレンチは里道より南側部分に、主に土層状態を調査する目的で設けた。Fトレンチ

はSTA155＋00区の東側の幅杭にそって、またGトレンチは同じく155＋00区の中心線の東

側に設けた。
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各トレンチの規模については下記に示すとおりである。

A－1トレンチ17m×1．5m Bトレンチ20．5m×1．5m

A－2トレンチ6m×1．5m Cトレンチ55m×1．5m

A－3トレンチ4m×1．5m 拡張4m×2m

A－4トレンチ13m×1．5m ，トレンチ27m×1．5m

A－5トレンチ24．5m×1．5m Eトレンチ44m×1．5m

A－6トレンチ8．5m×1．5， Fトレンチ17m×1．5m

A－7トレンチ14m×1．5m Gトレンチ13．5m×1．5m

また、A－7トレンチの西側およびSTA154＋60の中心杭周辺については多くの土器片が

採集されたため、全面の表土剥ぎを行った。

以上のトレンチおよび表土剥ぎ作業によって下記の遺構や遺物を検出し調査を行った。

炉跡・土鉱・住居跡状遺構・古墳石材・五輪塔・墓士広14基

なお、A－5トレンチ東側断面図によって、土層の状態について示しておきたい。（第3図）

第1層耕作土で、暗褐色を呈する。小喋石や砂粒を含む。樹根が多い。

第Ⅱ層第1層と同じく暗褐色を呈する。小喋石や砂粒と粘質土が混じりあっており固い。

樹根がはいり撹乱を多く受けている。

第Ⅲ層黒褐色を呈し、第Ⅱ層よりもさらに砂喋が多くなる。粘性も強くなり非常に固い。

南側にいくにしたがい厚くなり、南端では70cmを越える。第Ⅱ層の土に第Ⅳ層の黄褐色士を混

ぜ合わせた状態である。

第Ⅳ層黄褐色を呈する固い土質である。花商岩が変化したものと考えられる。

A－5トレンチ東側断面では以上のような土層状態を示している。第Ⅱ層と第Ⅲ層とには陶

磁器片が含まれていることから新しい時代に整地のため客土されたものであろう。A地区の最

も高いSTA154＋40区では、耕作土の直下は第Ⅳ層である。地形的に高いところが削平され、

南側の低い部分を埋め平坦な畑地に整地を行ったものと思われる。

2．炉跡遺構

STA154＋60区のA－7トレンチの西側で検出した。形状はほぼ円形を呈し、最大径は146

cmである。上部は削平されている。床は浅く皿状にあり、最も深いところで20cmである。床お

よび壁は厚さ15～16cmで赤褐色に焼けている。床面からやや浮いた状態で土器が出土した。土

器片はいずれも細片であったが、可能なかぎり実測を行った。

第14図079～082は土師器の杯で、第11図060は須恵器の雲である。

079は底部と体部は丸みをもち境部の器壁が厚い。体部、口縁部は外傾し立ち上がり、口縁

部はやや外蛮ぎみで端部は丸くおさまる。器面は一部横ナデが認められるが他は荒れているた

め不明瞭である。
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第4図炉跡遺構実測図I

胎土は精良であるが、焼成は不充分である。色調は浅黄燈色を呈する。

080も底部と体部は丸みをもち、境部の器壁は厚い。底部の器壁は非常にうすい。体部・口

縁部は外傾し立ち上がり端部が丸くおさまる。器面はもろく非常に荒れており、調整は不明瞭
である。胎土は精良であるが焼成は不充分である。色調は浅黄燈色を呈する。

081は、底部と体部は丸みをもち、境部の器壁は厚く底部はうすい。体部・口縁部は外傾し

て立ち上がり、口縁部はやや外沓ぎみで、端部は丸くおさまる。横ナデ調整が行われている。
胎土は精良である力暁成は不充分である。色調は燈色を呈する。

082は底部と体部はくびれている。体部と口縁部は外傾し立ち上がり端部は丸くおさまる。

横ナデ調整が行われている。胎土は精良であるが焼成は不充分である。色調は浅黄燈色を呈する。
第11図060は須恵器の雲である。口径は推定で18.2cmである。体部以下を欠失している。肩

はあまり張らないものと思われ、口頚部は短く外反する。口縁端部に1条の浅い凹線をめぐら

す。肩外面に格子目叩き、内面には同心円文が認められる。胎土は精良であるが焼成は不充分
である。色調は明オリーブ灰色を呈する

以上、出土した土器はいずれも焼成が不充分で生焼けの状態を示している。炉跡の床面や壁

面は5～6cm力端土となっており、かなり高い温度が上がっていたことがうかがわれる。床面
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に土器の破片が多く出土していることから、小規模に土器が焼かれていたのかもしれない。

3．住居跡状遺構

炉跡遺構の北側で検出した。いくぶん南北に長く長楕円形を呈している。主軸をN－1ざ－E

にとり、長軸3.02m×短軸2.40mである。中央部の床面までの深さは50.5cmである。床面はさ

ほどの固さはもたない。北および東側の壁面の立ち上がりはゆるやかである。床面の直上は黒

色土層が10～25cmの厚さで覆い、その上は黒褐色である。北側の約半分は黒色土層の上に黄褐

色粘質土層があり、その上は多くの炭化物や貝殻（マガキ・アサリ）が混じった腐植土である。

四 四

’ ’
、

－口Q－

1

’ 謎’
＜～

(_）－ －口

１占うくう

第5図住居跡状遺構
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厚さは約20cmである。高度をほぼ同じくして、南側には喋石が出土した。少量の土器片力蝋石

や腐植土に混じって出土している。

出土土器（第6図1．2）

（1)は妻の口縁部で復原すれば口径28.1cmである。口端面は平坦でいく分内傾し､内側はかなり

シヤープな稜を有する。横ナデによる丁寧な調整を行っている。胎土は多量の砂粒が混じり、

焼成は良好である。色調は内面が浅黄色で外面が黒色を呈する。外面には多くの煤が付着して

いる。

（2)も同じく雲の口縁部片で復原すると口径29.2cmである。口端面は平坦であるが､(1)よりも内

傾力塔しい。外面・内面ともハケ目と横ナデを施し丁寧な調整を行っている。胎土は多量の砂

粒を含み焼成は良好である。色調は内面が暗灰黄色で外面は黒色を呈する。

以上2点の土器はいずれも弥生時代中期前半に相当する。住居跡状遺構の床面直上から出土

したものでないだけに直接的な結びつけを行うのはさけておきたい。八代北部地区は弥生時代

'腫跡数が少なく実態があまり明らかにされていなかったが、昨今、遺跡の数が次第に増えつ

つある。本遺跡と同じく九州縦貫自動車道関係の発掘調査によって、下記の遺跡から遺構や遺

物が検出されている。

1

＝争一一画－
一

'~一一一一‐一一．
－

一
一

一

｡~一心や●－－－や一

’ ◆

－

蕊§柵
2

0 5cm
ｰ一一言一一‐

第6図住居跡状遺構出土土器
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八代市岡谷川境遺跡住居跡一基・後期土器・石包丁など

八代市興善寺興善寺馬場遺跡後期土器

八代市川田東車塚古墳後期土器

八代市川田西川田遺跡後期土器などがある。

このほか、八代郡竜北村野津では、昭和51年度の圃場整備作業中に水田下から多くの弥生時

代の土器が出土すること力確認されている。

以上のように弥生時代後期の遺物が多く、それも一帯の水田下に遺跡が広がる様相を強くし

めしている。本遺跡の土器は、先述の遺跡から出土した土器よりも古い時期のもので、県内で

も数少ない中期のものである。この地区において、確実に弥生時代中期の土器が出土すること

を明らかにするとともに、今後、遺跡や出土遺物が増加し、弥生時代についての実態が明らか

になることが期待される。

第1表住居跡状遺構出土土器一覧表

4．土拡（第7図）

住居跡状遺構のすぐ北側で検出した。形状は隅丸方形を呈し、主軸をN－25LEにとる。長

軸は1.64m，短軸は1.28mである。上半を削平されており最も深いところで33cmである。
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第7図石墳石材・土拡実測図
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第6図1
喪 破片 △口径28．1

口縁は平坦、

シャープな

稜を有する、

横ナデ調整

多避の

砂粒が

混じる

良好
浅黄色

住居跡状

遺構

(上層）

煤が付着 図版16(1）

第6図2 蜜 破片 △口径29．2

口縁は平坦、

内傾する、 クシ目調整

多量の

砂粒が

混じる

良好 暗灰黄色

住居跡状

遺構

(上層）

煤が付着 図版16(2)



遺物の出土はないが、形状から墓鉱と思われる。

5．古墳石材（第7図）

STA154＋60の中心杭付近で古墳の石材が出土した。石材は傾斜面に捨てられた状態で出

土した。いずれも硬質砂岩の板石で、長さ1.18,幅72cmで厚さ6cmである。加工痕があり組み

合わせるための溝を彫っている。表面の一部には赤色顔料が認められる。

溝の加工痕があることから、古墳の石室の石障に用いられたものと考えられ、近くに古墳が

存在していたことを示唆している。著名な装飾古墳門前古墳がすぐ近くにあるが、門前古墳の

装飾文様は硬質砂岩の板石を用いた石障に施されており、もし残存しておれば装飾古墳であっ

た可能性もあり非常におしまれる。

6．STA154＋60中心杭付近の出土遺物

STA154＋60中心杭付近では表面から土器片が採集されていたため、約7m×7．5mの範

囲で表土剥ぎ作業を行った。その結果、古墳時代から近世に至るまでの遺物が出土し、さらに

は石囲い遺構とその下から墓鉱14基を検出した。

この調査区付近はかなり急な勾配を呈する斜面であり、畑地として利用できない場所である

ため墓地として利用されたものと思われる。さらに耕作の邪魔になる喋石や土器片などを集め

て捨てた場所にあたるものであろう。

石囲い遺構と墓肱については後述するとして、この調査区から出土した遺物と、他のトレン

チから出土した遺物を一括して報告したい。出土した遺物は次のとおりである。

須恵器・土師器・布目瓦・瓦器・青磁・近世磁器・滑石製品・五輪塔・輔口

須恵器須恵器には杯蓋・杯・高杯・盤・雲・壷などがある。

杯蓋（001～026）

杯蓋は26点が実測可能であった。

a類：ツマミを持たないもので天井部が高いもの

b類：ツマミを持たないもので天井部が低いもの

c類：ツマミを有するものでかえりをもつもの

d類：ツマミを有するものでかえりをもたないもの

以上のように大別することができよう。

（001）は天井部が比較的高い。器全体は丸みをもち、天井部は体部にくらべていくぶん凹ん

でいる。内面は弱い段を有している。天井部のへラ削りの範囲は約-号である。（002.003）

も天井部が比較的高い。

（007）は天井部が低く、体部との境界はほとんど認められない。天井部のへラ削りは-号ほど

である。

（011）は天井部と体部がいくぶん段をなす。天井部のへラ削りは号ほどである。（013）は
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焼きひずみが生じている。天井部と体部との境界は著しい段々をなす。天井部のへラ削りは昔

ほど施されているが雑である。

（019）は天井部に低い宝珠形のツマミを有する。内面のかえりは口端部よりやや上にある。

へラ削りは天井部の約号の範囲に施されている。焼きひずみがあり形は変形している。天井部

内面に↑のへラ記号がみえる。口径13.6cm、かえり径11.6cm，器高2.8cm・胎土は精良で、焼

成良好である。色調は灰色を呈している。

（021）のツマミは（017～019）にくらべてより大きく偏平である。

杯（027～042）

杯は17点が実測可能であった。

a類：蓋受けの立ち上がりがあるもの

b類：高台をもつもの

c類：その他のもの以上の3類に大別することができよう。

a類（028～031）

（027）は推定で口径13.2cm、器高4.0cmである。立ち上がりは比較的高く内傾する。端部は

細く丸くおさまる。受部は立ち上がりとの境に浅い凹線をもち、ほぼ真横に引き出す。体部か

ら屍平な丸みをもって底部へ続く。底部の号ほどにへう削りを行っている。胎土は精良で白色

砂粒を含んでいる。焼成は良好で色調は灰色を呈している。（028～031）の立ち上がりはや

や外雪しながら内傾している。いずれも立ち上がりは短い。受部はやや上方に引き出す。体部

はやや丸みをもって底部へ続いている。

b類（032～041）

（032.033）は比較的高い高台がつく。（033）は高台を接合したあと凹むほどおさえてい

る。また、内面にはへう記号がある。（036）はハリツケ高台で比較的高い。高台は外方へ伸

び脚端は丸い。底部と体部の境は丸みをもち、体部・口縁部は外傾し立ち上がる。端部は丸く

おさまる。端正な形状を示している。

c類（042.043）

（042)､底部は丸く体部との境は不明瞭である。口縁部にはソリがみられ、端部は丸くおさま

る。底部のへラ削りは約号-の範囲に施されている。（043）は、底部と体部との境が丸く、体

部でやや外蛮しながら立ち上がる。端部は丸くおさまる。底部は約音の範囲でへラ削りを施し

ている。

高杯（044～051）

（044）は杯部片である。底部と体部の境は丸みをもち、体部・口縁部は外傾し立ち上がる。

体部中央に2条の凹線をめぐらしている。（045～051）は脚部片である。（045）は筒部の

中央部付近に凹線をめぐらす。杯部との接合部付近がもっとも窄まり、脚端に向かって次第に
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開いてゆき、脚端部はかえりを有する。焼成が悪く、色調は赤褐色を呈する。（046）は焼き

ひずみがあり杯部が傾いている。脚部は（045）と似ているが筒部には凹線力流されていない。

(047)は筒部中央部付近に浅い凹線をめぐらしている。（049）は筒部中央部付近に二条の凹線

をめぐらし、その上下に長方形の透孔を三方に配している。しかし、上方のいずれの透孔も切

り込みが不充分で内面まで貫通していない。（050）は筒部径が小さい。体部中央に2条の浅

い凹線をめぐらし、器面には多くのカキ目を施している。

盤（052.053）盤は2点出土した。

（052）は推定で口径23.9cm、器高4.6cmである。底部から体部へは丸みをもち、ゆるやかに

外反する。口唇部は平たく、外側に一条の凹線をなしている。底部はへう削りを施し、内面は

横ナデ調整を行っている。胎土は精良で、焼成良好である。色調は青灰色を呈する。（053）

も同じ形状・調整であるが、底部がいくぶん上がり気味である。焼成は良好である。

雲・壷・その他（054～076）

いずれも破片であり器形はほとんどが不明瞭である。（054～056．060）は雲の口縁で、

(057)は壷の口縁部といえようか。（058）は壷の高台、（059）は瓶の一部と思われる。

(061）は双耳瓶の一部といえよう。

（062～076）はいずれも雲もしくは壷の胴部片である。（062）は大型の壷の口縁部すぐ下

にあたる破片と思われる。内面に青海波文のタタキ痕があり、外面は平行タタキのあとカキ目

調整を施している。（064）の内面は太目の平行タタキを行ったあと青海波文のタタキを重ね

ている。外面は平行タタキを縦と横に重ね格子目をなしている。（063．066．067．068．072）

の内面のタタキは同心円文である。（071.073）の外面には丁寧なカキ目調整を施している。

(073．074）の内面は青海波文と平行タタキを重ねている。（075）は内面がカキ目調整で

外面は格子目のタタキ痕が明瞭に残っている。

土師器（077～099）

土師器は椀・杯・高杯・甑が出土した。

椀（077～078）

（077）は胴部から肩部にかけて大きく内沓している。胎土は2～3mmの小石を多く含んでい

る。焼成が不充分で器面は非常に荒れている。色調は黄燈色を呈する。（078)、底部と体部と

の境が丸くなり、内沓ぎみに口縁はほぼ垂直に立ち上がる。端部はやや細く、丸くおさまって

いる。底部には粗いへラ切りの離し痕がある。内面は横ナデ調整を施している。胎土は精良で

あるが、焼成が不充分で器面は非常にもろい。

杯（079～083）

（079～082）については炉跡遺構ですでに述べたとおりである。（083）は底部と体部は屈曲

しており、体部・口縁部は外傾し立ち上がる。口縁部はやや外反し、端部は丸くおさまる。横
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ナデによって調整している。胎土は精良であるが、焼成はやや不充分である。色調はにぶい燈

色を呈する。

高杯（084）

（084）は高杯の脚部片である。破片であるため詳細については不明である。筒部内側にへう

削りによる調整がある。胎土は砂粒混じりで、焼成は不充分である。色調は燈色を呈する。

甑（085～099）

いずれも甑の把手である。大きさについてはあまり差異は見られず、形状についても大きな

変化はない。手で形をつくったあと手ナデにより粗雑な調整を行っている。いずれも甑との接

合部から離れたものである。

第2表出土土器一覧表（001～013）

挿図番号 器種名

第8図001 杯蓋

(蓋）

第8図002 杯蓋

(蓋）

第8図003 杯蓋

(蓋）

第8図004 杯蓋

(蓋）

第8図005 杯蓋

(蓋）

第8図006 杯蓋

(蓋）

第8図007 杯蓋

(蓋）

第8図008 杯蓋

(蓋）

第8図009 杯蓋

(蓋）

第8図010 杯蓋

(蓋）

第8図011 杯蓋

(蓋）

第8図012 杯蓋

(蓋）

第8図013 杯蓋

(蓋）

残存部 大きさc、

△口径14.2

破片
器高4．9

△口径14.1

破片

△口径11.9

破片

破片 ■■■■■■

破片 一

破片 －

音
一

破片 一

破片 一

破片 －

-を 一

-を ー

号 ー

形態の特徴

天井部は比較的
高い
器全体は丸みを
もつ

天井部は比較的
高い

天井部は比較的
高い

天井部は低い

天井部はやや高い

天井部はやや高い

天井部は低い

天井部はやや高い

天井部は丸く
やや高い

天井部はやや高い

天井部と体部は
段をなす

天井部は低い

天井部と体部は
段をなす

手法の特徴

外面の約号は
回転へラ削り

横ナデ調整

外面の約-斗は
回転へラ削り

外面の約舟は
回転へラ削り

横ナデ調整

外面の約音は
回転へラ削り

外面の約舟は
回転へラ削り

外面の約-とは
回転へラ削り

外面の約音は
回転へラ削り

外面の約舎は
回転へラ削り

外面の約号は
回転へラ削り

外面の約号は
回転へラ削り
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△印は推定値

胎土．焼成・色調

糖良・砂良好オリーブ
粒を含む灰色

糟良
白色
砂粒
含む

、

を

良好 暗オリ
プ灰色

ー

糟良．良好オリーブ
微砂粒を灰色
含む

やや粗・良好灰色
白色砂粒
を含む

稲良．良好灰色
白色砂粒
を含む

梢良良好灰色

やや粗・良好灰白色
白色砂粒
を含む

やや粗・良好灰色
白色砂粒
を含む

梢良良好灰色

やや粗・良好オリーブ
白色砂粒灰色
を含む

やや粗・良好灰白色
白色砂粒
を含む

粗・小石良好灰色
を含む

やや粗良好灰色

出土地点

STA

154＋60

中心杭
周辺

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

備 考

焼きひずみ
あり

沈線あり

天井部片

厚い

焼きひずみ
あり
天井部は
厚い



第3表出土土器一覧表（014～033）

挿図番号 器極名 残存部

第8図014 杯蓋 破片

(蓋）

第8図015 杯蓋 昔
(蓋）

第8図016 杯蓋 破片

(蓋）

第8図017 杯蓋 破片

(蓋）

第8図018 杯蓋 破片

(蓋）

第8図019 杯蓋

(蓋）
昔

第8図020 杯蓋 破片

(蓋）

第9図021 杯蓋 破片

(蓋）

第9図022 杯蓋 破片

(蓋）

第9図023 杯蓋 破片

(蓋）

第9図024 杯蓋 破片

(蓋）

第9図025 杯蓋 破片

(蓋）

第9図026 杯蓋 破片

(蓋）

第9図027 杯蓋 破片

(身）

第9図028 杯蓋 破片

(身）

第9図029 杯蓋 破片
(身）

第9図030 杯蓋 破片

(身）

第9図031 杯蓋 破片

(身）

第9図032 杯 破片

第9図033 杯 音

大きさ函

I■■■■■

ー

l■■■■■

ツマミ径1.7
ツマミ高さ0．3

△ツマミ径2.1
ツマミ高さ0．6

口径13.6かえし
径11.6器高2.8
ツマミ径2.1
ツマミ高さ0．7

△口径14.2
△かえし径12.2

△ツマミ径3.1
ツマミ高さ1．1

△口径14.9

△口径11．5
△かえし径10.4

△口径15.4
△かえし径13.2

△口径15.3
△かえし径13.0

△口径15.3
器高2．9

△口径13.2
器高4．0
△受部径15.2

△口径11.6
△受部径13.4

△口径11.5
△受部径13.8

△受部径14.0

△口径10.3
△受部径12.6

△高台径13.3

高台径9．4

形態の特徴

天井部は低『京

天井部はやや高い

天井部は低い

天井部は低い

天井部はやや高い

かえりは

口縁部より
やや上にある

天井部は高い
小さなかえりが
ある

天井部は低い

天井部は高い

天井部はやや高い

天井部は
やや高い

小さなかえりを
持つ

天井部は
比較的高い
端部は丸く
おさまる

立ち上がりは
比較的高く
内傾する

立ち上がりは
やや外蛮し
内傾する

立ち上がりは
やや外蛮し
内傾する

立ち上がりは
やや外恋し
内傾する

立ち上がりは
やや外蛮し
内傾する

比較的高い
高台がつく

比較的高い
高台がつく

手法の特徴

外面の約号は
回転へラ削り

外面の約そほ
回転へラ削り

外面は
回転へラ削り

外面は
回転へラ削り

外面は
回転へラ削り

外面の約暑は
回転へラ削り

外面は
横ナデ調整

粗い回転へラ削り

カキ目調整

外面の約音は
回転へラ削り

外面の約号は
回転へラ削り

外面の約弁は
回転へラ削り

外面の約号は
回転へラ削り

外面の約号は
回転へら削り

横ナデ調整

横ナデ調整

横ナデ調整

横ナデ調整

横ナデ調整

横ナデ調整
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胎土．焼成・色調

やや粗良好灰色

やや粗・良好オリーブ
白色砂粒
を含む

灰色

糟良良好灰色

精良やや不良 明オリ
プ灰色

やや粗・良好灰色
白色砂粒
を含む

糟良良好灰色

ー

糟良良好オリーブ
灰色

やや粗良好灰色

梢良良好オリーブ
灰色

梢良良好灰色

やや粗・不充分黄灰色
白色砂粒
を含む

輔良良好暗緑灰色

梢良良好灰色

籾良．良好灰色
白色砂粒
を含む

糟良良好灰色

梢良良好灰色

糟良.良好オリーブ
白色砂粒灰色
を含む

糟良．良好灰色
白色砂粒
を含む

精良良好暗灰色

箱良良好緑灰色

△印は推定値

出土地点

〃

〃

〃

STA

154＋60

中心杭
周辺

〃

ゆ

〃

〃

〃

〃

STA

154＋60

中心杭
周辺

〃

〃

ケ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

備 考

ツマミあり

ツマミあり

ツマミあり
焼きひずみ
あり

窯印あり

かえりあり

ツマミあり

かえりあり

かえりあり

かえりあり

高台付き

高台付き
窯印あり



第4表出土土器一覧表（034～053）
△印は推定値

画 昏守甲■●や

－29－

挿図番号 器種名 残存部 大きさ函 形態の特徴 手法の特徴 胎土．焼成・色調 出士地点 備考

第9図034 杯 破片

△高台径10.6 高台の端部は
平たい

へラ切り痕が残る 梢良良好暗緑灰色 〃 高台付き

第9図035 杯 破片

△高台径10．1 高台の端部は
平たい

粗いへラ切り痕が
残る

梢良良好灰色 STA

154＋60

中心杭
周辺

高台付き

第9図036 杯 沓

口径10.4
高台径6．8

高台は外方へ伸び
端部は丸い
体部、口縁部は
外傾する

横ナデ調整 梢良良好灰白色 〃 高台付き

第9図037 杯 破片

△高台径11.0 口縁部は
るす
の端部は
い

部
傾
台
た

体
外
高
平

ヘラ切り痕が残る
横ナデ調整

糟良良好暗灰色 〃 高台付き

第9図038 杯？ 破片

△高台径10.5 底部は厚い
高台の端部は
平たい

ヘラ切り痕が残る やや粗・良好暗緑灰色
砂粒を
含む

〃 高台付き

第9図039 杯 破片

△高台径8．5 杯・底部は厚い 粗いへラ切り痕が
残る

やや粗．ややオリーブ
白色砂粒不充分灰色
を含む

〃 高台付き

第10図040 杯 破片

△高台径7．2 高台の端部は
やや尖がる

横ナデ調整 輔良良好灰色 〃 高台付き

第10図041 杯 破片

△高台径9．4 高台の端部は
丸みをもつ

粗いへラ切り痕が
残る

糖良良好オリーブ
灰色

〃 高台付き

第10図042 杯 破片

△口径12．4
器高4．3

口縁部はやや
外恋する
端部は丸い

底部の約号は
回転へラ削り

精良良好オリーブ
灰色

〃

第10図043 杯 破片

△口径11.9
器高3．7

体部はやや外恋し
ながら立ち上がる

底部の約令は
回転へラ削り

やや粗・良好灰色
白色砂粒
を含む

〃

第10図044 高杯 破片

△口径19.9 口縁部は
る

二条の央に
す
中

部
傾
部
線

体
外
体
凹

横ナデ調整 梢良良好黄褐色 〃 杯部

第10図045 高杯 約去

△脚部径12.5
脚部高さ9．4

筒部の中央部に
凹線
脚端部に
かえりを有する

横ナデ調整 精良．不充分赤褐色
白色砂粒
を含む

〃 脚部

第10図046 高杯 音

△脚部径12.3
脚部高さ8．5

筒部に凹線 横ナデ調整 糖良．良好灰色
白色砂粒
を含む

〃 焼きひずみ
あり

第10図047 高杯 破片 筒部中央部径3.9
筒部中央に浅い

凹線

横ナデ調整 糖良良好灰色 STA

154＋60

中心杭
周辺

脚部片

第10図048 高杯 破片 筒部中央部径4.6

横ナデ調整 糖良良好灰色 〃 脚部片

第10図049 高杯 破片
スカシ長さ4．6

スカシ幅0．5

筒部中央に二条の
凹線
二段のスカシ

横ナデ調整 暗青灰色良好●

を

梢良
白色
砂粒
含む

〃 スカシあり

脚部片

第10図050 高杯 破片 筒部中央部径2.0

体部中央に二条の
浅い凹線

カキ目調整 暗青灰色良好●

を

梢良
白色
砂粒
含む

〃 脚部片

第10図051 高杯 破片 筒部径3．2

横ナデ調整 暗青灰色良好●

を

糟良
白色
砂粒
含む

〃 脚部片

第11図052 盤 破片
△口径23．9

△器高4．6

底部から体部は
丸みをもつ
口縁部に一条の
凹線

底部はへう削り
内面は横ナデ調整

梢良良好青灰色 〃

第11図053 盤 告
△口径23．8

器高3．7

底部から体部は
丸みをもつ
口縁部に一条の
凹線

底部はへう削り
内面は横ナデ調整

梢良良好青灰色 〃



第5表出土土器一覧表（054～073）
△印は推定値

－30－

挿図番号 器種名 残存部 大きさ函 形態の特徴 手法の特徴 胎土．焼成・色調 出土地点 備考

第11図054 蜜 破片 △口径20．6

口縁部は外反する 横ナデ調整 箱良良好暗青灰色 〃 口縁部片

第11図055 喪 破片 －

口縁部は外反する 横ナデ調整 精良良好灰オリー

プ色

〃

第11図056 蜜 破片 －

頚部・口縁部は
大きく外反する
端部は平たい

外面タタキ調整 粗良好灰色 〃

第11図057 壷 破片 －

外面カキ目痕 精良良好灰色 〃

第11図058 不明 破片 △高台径14．2

低い高台 内面青海波文 精良良好灰色 〃 高台片

第11図059 不明 破片 ■■■■■■

横ナデ調整 オリーブ

灰色
良好●

を

梢良
白色
砂粒
含む

〃

第11図060 蚕 破片 △口径18．2
条の
す

は短く
る

部に一
めぐら

頚部
反す
縁端
線を

口
外
口
凹

内面同心円文
外面格子目
タタキ調整

糟良不充分明オリー
プ灰色

炉跡遺構 口縁部片

第11図061 双耳瓶 破片 孔径1．2×0．9

長楕円の孔を
有する

横ナデ調整 糟良良好灰色 STA

154×60

中心杭
周辺

ツマミの部
分一部自然
粕がかかる

第12図062 蜜？ 破片 ■■■■■■ －

内面青海波文
タタキ

外面平行タタキ
カキメ調整

梢良良好灰色 〃

第12図063 翌？ 破片 －
－

内面同心円文
外面カキ目調整

籾良．良好灰オリー
小石をプ色
含む

〃

第12図064 喪？ 破片 －
ー

内面平行タタキ.
青海波文
外面平行タタキ

糟良．良好オリーブ
小石を黄色
含む

〃 一部自
粕がかかる

第12図065 蜜？ 破片 －
－

内面同心円文
タタキ

外面カキ目調整

やや粗．やや灰オリー
小石を不充分プ色
含む

〃

第12図066 喪？ 破片 － －

内面同心円文
タタキ

外面カキ目調整

精良良好灰色 STA

154＋60

中心杭
周辺

第13図067 蜜？ 破片 － －

内面同心円文
外面カキ目調整

精良良好灰色 〃

第13図068 蜜？ 破片 ■■■■■■ －

内面青海波文
タタキ

外面カキ目調整

糟良良好オリーブ
灰色

争

第13図069 蜜？ 破片 － 一

内面青海波文
タタキ

外面カキ目調整

糟良良好灰オリー
プ色

〃

第13図070 蜜？ 破片 － －

内面青海波文
タタキ

外面カキ目飼整

ー灰オリ
プ色

良好●

を

糟良
白色
砂粒
含む

STA

154＋60

中心杭
周辺

自然粕が
かかる

第13図071 翌？ 破片 一 －

内面青海波文
タタキ

外面カキ目調整

精良良好灰色 〃

第13図072 蜜？ 破片 － 一

内面同心円文
タタキ
外面カキ目調整

灰色良好●

を

糟良
白色
砂粒
含む

〃

第13図073 喪？ 破片
－

一

内面青海波文
平行タタキ
外面カキ目鯛整

糟良良好灰色 〃



第6表出土土器一覧表（074～099）

挿図番号

第13図074

第13図075

第13図076

第14図077

第14図078

第14図079

第14図080

第14図081

第14図082

第14図083

第14図084

14085

第1図1

15099

器種名

喪？

蜜？

蜜？

椀

椀

杯

杯

杯

杯

杯

高杯

甑

残存部

破片

破片

破片

約音

約-号

約音

約を

約を

約を

破片

破片

大きさc、

－

－

－

△口径15.3

△口径13.2
器高6．9

△口径11.0
器高3．7

△口径14．3
器高3．5

△口径11.9
器高3．5

△口径17.0
器高3．2

△口径14.9
器高2．5

胴中央部径4．8

－

形態の特徴

－

I■■■■■■■

一

胴部から屑部は
大きく内沓する

口縁部はほぼ
垂直に立ち上がる

体部、口縁部は
外傾
口縁部はやや
外沓ぎみ

体部、口縁部i主
外傾

体部、口縁部は
外傾
口縁部はやや
外沓ぎみ

底部と体部は
くびれる
体部と
口縁部は外傾

体部、口縁部は
外傾

手法の特徴 胎土．焼成・色調 出土地 備考

内面青海波文 糟良良好灰色 〃

平行タタキ
外面平行タタキ

内面カキ目調整 精良良好暗緑灰色 〃

外面格子目タタキ

内面青海波文 精良良好オリーブ 〃 自然粕が
タタキ 灰色 かかる

外面カキ目調整

内外面横ナデ調整 多鼠の不充分黄燈色 〃

砂粒
混じり

内外面横ナデ調整 糟良不充分燈色 〃

横ナデ調整 精良不充分浅黄燈色 炉跡遺構 器面が
荒れている

横ナデ調整 糟良不充分浅黄燈色 〃 器面は
もるく
荒れている

横ナデ調整 糟良不充分燈色 〃

横ナデ調整 糟良不充分浅黄燈色 〃

横ナデ調整 糟良ややにぶい
不充分燈色

STA

154＋60

中心杭
周辺

筒部内部は
へら削り調整

砂粒不充分授色
混じり

STA

154＋60

中心杭

胴部片

周辺

手ナデによる 砂粒 〃 把手

粗雑な調整 混じり

－31－



布目瓦（100～108）

布目瓦は9点が出土した。いずれも細片であるが、丸瓦片2点で他は平瓦片である。それぞ

れについての観察結果は一覧表としてまとめた。

第7表布目瓦一覧表(100～108）

凸 面 凹 面
’’

－32－

’

恥

瓦
の
翻
別

叩
き
の
有
無

叩
き
目
の
種
類

大
き
さ

叩
き
目
の

大
き
さ

叩
き
板
の

順
序
と
方
向

叩
き
し
め
の

の
縁
取
り

凸
面
側
側
蝋
部

部
の
縁
取
り

凸
面
側
広
狭
端

状
態

布
痕
の

有
無
と
方
向

糸
切
痕

痕
の
有
無

布
の
縫
い
目

極
却
の

継
ぎ
目

有
無

の
縁
取
り

凹
面
側
側
蝋
部

部
の
縁
取
り

凹
面
側
広
狭
端

有
無

模
骨
痕
の

分
割
方
法

厚
さ
色
調
胎
土
焼
成

出
土
地
点

備
考

100

丸
瓦
ナ
シ
／ ／ ／ ／

ナ
シ
ナ
シ

部分的に
つづれて

ゆがんで

いる
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ

方
向
下
↓
上

有
り
箆
削
り

ナ
シ

5

著
り

下

↓
上
内
側

皿
～
”
函

凹凸面褐
灰色

内部
灰赤色
繊
密
堅
繊

分割裁面
が残る

101
丸
瓦 有

斜
格
子

格子内径
8×4，1

刻線幅
約3m
不
明
不
明

ナ

広
端
箆
切
り

下端部は
不明瞭

ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ

３
本
有
り

下
↓
上
内
側

唖
～
咽
皿

凹凸面
内部共に
しぶい

褐色
綴
密

可
能
性
有
り

２
次
焼
成
の

分割裁面
が残る

102

平
瓦 有

縄
目
Lr

縄1目

皿
、
８
２
縦
幅 不
明
不
明
ナ
シ
ナ
シ

部分的に
破れがあ

り、粗の
部分と密
の所が
ある

ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ

方
向
不
明

有
り
左
箆
削
り

ナ
シ

３
本
有
り

方
向
不
明
内
側

２
．
８
１
⑥
色
函

２ 凹凸面
灰白色

内部中心
明褐灰色

砂
粒
の
混
入
多
い

良

103
平
瓦
ナ
シ
／ ／ ／ ／

ナ
シ
ナ
シ

均一に布
目痕があ
る

1×l函

の糸痕

タテ9本
ヨコ10本

ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ

4

本
有
り 不
明

唖
～
哩
函

凸面灰色
凹面
灰黄褐色

内部中心

明褐灰色

繊
密

良

104
平
瓦
有

格
子

格子内径
2．5×

刻

2.恥1

線幅
1.”

不
明
不
明
ナ
シ
ナ
シ

均一に布
目痕が
ある

1×1m

内の布痕
タテ8本
ヨコ8本

ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ

３
本
有
り 不
明

1．5

an

凹凸内部
共に灰色

餓
密

良

105
平
瓦
ナ
シ
／ ／ ／ ／

ナ
シ
ナ
シ

風化のた
め不明

不
明
不
明
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
不
明
不
明

2.0

an

凹凸面
にぶい黄

燈色
内部
褐灰色

砂
粒
の
混
入
多
い

可
能
性
有
り

２
次
焼
成
の

106

平
瓦
有

平
行
叩
き

凹部幅
4mm

長さ不明

刻線幅
5～4mm

不
明
不
明
ナ
シ
ナ
シ

布痕ナシ

荒い
箆削り ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ

ナ

シ

ナ
シ
不
明
不
明

咽
～
”
函

mIn1面

にぶい黄

橿色

内部
にぶい燈
色

良 良

107
平
瓦

有

格
子

凹部幅
3×3皿

刻線幅
1mm

深さ

わずか

不
明
不
明
ナ
シ
ナ
シ

湾曲した
布痕があ
る

1×1函

内の糸数
タテ6本
ヨコ7本

有
方
向
不
明

ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
不
明
不
明

咽
～
恥
函

凹凸面
灰色

内部
にぶい

褐色

繊
密
堅
綴

108
平
瓦
有

縄
目
Lr

縄1目

皿
皿
８
２
縦
幅 不
明
不
明
ナ
シ
ナ
シ

均一な布
痕がある
1×1cm

内の糸数
タテ7本
ヨコ7本

ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
不
明

調
整
に
よ
り
不
明

２
次
的
箆
削
り

1.9

、、

に

面
共
い

凸
部
ぷ

凹
内
に

橿色

砂
粒
の
混
入
多
い

可
能
性
有
り

２
次
的
焼
成
の

分割裁面
を2次的
に箆削り
を施して
いる
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（註）（'庖調の観察用語は財団法人日本色彩研究所「新版標準土色帖」によった。

（2洛瓦の観察項目の中でナシとしたものは、その瓦片の中に見いだせないもので、完形

の場合に於ての有無ではない。

(3)不明とした項目は、それについての観察が器面の荒れ等によって不可能なものである。

（広瀬）

青磁（109～110）

青磁は2点が実測可能であった。（109）は碗の破片で、復原すると口径は15.4cmである。

体部は丸みをもち口縁部はわずかに外反し、端部は丸くおさまる。外面体部に蓮弁の文様を有

し、低い鏑である。粕色はオリーブ褐色を呈する。気泡や朕入が多くはいっている。胎土は精

良でにぶい黄燈色を呈している。

（110）も碗の底部片であり、低い高台である。見込みと体部の境は浅い凹部がめぐる。内底

見込みにはキノコ状の文様を施している。粕色は灰オリーブ色を呈し、気泡が見られる。

以上、2点の青磁片は中国竜泉窯系の青磁と見ることができよう。

瓦器（111～113．115．116）

瓦器には火鉢（111）・茶釜（112．113）・摺鉢（115.116）がある。

（111）は火鉢の口縁部片である。口縁端部は平坦で二条の突帯を有している。二条の突帯の

間には梅花文のスタンプを施している。胎土は砂粒混じりで焼成はやや不充分である。色調は

灰オリーブ色を呈する。

（112．113）は茶釜の口縁部と胴部片である。口径は推定で18.5cmである。（112）は口縁部

端部は平たく肩部は丸い。肩部には菊花文のスタンプを施している。内面には粗いカキ目調整

を行っている。胎土には砂粒が混じり、焼成は良好である。色調は灰色を呈する。（113）は

胴部片でツバである。ツバは1.8cm突出している。復原するとツバの周りは24.4cmであるd胴

部との接合部分にはカキ目痕があり、内面にもカキ目痕が残っている。胎土は精良であるが、

焼成はやや不充分である。色調は灰色を呈し、外面には煤の付着が見られる。

（115．116）は播鉢片である。（115）は口縁部片で（116）は底部片である。口縁端部

は平たい。内面に7条の深いカキ上げを施している。胎土はやや粗く焼成は良好である。色調

は灰色を呈する。（116）の底部は平たく、胴部から外反し立ち上がる。内面は6条もしくは

7条の深いカキ上げを施している。胎土はやや粗いが焼成は良好である。色調は灰色を呈する。

滑石製品（114）

（114）は滑石製の石鍋の破片である。胴部のツバの部分で、1.2cmが外に出ている。細かな

調整痕が認められる。煤が付着している。

磁器・その他（117～128）

近世磁器は11点が実測可能であった。碗・皿・鉢・瓶・壷がみられる。
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（117）は高台付碗である。推定で口径12.3cm、高さは7.1cmである。体部は丸みをもちなが

ら立ち上がり、端部は丸くおさまる。内外面に浅黄色を呈する灰軸を施し巌入がある。高台の

端部には離れ砂が付着している。胎土は淡黄色を呈し精良である。

（118）は小型の碗で、口径は推定で8.2cmである。体部は内沓し、口縁はほぼ垂直に立ち上

がり、端部は丸くおさまる。暗オリーブ色を呈するアメ粕を施している。胎土は精良で灰色を

呈する。

（119）は底部片である。淡黄色の施粕があり、巌入や気泡が見られる。見込みには3ヶ所の

目あとがあり、底部にはチリメンジワが見られる。胎土は淡黄色を呈し精良である。唐津窯産

のものと考えられる。

（120）も底部片である。緑灰色を呈する施粕がある。見込みに4ヶ所の目あとがあり、高台

端部にも残っている。胎土は灰白色で精良である。唐津窯産のものと考えられる。

（121）は底部片である。にぶい黄色の施粕がある。胎土は淡黄色を呈し精良である。嬉野窯

産のものと考えられる。

（122）も底部片である。古伊万里、蛇目剥染付の皿である。高台内側に離れ砂が付着する。

染付は青灰色を呈する。

（123）は深い高台の鉢である。褐色を呈する施軸があり見込みには目あとがある。胎土は灰

黄褐色を呈し精良である。武雄窯のものと考えられる。

（124）は底部片である。灰オリーブ・青色を呈する銅粕の施粕がある。気泡がはいる。胎土

は淡黄色を呈し精良である。唐津系の窯産と思われる。

（125）は瓶の底部片である。にぶい黄色の施軸がある。底部にはチリメンジワが認められる。

胎土は灰黄色を呈し精良である。唐津窯産のものと考えられる。

（126）は鉄粕がかかった蓋である。胎土は灰色を呈し堅綴である。

（127）は壷の底部片である。オリーブ黒色の施紬がある。底部には多くの離れ砂が付着して

いる。胎土は灰オリーブ色を呈し砂粒が混じる。

（128）は瓦質土器であるが器種ははっきりしない。把手状の突出物がある。色調は浅黄色を

呈する。胎土はやや粗く焼成良好である。

以上の磁器はいずれも佐賀県の唐津窯や伊万里・武雄・嬉野窯で焼かれたものと考えられ、

江戸時代前期～中期にかけてのものがほとんどである。本遺跡の周辺でも多く出土しており、

海上をとおしての佐賀県地方との盛んな交易をものがたっている。

7．その他の出土遺物

五輪塔は空風輪・水輪各2個が出土している。（129）の空風輪はSTA154＋60中心杭西

側の斜面から出土した。高さは39.4cmで空輪径は20cmである。石材は凝灰岩で表面はかなり痛

み、宝珠形をなした先端の尖がりはなくなり、風輪は大半を欠失している。火輪との接合のた

－39－
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めの凸は完全な状態で残っている。

（130）の空風輪はSTA154＋60中心杭東側斜面から出土した。高さ24cm，空輪径22.2cmで、

石材はややもろい凝灰岩である。火輪と接合するための凸部は欠失している。空輪と風輪とを

分けるえぐりは大きく、先端の尖がりも丁寧に仕上げられている。

（131）の水輪はCトレンチの東側から出土した。胴径は40.6cmである。上面を欠失している

が、凹部底までの高さを求めると22cmである。石材は良質の凝灰岩である。上部に火輪と接合

するための凹部をつくっている。肩のはらない円形を呈している。中央部に焚字が刻まれ「ア」

東を意味している。焚字が刻まれたあとに墨を塗った痕跡が認めらるれる。

（132）の水輪はDトレンチの北側から出土した。胴径は43.2cmである。（131）と同じく上

面を欠失している。凹部底までの高さは23cmである。石材はやや質の悪い凝灰岩で摩滅を受け

ている。上部は火輪と接合するために凹部をなしているが、浅く横に広くつくられている。掩

字が刻まれていたことは確かであるが、摩滅しているため読みとることはできない◎

輔口

（132）はCトレンチから出土した輔口の破片である。石材には砂岩を用いており、一部欠失

している。残存している部分での長さは13.8cmである。短い円筒状を呈し、先端径4.0cm，末

端径8.2cmで裾部がやや広がっている。芯径は約2.8cmで、厚さは約5.8cmである。輔口の先

端外面に黒色に焼けた部分があり、高熱にさらされたことを示唆している。破片で、ただ1点

の出土であり、'性格や時期等については明確にしえない。

8．墓地

STA154＋60中心杭周辺の表土剥ぎ作業を行った結果、約10ヶ所に石囲い遺構が見られた。

石囲いは付近に多くある30～40cm大の石灰岩を集めたものである。2ケ所では石囲いの上にさ

らに凝灰岩の切石の台石が置かれていた。これらの石囲い遺構を取り除くと下に墓鉱を確認す

ることができた。墓鉱は14基を検出した。

第1号墓肱

傾斜面の最も低いところで検出した。上部はほとんど削平されてしまっている。形状は円形

を呈し、長径1.25mで深さは0.40mが残る。底部には人骨の一部が残り頭蓋骨と下肢骨を確認

できた。人骨は側臥屈葬で中央部に数珠が置かれ、木棺葬であったらしく鉄釘が出土している。

第2号墓拡

第1号墓鉱の南側に近接してある。形状は方形を呈し長軸1.04mで短軸0.85mで深さ0.16m

である。上部はほとんど削平されてしまっている。底部には人骨が残り、頭蓋骨と下肢骨を確

認でき、座臥屈葬である。中央部に数珠玉が出土した。

第3号墓鉱

傾斜地の最も低い位置にあり、第1号・第2号墓拡と同じく上面を削平されている。形状は
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円形を呈し、長径1.24mで深さ0.55cmである。人骨の一部が残り、下肢骨の一部は立った状態

にあることから座臥屈葬であろう。数珠玉と鉄釘が出土している。墓肱の形状が円形で、規模

が小さく、座臥屈葬の葬法をとるとみられることから、桶棺に埋葬しはものと思われる。

第4号墓拡

第1号～第3号墓肱の東側で一段高いところに位置する。上面には石囲い遺構が一部残存し

ていた。墓拡の形状は方形を呈し、長軸1.16mで短軸1.12m，深さ0.69mである。底部には人

骨の一部が残っている。鉄釘も出土した。

第5号墓拡

第4号墓肱の南側で検出した。墓肱の残りは良好である。形状は方形を呈し、長軸1.39m、

短軸1.27mで深さは1.11mである。人骨は残っておらず、鉄釘11本が出土した。

第6号墓肱

第5号墓拡の南側で検出した。上面は方形で長軸約1.40m、短軸1.18mの大きさの石囲いが

行われていた。墓拡の形状は方形を呈し、長軸1.41m、短軸1.28m，深さ1.01mである。底部

に人骨の頭蓋骨と下肢骨の一部を確認することができた。右側臥屈葬と思われ、墓肱の形状や

鉄釘の出土状態から見て木棺葬と判断できよう。

第7号墓肱

第5号墓拡の位置よりさらに一段高いところで検出した。上面には石囲い遺構が一部残存し

ており、凝灰岩の切石が置かれている。墓石の台石であるが、台石にのる他の墓石は認められ

ない。台石は傾いてるいた。墓地は第13号墓地と切り合わないように意識をしたのか変形した形

状を呈している。大きさは長軸1.54mで短軸1.14m、深さは0.66mが残っている。人骨はほと

んどが腐植してしまっており、わずかに腰骨・下肢骨と認めることができる。

第8号遺構

第7号墓砿と第9号墓地との間に方形を呈する浅い掘り込みがあり、獣骨が出土した。獣骨

は犬の骨であることが判明した。

第9号墓砿

第7号墓砿の東側にあり、第10号墓拡と切り合っている。上面には方形で長軸0.98m、短軸

0.72mの規模をもつ石囲い遺構がある。墓拡の形状は方形を呈し、大きさは長軸0.96m，短軸

0.94m，深さ0.39mである。底部には人骨片がいくぶん残っていた。数珠玉が出土している。

第10号墓拡に切られている。

第10号墓坑

第9号墓f広と切り合いがある。墓地の上面には方形で長軸1.24m、短軸0.98mの規模をもつ

石囲い遺構がある。墓拡の形状は円形を呈し、径は東西に長く1.26mで南北径は1.08mである。

深さは0.72mである。底部に人骨片がわずかに認められる。切り合いの関係から第9号墓拡よ

－45－
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第29図第14号墓地実測図

りも後につくられている。

第11号墓ﾅ広

第10号墓地の北側にあり、第4号墓肱と第12号墓拡とにはさまれている。墓地の形状は方形

を呈し、大きさは長軸0.92m、短軸0.89mで深さは0.75mである。人骨はほとんど腐植してな

くなってしまっており、歯が一部確認できる程度である。数珠玉が出土している。

第12号墓拡

第11号墓肱のすぐ東側で検出した。形状は方形を呈しており、大きさは長軸1．13m、短軸

0.94mである。上部はほとんどなくなっており、深さは0.29mだけであった。人骨は腐植して

しまっており確認できない。

第13号墓肱

第7号墓拡の南側に近接して並んでいる。上部には石囲い遺構が残存している。凝灰岩の切

石が置かれている。形状は方形を呈し長軸約1.26m、短軸1.00mの範囲にある。墓肱の形状は

方形を呈し、大きさは長軸1.13m、短軸0.97mで深さは0.68mである。底部には人骨がわずか

に残存している。頭蓋骨と下肢骨である。下肢骨が立った状態にあることから座臥屈葬の可能

性が強い。また墓地の形状は円形を呈し、規模の小さなもので鉄釘も出土していないことなど

から桶棺葬であろう

第14号墓ﾅ広

第9号墓拡の南側に近接してある。上部には石囲い遺構がある。石囲い遺構の形状は方形で

－50－



長軸1.02m，短軸0.92mの大きさである。墓肱の形状は方形を呈し、大きさは長軸1.18m、短

軸1.15mで深さは0.79mである。人骨は頭蓋骨がわずかに残っていた。鉄釘が出土した。

数珠玉

第30図は表土と墓鉱から出土した数珠玉である。19個の実測を行った。いずれもガラス玉で

あり表面は腐蝕して灰白色を呈している。ほぼ中央にあたる部分に孔がある。孔の大きさは両

端とも変化はない。

（1)は表土剥ぎ作業中に出土したものである。最も大きいもので径1.29cm，厚さ1.00cmある。

孔径は逆に最も細く0.17cmである。両端力細まり狭い平坦面をなす。中央部でふくらみを持ち、

不明瞭な稜を有している。

（2～7）は第2号墓地から出土したものである。両端力細まり中央部でふくらみを持つ。い

ずれも不明瞭な稜を有するが両端面は孔のため変形がみられる。

（8～19）は第3号墓地から出土したものである。第2号墓肱出土のものと類似しているが、

多少の差異もみられる。（8～11．16）はやや小さめで薄めである。（12～14）はさらに小さ

く、そして薄い。形状もいくぶんいびつである。（15．18．19）は径が小さく縦に長い形状を

呈し、両端も変形している。

鉄釘

鉄釘は第1号、第3号、第4号、第5号、第6号、第11号、第13号、第14号墓肱から出土し

ている。断面が四角形の角釘である。

（1～9）は第1号墓肱から出土したものである。いずれも細く、断面は四角を呈する。（1)は

先端で折れ曲がっているが、伸ばせば4.3cmであることから1寸5分釘であろう。（2．3．

5．7．8．9）も同じく1寸5分釘であろう。（4．6）は3cm弱であり1寸釘であろう。

（10～18）は第3号墓地から出土したものである。9点の中で6点は先端で折れ曲がっている。

(10．11）は約3cmの部分で折れ曲がっており、2枚の5分板を接合し、余ったところを折り曲

げたのであろうか。（12．13）は折れ曲がり方が顕著である。（16.18）は1寸釘であろう。

（19～24）は第4号墓地から出土したものである。（19～22）は1寸5分釘で（23．24）は一

寸釘であろう。（25～36）は第5号墓i広から出土したものである。（25．26）は長さが6cmを

越え2寸釘と思われる。（25）は横幅が広く届平な形状を呈する。（26）は固い材木に打たれ

たのであろうか、途中で曲がっている。（27．31）は1寸5分釘で、他は1寸釘であろう。

（37～45）は第6号墓地から出土したものである。（37～41）は1寸5分釘と思われる。（46

～50）は第11号墓砿から出土したものである。（46．47）が1寸5分釘で他は1寸釘であろう。

（51）は第13号墓肱から出土したもので、（52～60）は第14号墓肱から出土したものである。

(52）は3cm強のところで折れ曲がっており5分板2枚を接合したものであろうか。（51．53．

54）はいずれも1寸釘であろう。
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第8表数珠玉一覧表

第9表墓拡一覧表
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No． 外径c、 長惇)径c、 孔径c、 色調 出土場所 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
１
９
９
９
６
４
９
０
８
６
０
８
６
０
０
０
０
９
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７
６
７
６
６
７
６
６
５
６
６
５
４

●
●
●
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●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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０
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０
０
０
０
０
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
４
０
９
２
３
０
０
０
６
０
６
０
０
２
６
９
８

０
６
６
６
５
６
６
６
５
６
５
５
４
４
６
４
４
５
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
２
４
２
３
６
４
６
４
４
０
０
０
０
２
０
０
１
９

１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
２
２
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

白
白
白
白
白
白
白
白
白
白
白
白
白
白
白
白
白
白
白

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

表土層

第2号墓地

第2号墓肱

第2号墓肱

第2号墓地

第2号墓地

第2号墓肱

広
広
広
広
広
広
広
広
広
広
広
広

ｆ
ｔ
ｉ
ｔ
ｉ
ｉ
ｔ
１
１
ｉ
ｔ
ｉ

墓
墓
墓
墓
墓
墓
墓
墓
墓
墓
墓
墓

口
方
ロ
方
口
方
ロ
巧
口
汚
口
方
口
巧
ロ
万
ロ
方
口
巧
口
方
ロ
万

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

STA154＋60

中心杭周辺

墓肱内

墓地内

墓肱内

墓肱内

墓肱内

墓鉱内

墓i広内

墓肱内

墓肱内

墓肱内

墓拡内

墓地内

墓肱内

墓肱内

墓肱内

墓肱内

墓城内

墓城内

号

石囲い

形状 規模

墓地

形状 規模、 長軸の方向

埋葬

葬法 葬位

被葬者

遺物

封土内 墓地内

備考

1 － 一 円形 1．25×1．15×0．40 N－1－W 木棺？ 側臥屈葬 人骨 －

数珠玉

鉄クギ

2 － － 方形 1．04×0．85×0．16 N－62－E 座臥屈葬 人骨 － 数珠玉

3 一 － 円形 1．24×1．23×0．55 N－88－E 桶棺？ 座臥屈葬 人骨片 －

数珠玉

鉄クギ

4 不明 一部残存 方形 1．16×1．12×0．69 N-66里E 人骨 ､－ 鉄クギ

5 － － 方形 1．39×1．27×1．11 N－49旦E － － 鉄クギ



石囲い 墓 肱

号

形状 規模 形状 規模、 長軸の方向

6 方形 1.40×1．18 方形 1．41×1．28×1．01 N－43些E

7 不明 一部残存 方形 1．54×1．14×0．66 N-61里E

8 ■■■■■■■■■■■■■ － 方形 1.34×－×0．11 N-58全E

9 方形 0.98×0．72 方形 0．96×0．94×0．39 N-32g-W

10 方形 1.24×0．98 円形 1.26×1．08×0．27 N-41全E

11 － － 方形 0.92×0．89×0．75 N一？－

12 － － 方形 1.13×0.94×0．29 N-68里E

13 方形 1.26×1．00 方形 1．13×0．97×0．68 N－62竺E

14 方形 1.02×0．92 方形 1.18×1．15×0．79 N-48里E

埋 葬

被葬者

葬法 葬位

木棺？ 右側臥屈葬？ 人骨片

人骨片

犬

人骨片

人骨片

－

一

桶棺？ 座臥屈葬？ 人骨片

人骨片

遺物

封土内

－

－

－

－

－

－

－

－

－

墓肱内

鉄クギ

一

一

数珠玉

－

数珠玉

鉄クギ

－

鉄クギ

鉄クギ

備考

石囲いに凝灰岩切石あり

犬の骨であった

第10号と切り合う

第9号と切り合う

石囲いに凝灰岩切石あり

以上のようにSTA154＋60中心杭周辺の調査によって約10基の石囲い遺構と、その下から

14基の落ち込みを検出することができた。その中で第8号は獣骨であったため除外するとして、

13基の墓地を調査することができた。

石囲い遺構と墓肱とを図面にとるといくらかのズレが見られた。これは墓地が形成されたと

ころはかなり急な斜面であるためにズレたものと思われる。また、墓石は埋葬してから何年か

たってから設けるという風習があり、時間がたってから石囲いを設けたために墓砿との位置が

ズレたとも考えられる。

石囲い遺構の中では、第6号・第9号・第10号・第13号・第14号墓地の上面で検出したもの

が良好に残存していた。いずれも方形に囲われて、墓肱の大きさとほとんど同じ規模でつくら

れている。したがって、墓肱の大きさがある程度わかる状態の時につくられた可能性が強い。

石囲い遺構の高さは30～40cmである。石材のほとんどは付近に多く見られる石灰岩である。

付近には石灰岩が多く、意識的に石灰岩だけを選んだということではないと判断している。

第7号墓肱と第13号墓堆では石囲い遺構の上に凝灰岩の切石が置かれていた。この切石は縦

46cm、横38cmであり端正な整形が行われている。この切石は墓石の台石と思われる。石囲

い遺構の上にはすべて墓石が置かれていたのであろうか。また、墓石がない場合には墓標が置

かれていたのであろうか。石囲いは墓石の基礎固めになるのは勿論であるが、墓標をささえ固

めるのにも有効である。

墓肱の形状は方形を呈するものが10基であり、円形を呈するものはわずかに3基であった。

最も大きいのは第7墓地であり、長辺が1.54mである。最も小さいのは第7号墓肱で長辺が

0.92mである。被葬者の大きさによって変化をみたものであろうか。特殊な様相を有するよう
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な墓肱は認められない。円形の形状を示すものは、長径がそれぞれ1.24,1.25,1.26mであり

全く同じような規模でつくられている。もし円形を呈する墓地は棺桶による埋葬であったとす

るなら、棺桶も一定の大きさでつくられていたものと思われる。

墓肱の深さは、上面を削平されているものは不明である。石囲いのない墓肱の中で最も深い

のは第5号墓肱で1.11mである。上面に石囲いがある墓地で最も残存が良好なのは第6号墓肱

であり、深さは1.01mである。この第5号・第6号墓地から判断すれば、墓肱の深さは1300m

を越え、その上に40～50cmの土マンジュウ状の盛土と石囲いを行っていたものと思われる。さ

らにいくつかには墓石が置かれていたのであろう。

葬法としては、墓砿の形状はほとんどが方形を呈することから木棺が多かったものと考えら

れる。特に鉄釘が多く出土しており、木棺に使用されていたものと理解しておきたい。墓肱の

形状が円形を呈するのは第1号・第3号・第10号墓砿である。第1号墓肱の人骨は側臥屈葬と

判断できたが、側臥屈葬は桶棺ではできにくい葬法であるので、木棺とみるべきであろう。第

3号墓肱の人骨は座臥屈葬と判断できたが、桶棺の可能性が最も強い。

人骨は全体的に遺存状態がよくない。骨粉と化したものまで含めると10基であるが、葬位ま

で判断できるのは5基だけであった。前述、第1号と第6号墓地は右側臥屈葬で、第2号と第

3号・第13号墓肱は座臥屈葬と判断することができた。木棺もしくは桶棺で埋葬するのが一般

的と思われ、座臥屈葬と側臥もしくは仰臥屈葬がノーマルであったと思われる。

墓肱からは数珠玉と鉄釘が出土したが、各遺物については先に述べたとおりである。数珠玉

はいずれもガラス玉で5基から出土しており、数珠を一緒に埋葬することは一般的な現象であ

るように思える。数珠が出土していないのは木製の数珠であったかもしれない。

石囲い遺構の上に墓石の台石と見られる凝灰岩の切石があった。台石の上の墓石があれば、

年号等によって13基の墓肱についての時期判断に手がかりを与えてくれたはずであるが。

墓肱の上層で出土した土器は、古墳時代から近世に至るさまざまの遺物であり、直接的に結

びつけることのできるものはない。

STA154＋60中心杭付近のもとの土地所有者は興善寺地区在住の人である。土地所有者の

先祖の墓であることがわかっていたため、今回の調査の前にいくつかの人骨が発掘され、他の

場所にある墓地に納骨されている。13基にものぼる墓地があることは伝えられていなかったよ

うである。墓地が明治時代の頃のものであれば、先祖の墓としてもっとはっきり伝えられてい

たと考えられるので、明治時代以前の墓地の可能'性が強い。

13基の墓肱は狭いスペースに第9号と第10号墓地に切り合う現象があるだけで、このほかに

は切り合いは見られない。むしろ、第11号墓ﾅ広や第12号墓地のように近接する墓地とは切り合

わないように配慮しながらつくられたと見ることができるものもある。したがって墓として忘

れられていない状況の中で13基の墓地がつくられつづけた可能性が強く、割と短い期間のうち
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に家族墓的な性格をもってつくられたものと考えられる。

墓石を持つ墓は江戸中期頃から見られるようになり、江戸時代後期頃から墓石を有するのが

一般化している。

今回の調査では石囲いがあり、先に述べたように一部に台石があることから墓石が置かれて

いたと思われ、墓石がない場合には墓標が立てられていたのではないだろうか。この現象は、

墓鉱の上に石囲いを行っていたもの、もしくは墓標をたてていたものが、次第に墓石を設ける

ようになる過渡的な様相を示す時期のものであるのか。

すでに墓石を用いることが普遍的な時期において、経済’性などの原因で墓石を建てることが

できずに石囲いだけ、もしくは石囲いと墓標だけであったのか。

人骨はほとんどが腐植してしまっており、かなり腐植をさせやすい土壌であるといえよう。

そのような土質の状態の中で鉄釘は相当量残存していた。このことは、人骨のほとんどは腐植

させてしまったが、鉄釘を腐蝕させてしまう程の時間は経ていない。すなわち、墓肱がつくら

れた時期はあまり古くさかのぼることはないのではあるまいか。江戸時代中期～後期にかけて

の墓地であろうと述べておきたい。

(江本）
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Ⅳ熊本県興善寺四郎丸遣跡出土の近世人骨

長崎大学医学部解剖学第二教室

松下孝幸

分部哲秋



はじめに

熊本県八代郡興善寺町にある四郎丸遺跡の土坑から、1977年の発掘調査によって人骨が合計

10体出土した。この人骨は考古学的所見から近世に属するものである。

人骨の保存状態は一般的に悪く、その中では1号人骨と2号人骨とが比較的遺存が良く、その

他はほとんどが人骨の一部を残すだけであったが、できるだけ詳細な観察を行なったので、そ

の結果を報告したい。なお、8号墓から出土したのは犬骨だったので本報告から除外した。

資 料

1号人骨

保存状態は悪く、頭蓋骨と下顎骨の一部および歯が残存しているだけで、また四肢骨も残り

が悪く、大腿骨の骨体、睡骨骨体の中央部、右上腕骨骨体および尺骨と桟骨のごく一部が残存

するだけである。

1号人骨は下記の所見から、壮年男性骨と推定される。

2号人骨

保存状態は良くない。頭蓋骨は前頭骨の鼻部および眼嵩部が残っており、その他矢状縫合を

はさむ左右の頭頂骨の一部と、左右の側頭骨の錐体および後頭骨の内後頭隆起部が残存してい

るにすぎない。下顎骨は正中部を除く下顎体の歯槽部が残存しており、歯は遊離しているもの

の､大部分が残っていた。

四肢骨の残りも悪いが、出土人骨の中では最も良好なものであった。左上腕骨骨体と右上腕

骨の一部、左右の大腿骨骨体、左右の腔骨の骨体と左の緋骨の骨体が残存していた。

2号人骨は下記の所見より熟年男性骨と推定される。

3号人骨

保存状態はきわめて悪く、頭蓋骨の一部と歯が残存するだけである。

性別は不明であるが、年齢は歯の岐耗度から壮年と推定される。

4号人骨

保存状態は悪く、頭蓋骨は左側頭骨の錐体が残存している他は後頭骨などの一部が残ってい

たにすぎない。

四肢骨の遺存程度も不良で、上腕骨、大腿骨、腔骨のそれぞれ一部が残っていただけで、い

ずれも左右の判別もつかないものである。

性別は骨質が厚いことから男性の可能性が強い。年齢は不明である。
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5号人骨

2本の遊離歯が残存するだけである。

性別は不明であるが、年齢は歯の咳耗度から壮年と考えられる。

6号人骨

頭蓋と歯および四肢骨の小片が残存していた。頭蓋は頭蓋冠の左半分が残存しているが、表

面の剥落と破損がひどく、頭蓋内に土が充填してかろうじて形を保っているという状態である。

四肢骨は長骨の小片のみである。

7号人骨

保存状態はきわめて悪く、頭蓋の小片と下顎骨の右歯槽部の一部および歯が残存していたに

すぎない。

‘性別は不明であるが、年齢は歯の陵耗度から熟年と考えられる。

9号人骨

残っていたのは歯のみであった。

性別は不明であるが、年齢は下記の所見より、幼児と推定される。

10号人骨

保存状態は良くない。頭蓋骨は頭蓋冠の一部が残っていたが、外板の剥落がひどく、頭蓋内

の土で型を保っているにすぎない。その他前頭骨の小片などが存在する。歯は十数個残ってい

たが、いずれも歯冠のみである。

四肢骨の残りもきわめて悪く、長骨のごく一部が遺存するだけである。

性別は不明であるが、年齢は歯の岐耗度より壮年と推定される。

11号人骨

歯が9本残存するだけである。

年齢は幼児で性別は不明である。

以上の出土人骨10体の性別、年齢は次の通りである。

人骨番号性別年齢

僻
榊
櫛
柵
榊
僻

州
州
柵
州
柵
柵

骨
骨
骨
骨
骨
骨

人
人
人
人
人
人

口
方
ロ
方
口
方
口
方
巨
万
ロ
方

１
２
３
４
５
６
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概
州
榊
州

骨
骨
骨
骨

人
人
人
人

口
言
口
方
ロ
方
口
方

７
９
加
Ⅱ

明
明
明
明

不
不
不
不

所見

1号人骨

（1）頭蓋

保存状態はきわめて悪く、外板の剥落が甚し<、観察もほとんど不可能である。

下顎骨は下顎体のうち正中部と右側の一部が残存していたが、残存部分から推定しても下顎

骨はあまり大きくないようである。

歯は両顎合わせて、12本残っていたが、遊離歯はすべて歯冠のみであり、歯式で示すと次の

通 愛Jec

O’○

｜‐鰯放｜
岐耗度はBrocaの2度である。

(2)四肢骨

1）上肢骨

1．上腕骨

右側の骨体が残存していたにすぎないが、骨体は頑丈で、三角筋粗面の発達も非常に良く、

骨体には屍平性も認められる。中央と推定される位置での計測値は、最大径が（23mm）、最小

径が（18mm）、中央周は（66mm）であり、骨体断面示数は（78.26）となり、弱い屍平性がう

かがえる。

2．尺骨

右側の骨体近位部が残存するだけであるが、骨質はやや頑丈である。

3．榛骨

骨体中央のごく一部が残存するだけなので左右の別も判じ得ないものであるが、太くてやや

頑丈である。

2）下肢骨

1．大腿骨
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左右共骨体が残っているが、右側は破損と変形が著しく、計測や観察に耐え得るものではな

い。左側は太くて頑丈で、やや強い柱状形成の像も認められる。また骨体上部にも弱い屍平性

が認められる。

左側の計測値は推定中央位での矢状径が(31m)、横径が(26mm)で、中央断面示数は(119.23）

で大きく、また中央周は（91mm）と周径も大きい。上骨体断面示数は78.13となり骨体上部は

やや屍平である。

2．睡骨

左側の方が残りが良く、骨体が残存していたが、右側は大破しており、骨体の一部のみが残

存していたにすぎない。左側も前縁が破損してはいるものの、径は大きく、頑丈であるが、ヒ

ラメ筋線の発達は強い方ではない。

計測は推定中央位での横径のみが可能で､(32mm）あり、矢状径は計測できないが、あまり大

きいものではないようで、屍平'性は全く認められない。なお断面形はヘリチカのI型である。

性別は四肢骨の諸径が大きいことや筋付着部がよく発達していることから男性と考えられ、

年齢は歯の唆耗が弱いことから壮年と考えられる。

2号人骨

（1）頭蓋

頭蓋骨は1号人骨と同様に外板が剥落しており、観察も困難であるが、眉上弓はやや隆起し

ている。また、矢状縫合は内板が癒着しており、外板にも癒合が進行している。

歯は下顎の右の第1大臼歯と第2大臼歯（砿而])および左の第1大臼歯（｢Ⅵ）が釘植し

ている他はすべて遊離しているが、大部分の歯が遺存していた｡歯式で示すと次の通りである。

｜で蕊歯｜
岐耗度はBrocaの3度である。

（2）四肢骨

1）上肢骨

1．上腕骨

左側は骨体の大部分が残存し、右側は骨体遠位部が残存するだけである。左側も表面の剥落

がひどく、計測することはできないが、やや細長く、屍平性も認められず、三角筋粗面の発達

もあまり良い方ではない。

2）下肢骨

1．大腿骨
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左右共に骨体の大部分が残っていたが、右側の方が保存が良い。左右共に大きく頑丈で、粗

線の発達も良好である。

右側の計測値は推定中央位での矢状径が（28mm)、横径が（27mm)、中央周は（87mm）で、

中央断面示数は（103.70）となり、骨体はやや変形はしているが、上骨体断面示数は77.42と

なりやや屍平である。左側も大きく頑丈で、粗線の発達は右側よりも良いが綴密質の破損が甚

しく、計測は不可能である。

2．腫骨

右側は骨体中央部が、左側は骨体の大部分が残っており、左右共大きく頑丈で、屍平性も認

められる。

推定中央位での計測値は、右側で最大径が（32mm)、横径が（21mm)、骨体周は（85mm）と

なり、中央断面示数は（65.63）を示し、強い屍平性が認められる。一方、左側は最大径が（30

mm)、横径が（23mm)、骨体周が（84mm）で、中央断面示数は（76.67）となり、やや屍平では

あるが、その程度は右側より弱い。また、両側共に骨間縁が鋭く発達し外側縁が陥凹している

が、右側は後面が狭く、その中央に稜が形成され、断面型はヘリチカのⅣ型を呈しており、左

側は後面がやや広く、その断面型はⅡ型を示している。

3．緋骨

左側の骨体遠位部が残存するだけなので計測は不可能であるが、径は大きく頑丈である。特

に矢状径が大きいので、骨体には屍平傾向がうかがえる。

‘性別は四肢骨の諸径が大きく、筋付着部や稜の発達が良好なことから男性骨と推定され、ま

た年齢は歯の陵耗度と失状縫合の癒着進行度より熟年と推定される。

3号人骨

頭蓋骨片が残存していたが、その中から後頭骨と側頭骨の一部を同定できた他はすべて細片

である。

歯はE~百を除いて他はすべて遊離歯で､ほとんどが歯冠のみしか残存していなかった｡歯式

は次の通りである。

（・遊離歯）

岐耗は弱く、Brocaの1度である。

年齢は岐耗度から壮年と考えられるが、性別は不明である。

4号人骨

保存が悪く、計測はもちろん大部分が観察にも耐えられないものであるが、残っている部分

の骨質は厚い。
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上記のことから男性骨と考えられるが、年齢は不明である。

5号人骨

上顎左中切歯と下顎の右犬歯の2本の歯の歯冠のみが残存していたにすぎない（L,可)。

歯冠部分の大きさは小さいものではなく、また岐耗度は弱く、Brocaの1度で、壮年の歯と

考えられる。

性別は不明である。

6号人骨

頭蓋冠の左半分がかろうじて形を保っているという状態ではあるが、変形が著しく、破損も

大きいので、計測は不可能であり、頭型を知ることはできない。なお後頭平面の隆起は強い。

歯は6本残存していた。いずれも歯冠のみであるが、その浮彫像は豊かである。歯式は次の

通りである

（すべて遊離歯）

岐耗度はBrocaの2度で、年齢は壮年と考えられるが、性別は不明である。

7号人骨

頭蓋は多数の小片の状態でしか残っておらず観察の対象になる資料ではない。

下顎骨は左側の歯槽部の一部が残存しており、その他5本の遊離歯の歯冠が残っていたので

その部分を歯式で示すと次のとおりである。

｜で蝋破損'｜
岐耗度はBrocaの3度である。

性別は不明であるが、年齢は歯の岐耗度より熟年と推定される。

9号人骨

’7本の歯のみが残っていたが、いずれも歯冠だけである。歯冠は大きく、浮彫像も豊かであ

る。なお歯式は次の通りである。

（すべて遊離歯）

下顎の両側と右上顎とに第2乳臼歯が残っていることや、永久歯のいずれにも岐耗の跡がほ

とんどみられないことから、9号人骨は幼児と考えられるが、‘性別は不明である。
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10号人骨

①頭蓋

保存が悪く、頭蓋冠の一部が土に付着する状態で残っているにすぎず、その他前頭骨の一部

が残っていた。剥落がひどく特徴を知ることはできない。

歯は20本の遊離歯が残っているが、すべて歯冠のみである。歯式は次の通りである。

（すべて遊離歯）

唆耗度はBrocaの1度である。

（2）四肢骨

四肢骨の保存もきわめて悪く、長骨の一部が残存するだけである。

′性別は不明であるが、年齢は歯の岐耗度から壮年と推定される。

11号人骨

8本の乳歯と1本の永久歯の合計9本の遊離歯の歯冠が残っていた。陵耗はいずれも弱く、

歯式は次の Ⅸ）e⑦

（すべて遊離歯）

性別は不明であるが、年齢については幼児と推定される。

総 括

四郎丸遺跡の近世土壌墓から合計10体の人骨が出土した。保存状態は良くなかったが、出土

人骨群の特徴は次の通り要約できる。

1．10体のうち8体が成人骨で、2体は幼児骨である。また成人のうち3体が男性で、残り

の5体は性別不明であり、年齢は壮年が5体、熟年が2体、不明が1体である。

2．頭蓋の特徴を知ることができる程保存の良いものは1例も存在しない。

3．歯の遺存状態は比較的良く、4号を除くすべての人骨に残っていた。岐耗は一般的に弱

い。

4．四肢骨が観察できるのは1号人骨と2号人骨のみであるが、上腕骨については、1号が

大きく頑丈で三角筋粗面の発達も良好で扇平‘性が認められるのに反し、2号人骨はやや

細い傾向を示し、三角筋粗面の発達も良くなく、屍平性も認められない。

5．大腿骨については、1号人骨も2号人骨も共に大きくて頑丈であり、粗線の発達も良く
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骨体近位部には扇平性も認められる。

6．腰骨は1号人骨も2号人骨も共に大きく頑丈ではあるが、後者が扇平なのに反し、前者

には屍平性が認められない。

7．以上の様に四郎丸遺跡出土の近世人骨の頭蓋については明らかではないが、男性の四肢

骨については大きくて頑丈であり、扇平性のうかがわれる例もみられた。

(欄筆するにあたり、本研究の機会を与えていただいた熊本県教育庁文化課、ならびにご指導

いただいた内藤芳篤教授に感謝致します。）
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Vむすぴ

興善寺四郎丸遺跡の発掘調査は九州縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財の事前調査として実

施したものである。「松橋」－「八代」インター間においては昭和49年度から昭和53年までに

19ヶ所の遺跡の発掘調査が行われている。それらの中ですでに「竹崎城」「五ツ穴横穴群」

「立神ドトク遺跡」については調査の報告書が刊行されている。

昭和51年から発掘調査が開始された八代市地区の遺跡を北側から述べれば八代市岡町所在

「境古墳・境遺跡」、同市岡町所在「平原野中遺跡」、同市岡町所在「清水古墳」、同市岡町

所在「玉泉寺遺跡」がある。さらに南下すれば同市興善寺町があり3ケ所の遺跡に分けられた。

調査は南側の興善寺志水遺跡からはじめられ、北側の興善寺馬場遺跡がつづいて行われ、最後

に本遺跡の発掘調査が開始されたものである。

興善寺地区の旧村名は八代郡竜峰村であり、昭和35年に八代市と合併をしている。合併をす

る前年に刊行された竜峰村史によれば、興善寺地区には布目瓦や古代の遺物が多く見られるこ

とから、熊本大学法文学部松本雅明教授を中心とした調査団によって発掘調査が実施されてい

る。その結果、法起寺式の伽藍配置をもつ寺院が存在したことが明らかにされている。興善寺

馬場遺跡は松本氏の想定される伽藍配置によれば、周囲の築地の部分にあたると思われた。ま

た、興善寺志水遺跡では表面に土師器片が採集でき、寺院に係わる官舎等が存在しているので

はないかと疑われた。事実、両遺跡の発掘調査を進めると築地や住居跡状遺構が検出されるに

至った。

本遺跡は両遺跡よりもさらに北側にあたり、土器片やスラッグ等が地元の人によって採集さ

れていたところである。現在の主要道路の国道3号は斜面を下った西側を通っているが、薩摩

往還と呼ばれる旧道は本遺跡の中央を通っている。興善寺志水遺跡と興善寺馬場遺跡でも旧道

と重なり、旧道にそって遺跡が広がる傾向がうかがわれ、両遺跡と同じく寺院に関係する遺構

や遺物が出土する可能性がもたれた。また、近くにオツメ所と呼ばれるところがあり、中世の

遺構が出土すると思われた。

発掘調査は道路公団STAナンバー154＋20～155＋20間を対象地とした。各所にトレンチを

設けて調査を行った結果、主にA地区に遺構や遺物が認められた。出土状況や遺物については

前章までに述べたとおりである。

以下、各時代ごとに簡単にまとめてみたい。

弥生時代

A地区で出土した住居跡状遺構の上層から弥生式土器が出土している。土器は弥生時代中期

前葉に位置づけられるものである。県内では弥生時代前期から中期前葉にかけての遺跡は非常
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に少ない。弥生時代前期から中期前葉の土器を出土する主な遺物は次のとおりである。

鹿本郡植木町白石遺跡

菊池郡大津町牟田原遺跡

菊池郡大津町西矢護免遺跡

熊本市江津苗代津

熊本市加勢川川底遺跡

下益城郡城南町沈目立山遺跡

下益城郡城南町塚原上ノ原遺跡などがあげられ､白川・緑川水系流域に認められている。

八代地方は弥生時代の遺跡が少なく、実態が不明瞭な地域である。近年、遺跡数が少しずつ

増えだしているがいずれも弥生時代後期のものが多く、前期や中期の遺物は報告されていない。

中期の特徴的なカメ棺は今のところ宇土市境目遺跡を南限としている。以上のような状況の

中で中期の土器が出土したことは大いに注目されよう。八代地区に中期土器が出土するという

既成事実をつくるとともに、今後、弥生時代遺跡が増加するであろうことを示唆している。

古墳時代：

油谷山・竜峰山とつづく山麓一帯には数多くの古墳が所在しているが、不思議なことに興善

寺地区では古墳は確認されていない。谷を越えた北側では清水古墳群や岡谷古墳群が所在して

おり、興善寺地区にも存在したものが何らかの理由によって消滅したと考えるべきであろう。

長年に亘る傾斜面の耕地化や果樹園の造成工事等によって消滅したものであろうか。また、

この地方独特の崩れやすい地質のため地形の変化があり、壊されたのであろうか。

今回の調査ではA地区から、古墳の石材と見てよい板石が出土した。板石を組み合わせるた

めの加工痕も認められ、石室の中の石障に用いられた石材の可能性が強い。近くに古墳が存在

していたであろうことを裏づけている。装飾古墳として知られる門前第3号古墳がすぐ近くに

ある。石障に円文を彫り込んだ装飾文様を有している古墳である。距離的にも近く、同様の石

障を持つなどの共通性があり、装飾古墳の可能性もあったもので非常に‘惜しまれる。

さて、古墳時代の土器としては、まず､(027～031）をとり上げることができよう。いずれも

須恵器杯蓋の身である。特に(027）の立ち上がりは高く内傾をゆるさず、時期としては6世紀

の前半の所産と見ることができよう。（028～031）はこれにつづくもので6世紀後半のもので

あろう。

杯蓋では(001.002）が天井部が高く(027）に伴うものとみたい。また(049)の高杯脚には二

段のスカシが施され6世紀のものと考えられ、ほかの高杯は一部並行か、もしくはいくぶん遅

れる時期のものであろう。

（019）はツマミとかえしのついた杯蓋であり、(020.023.024.025)などが同様の特徴を有
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しており、7世紀の所産といえよう。（052.053）の盤や、台付長頚壷と思われる（057.058）

なども同じく7世紀のものと考えられる。

奈良～平安時代：

（032～041）の高台付椀は8世紀～9世紀のものと考えられる。この中では（032.033）が

より高い高台がつき古い様相を示しているといえよう。（060.061）もこの時期のものと見る

ることができる。A地区で検出した炉跡遺構から（060）が出土していることから、炉跡遺構

はこの時期9世紀のものと判断しておきたい。（060）と同じく炉跡遺構から出土した土師器

の椀（079～082)、それと（077.078）の椀や（084）の高杯も同時期のものであろう。（083）

は器高が低く、焼成にも違いがあり、燈明皿的様相がうかがえるもので時期的に新しくなるで

あろう。（085～099）はいずれも甑の把手であるが、分けることはむずかしい。古墳時代から

奈良・平安時代のものまで含まっていよう。

このほかでは（100～108）の布目瓦がある。丸瓦の凹面には桶枠痕があり分割裁面が残って

いる。（104）は焼成が非常によく須恵質である。平瓦では凸面に縄目・格子・平行叩きが施

こされ、凹面に布目痕が多く残されている。報告できるのは以上のような漠然としたことだけ

であるが、一応、奈良時代～平安時代前期頃のものと述べておきたい。出土量が少なく、今回

の調査地内に布目瓦を葺くような建物があったとは考えられない。

鎌倉～室町時代：

（109.110）はいずれも中国竜泉窯産の青磁であり鎌倉時代のものと思われる。（111～116）

の火鉢・茶釜・滑石製石鍋・スリ鉢はいずれも鎌倉～室町時代のものと思われる。五輪塔や輪

口は室町時代後半か、もしくは江戸時代のものと思われる。

江戸時代：

STA154＋60中心杭周辺の調査で検出した13基の墓壌については、先に江戸時代中期～後.期

にかけてのものであろうと述べた。墓壊から出土した人骨についての詳しい所見も前章のとお

りである。耕作地に不適である傾斜面に墓地をつくったものであろう。狭いスペースにつくら

れており、墓壌の数も13基で、さして多くはないことから家族墓と見ることができよう。（117

～127）に報告した磁器はいずれも佐賀県の伊万里・武雄・嬉野・唐津窯で焼かれたものと思

われ、主に江戸時代中期から後半のものであり、墓地にそなえられていたものかもしれない。

以上のように本遺跡から各時代の遺物が出土しているが、各時代の状況を素描してむすびと

したい。
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生活跡に係わるものには住居跡状遺構と、8～9世紀のものと考えた炉跡遺構がある。住居

跡状遺構の上層から出土した弥生式土器には煤が付着し煮たきにつかわれたものであり、弥生

時代は小規模の住居があったであろう。

つづく古墳時代は、古墳が築造され、出土した6世紀～7世紀の土器は副葬されていたもの

であろう。生活の場は西側のもっと水田に近いところにあり、古墳だけが地形的に高いところ

につくられていたものと思われる。

奈良時代から平安時代については、前記、生活跡的様相の強い炉跡遺構があることから、い

くつかの住居が営まれていたものであろう。甑の把手はそれを裏づけるであろうし、寺院とと

もに周囲には多くの住居が広がっていたのであろう。布目瓦は当時の人々が何らかの理由で寺

院から運んできたのであろう。

鎌倉～室町時代は遺物が少なく、耕作地であったと思われる。

江戸時代はほとんどが耕作地で、その中に墓地がつくられていたイメージが強い。Cトレン

チの北隅でスラッグや磁器片が出土しているため、トレンチから西側には住居が営まれていた

のであろう。現在の住居と重複する状況にある。

(江本）
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こうぜんじしみず

興善寺志水遺跡

－八代市興善寺町所在遺跡の調査一



例
■ﾛ■■■■

■■■■■■■■

■■■■■■

■■■■■

目

1．本書は昭和51.52年度に日本道路公団の九州縦貫

自動車道建設に伴う事前調査として実施した八代市

興善寺町、興善寺遺跡の中で志水地区の発掘調査に関

する報告書である。

2．発掘調査は熊本県教育委員会文化課が実施したも

ので調査及び本書の執筆は主に江本直があたったが、

第Ⅲ章2－ﾚｳ、(3)、瓦については広瀬正照、第Ⅲ章2

－(1)ハ、須恵器・第Ⅲ章4－(4)イ、(5)の須恵器につい

ては高谷和生が執筆を行った。

3．発掘調査にあたっては熊本大学松本雅明名誉教授、

同大学文学部白木原和美教授、同大学同学部甲元真之

助教授、田辺哲夫玉名高校長、三島格元福岡市立歴史

資料館長ほか多数の方々の来訪を受け御教授、御指導

をいただきました。また地質に関しては斉藤林次熊本

県文化財審議員や熊本大学教養学部高橋俊正助教授と

同大学理学部長谷義隆助手の御教授、御指導を受けま

した。深く謝意を表します。

4．調査地での実測は安達武敏､丸山武水､倉原謙治、

中山清美､鶴島俊彦､江本が行った。出土遺物の実測は

瓦については広瀬､須恵器については高谷・高野信子、

これ以外は江本が行い、沢田宗順、古庄浩明氏の

助力を得た。写真撮影とトレースは江本が行った。

5．出土遺物の整理は熊本県文化財収蔵庫で行い保管

を行っている。

6．編集は江本が行った。（江本）
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第I章調査の経過

昭和5,年,1月,1日、発掘調査予定地に行き現地の踏査を行う。同日、近くの明言院を尋ね展
示してある興善寺跡出土の布目瓦や須恵器を見学する。このあと、八代市役所・竜峰支所や興
善寺地区の区長宅を尋ねて、’1月中旬から発掘調査を行う予定であることを伝え、調査のご協
力をお願いした。帰庁後、現地踏査をもとにして発掘調査の計画を行った。

11月18日現地に調査事務所のプレハブを建て、翌19日から発掘調査を開始することにした。

八代市教育委員会に行き、発掘調査を開始することを伝えご協力を願った。

11月22日調査地をA・B．C地区に分け、A、C両地区は建物や立木がすべて撤去されて

ないためB地区から作業を行った。雑草・雑木の伐採・焼却や不用物の撤収作業からはじめる。

11月24日B地区の清掃作業を終えて、A地区についても雑草・雑木の伐採・焼却と不用物

の撤収作業を行う。同日、八代市教育委員会社会教育課久保実・中田好則両氏が来訪さる・

11月25日A地区はA－1，A一Ⅱ地区とに分けA－I地区の一部は表土剥ぎ作業をはじめた。

11月29日～12月1日A－I地区の表土剥ぎ作業を終えてA－Ⅱ地区に移る。

12月2．3日雨のため作業を中止する。図面や日誌の整理や、表土剥ぎ作業中に出土した

遺物の水洗い作業などを行う。

12月6日排土作業に使うブルドーザーを般入する。7日からは機械力がはいったためB地

区の表土剥ぎ作業に移り、石垣や木の根の除去を行い作業を進めた。

12月9日～10日B地区の表土剥ぎ作業を行った結果は土師器の細片が数点出土したにとど

まり顕著な遺構・遺物は認められなかった。表土下の状態が不明であるため、B－1、B－2

トレンチを設定した。

12月13日～17日B－1、B－2トレンチを調査する。B－1トレンチの地表下約1mのと

ころから須恵器が出土するoB－2トレンチでも須恵器と土師器が出土することを確認し、ト

レンチを北側へ20m延長する。

12月20日～24日B－1．B－2トレンチをひき続き調査した。両トレンチに遺物が出土;す

ることから、B地区はさらにトレンチをふやして調査を行う必要があることを確認する。A地

区についても遺構・遺物の有無を確認するためA－l､A－2トレンチを設定し調査をはじめた。

昭和51年12月27日～昭和52年1月8日は年末年始のため現場作業を休む。

1月10日～14日A－1．A－2トレンチの調査を行った結果、A－1トレンチからは多量

の須恵器や土師器が出土し、A－2トレンチからも青磁片が出土した。B地区と同じくA地区

についてもトレンチをふやして調査を行う必要があることを確認する。C地区にもC－1．C

－2トレンチを設定し調査を行った。

1月17日～21日A地区とC地区のトレンチの調査を行った。A－1トレンチは黒色を呈す

－107－



る遺物の包含層をもち、須恵器・土師器・青磁などの出土があり、住居跡などの遺構に結びつ

く可能性があるため東側にトレンチを拡張し調査を行う。このようにA地区では両トレンチか

ら遺物が出土したことから、遺物の面的な広がりを調べるため東側にあたる1652番地にA－3

トレンチを設定する。なお、C地区のC－1．C－2トレンチからは顕著な遺構・遺物は認め

られず調査の対象地から除外してよいと判断した。

1月24日～28日A－3トレンチからも遺物が出土し、1652番地までは確実に広がっている

ことがわかり、さらに東側にあたる1653番地にA－4トレンチを設定する。A－1トレンチの

西側の1646.1647番地にはA－2トレンチと直角にA－5トレンチを設定する。A－5トレン

チの北側の1645番地にもA－6．A－7トレンチを設定し面的な広がりを調査する。

1月30日～2月4日A－5トレンチでは柱穴遺構を確認する。A－6．A－7トレンチか

らは遺物が出土せず調査の対象地から除外した。以上のように、A地区は調査が必要である範

囲をほぼつかむことができた。つづいてB地区の遺物の出土する範囲を確認するためB－3～

B－5トレンチを設定し調査を行った。このB－3～B－5トレンチからは遺物の出土はなく、

B地区の調査を行う必要のある範囲は、B－1．B－2トレンチ周辺にせばめられた。

2月14日～18日A地区､A－1トレンチ東側1648.1651.1652番地の表土剥ぎ作業と遺構の検出。

2月21日～25日鎮守堂東側1649.1650番地の表土剥ぎ作業と遺構の検出。

2月28日～3月4日A－5トレンチ西側1646番地の表土剥ぎ作業と遺構の検出。

3月7日～11日A－5トレンチ西側表土剥ぎ作業と遺構の検出を行う。8日、三島格、東

光彦、富田紘一氏らの来訪があり、9日には花岡興輝・高橋章氏の来訪がある。つづいて10日

に下篠信行・後藤直氏、11日には松本雅明氏の来訪があった。

3月14日～18日A地区は遺構の検出作業。B地区は各トレンチの断面清掃作業のあと土層

の写真撮影と実測を行う。

3月21日～25日A－3トレンチの東側を抜張して調査を行う。24日熊本大学高橋俊正助教

授の来訪がありB地区を中心に土層の状態について観察を願った。

3月28日～31日A－3トレンチ拡張部の調査を行う。29日熊本大学理学部長谷義隆助手の

来訪があり、31日には熊本県文化財審議員斎藤林次氏の来訪があり地質について御教授してい

ただいた。

4月4日～8日鎮守堂が移転したため、堂下を掘りはじめる。6日、堂下の調査で鬼面文

軒丸瓦と鬼瓦各1点が出土した。

4月11日～15日住居跡状遺構のプランの一部を検出し、第1号～第3号遺構と仮称する。

4月18日～22日鎮守堂下の掘り下げと第1号遺構の掘り下げを行う。20日、八代市奥野広

隆、名和康長氏の来訪がある。滑石製の子持勾玉が一点出土する。

4月25日～29日第1号遺構を十字に区切り南西部の掘り込み作業を行う。
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5月9日～13日第1号遺構南西部の掘り込み作業をひきつづいて行う。9日には道路公団

・清水建設とパイロットロード建設について打合せが行なわれた。11日、第1号遺構の北西部

の掘り込みで土馬が一点出土した。また、獣骨（イノシシ）も検出された。

5月16日～20日第1号遺構北東部の掘り込みとA地区の100分の1による平板測量を行う。

後半には東西・南北トレンチ壁面の清掃を行い20分の1による実測を行う。

5月23日～28日第1号遺構北東部の掘り込み。床面清掃・柱穴の検出などを行う。28日に

は文化課文化財調査係の現地検討会があった。

5月31日～6月4日第1号遺構北東部コーナーの検出、溝状遺構の掘り込みを行う。

6月6日～11日A地区、第1号遺構南北トレンチ東壁の清掃作業と20分の1による実測を

行う。つづいて東西トレンチの南壁の清掃、実測も終了する。B地区も各トレンチの土層断面

の実測を行う。

6月13日～17日A地区、第1号遺構北西部コーナーの検出と掘り込みを行う。B地区はB

－2トレンチの遺物の検出を行ったあと出土状況の写真撮影と実測を終了する。

6月20日～24日第1号遺構の土層断面の観察のため残しておいた断面の除去作業をはじめ

る。B地区はB－2トレンチの下層の遺物を検出しはじめた。

6月27日～7月1日A地区は第1号遺構西断面の除去作業を行う。B地区はB－2トレンチ

下層の掘り込みで予想以上の多量の遺物が出土したため東側へトレンチを拡張して調査を行う。

7月4日～8日A地区はA－2．A－5トレンチで検出した柱穴群の清掃と新たな柱穴の

検出作業を行う。B地区はB－2トレンチを西側にも拡張して遺物の検出を行う。

7月11日～16日A地区は柱穴群の検出作業を続ける。B地区はB－1トレンチ南側拡張部

とB－2トレンチ東側拡張部分の遺物検出を行う。

7月18日～23日A地区は第1号遺構の清掃作業と写真撮影を終える。B地区はB－2トレ

ンチ東側拡張部の遺物検出を行い、B－1トレンチ南側拡張部分の遺物取り上げを行う。

7月25日～29日B－2トレンチ東側拡張部分の遺物検出作業を終了する。A地区の第1号

遺構の実測をはじめる。

8月1日～9日A地区、第1号遺構の遺物出土状況の実測と写真撮影を終了し遺物を取り

上げる。

8月10日～12日A地区、柱穴群と第1号遺構の100分の1による平板測量を終える。

8月17日～23日A地区、柱穴群の10分の1による実測を終え遺物の取り上げを行う。

8月24日～31日最後の調査としてB－1トレンチ南側拡張部の遺物出土状況の実測と遺物

の取り上げを終了する。

このあと出土遺物は熊本県文化財収蔵庫で整理をはじめた。報告書の作成は昭和54年11月か

らとりかかる。 （江本）
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第Ⅱ章遺跡の位置と歴史的環境

興善寺志水遺跡は行政区熊本県八代市興善寺町字志水に位置する。日本道路公団の九州縦貫

自動車道建設計画に基づき、熊本県教育委員会文化課が事前に埋蔵文化財の調査として現地を

踏査した際に土器片が発見されている。発見された土器は、須恵器および土師器片で奈良時代

～平安時代のものと判断された。興善寺地区はかって熊本大学法文学部松本雅明教授らを中心

とした調査によって興善寺廃寺が所在していたことが明らかにされ、廃寺の伽藍配置の復原も

なされていた。その復原によると志水遺跡は南側の築地のすぐ南に位置することになり、踏査
註1

によって発見された土器片は、廃寺の僧房などに係る遺構が存在するのではないかと推察され

たため、発掘調査が行なわれることになったものである。

興善寺地区は広い面積を有するため、三カ所に分けて発掘調査が実施されることになったも

ので、北側から興善寺四郎丸遺跡、つづいて興善寺馬場遺跡、それに興善寺志水遺跡である。

興善寺四郎丸遺跡については先に本書で報告したとおりであり、興善寺馬場遺跡については熊

本県文化財調査報告書第45集「興善寺I」として報告を行っている。

海抜517.2mをはかる竜峰山がせまり、本遺跡はこの西山麓上に位置し登山口にあたる。竜

峰山の山頂は城跡と伝えられるが、八代平野を広く眺望できることから砦や峰台が設けられて

いたのであろうか。山頂への途中には興善寺城（関城）がある。字名を「城の平」といい「陣

の平」「越中ケ城」という名も残っている。谷を挟み「前の城」と「後の城」の二つの城があ

り、それぞれに平場や曲輪が認められ、掘り切りの痕跡が残されている。薩摩往還と呼称され
註2

る旧道は竜峰山の山裾を通り、今回の調査地の東側を北走している。この旧道の横に鎮守堂が

あり付近は「オチッさん｣、「タッチョ」と呼ばれているoこの鎮守堂には正平拾？五年の年号

が刻まれた板碑が紀られている。時の征西将軍懐良親王が菊池から八代へ入御の時、当寺に休

息され御腰を掛けられた石と伝えられている。鎮守堂の東側を「タッチョ」と呼んでいるのは
註3

「塔頭」の意味であろうか。堂前には五輪塔の水輪が一個置かれていた。八城郡誌には「堂前
註 4註5

に五輪塔大小二個あり」とあるが、他の一個は今回の調査によって旧宅地内から発見すること

ができた。また、新宮・若宮などの呼称もある。新宮は鎮守堂をさすものとされ、以前にはお

堂の前に土俵をつくり、近くの村々から子供が集まり盛んな相撲大会が行なわれていたという

ことである。このほか、近くには荒平神社や稲荷神社が古びた段階の上にまつられ、歴史的な

風土をかもしだしている。

註註1．松本雅明「古代」『竜峰村史』竜峰村史研究会1959

「興善寺調査報告」『熊本県文化財調査報告第1集』熊本県教育委員会1959

註2．大田幸博・桑原憲彰他「熊本県の中世城跡」熊本県文化財調査報告第30集熊本県教育委員会1978

註3．『八代郡誌』1927

＊註4．日隈正道「地名による興善寺の復元」1976

＊註5．註3に同じ
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第Ⅲ章調査

1．トレンチの設定

調査の対象地は道路公団作成高速道地図「松橋一八代」でSTA157＋40～158＋80間にあた

る。北側は荒平神社へと通じる道路までとした。この道路から北側が興善寺馬場遺跡の発掘調

査地である。南側は小谷川を境として1549番地までとした。以上の範囲を調査の対象とした中

で、調査が可能なところが三ヵ所あり､A・B．C地区とそれぞれに仮称した。

A地区はSTA150＋20付近を東走する道路（竜峰山への登山道）から北側とした。この道

路の南側は宅地の石垣を境として、西側の宅地（1548番地）・畑地（1549番地）をB地区、東

側の宅地（1546.1547番地）をC地区とした。

A地区

A地区にはA－l～A－7トレンチを設けた。A－lトレンチは鎮守堂から南側（1648.16

49番地）へ設けた。鎮守堂には先述の板碑があり、堂前には五輪塔の水輪が一個置かれ、この

ほかにも五輪塔が出土する可能性があることから設けたものである。調査の結果、多量の土器

片が出土したため東側に拡張を行った。A－2トレンチはA－lトレンチの西側の野菜畑（16

47番地）に東西方向に設けた。A－3トレンチはA－1トレンチの東側の畑地（1651.1652番

地）に設けた。石垣が築かれA－1トレンチの設定地よりも一段高くなっている。A－4トレ

ンチはA－3トレンチの東側でさらに一段高くなった畑地（1653番地）に設けた。A－5トレ

ンチはA－2トレンチの北側（1646.1647番地）に直角に設けた。A－6．7トレンチは鎮守

堂の北側で、約3m低くなった畑地（1645番地）に設けた。各トレンチの長さと幅は次のとお

りである。

長 さ幅長さ幅

A－1トレンチ20m×1.8mA－5トレンチ19m×1.5m

A－2トレンチ11.5m×1.5mA－6トレンチ23m×1.5m

A－3トレンチ18.5m×1.3mA－7トレンチ16m×1.5m

A－4トレンチ23.5m×1.3m

B地区

B地区はSTA158＋20～80間にあたり石垣から西側の1548.1549番地である。この中で北

側の1548番地は宅地とされていたところで撹乱を多く受けているものと予想され、南側の野菜

畑（1549番地）を中心として調査を行った。B－1、B－2トレンチを設けた。

B－1トレンチはB地区の中央部の遺物出土状況および土層の状態を調べることを目的とし

た。B－2トレンチも同じく南北をとおしての土層の状況を調べる目的で設けた。

－113－



両トレンチの調査の結果、双方のトレンチが接する部分に最も多くの遺物が出土したが、こ

のほかにどのような広がりがあるかを調べるために、B－1トレンチの北側および南側に平行

した状態でB－3～5トレンチを設けた。結果的にはB－3～5トレンチでは顕著な遺構・遺

物は認められなかった。

多量の遺物が出土したB－1トレンチとB－2トレンチとが交わる部分については、B－1

トレンチの南側とB－2トレンチの東側とをそれぞれに拡張して調査を行った。各トレンチの

長さと幅は次のとおりである。

長 さ幅長さ幅

B－1トレンチ20m×1.5mB－4トレンチ19m×1.5m

B－2トレンチ35m×1.5mB－5トレンチ19m×1.5m

B－3トレンチ19m×1.5m

C地区

C地区はA地区の南側にあたり、高い石垣を築き宅地と畑地には果樹が栽培されていた。近く

の人によれば石垣は明治時代に築造されたものといわれる。1546.1547番地にC－1．C－2

トレンチを十字に設けたが、顕著な遺構・遺物は認められなかった。したがって、C地区はこ

れ以降の調査の必要はないと判断できた。

長さ幅長さ幅

C－1トレンチ22m×1.5mC－2トレンチ25m×1.5m

2．A地区の調査

A地区はA－1～A－7トレンチを設けて調査を行った。この中でA－1トレンチでは多量

の土器が出土したためトレンチの拡張をまず行った。この拡張部分でも同様の遺物の出土状況

が認められた。さらにA－3トレンチでも遺物の出土が見られたため、A－1トレンチとA一

3トレンチの間については全面の表土剥ぎを行って調査をつづけた。途中、鎮守堂の移転も行

なわれたために堂下にもトレンチを広げて調査を行なった。これらの調査によって住居跡状遺

構とカーボン・焼土集中遺構を検出することができた。A－2トレンチとA－5トレンチでは

柱穴遺構を検出することができ、全面の表土剥ぎを行って柱穴群の検出を行った。以下、各遺
構と出土遺物について報告したい。

(1)第1号遺構

第1号遺構は鎮守堂および南側で検出できた。住居跡状の遺構で第1号遺構と呼称した。

第1号遺構は主軸をほぼ真北のN－1o－Eにとり最大長さは南北21.2m×東西12.01mを測る。

不規則な形状を呈している。わずかに南北および南西隅はほぼ直角にあり、西壁は南西隅から
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第2図A地区第1号遺構実測図

約13.8mがほぼ真北へ直線で伸び規則的な状態にある。北西隅は不規則な弧を描き、東隅は低

く不明である。東壁も不規則な弧を描き南東隅へとつながっている。南壁と西壁は急角度で床

面へ落ち込むが、北壁および東壁はゆるやかに落ち込んでいる。床面は高低差があり、大きく

四カ所に分けることができる。いずれも貼り床等の痕跡は認められない。四カ所に分けられる

床面の中では、南端にあたるF-11グリッド付近の床面が最も高い。この床面はほぼ平担であ

り、最大長さは東西で4.2m、南北3.5mである。北側はゆるやかに傾斜し中央の床面へと続い

ている。この中央の床面は、F－8グリッド付近が最も高く、北側および西側にいくにしたがい

低くなっている。最大長さは東西7.2m，南北5.6mである。同じく北側も傾斜し第3の床面に

つづいている。この床面の規模が最も大きく、最大長さは南北11.0m、東西8.4mを測る。浅い

皿状を呈し、中央のC･D－4．5グリッド付近が最も低くなっている。残り一つの床面はF－3

～5グリッドを中心としたところにあり、最大長さは南北6.8m，東西3.4mを測る。F－4グ

リッドには小規模の凹凸が多くみられる。この床面では3個の柱穴を検出した。P,の規模は45

cm×15cmで深さ18cm、Bは58cm×47cmで深さ32cm，Bは60cm×38cmで深さ28cmをそれぞれに測る。
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このほかではF・G－5～7グリッドに二カ所の凹地が見られた。北側の凹地は南北3．1m

×東西1.95mの大きさで中央部が床面から26cm落ち込んでいる。南側の凹地は南北3.an×東西

2.2mあり、最も深いところは1.09mを測る。

性格的な点が不明瞭であるが、住居跡内の貯蔵穴・住居跡に貯る水の排水や水溜め．もしく

は湧水を利用した井戸などが考えられよう。

イ，土層

遺構内に堆積した土層については、南北トレンチおよび東西トレンチの断面によって基本的

な層位状態と土質について述べておきたい。

葛1号遺構東証 h向|ヌ

第1号損 衷側断画実測図①

第1号遺構南北トレンチ東側断面実測図②
－

α毒E－－出潮

＝－－－コ

第3図A地区第1号遺構東西・南北トレンチ断面実測図

18．71m

－19．71m

－18．7J、

L－－－－一一一一型

A’

二噸一
西トレンチ

B'

第3図は南北トレンチ東壁の断面図である。第1層は耕作土で多く黒褐色を呈し、黄娼色砂

質土を含んでいる。いく分粘土質性をもつが、全体的にはサラサラとした感じが強く水に流れや

すい。第Ⅱ層への落ち込みが数カ所に認められる。第Ⅱ層は第1層に類似するが、黄褐色砂質

土の含まれる割合が多く、逆に有機質の腐植等による汚濁も少なくよりサラサラとした状態に

ある。水にはもろいが乾燥し固まると非常に堅い。色調は黄褐色を呈する。自然的作用によっ

て短期間のうちに堆積したものであろう。第Ⅱ層は北壁に近いところに部分的に見られるもの

で黒褐色砂喋層である。比較的大きな石灰岩等の岩石を含み不規則な堆積状態を示している。

第Ⅱ層よりも以前に堆積したものと判断されるが人為的作用によるものであろう。第Ⅲ層は粘

質をもち、黒色を呈する腐植土居である。粘質は下部にいくにしたがい強くなる。粒子の細か

い土質で乾燥すると軽く、サラサラとしている。第Ⅲ'層は北壁に近い位置に､第Ⅱ'層と第Ⅲ層

の下にある層で、暗褐色砂喋層である。第Ⅱ'層よりも砂喋の量が少なく粘質は強くなる。不規
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則な堆積状態であり、第Ⅱ'と同じく人為的作用によるものであろう。第Ⅲ曙は南壁に近い位置

にあり、床面直上の淡黄褐色を呈する土層である。粘質は弱く小石を含むが、全体的にサラサ

ラとしている。第Ⅳ層は灰褐色粘質土層で、床面直上に広範囲に見られる。小石を多く含んで

おり乾燥をすると固くなる。水分を多く含み粘質が強い土質である。第Ⅳ'層は黒褐色土で､小

石を含んでいる。

第3図に東西トレンチ北壁の断面図を示した。

第1層から第Ⅳ層までは南北トレンチ南壁の層位と同じくしている。第V層は灰鳩色粘質土

層で砂喋を多く含んでいる。第Ⅳ層に近いが含まれている喋石が大きく量的に多い。第Ⅵ層は

第V層に類似するが、砂喋の含まれる量が少なくなり粘質が強くなっている。第Ⅶ層は茶褐色

粘質土層で細かな砂喫を含んでいる。粒子が細かい土質で粘質が強い。

口，遺物の出士状況

遺物はいずれの層にも含まっているが、最も多いのは第Ⅲ層と第Ⅳ層であり、下層にいくに

したがい土器片が大きくなる傾向が認められた。

第4図は遺物の出土状況の実測図である。主に床面直上にあたる第Ⅲ層と第Ⅳ層から出土し

た状況である。遺物はほぼ全面に亘って出土しているが北側に比較的多く出土している。遺物

の出土状況について北側からみてみたい。

最も北側のコーナーにあたるD－1グリッドからは獣骨（イノシシ）が出土した。E－2グ

リッドでは一個体に復原可能である須恵器長頚壷の大きな砂片が出土した。B－G－3グリッ

ドでは多くの遺物が出土した。D－3グリッドには焼土が見られ、B－3．4グリッドには河

原石が多数出土した。D－3グリッドには須恵器、土師器や獣骨・歯が出土した。E－3グリ

ッドの第Ⅳ層・床面直上からは土馬が横にたおれた状態で出土した。F・G－3グリッドには

B・C－3グリッドと同じく20～30cmの河原石がかたまってみられた。B－G－4グリッドか

らも多くの遺物が出土し、もっとも遺物の集中する地点にあたる。B－4グリッドでは第Ⅲ層

から越州窯青磁片が出土している。E・F－4グリッドは特に遺物が集中し大きな土器片も多

い。獣骨片も見られる。F－4グリッドでは大型の瓶の破片が多く見られ、すぐ近くのG－4

グリッドでは竃の鍔部分が出土している。いずれも第Ⅳ層の床面直上から出土したものである。

B～G－5グリッドは遺物の出土がやや少なくなる。B－5グリッドは布目瓦の出土が多く、大き

な破片の丸瓦も見られる。D－5グリッドでも須恵器の蕊の大きな破片が出土している。B～

G－6グリッドも遺物の出土量はやや少ない。E－6グリッドは須恵器の高台付杯の出土が多

く、G－6グリッドは凹地の上部から大型の高杯片が出土した。D～G－7グリッドではE－

7グリッドに浅い凹地があり、甑と高台付杯の破片が多い。F・G－7グリッドにかかる凹地で

は、底部近くまで、多くの土器が落ち込んだ状態で出土している。数量的には高台付杯が最も

多く甑高杯・蜜などの器種がみられる。D～G－8～9グリッドは遺物の出土数が少なくほ

－119－



とんどが小さな細片である。G-10グリッドの西壁とF-11グリッドの南壁には20～30cm大の

自然石が集中していた。G-11グリッドには甑・高台付杯の破片が多い。

″
－B

以上のような遺物の出土状況を示し

ていたが､このほかで出土した主な遺物

の出土状況については子持匂玉が東西A－

トレンチで第Ⅱ層と第Ⅲ層とが接する

□ところから出土している。滑石製の小玉

1-J.A－，ィ〃,，I./'､壁TI豆L戸‘1，i，A'－－－
はA－4グリッドの第1層から出土し、A－－B'

一鰯宅や‐土師質の土馬もG－4グリッドの第1

層から出土した。越州窯青磁は北トレ ？一コーーニリ
水糸レベル19.35m

ンチのD－5グリッドに当る地点の第
第5図A地区A－3トレンチ遺物出土状況

Ⅱ層から出土している。

このほかでは五輪塔の水輪一個が鎮守堂の堂前にあり、堂下の第1層と第1I層から鬼面文軒
丸瓦と鬼瓦が出土している。

またA－3トレンチ南西隅においては、須恵器の土不身と土師器の甑とが同一地点から出土した。
ハ，出土遺物

須恵器（第6～24図）

A地区では総数342個体が出土した。蓋杯類が全体の大多数を占め79.2％の高率となった。以

下器種ごとに、分類を行ない概要を述べてみたい。なおA地区出土蓋杯類については、法量図

を作成したので、この図も参照されたい。
註1

（1）蓋杯（蓋）

蓋は総数106個体出土した。古墳時代に属するものと、そうでないものとに大きく分け、そし

てつまみを有するものと、無いものに分類し、端部の形状により更に細分化した。

蓋A類（第6図001～002）

双方ともに短いかえりを有し、001は偏平な形状のつまみを有する。

蓋B類（第6図003～第9図102）

この類は形態上からつまみを有するI類と、つまみを持たないⅡ類に大別される。

蓋BI類（第6図003～021、第7図060、第8図073）

つまみを有するもので総計21個体を数え、形態上から更に2分類できる。

蓋BIi類（第6図003～011）

所謂、宝珠形の形状をしたつまみを有する一群であり、総数9個体である。BIli類より口

径．器高がより大型であり、つまみ高･つまみ径においてもバラつきがある。003,004は端部が

欠損しているが大型のつまみを持つ。005は直行した形状をなし、006,007の端部は屈曲し外反

－120－
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する。その他の端部はつまる形状をなし、なかでも011は焼成の際､外圧を受け天井部・口縁部

の区別が出来ない程偏平化している。また010は天井部も高く、端部は内反している。

蓋BIii類（第6図012～021、第7図060、第8図073）

偏平な形状のつまみを持つ一群であり、総数12個体である。図上では器高が0.6～1.4cm、口

径が12.9～14.0cmまでの間に集中して分布する。特につまみ高については0.2cm前後に集中す

る|傾向がある。端部の形状から3つに分類できる。a類は端部が屈曲して外反するもの､即ち

012～019,'060,073の一群である。b類は端部がつまるもので020の一点のみである。しかしな

がら手法上は全く同様で、つまみ部は丁寧なヨコナデ調整、天井部は回転へラケズリ調整、そ

して内面はi回転ヨコナデ調整を施している。しかしC類の021のつまみ径は3cmを越える大型の

ものであり、前述のa．b類とは別個のものと考えられる。

蓋BⅡ類（第6図022～第9図102,内第7図060、第8図073を除く）

蓋類中でつまみを持たないもので、総数79個体である。端部の形態によって5つに分類した。

概要は下記の通りである。

蓋BⅡa類（第6図022～024）

総数3個体であり、器高は低く、端部は内沓する。BⅡ類中では比較的に古手の一群で、天

井部は回転へラケズリ調整を、他は回転ヨコナデ調整を施す。

蓋BⅡb類（第6図025～第7図043）

端部の形状が直行するもので、総数19個体である。口径13～16cm、器高1.0～1.8cmの間に広

く分布するが、その中心をなすのは口径13.6～15.2cm、器高1.8～2.7cmの間である。この類で

はさらに二つに分かれ、一方は026に代表される所の端部がずつくりしたもので、他方は029に

おける口縁部から内沓気味に下り、端部が外傾し凹形をなすものである。

蓋BⅡc類（第7図044～049、第8図090,091）

端部が内反気味になるもので、総数8個体である。044～049は口径が12～12.5cm，器高が

1.4～2.4cmまでの間に分布する一群で口径に大小はあるが、器高にはさほど大差がない。それ

に対して090,091は器高が非常に高いという特微を有する。

蓋BⅡd類（第7図050～第8図089,内第7図060、第8図073は除く）

端部付近で一度屈曲して外反し、ピンと跳ねる形状で、端部は鋭さを持っている。総数は38

個体である。この類はさらに図上から二群に分けられよう。まず一群は口径12.5～15.5cm，器

高1.0～3.0cmの間に分布するもので、他方は口径15.9～17.2cm、器高0.8～2.2cmの間に分布す

るものである。前者にはこの類の大多数が含まれ、後者には050～052,079,080の口径が広く、

器高が低いという特微を持つものが含まれる。

蓋BⅡe類（第8図092～第9図102）

端部が逆三角形状を、つまる形状をなすもので、総数11個体である。この類は口径が10.6～
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17.0cmと大小のバラつきがあるが、器高では大多数が1.0～1.5cmの間に分布するのが特徴と言

える。

蓋C類（第9図103～106）

C類は形態的特徴から9世紀以降のものと判断されるものの類で、総個体数は4個である。

さらにつまみを持つI類と、持たないⅡ類に分けられる。

蓋CI類（第9図103）

つまみ径は6.2cmの輪状つまみで、端部は外傾し、凹形をなすものである。

蓋CⅡ類（第9図104～106）

つまみを持たない類で、総数3個体である。器高は低く、端部が直行した凹形をなしている。

（2）蓋杯（杯）

杯は総数172個体出土した。これらを形態上からまず3分類した。A類は古墳時代に属ずる類。

B・Cは古墳時代以降と判断されるものであり、B類は高台を有するもの、またC類は高台を

持たないものの類である。

杯A類（第9図107～118）

たちあがりを有する所謂「身」として分類できる一群である。総数12個体で、たちあがりの

形状によって更に3分類した。

杯Aa類（第9図107～109）

たちあがりが直立し、図上では口径9.5～11.4cm，器高2.4～3.5cmの間に分布し、受部径も小

型の部分に集中して一群をなす。

杯Ab類（第9図110～115）

たちあがりが内傾し、総数16個体を数える。図上では口径、受部径ともに比較的に大型の部

分に集中して一群をなす。

杯AC類（第9図116～118）

前出の2類に対し、受部とたちあがり部の境界が不明瞭でシヤープさに欠ける。前二類に比

べ退化した要素が見られ、分布も重複する。

杯B類（第9図119～第16図250）

高台を有する杯類で、総数132個体である。高台の形態の違いによりI～Ⅶ類に分類した。

杯BI類（第9図119～第10図124）

総数6個体で、高台がハの字形に底部端に付き、高台高が高い。高台接合部の内外面、端部

に丁寧なヨコナデ調整を行い、古手の要素を残している。

杯BⅡ類（第10図125～128）一

高台が内沓する形状を持ち、総数4個体である。高台接合部の内面に強くヨコナデ調整を、

また外面や端部にも弱く同様の調整を行なう。杯BI類の手法と類以し比較的に古い要素を残
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している。

杯BⅢ類（第10図129,130）

総数2個体である。高台が直行する形状をなし、手法的にはBⅡ類と同様であり、形状の違

いは調整の強弱の差によるものと思われる。

杯BⅣ類（第10図131～第12図173）

総数43個体である。高台は底部端に付き、断面は「ハの字形」である｡また､高台の接地は

内側にあり、接合部から高台にかけては「逆くの字形」をなす特徴がある。さらにこれらのも

のを高台接合部に調整を加えたものと、そうでないものとに分類した◎

杯BⅣi類（第10図131～第11図142）

高台接合部に丁寧な調整を施し、総数12個体である。131～134は口縁部が外蛮気味で､135～

140は口縁部が直立したものである。中には137のように杯BI類に似て、古手の要素を残した

ものもある。

杯BⅣii類（第11図143～第12図173）

高台接合部外側には調整を加えず、形態上から接合部が明瞭にくびれたものであり、総数31

個体である。143～150は口縁部が外沓気味に立ち上がるもので、151～160は口縁部が直立する

ものである。中にはl61のように高台径が11cmを越える大型のものも含まれる。

このBⅣ類は高台の形態に特徴があり、後出するBⅦ類に比べ高台高が最低でも0．6cmと高

くなる。この類は八代地方のこの地区にのみ分布する須恵器で「興善寺式」とも呼べる特色あ

るものである。

杯BV類（第12図174～181）

総数8個体で、高台が平行四辺形状をなしている。高台接合部内側はヨコナデ調整を行うが、

外面には特に施さない為、形態上接合部は明瞭にくびれる。更に端部外側は未調整の為、鋭さ

を持つ。175～179は口縁が外沓気味のもので、174は内蛮気味である。また177は底部が1.2cmと

非常に厚く、二重に底部を貼り付けたものと思われる。181は高台径が5.2cmとこの類にしては

小型のため、他の器種とも考えられる。

杯BⅥ類（第12図182～第13図186）

高台が逆三角形状をなすもので、総数5個体である。182～184は口縁部が外沓気味のもので

ある。高台は内外側から強くヨコナデ調整を受けて逆三角形状を呈したもので、手法上からみ

れば杯BⅦ類の台形高台より年代的に新らしいものと判断できよう。

杯BⅦ類（第13図187～第16図250）

高台が凹形で逆台形状を呈しており総数は63個体を数える。これは杯全体では35％、高台を

持つ杯では48％の高率を占める。これらを高台が底部に付く位置で3大別した。

杯BⅦア類（第13図187,188）
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高台が底部端よりかなり内側に付くもので187は直立しており、BⅦ類中では古手の要素を持

つものであろう。

杯BⅦイ類（第13図189～第15図241）

高台が底部端に近い位置に付くものであり、総数53個体である。これを高台接合部への調整

の有無で2つに分類した。

杯BⅦイi類（第13図189～第14図215）

高台接合部外側に特別な調整を加えず、形態上からは接合部が明瞭にくびれたもので、総数

27個体である。

杯BⅦイiI類（第14図216～第15図241）

高台接合部に丁寧な調整を加えたもので、総数26個体である。216～232は口縁部が直行する

もので、233,234は口縁部が外沓気味になるものである。

杯BⅦウ類（第15図242～第16図250）

高台が底部端側にほぼ連続して付くもので、総数9個体である。高台接合部の調整は特に丁

寧である。242～244は口縁部が外沓気味のものであり、245～248は口縁部が直行するものであ

る。

このBⅦ類は図上では高台径が8～10cmの間に、高台高も0.5cm前後に集中する特徴がある。

杯C類（第16図251～第17図278）

高台を持たない杯類で、総数28個体である。形態によってI～V類までに分類した◎

杯CI類（第16図251～256）

小型で、杯C類中では比較的に古い要素を持つ類である。251,252は口縁部が内沓する。253は

皿の285に類似し、皿での分類も可能かもしれない。

杯CⅡ類（第16図257～262）

口縁部が直行したもので、総数6個体である。257～259は大型で椀としても分類が出来よう。
註2，

また260～262は小型のもので、両者は図上からも明確に2分できる。

杯CⅢ類（第16図263～第17図273）

口縁部が外沓したもので、総数11個体を数える。263～266は大型のもので、これもまたCⅡ類

のそれと同様に椀として分類できるかもしれない。また268～273は小型のもので、両者は図上

からも2大別できる。

杯CⅣ類（第17図274～276）

総数3個体で、所謂椀にも分類できよう。口縁部が直行してのび、底部が平らなものである。
註3

杯CV類（第17図277,278）

その他のもので､277は図上で端部が屈曲しているが､実際はやや内雪して立ち上がっている。

278は器高が非常に低い。
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（3）Ⅱ

Ⅲ類は総数16個体で高台を持つものと、そうでないものに大きく分けた。

皿I類（第17図279～293）

Ⅱ類の大部分であり、高台を持たない。これを口縁の形状によって2分類した。

ⅡIa類（第17図279～285）

口縁部が外傾後内雪気味に立ち上がるもので、総数7個体である。285はきわめて小型であり、

283は全体的に大きくひずむ。

皿Ib類（第17図286～293）

口縁部が外反するもので、総数8個体である。290は全体的に大きくひずみを持つ。

皿Ⅱ類（第17図293）

台形の高台を有するが、口縁部の形状は不明である。

（4）高杯

高杯は総数19個体出土しており、その内へラ記号を持つものが3個体ある。時代的に古墳時

代に属するものと、そうでないものに分類した。

高杯A類（第18図295～298）

総数4個体で、古墳時代に属し脚部がやや長めでスマートな形状である。295はへう記号を有

し、脚部に二条の沈線を持つ古い要素の残る有蓋高杯であろう。

高杯B類（第18図299～第19図313）

総数15個体で、I～V類にさらに分類される。

高杯BI類（第18図299,302）

両者ともに基部が太く、脚部が大きくひろがる。299は二段すかし様のへラ記号を持ち、この

類中では古い要素を残している。

高杯BⅡ類（第18図300,301）

ともに基部が太いが、その割に裾が広がらない。301は×印のへラ記号を持つ。

高杯BⅢ類（第18図303～306）

高杯BⅡ類よりも小型で、総数4個体である。304の端部では特に整形はなされないが、305,

306は端部付近で水平にのび端部が外傾し鋭さを持つという特徴がある。後者は高杯BⅣ類の

端部調整の手法と似る。

高杯BⅣ類（第18図307～310）

総数4個体で、高杯BⅡ類よりさらに小型である。308,309は前出の高杯BⅡ類の306と同様

の手法である。307の端部調整は接地部に強い調整を行うため、一部内側にとび出し特異な形状

を成している。

高杯BV類（第19図311～313）
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総数3個体で、所謂「高台盤」としても分類できるものである。基部から外蛮気味に大きく

下り、端部は外傾し、杯部は径19cm内外と大型である。

（5）壷

壷として分類できるものは総数9個体で、形態上からI～Ⅳ類に分類した。

壷I類（第19図314～317）

いずれも壷底部のみで、総数4個体である。314,315は平底で、315には内面にへう状工具に

より施文が明瞭に残っている。316，317は逆台形状の高台を持つ。

壷Ⅱ類（第19図318,319）

壷蓋である。318はつまみを有する小型の蓋で、319は宝珠形のつまみを持つ短頚壷の蓋であ

る。時代的には後者の方が新らしくなると思われる。

壷Ⅲ類（第19図321）

台付壷である。口頚部は大きくラッパ状に開き、基部がしまり肩部から胴部にかけて2本の

凸帯を持ち、内一本は胴部最大径になるのが特徴である。手法上口頚部外面は調整の跡が顕著

に残り、体部内面には円孤状の叩きによる調整を行う。

壷Ⅳ類（第22図324,325）

短頚壷の上半分である。324は口頚部が短く外反しており、325は口頚部が外雪気味に立ち上

がっている。

（6）瓶

第19図320は瓶の頚部と思われる。口径は約8cmを測る。

（7）円面硯

本遺跡では円面硯が2点出土している。第20図322は脚部のみの残存であり、脚体部には3孔

の縦長方形のスカシ孔を切っており、復原では8孔になる。またスカシ上部に一条の沈線を、

下部に二条の沈線を持っており、これは仕切りの意図を持つものかもしれない。第21図323はほ

ぼ全容がつかめるが全体的に大きくひずみを持っている。スカシは持たず、陸部と海部の区別

が不明確である。

（8）蜜

蕊類は総数で17個体出土した。形態上からI～Ⅲ類に分類した◎

蕊I類（第22図326,327,329～332，第23図336，第24図338,339）

総数9個体である｡口頚部は外沓気味に立ち上がり、端部で種々の形状をなす。327,329は

特に外沓の具合が強く､後者は基部に段を有して､特異な形状をなす｡329は肩部に格子目の叩き

を、330も同じく肩部に格子目の叩きを、内面に青海波状文を施す。331は内外面とも格子目の

叩きを行なうが、内面はこの単位がより大である。336はかなり大型であり体部最大径が37cmを

測り〈外面は格子目の叩きを、内面は青海波状文を施す。338は外面に格子目の叩きを、内面に
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は平行叩きを施す。

蕊Ⅱ類（第22図327，第24図338）

口縁部が直行し、端部の形状がⅢ類に似たものである。337は口縁部に一条の沈線を持つ特徴

がある。

饗Ⅲ類（第24図340～342）

大型の饗の口頚部で、口縁部は長方形状をなしている。340はこの類中では小型のもので､外

面に斜方向のへラ引き文を二段にわたって施している。341,342は共に櫛描波状文を全面にわ

たって配しているが、341は口縁部が窪むという特色がある。

以上、A地区出土の須恵器について述べてきたが、これらの須恵器の性格等についてはB地

区の小結の項にまとめて述べてみたい。 （高谷）

註1．B地区出土の須恵器法量図については、出土点数が少数であり、かつ紙面の都合上省略した。

註2．本遺跡に隣接する興善寺馬場遺跡においても同様の須恵器が出土している。馬場遺跡においては、口径・器高に

より大型のものを椀に、比較的小型のものを杯に分けた。（『熊本県文化財調査報告書第45集興善寺遺跡I』本一

書と同時に刊行予定）

註3．註2と同様

土師器、その他（第25～37図）

A地区からは多くの土師器が出土しており、器種には蕊・甑・鉢形土器・皿・高杯・燈明Ⅱ

杯蓋・杯・椀形土器・高台付杯があり、紡錘車と土錘も出土した。

蕊（第25～28図）

蕊は48点をとりあげた。そのほとんどが「<」の字形口縁を有し、内面がへラ削りで外面は

ハケ目調整を行っている。色調は褐色ないし赤褐色を呈するものがほとんどで、砂粒混じりの

胎土である。（001～3）は大型の蕊で外反した口縁部を有し、端部は丸くおさまる。（003）の

口縁は大きく外沓している。外面と口縁部内面はハケ目、内面はへう削り調整である。（004）

は頚部からの開きが大きく、（005．6）は大きく外沓している。（007．8）は薄く短い口縁部

で大きく外沓している。（009）は頚部がすぼまり、（013）は口縁部が急角度をもって立ち上が

る。（015）は頚部の屈曲がほとんどみられない。（017）は短い口縁部で頚部は稜をなしている。

（018．020．022．023）は大きく外反した口縁部で、口径・頚部径とも大きい。（021）は薄い

器壁で内面にハケ目調整が認められ、同じく（029）の内面にもハケ目調整がある。（030）は非

常に短い口縁部が急角度で立ち上がっている。（031）は口径13.5cmを測り、短い口縁部で端部

は丸くおさまる。頚部から肩部へと大きく広がっている。内面は粗いへラ削りを行い、色調は

赤褐色を呈する。（032）は口径19.6cmで、短い口縁部は強く外反する。器壁は厚く精良な胎土

である。外面は横方向に丁寧なナデ調整で、内面は縦方向を主調としたへラ削りを行っている。

色調はにぶい黄燈色を呈する。（035）は口縁部が非常に厚いが、肩部からは薄くなっている。

(036）は小型で口縁部と肩部との境を明確にしない。
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甑（第29～32図）

（049～054）はいずれも大型の甑である。（049）は推定で口径37.4cmを測る。把手の接合部

から垂直に立ち上がり口縁部がいく分外反している。把手はややや平たく直線的に斜上する。

把手は手ナデによる調整である。外面はハケ目調整で、内面は縦方向を主調としたへラ削りで

ある。（050）は推定で口径38.5cmを測る。口縁部は把手接合部から外雪し立ち上がり、端部は

丸くおさまる。把手は屈曲し立ち上がり、手ナデによる調整である。外面はハケ目調整で内面

は横方向のへラ削りである。（052）は推定で口径32.1cmを測る。口縁部は把手の接合部からや

や外反しながら立ち上がる。胴部はややふくらみながら底部へつづき、胴部の器壁は薄い。内

面は綿密なへラ削りを行っている。（053.054）も甑の口縁部片で、（055～082）はいずれも把手

である。把手は大きさに変化があり、形も、屈曲して立ち上がるもの、直線的なもの：一握り

にした状態を示すもの等に分けられる。（069）は縦方向に一条の凹線が施こされている。

鉢形土器・鉢（第33図087～098）

（087）は推定で口径31.9cmを測る。口線部は外反し厚い。胴部はややふくらみ底部へ続き、

胴部の器壁は非常に薄い。内外面にはハケ目調整が施こされている。（088）も同様の鉢形土器

で両者とも煮たきに用いられたものと思われ、甑とセットをなすものであろう。（089）は推定

で口径18.5cmを測る。口縁部は内沓し、端部は丸くおさまる。胴部がややふくらみ底部はふく

らみを持つものと思われる。色調は赤褐色を呈する。（090）は口径22.4cmで、（091）は21.3cm

をそれぞれに測り、非常に大きい。（092）は胴部と口縁部との境に屈曲部を有しており、底部

は丸くおさまるものと思われる。精良な胎土で、色調はにぶい黄燈色を呈し、他の鉢と異なっ

ている。（093）は口径10.0cmを測る小型のもので、（097.098）は深い器形である。

Ⅲ（第34図099～111）

’3点の皿はほとんどが、色調を赤褐色を呈し、雲母を含む胎土を用いている。器面はへう削り

とナデ調整を施こしている。口縁部は外側へやや広がるもの、直口するものがあり、端部はほ

とんど丸くおさまる。口径は14.7cm～21.1cmで、器高も2.1cm～4.1cmと幅がある。（105）は口

径が最も大きく、口縁部は体部から屈曲し、ほぼ垂直につまみ上げられており端部は細い。

高杯（第34．35図112～118）

（''2）はほとんど稜を有しない皿状の杯部で、ラッパ状に開く脚部との接合をなしている。

端部はいずれも丸くおさまり、ほとんどが手ナデによる調整である。筒部内部には一部へラ削

りが認められる。雲母混じりの胎土で、色調は赤褐色を呈する。(113)の杯部は体部からは明瞭

な稜をもつことなく立ち上がり、端部は丸くおさまる。ナデによる調整を行い、精良な胎土で、

色調は浅黄燈色を呈している。（''6）は筒部片で精良な胎土を用い、器面には丹を施こしてい

る。（''8）は脚部で強く屈曲し裾部につづき、端部は非常に細くなっている。精良な胎土であ

るが、焼成が悪く器面が荒れている。
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燈明皿（第35図119～124）

（119）（124）の底部には糸切り痕があり、他はへう切り離しである。

杯蓋（第35図125）

（125）は所謂輪状ツマミを接合した杯蓋である。ツマミの端部はやや丸みをもつ。天井部は

やや高く端部は屈曲している｡内外面には丹を施こしている。

杯（第35図126～135）

杯の中では(132）が最も大きく口径18.2cm、器高5.3cmを測る。体部は内雪ぎみに立ち上がり、

底部はやや上げ底となる。

鉢（第36図136）

（136）は把手を持つ鉢で、口径は19.0cmを測る。胴部は内沓ぎみで、口縁部は外側へそって

いる。把手部分には二本の凹線をめぐらしている。

椀形土器（第36図137）

（137）は手づくねの土器である。底部は平たく、体部はふくらんで立ち上がる。多量の砂粒

が混じり、焼成は不良である。

高台付杯（第36図136～150）

（139～142）の高台に高い。（146）は丹が施こされ、（149）は黒色土器で内面に施こされてい

る。

その他（第37図151～158）

（151.152）は紡錘車で（152）は孔が見られない。（153）は支脚片と思われる。（154～158）

｝まいずれも土錘である。 （江本）

瓦

今回の調査で瓦はA地区から135点出土した。しかし、これは遺構に伴ったものではなく、

I～Ⅳの各層に渡って散布した状態で出土しているが、これは興善寺廃寺の瓦が散乱したもの

である事はその瓦の種類から見て間違いない。その135点の内、大半は細片であったが､軒瓦5

点、鬼瓦1点が含まれていた。又、丸瓦、平瓦類も叩き目等にいくつかの種類が見られ、それ

等の代表的なものについて述べる事にする。

鬼面文軒丸瓦（第38図(1)）

内区のみで、周縁及び丸瓦部は全てはずれて残っていない。内区直径15cm，厚さ3.8～3.0cm

を測る。瓦当面はかなりデフォルメされた鬼面を表わしている。瓦当面上縁部中心に半円状の

隆起を作り、それから左右に同様のやや小さめな隆起を3個ずつ連接している。しかし向って

左側の3個の内､下側の2個は､後の撫で調整により潰れている。この半円状の隆起は瓦当面下

縁にも有り、上縁部のものが7個に対し、下縁部は3個の隆起を作っている。この半円状隆起

は、恐らく上縁部が頭髪及び溌髪、下縁部が讃を表現しているものと思われるが、この手の表
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現は他にあまり類例を見ないものである。又、眼は、前記の半円状隆起より約2.0cm下った位

置に丸く表現している。顔の表現の中で､頭髪、讃の表現に次いで最も良く隆起している所で

ある。眼の直径約2.2～2.0cmを測る。両眼の上には三ヶ月形の眉を表わし、眉と眉との間には

眉と同じ三ヶ月形を眉と逆方向に2個配し、眉間の雛を表わしている。さらに、両眼の外側にも

三ヶ月形の隆起を内側向きに配し、眼の表現を強くしている。又、鼻は「の」字状の渦巻きを

向き合わせた形で表現し、眼の下端と隆起線で繋がっている。さらに鼻の下端は左右に隆起線

が分かれ、口の表現へと繋がっている。鼻の両脇にはやや幅の広い上方向に反った隆起線で髭

を表現している。口の表現は、鼻の下端から分かれた隆起線によって形作られており、口の中

に上歯を4個表現しているが、下歯の表現はない。

周縁は全く残っていないが、この志水遺跡の北側に隣接した馬場遺跡で、周縁部の残ってい

る鬼面文軒丸瓦が出土しており、それから判断すると、周縁部には1本の箔によらない手彫り

の沈線が巡り、内区より高く突出している｡又、瓦当裏面下縁は､丸瓦半裁時にやや幅を持たせ

て切っているので、瓦当裏面中央より高くなっている。しかし、これは、二次調整によって削

り取り瓦当裏面と同じ高さにするものと、全く二次調整をしないものとがあるようである。

瓦当裏面は支持土を足した後、指頭によって縦、斜方向に撫でを施し、丸瓦との接合部側は

その接合部にそって支持土を撫で付けている。

丸瓦と瓦当面の接合は、半裁前の円筒のままの丸瓦に瓦当部を骸め込む技法で行なっている。

そのために、瓦当部側面には、丸瓦内面の布目痕や模骨痕の一部が転写している。

胎土は、若干砂粒が目立つが、良く精製されている。焼成は堅綴であるが、瓦当表面には焼

成時の亀裂が縦横に走っており、色調は全面的に灰色を呈している。

○鬼面文軒丸瓦（第38図(2)）

（1）の鬼面文軒丸瓦と同箔の瓦である。瓦当表面の製作は同一であり、又、内区直径も約15cm

と同じである。この瓦も周縁が全てはずれており、上縁と下縁にある半円状隆起の連なった部

分は上縁部が左端2個のみ残っており、下縁の3個あるべき部分は周縁と共にはずれ、全く残

っていない。（1）の瓦との差異は(1)に比べて厚さが最大部で約3.0cmと薄い作りとなっていことで

ある。瓦当裏面は、支持土を薄く足した後、指頭による押圧と丸瓦の円に沿った撫でを施して

いるが、丸瓦との接合部側は支持土が剥離している。又、瓦当部側面には(1)と同じように、丸

瓦内面の布目痕が部分的に転写している。

胎土は良く精製されているが、焼成はあまり良くない。色調はほぼ全面的ににぶい燈色を呈

するが、瓦当表面の中心部付近は、一部灰色を呈している。この弱い焼成と色調は本来の焼成

のままなのか、二次的な火災等に起因しているのかは判断がつかない。

前述のように、この瓦も(1)と同じく周縁は全く残っていないが、周縁の有り方は(1)で想定し

たものと同じであろう。
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○鬼面文鬼瓦（第38図(3)）

小型の鬼瓦で全体の約÷程の破片である。残存部最大長径16.3cm、最大器厚4.8cmを測る。全

体的に平板な作りであるが、眉と眼は強く隆起し、頬も強く隆起していたものと思われるが、

今は剥離している。又、眉の上には、眉のカーブに沿って直径2.5cmの丸く隆起した珠文が4個

並んでいる。ただし、4個の内3個は剥離して、その痕跡が残っているだけである。さらに、

眉、眼、頬の周囲には、それぞれの形に沿って細い圏線が巡っている。又、眼の外側には3本

の隆起線があり、眼尻の雛を表現している。

裏面は、削りと撫で調整を施していると思われるが、器面の風化によりあまり判然としない。

側面は削り調整を施している。

胎土は密であるが、点々と小石が混入しており、焼成は普通である。色調は灰白色を呈して

いる。

○単弁八弁軒丸瓦（第39図(4)）

単弁瓦の破片で復原弁数は8弁になる。弁は平板な作りで、弁の周囲に凹線を巡らして弁を

形作っている。弁の頭は剣形になり、弁長は約4.5cmを測る。中房の中は無文である。裏面は縦、

横方向に削り調整を施している。中房部での厚さ2.2cmを測る。胎土は密であるが、瓦当面に所

々小石の抜けた痕跡がある。焼成は堅綴で、色調はにぶい赤褐色を呈する。

この瓦の類例（第43図(11）が明言院（日隈正道住職）にあり、弁の作りはほぼ同じであるが、

中房には十字形の隆起線と4個の蓮子があり、又、周縁は一重の沈線を巡らしている。恐らく

この明言院の例と基本的には同じ瓦であり、箔の違いによって若干の差異があるものと思われる。

○鬼面文軒丸瓦周縁（第39図(5)）

軒丸瓦の周縁部の破片である。周縁の基部に鬼面文軒丸瓦に特有の半円形の連接した隆起が

3個付いている事から鬼面文軒丸瓦の周縁である事がわかる。周縁の中心より若干内寄りに一

条の沈線を巡らしている。その沈線は殖を使わず手彫りで、撫で調整施している。周縁基部に

に付いている3個の半円状連接隆起は、周縁に模形に切り込みを設けて接合している。又、こ

の周縁の断面には粘土紐の接合痕があり、この破片はそこから欠けている。さらに周縁の外側

表面（丸瓦凸面）には撫で調整を施しているが局部的に1目が4×2，，刻線幅3mの小さい

格子目のﾛlJき痕がみられる。

この破片の復原部位は、周縁基部に付いている半円状連接隆起文がまだ左に続いている痕跡

があり、鬼面文軒丸瓦の場合上端が7個連接、下端が3個連接となっているので、3個以上連

接している場合は、上端の隆起文である事になる。それに当て朕めて考えると、瓦当面内区上

端中心の半円状隆起から右側の3個がこの周縁に付いているものという事になり、周縁全体の

右上約去がこの破片である事がわかる。

周縁部の厚さ2.3cmを測り、胎土は密である。焼成は堅綴で､色調は褐灰色を呈する。
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○重弧文軒平瓦顎（第39図(6)）

軒平瓦の顎部の破片であり、平瓦との接合部で外れている。瓦当部にある凹部は重弧文の沈

線で、凹部が大きい所から沈線は1本であろう。瓦当面は削り調整を施し、顎部表面には1目

の大きさ4×2m、刻線幅3mmの目の小さい格子目の叩きがあるが磨滅のため、あまり判然と

しない。第39図(5)の鬼面文軒丸瓦の周縁に付いている格子目叩きとほぼ同じものと思おれる。

又、顎部後面には削り調整を加えている。平瓦との接合面には削り調整を施した痕跡があり、

接合前に表面を整えたものと思われる。

顎部の厚さ2.0～1.5cm，顎の幅7.0cmを測る。胎土は密であるが焼成はあまり良くない。色調

は灰白色を呈し、平瓦との接合部は燈色を呈している。

○丸瓦（第39図(7)）

玉縁付丸瓦の破片である。凸面は玉縁部まで横方向の撫で調整を施している。玉縁と丸瓦部

との境の段差は削り出した上に撫で調整を加えて整形しており段差は浅い。凹面は玉縁の狭端

部まで布痕が観察されるが、玉縁部凹面は箆状工具を縦に当てて横方向に回転させて削りを施

しており、布痕は局部的にしか残っていない。さらに玉縁部狭端面は削りを施して調整してい

る。この狭端面の削り調整の後、前述した玉縁凹面の削り調整を加えている。凹面における丸

瓦部と玉縁部との段差は、桶状工作台そのものの段差により形成されており、2次的加工は施

されていない。左右の側面は削り調整を施し、本来の分割方法は不明である。又、凹面の左右

側縁には削り調整による縁取りがある。

丸瓦部外径16.4cm、内径11.2cm、厚さ3.0～2.2cm，玉縁部での外径14.8cm、内径10.0cm，厚

さ2.4cmを測る。胎土は若干砂粒が目立ち、焼成は普通である。色調は灰白色を呈する。

○平瓦（第40図(8)）

狭端部の破片である。左側面と狭端面が残っている。左側面は削りを施しているが、削りの

方向は縦方向ながらも広端→狭端、狭端→広端のいずれかは特定できない。又、この削りが側

面の全面に及んでおり、分割方法は不明である。側縁の縁取りはない。狭端面は横方向の削り

を施しており、凹凸両面縁の一部に角度の浅い縁取りが見られる。凸面側の表面調整は縦方向

の削りと撫で調整を施し、丁寧な仕上げをしている。凹面には8本の模骨痕が認められ、lc㎡

の糸の経緯13×12本を数える目の小さい布痕が認められる。糸切り痕は部分的に認められる。

粘土の継ぎ目は見られない。

厚さ2.0cmを測り、胎土は若干砂粒の混入が目立ち、焼成は普通である。色調は灰色を呈す

る。

○隅切瓦（第40図(9)）

隅切瓦狭端部の破片で、右側面と狭端面が残っている。狭端面、右側面共に削りを施し、そ

れぞれ凹面側に部分的な縁取りがある。側面の削り及び縁取りは、狭端→広端方向に行なって
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いる。狭端面の削りの方向は凹面を上にして見て佑→左である。凸面には、1目3×3m，刻

線幅1～2mの目の小さい格子目叩きが全面に施され、その上から、横方向2本、縦方向8本

の撫でが加えられ、その部分だけ格子目叩きが消えている。凹面には7本の模骨痕が見られ、

lc㎡当りの'糸の経緯9×5本を数える布痕がある。しかし、一部には布痕の上から縦方向の削

りを加えており、布痕は右側縁寄りだけに残っている。

厚さ2.4cmを測り、胎土は徴密である。焼成は普通で、色調は灰白色を呈する。

○平瓦（第41図(10）

左側面を含む破片である。凸面には1目平均4×4mm、刻線幅3mmを測る全体的に右下りの

格子目叩きがある。凹面はほぼ全面に布痕があるが、lc㎡当りの糸の経緯11×9本を数える。

又、糸切り痕は全面に渡って見られ､模骨痕も9本を数える。左側面は、分割時の切断痕が残

り、外側から刃物を入れている事力観察されるが、刃物の動いた方向は判然としない。側縁の

縁取りはない。

厚さ2．0～1.8cmを測り、胎土は綴密であるが、一部に小石を含む。焼成は堅綴で、色調は灰

色を呈する。

○平瓦（第41図(11)）

右側面を含む破片である。凸面には全体的に右下りの格子目叩きを施す｡格子の1目は4×4

mm，刻線幅2mmを測る。凹面は全面に布痕が見られ、lc㎡当りの糸の経緯は10×9本を数える。

又、部分的に糸切り痕が見られる。模骨痕は9本を数える。右側面は狭端→広端の方向に削り

を施している。分割方法は、この削りが側面の全面に及んでいるため、不明である。側縁の縁

取りはない。

厚さ1.4～1.0cmと非常に薄い作りで、胎土は密である。焼成は普通で、色調は灰白色を呈

する。

○平瓦（第41図(l》）

右側面を含む破片である。凸面は1目8×8mm、刻線幅4mmを測る目の大きな格子目叩きを

全体的に右下りに施す。凹面は布痕の上から縦方向の撫でを加えられて、布痕はlcm2当りの糸

の経緯8×8本を数えるものが局部的にしか残っていない。糸切り痕は撫で調整により判然と

しない。左側面は削り調整を施しているが、削りの方向等は側面の荒れにより判然とせず、

分割方法も不明である。模骨痕は撫での線と重なり判然とせず、又、粘土の継ぎ目は見られな

い。

厚さ2.2cmを測り、胎土は徴密である。焼成はあまり良くなく、色調はにぶい燈色を呈する。

○平瓦（第42図⑬）

広端面と左側面を含む破片である。凸面は全面に斜格子目の叩きを施している。格子目の1

目の大きさは6×4mm、刻線幅2mmを測る。凹面は目の非常に細かい布痕が局部的に見られる
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が、風化のため判然とせず、糸の経緯数も不明である。糸切り痕及び模骨痕は見られない。左

側面は削りを施しており、広端→狭端方|句へ刃物が動いている。この削り調整は二次的なもの

と思われ、本来の分割方法は不明である。広端面も削りを施しているが、その方|句は不明であ
る。

厚さ2.2cmを測り、胎土は密である。焼成はあまり良くなく、色調はにぶい黄燈色を呈す
る。

○平瓦（第42図(14)）

左側面と広端面を含む破片である。凸面は縦方向に走る平行叩きを施している。叩き目の1

目の幅4mm，刻線幅2mm，長さ5cmを測るが、長さは叩きの重なりで全長は不明である。凹面

は広端縁を除く全面に布痕があり、1c㎡当りの糸の経緯は5×5本を数える。又、模骨痕は4

本を数えるが、糸切り痕は認められない。左側面は削りを施すが、削りの方|句は不明である。

分割方法はこの削りのために不明である。縁取りは凹凸両面に見られるo広端面も削りによっ

て整形しているが、削りの方向は判然としない。縁取りは凸面側に見られる。

厚さ2.1cmを測り、胎士は密であるが、焼成は良くない。色調は浅黄燈色を呈する。

○平瓦（第42図(19）

右側面と広端面を含む破片である。凸面は全面的に縄目叩きを施しているが、一部は叩きの

上からの撫でによって消えている｡縄の原体はL〈:である｡凹面は一面に布痕があるが､凸

面と同じく、一部撫でによって消されている。lc㎡当りの糸の経緯は5×5本を数える。又、

糸切り痕、模骨痕は見られない。右側面は削りを施しているが、削りの方向は判然としない。

又、分割方法も不明である。凹面側に縁取りがある。広端面も削りを施すが、削りの方|句は不

明である。広端縁には縁取りは見られない。

厚さ2.1cmで胎土は密である。焼成はあまり良くなく、色調はにぶい燈色を呈する。

目板瓦（第43図(10）

肥後地方独特の目板瓦と呼ばれる近世瓦の破片である。平瓦の一隅に長方形に短く切った丸

瓦状の粘土を付けたもので、現在、熊本以外では使用例がないものである。

江戸時代に一般的に使用された桟瓦は、延宝2年（1674年）に創案されたとされているが、
註1

目板瓦の場合、熊本市川尻町の寺院に元禄10年（1697年）銘の瓦があり、肥後では桟瓦と共に
註2

この目板瓦が使用されたのか、桟瓦導入以前にこの目板瓦が使用されていたのかは判然としな

ぃ。又、何時頃までこの目板瓦が使用されていたのか等、不明の点が多い。

平瓦部の厚さ2．0cmを測り、胎土は密である、焼成は良く、色調は灰色を呈し､､現在の瓦の

ような黒色ではない。 （広瀬）

註1．「日本の瓦屋根」玉置豊次郎、坪井利弘、理工学社昭和51年

註2．柚原直人氏の御教示による。
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土馬（第44．45図1．2）

A地区の第1号遺構から土馬が二点出土した。（1)はE－3グリッドの床面直上にあたる第Ⅳ

層の灰褐色粘質土層から出土した。頭部分を北に向け横に倒れた状態で出土し、頭部・四脚・

尻部を欠失している。現存の状態で全長13.3cm、高さ5.8cmで幅4.3cmである。鞍および尻繋を

表現した飾馬である。鞍部の最も深いところは1.0cmで尻繋は凹線である。首部はツマミ上げ

たようにして霞を表現している。精良な胎土で焼成も充分である。色調は灰褐色を呈するが、

首から鞍部や腰部に意識したとでも見えるような自然軸がかかっている。県内に出土した土馬

の中では須恵器質の飾馬で鞍の表現がある特徴を有するものとして宇土郡不知火町小曽部出土

の土馬が類似している。(2)はG－4グリッドの表土剥ぎ作業中に出土したものである。(1)と同
註

じく頭部・四脚・尾部を欠失している。飾りは認められず土師質の裸馬である。現存の状態で

全長7.0cm、高さ3．5，幅2.9cmである。砂粒がいくぶん混じった胎土で､焼成は充分である。

註．小田富士雄「古代形代馬考」『古墳時代遺物の調査と研究』1979

子持勾玉（第46図）

子持勾玉は第1号遺構の東壁を検出するために設けた東トレンチの第Ⅱ層の最下部で、第Ⅲ

層と接するところから出土した。D－7グリッドの最も東寄りの地点で、頭部を南側に向け横

に倒れた状態で出土した。滑石製でほぼ完形である。全長10.1cm，横幅3.2cmで最大厚さは1.2

望g③③ ②

0 5cm

L司一一戸一一一ヨ

第46図A地区出土遺物実測図・子持勾玉・滑石製小玉

cmである。腹と背および横腹にも突起を表現し、頭部には穿孔を施している。背は四ケ所を

凹め五個の突起をなし、横腹は片方に方形の形状を呈する四個の突起を施している。他方も

同じように四個の突起が認められ、突起は全体的に小さく低い。腹に設けた突出部は一部を欠
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失している。突出部先端の正確は形状は不明である。色調は黄褐色と暗オリーブ灰色とがシマ

状にはいる。熊本県内で3カ所の遺跡で子持勾玉が出土したこと力確認されているが、類似す

る資料は認められない。九州内においても類似する資料は少なく、わずかに福岡県沖ノ島21号

遺跡出土のものに類似性が見られ、地理的には遠く離れるが、兵庫県五色塚の周濠から出土し
註1

た子持勾玉も、形状や製作技法など類似している。
註2

註1．佐田茂「滑石製子持勾玉」『宗像沖ノ島』吉川弘文館1979

註2．梅原末治日本古玉器雑歌吉川弘文館1971

滑石製小玉（第46図）

A－4グリッドの第1層から出土した。滑石製で円形を呈し、大きさは最大部径2.0cm、最

小部径1.85cInで、厚さは0.65cmである。全体的に粗い仕上げである。中央部に穿孔をほどこし

ており、穿孔は先の尖がった金属器を使用したものと思われる。両面から穿孔しているが先細

りになり中央部が最もせまくなっている。全体的に研磨した跡力細いスジとして残っている。

青磁・白磁（第47図）

（1)は第1号遺構の第Ⅱ層から出土した越州窯青磁である。口径は15.4cmで高5.5cmを測る

椀である。灰オリーブ色を呈する施紬があり、細かな巌入が見られる。ケズリ高台面には重ね

焼き痕が残っている。(2)も第1号遺構の第Ⅱ層から出土した越州窯青磁である。ケズリ高台で

；．〃〃

＜二三1J割〃
－F二二戸

クワ

懸
一

雪

綴

ノ ミー
4 7

ノ■
■

10

0cmO 5L－－－_真一一_里
9

第47図A地区出土遺物実測図青磁・白磁（1～10）

高台径は推定で8.8cmを測る。緑灰色を呈する粕が高台近くまで施されている。高台はジャ

ノ目高台状にあり内面には重ね焼きの際につけられた白色を呈する砂糊犬の物質が付着してぃ
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る。(3)も同じく第1号遺構のB－4グリッド第Ⅲ層から出土した越州窯青磁である。ケズリ高

台で径は5.7cmである。高台内面の中央部には凹みがあり、周囲に重ね焼きのための砂粒状の

物質が付着している。(4)~(8)は白磁でロハゲと称されるものである。(7)力Ⅷで他は椀である。

いずれにも見込と体部の境に沈線がめぐっている。(4)、(5)、(7)の口縁端部は施粕が行なわれて

おらず、(4)はカーボン状の黒い物質が付着している。(8)は青磁底部片であり、オリーブ灰色を

呈する施軸がある。竜泉窯産青磁の破片であろう。(9)はA－1トレンチ第1層から出土した竜

泉窯産青磁である。推定で口径は17.3cmを測る。内面に印花を施し、明オリーブ灰色の施粕

を行っている。(10は第1号遺構の第1層から出土した竜泉窯産青磁である。推定で口径は13.5

cmである。外面に簡略化した連弁文を施し、オリーブ灰色の施粕を行っている。以上の青磁

・白磁のほかにも細片

が見られる。それは越

州窯のほか竜泉窯青磁

では、連弁や連弁細線

劃花があり、同安窯青

磁も認められる。

五輪塔（第48．49図）

A地区の調査の契機

となったものの一つが

鎮守堂の堂前に置かれ

ていた五輪塔である。

堂前に置かれていたの

は水輪一個であるが、

大きくそして刻まれた

党字がしっかりしてお

り、一見して古い時代

のものであることが推

察できた。

八代郡誌を読めば

「境内堂前に五輪塔大

小二個…………孔等の

四焚字を刻せり、何人

の墳墓なりしか不明な

り、」とあり、大きさか
註1

』蕊鶴

鍵議

0 10 20cm
陰一一一一一

0510cm
－三

第48図A地区出土遺物実測図・拓影五輪図(1)
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ら見て堂前の五輪塔は前者の大きい方の

五輪塔にあたるものと判断できた。調査

はこの八代郡誌に述べられた後者の小さ

い方の五輪塔を調べることが一つと、他

にも付近には五輪塔が埋没されている可

能性がありそれらの発見に期待がもたれ

た。

調査の結果、八代郡誌にいう後者の五

輪塔はA－5トレンチの北側から出土し

た。出土した地点は旧宅地内であり、郡

誌の調査の後、宅地内に運ばれ､何らかの

役をはたしていたのであろう。このほか

では、調査地内からは出土していないが、

二・三個の五輪塔が周辺に見られる。一

つは、興善寺馬場遺跡にあたる旧村上家

宅地内に肺Bられていた。また、調査地

のすぐ東側の傾斜面には近世の墓地があ

るが、この墓地に火輪と水輪各一点が置

かれていた｡石材はいずれも凝灰岩である。

（1)は堂前に置かれていたもので先に述

べたとおり八代郡誌に記されたものと判

断できた。水輪で高さ43.0cm、胴径50.2

cmである。上部は一条の沈線をめぐらし

有段状になっている。上部中央には径

19.8cmで深さ12.0cmの凹部を施している。

四面に焚字があり、東西南北を表わして、

いずれも端正で丁寧に刻まれている。大

…§聯

_準繍

蕊蕊議
議議蕊簿
第49図A地区五輪塔実測図・拓影

き〈て立派な造りであり、焚字もはっきりと刻まれ、鎌倉時代の所産としての可能'性を有して

いる。（2)はA－5トレンチ北側の表土剥ぎ作業中に、旧宅地の炉事場付近から出土したもので

ある。(1)と同じく水輪であるが、(1)よりも一まわり小さい。高さ30.0cm、胴径37.2cmである。

上面には径16.7cm、深さ13.9cmを測る先細りの形状をなす凹部を施している。四面に焚字が施

されているが、表面が非常に荒れているため判読が困難である。わずかに残存した焚字は北・

南と読め、掩字のまわりには浅い沈線で円をめぐらしている。
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議蕊瀞‘

板碑（第50図）

鎮守堂には焚字を施した

板碑があり、本尊とされ紀ら

れている。この板碑について

も八代郡誌に「征西将軍宮、

菊池より八代へ入御の時、当

寺に休息し給ひ、御腰を掛け

られたる石なりとも云う」と

記されている。板碑は板状の

砂岩を用いており、縦57.9cm、

横33.7cmである。表面は将棋

の駒の形に線引きをし、頭部

に三本の横線を施している。

横線の下方に焚字を刻み、向

って左下方に正平拾？五年○

月(1360年)と読める年号があ

る。掩字は菰であり、無量寿

如来もしくは普賢菩薩を表わ

したものと思われる。頭部か
註l

ら肩部にかけては外線にそっ

てノミによって荒彫りの痕が第50図鎮守堂板碑拓影L一旦－」0cm
ある。全体を整形する予定でありながら中途で加工をある。全体を整形する予定でありながら中途で加工を放置したものと思われる。掩字に対して

正平拾?五年○月の刻名はやや不揃いで､書体もやや不出来に思える。焚字はともかくとして年

号の刻名は追刻された可能性がある。現在、鎮守堂は西側の側道沿いに移転されており、板碑
註2

は堂内に紀られ、二個の五輪塔は堂前に置かれている。 （江本）

註

註1．中村瑞隆焚字事典1977雄山閣註2．島津義昭高木正文の教示を得た。

（2）第2号遺構

第2号遺構はD－7グリッドで検出した。第Ⅱ層下部にあたる部分にカーボンと焼土の集中

が見られた。縦に長い形状を示し浅く掘り凹められていた。主軸をN－52o－Eにとり、短冊

に円形の頭部をつけた形状にある。大きさは縦2.53,,横0.83mである。浅く掘り凹められた

中央部はさらに溝状に低くなっていた。床面上にはカーボンと焼土が堆積しており、床面は赤

褐色に焼け2～3cmの厚さで焼土と化していた。床面内に須恵器と青磁の細片が出土している。
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第51図A地区第2号遺構実測図

二点の遺物から時期的には少なくとも中世以降に生じた遺構であることが述べられる。用途的

性格については不明である。 （江本）

（3）小結

第1．2号遺構の検出・遺物出土状況と出土遺物については報告してきたとおりである。第

1号遺構は全体的に形状がいびつであり、床面のレベルの差も大きいことから一まとまりの竪

穴遺構として捉えることは困難な状況にある。E・F．G－10．11グリッドやF･G－3．4グ

リッドを中心としてみられるコーナーや直線的な壁面があり少なくとも二軒の住居跡が存在し

ていたものと判断することができよう。また、F・G－6．7グリッドにある凹地は底部にま

で土器が出土しており生活跡に伴う井戸かもしくは貯蔵穴と思われる。B～E－2～6グリ

ッドを中心とする部分は最も遺物が多く出土したところで、皿状の凹地を呈しレベルが最も低

いところである。付近の雨水、もしくは生活用水が溜ったのであろうか、第Ⅲ層黒色粘質土層

や第Ⅳ層灰褐色粘質土層は、少なくとも一時期凹地に水力摺っていた状態にあったことを示し

ている。

第1号遺構から出土した遺物は須恵器、土師器、瓦、土馬、子持勾玉、滑石製玉、青磁・白

磁、獣骨、五輪塔などである。須恵器についてのまとめはB地区と一括して第Ⅲ章(4)(5)で行い

たい。
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土師器には妻．壷・甑・皿・高杯・土不などがある。この中で6～7Cのものとして捉えること

のできる資料は明確にできない。逆に燈明皿の中で糸切り底にあるものは明らかに後行し12～

13世紀のものであろう。雲は外面をハケ、内面をへう削り調整を行い口縁部は外反しくの字を

呈している。甑として38点を取り上げたが、底部まで残るものがなく孔がなく把手付雲となる

ものも含まっているのであろう。土不や高台付堺は体部が一直線に間き、体部と口縁部との境が

はっきりする資料は少ない。皿では一部に口縁部と体部との境が明確になるものが見られる。

輪状ツマミを有する塚蓋や鉢形土器、把手のついた鉢(136)なども出土した。以上、須恵器・

土師器については特に須恵器で8世紀後半～9世紀前半と考える時期のものが量的に最も多く

出土しており、土師器もほとんどがこれらの須恵器に伴うものと思われる。

須恵器の中には6～7世紀と考えられる土不蓋が出土したが、興善寺地区においては古墳の存

在が明らかにされていない。付近に古墳もしくは古墳時代の生活跡があったことが示唆される。

興善寺廃寺を瓦の上から見ると、陳内廃寺と立願寺廃寺の影響を受けている。まず陳内廃寺
註 1註2註3

の影響を最も強く受けているものとして、第43図(1Wの単弁八弁軒丸瓦が挙げられる。この瓦
註4

のように中房に十字形の隆起線を持つものは肥後に於て陳内廃寺と託麻郡簡に見られるもので、
註5

地理的に陳内廃寺の影響下にあると考えられる。又、立願寺廃寺の影響下にあると思われるも

のに、従来より最も多く発見されている複弁八弁で複弁の頭が切れており、さらに半弁だけ余

分に多く付いた軒丸瓦があるが、その瓦の中房の蓮子が39個と異状に多いものがある。このよ
註6

うな蓮子の数の多いものは、立願寺廃寺の初期の瓦と考えられる瓦に複弁八弁軒丸瓦の中房一
註7

土不に21個あるものが見られる。さらにこの2つの瓦共に周縁についている鋸歯文が、普通肥後

では陽起鋸歯文が多いのに対して、陽線鋸歯文となっている。

興善寺廃寺の瓦の中で特異なものは、鬼面文軒丸瓦であるが、他にこの手の瓦を出土する遺

跡として、熊本県玉名市の立願寺廃寺がある。立願寺廃寺の鬼面文軒丸瓦の例（第43図側）は、
註8

興善寺廃寺のものと比較すると大きく相違している。立願寺廃寺のものは、鼻が高く隆起し、

眼は険が弧線を描き、口は大きく開いて牙がのぞき、いかにも‘憤怒の表情を呈しそのモチーフ

から新羅系の瓦という事が出来る。又、鬼面の下顎部には縦縞の半円状の部分があり、これは

大棟や降り棟に付く鬼瓦の丸瓦をまたぐための割り貫きを写したものと思われ、この瓦の祖型

となったものが鬼瓦である事を示している。さらに、この瓦の特徴的な部分は、前述した半円

状の部分から左右に忍冬唐草文が上へ延びている事である。このように鬼面文軒丸瓦に唐草文

の表現があるものは他に例のないものである。

しかし、この唐草文のある事によって、軒平瓦とのセットを掴む事が出来る。立願寺廃寺では

いくつかの忍冬唐草文系の軒平瓦が出土しているが、第43図19)に掲載した軒平瓦のものが、最
註9

も鬼面文軒丸瓦の唐草文に近く、恐らくセットを為すと見て間違いないものと思う。

これに対して、興善寺の例は遺物の項でも述べたように、全体的に平板な作りで顔の表'情も
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非常にデフォルメされており高句麗の鬼面瓦をうかがわせるものがある。さらに、製作技法で

は立願寺廃寺の例の場合、半裁した丸瓦を瓦当部に差し込んでいるのに対して、興善寺廃寺の

場合、半裁前の円筒状の丸瓦に瓦当部を朕め込んだ後、丸瓦を瓦当裏面まで半裁している。

この技法は陳内廃寺の単弁八弁軒丸瓦に見られるものであり、技法的には陳内廃寺の流れを汲
註10

むものであろう。この事は同じ興善寺廃寺の瓦の中で前述した単弁八弁軒丸瓦にも共通してお

り、この瓦の場合、瓦当面の文様から技法まで陳内廃寺の単弁瓦に祖型を求めているといえる。

又、この単弁八弁軒丸瓦は、陳内廃寺の例と同じく、重弧文軒平瓦とセットをなすものと見ら

れ、恐らく鬼面文軒丸瓦も同じように重弧文軒平瓦とセットをなすと考えて良いものと思う。

それ等の事から考えると、立願寺の鬼面文軒丸瓦とは、瓦当面のモチーフ、製作技法、軒平

瓦とのセット関係等、大きく相違している。

立願寺廃寺の年代については、他の寺院杜と同じく決め手を欠いているが、鬼面文軒丸瓦と

セットをなすと考えた偏行忍冬唐草文軒平瓦は、退化型式が同じ立願寺廃寺や稲佐廃寺の瓦に
註11

あり、稲佐廃寺の場合、奈良時代末までは遡らないと考えられる事や、同じ立願寺廃寺の中に

退化型式がある事などから考えると、8世紀中葉から、後葉にかけての瓦と考えるのが妥当と

思われる。

興善寺廃寺の場合鬼面文軒丸瓦に限らずモチーフの退化したものが多く、製作技法的には陳

内廃寺のような8世紀前半と考えられる古い時期の寺院とのつながりをうかがわせながらも、

全体的にはその技法を消化しきれず、又、モチーフの模倣すら完全に行っていない。このよう

な現象はやはり年代的に後退したものと考えられるもので、鬼面文軒丸瓦や単弁八弁軒丸瓦や

重弧文軒平瓦については、立願寺廃寺や陳内廃寺のものより明らかに後行し、少くとも8世紀

後葉まで下るものと考えたい。

しかし、これ等の瓦が興善寺廃寺の瓦の中でどの位置を占めるかという事は、従来、最も古い

とされている複弁軒丸瓦と均正唐草文軒平瓦のセットとの前後関係を含めて、検討する必要が

あろう。

この志水遺跡では前述の鬼面文軒丸瓦の他に小型の鬼面文鬼瓦が出土している。これは、太

い眉の表現などから､鬼面文軒丸瓦より時期の下るもので、豊野村の八の瀬戸窯吐では興善寺廃
註12

寺のものよりさらに退化しているものが採集されていることから、この興善寺志水遺跡の鬼瓦

は一応9世紀初頭頃と考えたい。

最後に、この興善寺志水遺跡では135点の瓦が出土したものの、瓦を伴うような遺構は検出

されておらず、又、発見された瓦もA地区の鎮守堂付近から散布した状態で出土している。瓦

そのものは、興善寺廃寺の瓦が散乱したものの一部であるといえる。そのため、丸瓦、平瓦に

ついては、いくつかの代表的なものだけを紹介したが、それ等の組み合わせや年代については

判断する材料がなく不明といわざるをえない。ただ、鬼面文軒丸瓦の丸瓦部に付いていたわず
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かな格子目叩きが、目の細いものであった事から考えると、平瓦等の中で目の細い叩き目を持

つものが、鬼面文軒丸瓦等と同時期に製作された可能性があるが、それを判定するにはあまり

にも資料不足である。

又、瓦と共にA地区では多くの須恵器が出土しており、その年代は8世紀後半から9世紀

に及んでいる。しかし、その須恵器の中には竪穴住居跡に伴っていたと見られるものもあり、

寺院とその外の生活杜との関連や出土状態を吟味する必要がある。志水遺跡においては、残念

ながら瓦は各層位にわたって散乱した状態で出土し、須恵器は住居跡等の包含層を中心として

出土している為須恵器の年代を瓦の年代に対比させる事は不可能である。しかし、いずれに

せよ、現状では瓦、須恵器共に編年作業は大きく遅れており、一概に対比出来るものではない。

今後はこの基礎的作業こそ急務とされなければならない。

子持勾玉・滑石製小玉各一点が出土している。子持勾玉は従来県内には全く類をみない形状

を示している。子持勾玉は古墳時代を主に出土している遺物であるが、子持勾玉としては最後

の時期のものと思われる。土馬は二点出土しており、須恵質のものと土師質のものである。特

に須恵質の土馬はタテガミや鞍、それに尻ガイを表現した飾馬であり、あたかも意識して施

したような粕がかかっている。以上の遺物は第1号遺構の中でも東側の凹地から出土したもの

であり、この部分について祭祁的様相が非常に強いといえよう。土馬については水霊奉祁や峠

神郵日のために用いられたといわれている。今回の調査地は両者ともに符合する。すなわち調

査地は竜峰山への登り口にあたり、近くには生活水にも使ったであろう谷水が多いところであ

る。また、付近は各所に砂防ダムが建設されているように崩れやすい地帯であり、自然災害か

らの防御をも祈ったのであろうか｡(137)の手裡ね土器が出土していることもつけ加えておこう。

以上のように第1号遺構はおよそ8世紀後半から9世紀を主とする生活跡と祭祁的様相が非

常に強い遺構であることを述べることができよう。さらに多量の須恵器が出土していることは

近くに須恵器窯がありその灰原にあたるのではないかと疑いたくもなるが、いわゆる使用に耐

えうる須恵器が多いこと、一緒に出土する土師器も生活に密着した土器であることなどから直

接的に結びつけることはできない。いずれにしろ須恵器に焼きひずみのあるものが多くみられ

ることは、周辺に窯跡が存在したであろうことを示唆している。

第1号遺構に関して少なくとも二軒の住居跡が存在したであろうことは先に述べたが、仮に

あと二、三軒の住居跡があったとしても、住居面積に比較して遺物の出土量が非常に多く、ま

た甑など非常に大きく、一般的住居跡とは異なった様相を示している。集団生活的住居跡とし

て捉えるべき状況を示している。

青磁・白磁は中国越州窯、竜泉窯、同安窯産が出土している。これらの中で竜泉窯・同安窯

青磁は第1．Ⅱ層から出土しているが、2点の越州窯青磁は第Ⅲ．Ⅳ層から出土したものであ

る。第1号遺構に直接的に結びつく遺物と見られる。当時として越州窯青磁と存在はごく限られ
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たものであったろうし加えて二点の円面硯の出土があるdこのことは、「興善寺」とのつなが

りを非常に強くしているものである。すなわち、寺域の近くに設けられた住居跡で、僧侶が住

んだり修業者が集団で生活をしていたところにあたる可能'性が強い。

（広瀬・江本）

註

註1．松本雅明「興善寺廃寺調査報告」熊本県文ｲ側調査報告書第1集1961

註2．松本雅明「陳内廃寺調査報告」城南町史、城南町誌編纂会1965

註3．田辺哲夫「玉名郡倉祉と推定される肥後立願寺の遺構」熊本史学10号1956

註4明言院住職日隈正道氏より資料の提供を得た。

註5．「渡鹿A遺跡について」松本雅明

熊本市文化財調査報告書東部地区

熊本市教育委員会1972

註6．註1に同じ

註7．「九州の古瓦」 松本雅明

熊本日日新聞社1965

註8．玉名市教育委員会より資料の提供を得た。

註9．註8に同じ。

註10．註2に同じ。

註11．「稲佐廃寺発掘調査報告」玉名高校考古学部1953

註12．城南町史に記事のみ所載。現物は豊野村教育委員会蔵。

3．柱穴群と出土遺物（第52図～56図）

A－2．5トレンチから柱穴を検出し、青磁片等の遺物も出土したため両トレンチの周辺、

1646,1647番地については可能なかぎり全面の表土剥ぎを行って柱穴の調査を行った。

柱穴は合計70個を検出した。この中で建物としてまとめることのできるのは2棟である。北

側の掘立柱建物は2間×5間で東西4.80m，南北10.30mである。南隅にl間×3間の建増と

思われる付設を行っている。柱間は南北で210,,230cm、170cm，200cm、220cm，東西は210cm、

170cmを測る。付設部分の柱間は東西が1.3m、1．4，，1．3mで南北は1.9mである。

南側の掘立柱建物は消滅した柱穴が多いため確実性に乏しいが、2間×5間と推定しておき

たい。東西9.0m、南北3.9mの規模で、柱間は東西で2.1,,2.1m､1.5,,の3間が求められる。

南北の柱間は2.1m､1.8m､の2間が測れる。このほかでは2棟の掘立柱建物の中間地点に一列

に並ぶ柱穴が認められる。4間の規模を持つが並列する柱穴を定かにしえない。柱間は2．3，，

1．3，，2．0，，1．6mを測る。

出土遺物（第56図）

（1)はNo.30の柱穴内から出土した磁器である。復原口径は10.7cmで器高は2.8cmである。内外面
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第56図A地区出土遺物・近世磁器・妻（1～4）実測図

に梁付がある。明オリーブ灰色の施粕には巌入がはいる。底部はケズリ込んでおり、細かな離

れ砂が付着している。(2)はNo.55の柱穴から出土したもので椀の底部片である。底部径は6.5cm

を測る。明緑灰色の紬がかかる。内面には重ね焼きのための蛇目剥ぎがあり、底部には多量の

離れ砂が付着している｡古伊万里の波佐見青磁である。(3)はNo.56の柱穴から出土したもので椀

の底部片である。底部径は5.2cmを測る。灰オリーブ色や黒色を呈する粕がかかっている｡底

部には縮緬雛の痕跡が残り、唐津窯産と思われる。(4)はNo67のピットから出土した瓦質土器で

ある。底部径26.8cmを測る大型の妻で底部近くに突帯を有している｡突帯は断面が三角形を呈す

る。胎土は白色砂粒を含み、焼成がやや不充分で器面は荒れている。色調は外面がオリーブ黒

色で、内面は灰色を呈している。

このほかではNo.3．7．9．30．46．55．56．58の柱穴から破片が出土している。N0.3の柱

穴からは古伊万里梁付や銅粕を施した嬉野内野山窯産の椀の破片と土師器片が出土した◎No．

7からは滑石製石鍋の破片、No.9からは武雄南部庭木窯産と思われる磁器片各一点が出土して

いる。No.30からは燈明皿片・須恵器片・土師器片と嬉野窯の黒牟田窯産と思われる磁器が出土

している。No.58からは土師器片と磁器片で、磁器片は古伊万里白磁と武雄庭木窯産の鉢片であ

る。鉢には櫛描紋色粕流しがみられる。

柱穴からは以上のような遺物が出土している。近世の磁器は佐賀県伊万里や唐津．嬉野．武

雄窯産のものがあり、多くは江戸時代中期頃のものである。したがって、2棟の掘立柱建物は

江戸時代中期以降のものと判断がなされよう。建物の規模からみて、北側の建物が母屋で、南

側の建物力納屋に相当するものと思われる。 （江本）
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B－1トレンチ北側土層実測図
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B－2トレンチ東側土層実測図①

‘ 凸 ＃

－

Ⅳ

B－2トレンチ東側土層実測図②

I
－

I
111

""－鍵II
Ⅳ

B－3トレンチ北側土層実測図

L一一一

IⅡ Ⅲ 11

B－4トレンチ北側土層実測図

B－5トレンチ北側土層実測図
－

第57図B地区各トレンチ土層実測図



－‐‐ヱ

l－

二亡ゴ
ー一一

三三

三二＝ 陸一一一＝一一一=野

－

~一一一一~~ﾍｰｰｰ一一一一一一一～－－－－－－斗
I

必==＝〃

三三三＝＝＝＝三三三＝＝＝三三三三三

－

一－－－－坐一一坐一一一三一一坐一一一

基 ＝ Ｉ
ｉ

ⅡI

－

2－ヨーーーーーー迎

水糸レベル16．5m

一

－187．188－



4．B地区の調査

B地区はB－1～5トレンチを設けて調査を行った。その結果、B－1トレンチとB－2ト

レンチとが接する部分を中心に遺物が出土したため両トレンチの包含層の掘り下げを行うとと

もに、トレンチの拡張を行った。B－1トレンチは南側に4.0m×3.伽、B－2トレンチは東

側に4.5m×2.5mの拡張を行った。以下、各トレンチの土層と遺物の出土状況および出土遺:物

について報告したい。

(1)土層（第57図）

B－1トレンチ北側断面図の土層は次のとおりである。第1層は表土層で黒褐色を呈し砂喋

を主とする。砂喋は不規則な堆積状態を示し人為的作用によるものと思われる。第Ⅱ層は黒褐

色砂喋層であるが、第1層に比較して黒色度が強く、大きな岩石が混じっている。加えて規則

的な堆積状態を示し第1層との分離は容易である。西端に大きな落ち込みがあり、この傾斜面

に土器片が出土している。第Ⅱ層は赤褐色を呈する。第Ⅲ層は褐色土層で比較的粘'性があり喋

石の含まる割合が少ない。第Ⅳ層は黄褐色砂喋層でB地区の基盤となっている。B－2トレン

チはB地区で最も長く設定した。北側はほとんど第1層のすぐ下が第Ⅳ層となっている。北側

より20.3m地点から第Ⅱ．Ⅲ層が表われはじめ、西層は遺物を包含している。この部分の土層

と遺物の出土状況については後述したい。南側は第Ⅱ層に石灰岩や砂岩の転石が多く砂喋層と

なっている。南隅には第Ⅵ層が一部認められる。B－3トレンチは第1層が厚く覆っており、

土層が茶褐色・下層が明るい褐色を呈しており分離が可能である。第Ⅱ層は暗褐色を呈する砂

喋層で大きな転石を多く含んでいる。第Ⅲ層は茶褐色を呈し砂喋の含まる割合が少ない。粘質

’性もいくぶん認められる。B－4トレンチもB－3トレンチとほぼ同じ層序状態を示すが、西

隅近くで第Ⅱ．Ⅲ層のゆるやかな落ち込みがある。B－5トレンチでは第1層の直下に第Ⅳ層

があり、B－2トレンチの北側と同じくする。

B－2トレンチ東側断面（第58図）

B－2トレンチで遺物が出土した部分を掘り下げたが、東側断面での土層は次のとおりであ

った。第1層は少し赤味をおびた黒褐色を呈する。砂・小石を含み耕作のため土質は不規則な

混在状態を示している。第Ⅱ層は黒褐色を呈する。大きな石灰岩や砂岩を含み小磯や砂は規則

的な堆積状態を示している。第Ⅲ層は褐色を呈し比較的粘質が強い。第Ⅳ層とはカーボンや焼

土を含んでいないことや小石の混入が少ないことで分離ができる。黄褐色粘質土も一部含んで

いる。第Ⅳ層は基本的には第Ⅲ層と同質層があるが、多くのカーボン・焼土を含み、小石の量

も多くなる。したがって第Ⅲ層よりもさらに黒っぽくなっている。第V層は黄褐色砂喋層であ
る。

以上の第Ⅱ～Ⅳ層はいずれも南側に向って深く落ち込んでいる。なお、北側に方形の落ち込
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みがある。B－lトレンチにも同様のものがあり近世の土拡と思われる。

(2)土地（第60図）

B－1トレンチ拡張部の東南隅に土坑が見られた。形状は隅丸方形を呈する。底の部分がわ

ずかに残存していたものであるが、近世の墓鉱と思われる。

(3)遺物の出土状況

イ，B－1トレンチ拡張部（第59図）

南側に向って急な落ち込みがあり、傾斜面に滑り落ちるような状態で遺物が出土した。土器

は須恵器と土師器とが入り混じっているが、量的には土師器の方が多い。主な遺物としては、

須恵器杯蓋（1）、土師器高杯(15)、竃(21)などがあり、(7)の地点では紡錘車が出土している。

下位にいくに従い大きな破片が多くなる傾向がある。西側への遺物の広がりは少ないと思われ

た。

ロ，B－1トレンチ（第61,62図）

B－1トレンチと同じく南側へ向って大きく傾斜し滑り落ちるような状態で多くの遺物が出

土した。トレンチのほぼ全面に亘って遺物は出土した。遺物は土器のほか獣骨・紡錘車(26)、

砥石(44)なども出土している。土器は須恵器と土師器で大きい破片も多く出土した。量的には

土師器の方が多く、饗・高杯・皿・杯等の器種が見られた。須恵器は饗と高台付杯がほとんど

である。

ハ，B－2トレンチ東側拡張部

B－1トレンチと同じく南側への傾斜面にそって遺物が出土した。遺物は土器のほか獣骨や

鉄錨も出土した。（50)はほぼ完形の須恵器の杯蓋で(49)の獣骨の直ぐ近くから出土している。

他の調査区よりも獣骨の出土量が多い。

各卜レンチは以上のような土層と遺物の出土状態を示していた。B地区の地形は現在と大き
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く違っていたことがうかがわれる。B－1．2トレンチに認められた落ち込みは、B－1トレ

ンチの西端やB－3トレンチの西端にも認められることから西側へ続いているものと思われた。

現在、東側の竜峰山麓からの小谷川はB－4トレンチの南側へと雪曲して流れているが、もとも

とはB－2トレンチを横切り、B－1．2トレンチに並行した状態で流れていたものと思われ

る。B－1トレンチの第Ⅱ層や第Ⅲ層、B－2トレンチの第Ⅲ層・第Ⅳ層はこの谷川によって

堆積されたもので、その際に大きな石灰岩や砂岩も転石しながら堆積したものと考えられる。

B－1トレンチから北側は第1層の直下に第Ⅳ層があり基盤となっている。上面が削平されて

いることがうかがわれる。B－1トレンチよりも南側は当時谷川が南側に向って直線的に流れ

低い場所であったため、北側の高い部分の土を埋め現在のように平担な畑地にしたものと思わ

れ、その際に直線的に流れていた谷川を南側に沓曲させることによって、広い平担な耕作地を

獲得したものと思われる。遺物はこの耕地の整理が行なわれる以前に谷川へ落ち込んだ状態に

あったものと考えられる。

（江本）

（4）出土遺物

イ、須恵器（第63～66図）

B地区では総数42個体が出土しており、蓋杯類が全体の82.4％を占めている。器種はA地区

とほぼ同様であり、分類も基本的に同様である。但し器種によってはA地区の分類基準に適応

しないものがあった為、更に細分化を行なった。

（1）蓋杯（蓋）

蓋は17個体出土した。A地区の分類に準じて蓋A・B類に大別し、さらに細分化した。

蓋A類（第63図345）

短いかえりを有し、天井部につまみの剥離の跡が残る。

蓋BI類（第63図348,350）

つまみの形状は不明であるが、つまみの剥離の跡が残る。348は端部が屈曲し外反する。

350の端部は直行した形状をなす。

蓋BⅡ類（第63図343,344,346,347,349,351～359）

つまみを持たない類で、分類はA地区同様a～e類に分類した。

蓋BⅡa類（第63図343,344）

2個体である。器高が低く、端部が内沓するものである｡344は比較的に偏平である。

蓋BⅡb類（第63図351,352）

端部が直行する形状を持つ2個体である。351は端部が直行し外傾するのに対し､352は天井

部からそのまま下方に下り、端部がズックリする。

蓋BⅡc類（第63図353）
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端部付近が屈曲し、端部が内反する特徴を持つ。

蓋BⅡd類（第63図346,347,349）

端部付近で一度屈曲し、外反してピンと跳ねるもので、総数3個体である｡346は内面に重ね

焼きの際の跡が残り､347ではひずみの為に端部付近が大きく内沓する。

蓋BⅡe類（第63図354～359）

端部が逆三角形状をなし、つまる形状をなす。B地区のBⅡ類ではこの類が最も多数である。

355は天井部から端部にかけて段を有するが､これは調整の強弱が現われたものと考えられ

る。

（2）蓋杯（杯）

杯は総数26個体が出土した。A地区の分類に準じてA～C類に大別し、さらに細分化した。

杯A類（第63図361～364）

この類はたちあがりを有し、古墳時代に属するもので、総数4個体である。

杯Aa類（第63図364）

たちあがりが直立した形状を持つ。

杯Ab類（第63図361～363）

たちあがりが内傾するもので、中には363のように小型のものも含まれる｡361は内面受部付

近に一条の沈線を有する。

杯B類（第63図366～第64図384）

高台を有する、総数19個体の一群である。

杯BⅡ類（第63図366～368，第64図370,371,373,375,376）

高台が内雪する形状を持つもので、総数8個体で、B地区B類では最大数を数える。366～

368,370は口縁部が外沓気味に立ち上がり､375,376は直行して立ち上がっている。また類中で、

特異なものは368である。これは底部に不純物が多数付着し、安定が悪く、実用に耐えられない。

杯BⅣ類（第64図369,372,374）

総教は3個体のみで、A地区におけるこの類の膨大さに比べれば非常に少ない｡372はBⅣi

類に、他はBⅣn類に相当する｡369は口縁部が外沓気味に､374は直行して立ち上がる。

杯BⅥ類（第64図381～383）

高台が逆三角形状をなし、総数は3個体である。ともに外沓気味に立ち上がるが､383は高台

が特に高い。

杯BⅦ類（第64図377～380）

A地区にはみられない類であり、高台が凹形をなしている。基本的にはBⅣ類に含まれるも

のであろう。内外面から強くヨコナデ調整を行なうが、Ⅳ類とことなり端部の内外側ともに接

地する｡377,380は端部付近で外反する。
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384は特異なものであり､底部が1.2cmと非常に厚く、底部を二重に貼り付けた痕跡が残る。

杯C類（第63図360，第65図385,386）

高台を持たないもので、総数3個体である。

杯CI類（第63図360）

比較的に古手の要素を残すもので、端部が内雪気味になる。

杯CⅢ類（第65図385,386）

端部が外反するもので､386は偏平である。

（3）壷（第63図365，第65図389,393）

365は天井部に円形のつまみを有する｡これはA地区318と同型式で､長頚壷の蓋と思われる。

389は壷の底部で､外面には格子目文の叩きを施す｡393は壷の頚部から胴部にかけての部分で、

外面は格子目文の叩きを、内面には櫛状施文具による調整を行う。

（4）瓶（第65図392）

瓶の口縁部と思われ、口径は6.0cmを測る。

（5）鉢（第65図387,388）

鉢の底部と考えられ､387はやや丸底で体部中位に一条の沈線を持つ｡388は高台を持つものだ

が、現存は剥離しており、接合部に二条の沈線を持つ。

（6）蓮（第65図390,391）

A地区雲I類の分類に含まれ､390は口縁が330に類似する。391は肩部外面に格子目文を叩き、

内面には青海波状文を施す。

口、土師器・その他（第67～75図）

B地区からも多くの土師器が出土しており、器種には雲・壷・鉢形土器・杯蓋・皿・高杯。

高台は杯などがあり、移動式竃が一点出土した。このほかでは紡錘車と砥石が各一点出土した。

妻（第67～70図165～190）

雲として26点をとり上げた。A地区出土の雲とほとんど同じくしている｡(186)は大きな口径

で4.7cmを測る。口縁部は厚く短かくつくられ、胴部は大きくふくらんでいる｡(189)は全体的に

器厚が非常に薄い。

壷（第70図121）

（191）は直口する口縁部で口径12.3cmを測る。肩部が大きく広がる器形で蓋を有するものと

思われる。白色砂粒、雲母混じりの胎土で色調は赤褐色を呈している。

鉢形土器（第70図192,193）

(192）は口径33.8cmを測る鉢形土器である。外反する口縁部で、肩部の張りは小さい。(193)は

口径30.4cmを測り、短い口縁部で胴部のふくらみが大きい。器壁は厚く9～10mmである。

甑（第71．75図194～196.246）
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239

194～196.250は甑である｡(194)は口径33.9cmを測る｡やや外反する口縁部で端部は細くなる。

全体的に器厚は薄い。把手はずんぐりと寸ずまりの形状を示している｡(195)は口径15.4,器高

14.4cmを測り小型の甑である。外沓する口縁で胴部がら底部へとふくらみを持ったプロポーシ

ョンである。底部に孔をもつものと思われる｡(240)は非常に大型の甑である。口径42.9cmを測

る。ゆるく外反する口縁部である。器厚はさしたる厚さをもたず把手は斜上する｡(197)は甑の

底部のブリッジの破片である。直径は2.8cmで手ナデによる調整を行っている。

鉢（第71．72図198～219）

鉢として9点をとり上げた｡(198.200)は半球状にあり、(200)は口縁部がやや外反している。

（201)は最も大きく胴部径18.7cmを測る。胴部から口縁部は内雪しており、口縁端部は細く仕

上げられている｡(202.203）も同様の形状を示すが､(203)は口縁部と胴部との区別ができる。

（204)は短い口縁でわずかに外反している｡(206)は胴部と口縁部とが明確に分かれ、口縁部は
大きく外反している。
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杯（第72図207～210）

（207）は口径11.7cm、器高3.9cmを測る。底部と胴部との境は明瞭である。器厚は底部が薄く

なり、口縁部はやや厚くなり端部は丸くおさまる｡(208)は手捜ね土器で口径7.9cm､器高3.6m1

を測る。粗い整形を行っている｡(210)も同じく手捜ね土器であり、口径7.3cm、器高8.4cmを測

る。口縁端部は内沓している。粗い整形で焼成も不充分である。

皿（第72．73図213～225）

皿は13点をとり上げた。口径は17.9an～13.9cm，器高は4.6cIn～1.5anを測る。いずれも白色

砂粒、雲母混じりの胎土で色調は赤褐色を呈している。ほとんどがゆるい丸底であるが､(220,

221)は平底である。口縁もほとんどが外反し立ち上がっている｡(214.225)は端部力棚くつまみ

上げられ外反している｡(223.224)は屈曲しやや内傾している。

高杯（第73図226～231）

（227.229)）は前記の皿に脚部を接合したような高杯である｡(227)の杯部の口径は21.9cmを

測り大きい｡(228)は深い杯部で口径は18.2cxnを測る。

杯・高台付杯（第74図232～237）

（232）は口径11.3cm，器高4.5cmを測る｡整形が不充分で口縁はいく分波状している｡(234)も

同様の形状にある｡(233)は高台を持ち、体部と口縁部とは一直線に外反し、端部は丸くおさま

る。口径15.5cm、器高5.4cmを測る｡精良な胎土で色調は明褐色を呈する。(236)の高台は外側へ

跳ね､(237)はやや内沓し端面は平たい。

ハ，その他（第74図238.239）

（238)は直径5.5cm,厚さ2.2cInの紡錘車である。ほぼ中央部に孔があり、孔径は中間部で1．2

cmを測る。色調は赤褐色である。(239)は砥石で四面とも磨り減らされている。淡黄褐色を呈し

シマ模様があり、所謂、天草砥石と同じくするものと思われる。

竃形土製品（第75図241.242）

（241）は竃形土製品である。雲と同じような外反する口縁部を有し、底部は厚く安定がある

ように仕上げられている。口径は34.0cm、底部径は53.4cm、器高は31.5clnを測る。焚口があり、

底部が広く33q､，上部は21cmで高さは19cmで平たく面どりがされている。外面はハケ目、内面

はへう削りで調整を行っている｡(242)はA地区の第1号遺構から出土した鍔である｡(241)も同

様の鍔を有していたものと思われる。両者とも多量の砂粒が混じる胎土で、色調は赤褐色を呈

する。焼成も良好である。

(5)小結

B－1～5トレンチの調査の結果はB－1とB－2トレンチとが交わる地点で多くの遺物が

出土したがB地区の南側を迂回している小谷川が、当時はB地区を東西に横切る形で直線的に
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流れていたものと判断できた。当時のこの小谷川への傾斜面に滑り落ちるような状態で遺物が

出土したものである。

遺物に須恵器・土師器・獣骨などがある。須恵器では杯蓋・高台付杯・杯・高杯・蜜などが

ある。

須恵器

興善寺志水遺跡では、土師器・瓦類に伴って多数の須恵器が出土した。原形を復原できる

ものは、A・B両地区を合わせて400点弱を数え、本報告ではその全てを実測し、観察表を作

成した。A地区．B地区の．項で各々の須恵器の詳細については述べてきたので、ここでは本遺

跡出土の須恵器の性格等について考えてみたい6

（1）ヘラ記号について

本遺跡出土の須恵器は総数393個体を数える。その内でへラ記号を有するものは6個体であり、

蓋杯と高杯にのみみられ、全てA地区からの出土である。ここでは本遺跡出土の須恵器のへラ

記号について整理してみたい。
註1

蓋杯

蓋：107個体中の1個体にへう記号が見られる。天井部一杯に記され、ほぼ平行する二条の

直線を持つ。

杯：172個体中の2個体にへう記号が見られる。228は高台を持つ杯の底部に、直交するよ

うに二本の直線を引いている。185は同じく高台を持つ杯の底部に描かれる。まず2本の短く

平行する直線を引き、更にその上から直行するように重ねる。内一本は前述の二本と直交する

が、他の1本は重ならない。焼成・胎土ともに2つは異なり、228の方が良好である。

高杯

19個体中の3個体にへう記号が見られる。301は脚部に、まず縦線が引かれて次に斜線が交

差する形で描かれている。295も同じく脚部に描かれ、まず二本のほぼ平行する縦線を引き、

次にその二本に交差する形で二本の斜線が引かれている。記号化の順序は301と基本的に同様

である。299は脚部に描かれている。一見して上下2段のスカシ孔を思わせるが、他の面には

描かれていない。ここでは6本の直線を刻みこんでいるが、記号化の順序は不明である。

以上が本遺跡におけるへラ記号の概要であり、以下要点をまとめてみると次の通りである。

○蓋杯・高杯にのみへラ記号が認められ、特に高杯の比率が高い。

○記号は直線を基本として、2～6本引かれており、平行するもの交差するものがあり、多

様である。

（2）焼成について

本遺跡の須恵器を実測中特に強く感じられたのは、焼成の際の焼きひずみが多く見られるこ

とである。ちなみに蓋杯類のみに限って、ひずみが強く見られるものの数値を上げてみたい。
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この結果ではひずみを持つものが

全体で8.3％と低いように思えるが、

実際はB地区368橋台付杯)にみられ

る様に底部に不純物が付着し、全く

実用に耐えられないものも含まれて

いる。また本遺跡の北側に隣接した

興善寺馬場遺跡においても、同様の

Ｉ

（）は全体のパーセント表 須

須恵器が出土している。
註2

さらにA地区の項でも述べたように、杯BⅥ類は八代地方のこの地域のみ出土する様式で、

この地方の窯で生産された可能性も考えられる。

よってこれらの諸事象から、現在の所この附近では窯跡はまだ確認されていないが、付近に

窯跡があった可能性が高いのではなかろうか。

（3）ロクロの回転方向について

本遺跡出土の蓋杯類について、各分類ごとにロクロの回転方向を調べてみた。以下数値を上

区の計である。I

この結果を各時代ごとにまとめてみると

ようになる
註3

下記の

（）は全体のパーセント

表8須恵器ロクロ回転方向一覧表（No.2）

これを陶邑古窯祉群の事例と比較してみ

たい。陶邑ではI．Ⅱ期に属する各窯出土

の蓋杯を対象に調査したところ「はじめロ

クロを逆まわりに回転させやがて次第に順

まわりに固定した」という結果が得られて

いる。

本遺跡では、直接陶邑古窯祉群と時代的

関西の古窯祉の事例、他方は8世紀後半時

註

右方向：順方|句：時計まわり
左方向：逆方向：逆時計まわり

須恵器ロクロ回転方向一覧表（No.l）表7

にも、空間的にも一致しないが、一方は8世紀代の関西の古窯祉の事例、他方に

期の九州地方の事例ということで、一つの資料を提供できるのではなかろうか。
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総数
全体的に大きく
ひずむ

大きくひずみ
実用に耐えない

計

A地区蓋 106 11（10.1） 5（4.8） 16（5.7）

〃 杯 165 4（2.4） 1（0.6） 5（0.3）

〃 総計 271 15（5.5） 6（2.2） 21（7.7）

B地区蓋 17 2（11.8） 0 2（11.8）

〃 杯 25 2（8.0） 1（4．0） 3（12‘O）

〃 総計 42 4（9.5） 1（0.2） 5（11.9）

両地区総計 313 19（6.1） 7（2.2） 26（8.3）

蓋
総
数

右
方
向

左
方
向

方
向
不
明

杯
総
数

右
方
向

左
方
向

方
向
不
明

AI 2 1 1 一 Aa 4 4 － ー

Ⅱ 1 － 1 一 b 9 4 1 4

BI 2 1 1 一 C 3 1 2 －

Ii 9 1 5 3 BI 6 3 2 1

il 122 6 4 Ⅱ 12 9 1 2

Ⅱ a 5 1 3 1 Ⅲ 2 1 － 1

b 21 5 10 6 Ⅳi 13 9 4 －

C 9 2 5 2 ii 33 22 7 4

． 4118 14 9 V 8 5 2 1

e 17 6 10 1 Ⅵ 8 7 1 一

CI 1 一 1 － Ⅶア 2 1 1 －

Ⅱ 3 一 1 2 イi 27 12 12 3

il 2 10 12 4

ウ 9 5 4 一

CI 7 5 1 1

Ⅱ 6 5 － 1

Ⅲ 6 5 一 1

Ⅳ 3 3 一 一

V 2 2 ー 一

焼数 右方向 左方向 方向不明

6世紀後半 21 10(47.7） 6(28.6） 5(23.7）

7世紀前半 9 4(44.4） 4(44.4） 1(11.2）

8世紀後半 266 129(48.5） 96(36.5） 40(15.0）

9世紀前半 17 10(58.8） 2(11.8） 5(29.4）



（3）須恵器の年代について

本遺跡出土の須恵器については、A地区では遺構に伴わず、B地区においても包含層中では

あったが、包含層自体きわめて弱いものであった。

須恵器の年代等を考える場合、以上の理由から本遺跡では他遺跡の資料等を参照にして考え

てみたい。

須恵器の形態上からは前述のように古墳時代のものと、古墳時代以降のものに大別できる。
註4

古墳時代に属するもの

蓋身ではたちあがりを有し、蓋では段をなくした類が第Ⅱ期に担当する。また上下器形の逆

転現象が現われる第Ⅱ期の後半時期では、蓋に身受けが付き、かえりを有するものが含まれる。

本遺跡で前者に含まれるものが、蓋BⅡa類で6世紀末葉、身A類中でもAa類は6世紀中

葉までさかのぼるのではなかろうか。また後者では蓋AI、Ⅱ類と杯CI類のセットが考えら

れ、これらは7世紀前半に位置されるものであろう。高杯A類もこの時期と思われる。

古墳時代以降に属するもの

第Ⅳ期にほぼ相当するものである。蓋では宝珠形つまみが偏平つまみよりも先行する。また

杯ではBI類に古い要素が見られるが、他は時期的に近接したものと思われ、ほぼ同時期のも

のと考えられる。さらに円面硯もこの第Ⅳ期に現われ、本遺跡出土の円面硯も8世紀後半時期
註5

のものと思われる。また長頚台付壷もこの時期で一括できるのではなかろうか。
註 6註7

第V期に属するものは蓋ではCI，Ⅱ類、杯ではCⅣ類が考えられる。
註8

以上の通り本遺跡での須恵器の初源は6世紀中葉にさかのぼることができ、その後一時期途

切れるが、8世紀後半時期にピークを迎え、一部9世紀前半時期まで残る。このように年代を

考えてきたが、なにぶんにもこれらの資料が遺構に伴った出土でない為、説得力に欠ける。今

後類例の資料の増加を待ちたい。

註1．広石古墳群の調査において山崎純男氏はへう記号の集成を成されており、その結果「集落杜にみられる須恵器のへ

ラ記号が5％前後あるいはそれ以下であること」を想定されている。本遺跡ではこの見地に立って集成を行なって

みたが、時代的にかなり広い幅があった為に、統計的な処理が出来なかった。今後類例の資料の増加を待って再検

討したい。（『福岡市広石古墳群、福岡市埋蔵文化財調査報告書第41集』1977、福岡市教育委員会）
註2．興善寺馬場遺跡調査担当者野田拓治氏の御教示による。

註3．個体数が数ない為に8世紀後半時期以外のものは数値的にバラついているが、この表でおおまかな傾向は知ること
ができよう。

註4．『世界陶磁全集第二巻』昭和54年小学館所収の「九州の須恵器」小田富士雄氏の論文等を中心に時期的な判断を行
なった。なお区分は陶邑古窯祉群Iに従がった。

註5．前述の興善寺馬場遺跡では同一の包含層から出土している。手法的な流れとしてはⅡ．Ⅲ類→Ⅳ類→V類→Ⅶ類→
Ⅵ類と考えられる。

註6．県内における出土の類例は不充分であるが、以下出土地名表を付したい。なお時期は『天観寺山窯跡開1977･北
九州市埋蔵文化財調査会によった。
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壷9能本県内における円面硯出土遺跡一覧表

遺跡番号 遺跡名

1‘ 洗出窯跡

2 駄の原遺跡

3 住吉神社境内遺跡

4 熊本高校遺跡

5 益城国府推定地

6 上の原遺跡

7 土穴瀬遺跡

8 沖片遺跡

9 霊符山下遺跡

10 下り山窯跡

所在地

荒尾市府本土井内

鹿本郡鹿央町駄の原

菊池郡澗水町住吉

熊本市新大江一丁目

下益城郡城南町陣内舞ノ原

〃 上の原

八代郡竜北町土穴瀬

八代市西片町沖

〃妙見町

球磨郡錦町一武

遺跡の性格 年代・共伴遺物 備考

窯跡 9世記前半 1個体

住居杜 平安時代・墨書土器 1個体

一 土師・須恵器 l個体、十字形のスカシ有り

住居杜 須恵、土師器 l個体、十字形大型スカシ有り

国府 古墳～平安時代 1個体

集落杜 土師、須恵器 1個体、長方形スカシ有り

一 平安時代、須恵器 1個体、4型粗形

散布地 土師、須恵器 l個体、綴長方形スカシ有り

一 平安時代、土師器 l個体､形状不明のスカシ有り

窯跡 須恵器 1個体

註7．大宰府跡SE400遺跡から同様のものが､久留米市西谷火葬墓群､熊本県久保遺跡等から多数出土している。（『西谷

火葬墓群、久留米市文化財調査報告書第3集』1971、久留米市教育委員会、『久保遺跡、熊本県文化財調査報告第18

集』1975、熊本県教育委員会）

註8．前掲の大宰府SE400遺構による。「大宰府出土の土師器に関する覚え書き」横田賢次郎、森田勉『九州歴史資料

館研究論集2』、及び1979年9月、九阪集会「大宰府出土の平安時代土器、陶磁器の編年について」森田勉氏発表

資料による。

土師器には婆・壷・高杯・甑・杯蓋・高台付杯・鉢・鉢形土器・移動式カマドがある◎主な

ものの中で移動式カマドは口縁部力噴の口縁部に類似し、底部が厚く安定よくつくられている。

焚口は台形状にあり、上面に鍔がつくものである。鉢形土器が煮たきに使われたものと思われ、

甑がこの上に重ねて用いられたのであろう。（195)は約音が残る底部に孔がみられないことから

把手付饗とした方がよいかもしれない。食器としての皿はほとんどが体部と口縁部との境界が

ないものである。（232)だけが屈曲し口縁が直口している。時期を異にするというよりもバリ

エーションの一つとして考えてよいだろう。

杯蓋は天井部から端部へとふくらみをもち、宝珠形のツマミを有している。土師器はA地区に

比較して時期的にやや古い様相を示しているが､大きな差はない｡むしろ8世紀後半から9世紀

前半にかけての土師器・須恵器のセット関係を明らかにする好資料を提供したといえよう。

（高谷・江本）

第Ⅳ章むすぴ

今回の調査は九州縦貫自動車道建設に伴なう事前の埋蔵文化財発掘調査として実施したもの

である。興善寺志水遺跡は「興善寺廃寺」の寺院からは南側へいくぶん離れた地点にあり、調

査前の踏査では少量の土器片が採集できる程度の状況であった。調査可能な地点をA～C地区

としてトレンチを設け調査を行った結果、A・B両地区に豊富な遺物の包含層が存在すること

が判明した。調劃犬況および結果についてはすでに述べてきたとおりであるが、最後に今回の

調査の成果についてまとめむすびとした。
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A地区で検出した第1号遺構は少なくとも二軒の住居跡と祭祁遺構とが複合する遺構である

と判断した。出土した多量の遺物は須恵器・土師器・青磁・白磁・布目瓦・子持勾玉・土馬・

滑石製小玉・獣骨などである。須恵器には杯蓋・杯・婆・高杯・高台付壷・円面硯などの器種

がみられ、6世紀後半～9世紀前半のものである。量的には杯蓋・高台付杯など8世紀後半か

ら9世紀前半と考えるものが最も多く出土した。土師器には婆・杯・鉢形土器・高台付杯・甑

・カマド鍔・皿・高杯などが出土している。糸切り底を呈する燈明皿については明らかに後行

する時期のものといえるが、その他についてはほとんどが須恵器の盛行期8世紀後半から9世

紀前半のものと判断したい。このほかの遺物として中国熱州窯産青磁や円面硯があるが、いず

れも一般的な住居跡からは出土しないような遺物である。

このことは第1号遺構が「興善寺」に深く係わりを持った遺構であることを述べることができ

よう。また、非常に多量の遺物が出土し、甑など特に大型の器形であることなど集団的住居跡

の可能性が強い。

子持勾玉・滑石製小玉・土馬・手捜ね土器などの出土は祭紀遺構として捉えることが可能で

ある。土馬については水霊奉祁や峠神奉祁が考えられているが、第1号遺構の堆積土の中で第

Ⅲ．Ⅳ層は一時期沼池的様相を持つ状態であったことを示している。また東側には竜峰山があ

り、山の神奉祁も充分考えられる。加えて子持勾玉が伴出しており自然災害から守り、さらに

は豊かな五穀や動物獲得の祈願宿祷を行ったものであろうか。布目瓦を用いる建物が建立され

ていた痕跡はなく、鬼瓦や鬼面軒丸瓦など祭祁の場所に運び置かれたものではないかと想像さ

れる。

竜泉・同安窯産青磁と糸切りの痕跡がある燈明Ⅱなどは中世時代のものであるが､直接的に中

世期に関連する遺構を捉えることはできなかった。五輪塔の出土もあるが、中世期の生活跡は

場所を異にしている可能性が強い。正平拾？五年の刻銘を持つ板碑については追刻ではないか

との疑問が残る。

柱穴群の調査によって2軒の掘立柱建物を明らかにすることができた。柱穴内からの出土遺

物は青磁や滑石製石鍋など中世紀のものもあるがほとんどは近世期に佐賀県伊万里・唐津・武

雄・嬉野窯らで生産された磁器が認められた。主に江戸時代中期～後期のものと判断され、掘

立柱建物は少なくとも江戸時代中期以降に建てられたものといえよう。

B地区は竜峰山からの谷水力流れる小谷川が、当時B地区を直線に横切っていたことが判明

し、その河底への傾斜面に多くの遺物を検出することができた。土器は須恵器・土師器ともA

地区に比較して時間差がやや少い傾向が見られ、8C後半から9C前半期における土器の共伴

関係を語る上に好材料を提供したといえよう。A地区のみならず、B地区にも住居が営なまれ

ていたであろうことを以上の遺物は証明するものである。A地区については祭祁遺構としても捉

えられた。B地区では祭祁的様相をもつものとして､手裡ね土器の出土があるが､量的に少ない。
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一つの住居内における小規模の祭祁的痕跡として考えておきたい。このほかでは小型の砥石の

出土がある。小刀を研ぐのに適し、四面とも大きく凹みよく使用された状態を示している。A

地区からは円面硯力§二個出土しているが、小刀が木簡を削るのに使用されたのではないかと想

像される。調査の前に行なわれた踏査結果による『興善寺廃寺に関連する遺構が検出される可

能性Iがある』を実証できたものといえよう。 (江本）
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巴
戦
鍛
拙
。
由
・
［

沌
躯
．
（
［
・
閏
）
鞄
ロ
．

可
○
矩
熊
拙
。
．

勾
画
型
熊
拙
。
・
民
［

沌
蹄
．
Ｑ
閏
鯉
口
．

［
薗
沌
畑
・

寺
づ
沌
鹸
細
心
・
【
・
愚
一
誌
拙

。
．
↑
づ
矩
灘
・
逗
閏
戦
ロ
．

め
づ
蝿
仲
趨
熊
柵
。
・

・
画
面
型
心
揺
り
・
罰
［

距
離
・
廻
菖
塑
口
．

め
づ
沌
熊
柵
。
．

”
薗
哩
錨
拙
。
．
”
【

沌
躯
．
Ｓ
・
鳶
）
戦
ロ
．

⑭
づ
矩
熊
拙
心
．

の
［
鞄
熊
拙
心
・
め
づ

ｏ
焔
雛
・
罰
閏
型
ロ
。

四
【
極
細
。

函
ご
沌
鹸
細
心
由
薗
蝉
舗
拙

。
ふ
づ
矩
醜
・
命
・
閏
）
弾
ロ
．

【
薗
沌
網
・
函
づ
沌
鵡

拙
い
肉
薗
戦
鹸
拙
。
あ
づ

沌
弗
・
命
・
閏
）
鞄
ロ
。

め
づ
焔
熊
揺
り
．

、
薗
型
熊
拙
。
．
ｑ
【

距
離
・
食
・
閏
）
型
口
．

画
づ
沌
熊
柵
。
．

函
雨
型
熊
拙
心
・
可
［

沌
弗
あ
・
曾
型
ロ
．

ﾛ伽胸
約雑
函里
嘩園

［
’
三
墨
画

［
ｌ
の

函
１
℃

、
’
三
墨
画

”
ｌ
①

守
ｌ
や

ｍ
ｌ
の

①
ｌ
の

ト
ー
の

⑭
１
℃

の
１
℃

三
’
三
墨
画

。
［
１
℃

弓
ｌ
負
竪
区

［
『
ｌ
の

函
［
’
＠

雨
［
ｌ
の

寸
［
ｌ
の

雪
’
三
婆
函

閏
ｌ
の

騨
諦

へ

瀬
一

送
綱

（
鯛
）

臆
潮

（
棚
）

臆
柵

へ

瀕
一

逢
瀬

（
棚
）

鱈
瀬

へ

鯛
一

送
鯛 蕊

（
瀬
）

蜂
網

（
細
）

睡
湘

（
瀬
）

蜂
湘

（
棚
）

瞳
瀬

（
瀬
）

瞳
棚

へ

瀬
一

鱈
糊 蕊

へ

棚
…

逢
淑
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碧
判

卿

ﾖﾖ鯉

ｕ
ね
や
白
／
希
稚
Ⅸ
．

睡
判
圏
呉
慨
等
担
．

趣
判
圏
等
慨
昇
担
．

ね
や
も
蕊
話
沫
Ｋ
・

噛
叫
圏
等
怒
等
担
．

睡
判
圏
器
慨
等
担
．

睦
当
圏
等
慨
等
担
．

睡
判
迄
謡
．

Ｑ

睡
判
催
導
出
．

睦
当
‐
穏
慨
停
め
．

睦
判
圏
昇
綴
黒
担
．

睡
叫
圏
等
慨
韓
担
．

喫
判
圏
拝
慨
導
出
． ’

睡
判
圏
等
怒
昇
担
・

・
獅
華
塘
鐸
潔
梼
・

睡
判
圏
等
隈
昇
担
．

睡
判
圏
昇
慨
等
担
．

蝿
酔
・
需
佃
・
橿
墾
・
判
圭

惇
．
〃
咽
崖
い
Ｉ
（
一
病
害
．
眉

便
〃
咽
崖
い
Ｉ
（
一
柄
匿
．
（
個

拳
謎
溌
副
・
崖
蝋
・
〆
網
認
、

倒
窯
呈
韓
印

ま
一
議
“
崖
蝋
・
〃
組
騒
．

紐

僧
ｌ
雪
柄
匿
．

（
掴
憧
〃
釦
、
崖
．
（
掴
左

舗
覇
圃
・
崖
迩
・
寵
蕊
。

抑
．
〃
佃
墜
い
Ｉ
へ
一
缶
留
．

（
個
硬
／
佃
崖
．
（
掴
章

義
・
崖
幽
・
〃
繍
蕊
．

ｌ
切
崖
．

（
個
便
〃
佃
崖
・

珍
議
・
監
遮
〃

（
掴
章

綿
蕊
．

〃
佃
瓶
嵐
。

嵐
．
（
掴
意
'へ

画個
・昼

押
●

／
佃
恒
組
●

へ

雷
●

ｌ
掴
良
伽
．

帽
歳
討
喋
刈
騨

参
雲
‐
言
穂

〃
⑪
良
い
１
へ
一
栴
雷
．

一

個個
拳便

蓋
監
画
〃
組
蕊
．

稗
・
〃
佃
崖
い
Ｉ
（
一
柄
．

（
個
巨
〃
佃
隠
ド
ー
へ
一
牧
畜
．

雲
扇
爵
崖
遡
霞
蕊

佃
皿
．
（
掴
便
〃
掴
嵐
・

（
掴
ま
〃
塵
磁
・
〃
組
蕊
．

佃
凪
嵐
．
（
掴
便

／
佃
田
崖
．
（
個
承
・
３

興
姶
掴
網
・
脳
畏
・
〆
細
．

判
・
〃
靭
皿
崖
．

（
個
硬
／
佃
良
・

〃
議
・
崖
幽
・
〃

（
個
汝

寵
蕊
。

恒
．
〃
佃
崖
い
Ｉ
へ
一
侭
留
・

（
厘
置
〃
紐
塵
い
Ｉ
（
一
枝
．
（
掴

汝
趨
読
寧
晦
眠
・
〃
繍
蕊
．

ｌ
咽
皿
崖
。

（
個
便
〃
佃
嵩
【
い
’
へ
一
横

智
．
（
個
汝
〃
咽
・
〃
寵
．

押
・
〃
佃
皿
崖
．

（
個
硬
〃
側
崖
．
（
阻
汝

雲
・
監
幽
、
〃
組
輔
、

誕
稗
ｅ
通
汁

埜
呈
〃
ト
ト
ｎ
ｍ
埜
次
．

Ｋ
ふ
い
／
、
並
記
椎
Ⅸ
．

ｏ
ｆ
十
ｓ
恒
快
偶
梼

（
個
硬
・
ト
ト
ｎ
ｍ
並
至
．

。
ト
ト
ｎ
ｍ
通
話
心
拙
。
。

◎

へ
一

（
侶
左

。
鯛
願
帳

並
呈
〃
ト
ト
ｎ
ｍ
並
次
．
（
掴
便
・
ト
ト
ｎ
ｍ
並
呈
．
。
へ
一

ｋ
卜
小
／
、
埜
諦
沫
帳
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
並
記
心
拙
。
．
（
掴
惹

。
謝
羅
ト
ト
塀
回
掴
佃
．
（
掴

便
・
翻
羅
ト
ト
懸
回
並
呈
・
・
卜
十
ｈ
ｍ
弾
掛
ト
諦
熊
慨

。
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
〃
翠
ヘ
ー
ド
ト
い
く
懸
回
諦
沫
帳
．
（
個
汝

埜
次
．
（
個
便

ト
話
熊
拙
。
．
。
ト
ト
ｅ
恒
挨
偶
畏
並
呈
〃
謝
願
ト
ト
狸
回

・
調
需
ト
ト
塘
回
埜
呈
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
禅
掛

・
へ
一
Ｋ
上
い
く
懸
回
並
記
椎
服
．
（
個
承

（
掴
便

柵
６
，
．

・
卜
十
ｓ
恒
快
個
時
並
呈
・
ト
ト
鳴
回
埜
次
．

。
糊
濡
ト
ト
穏
回
埜
呈
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
禅
掛
ト
埜
話
熊

・
ト
ト
混
一
回
〃
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
型
話
抜
Ⅸ
．
（
回
章

・
謝
需
卜
十
ｓ
恒
快
個
時
．
（
個
便
・
ト
ト
ｎ
ｍ

櫛
掛
ト
埜
昂
熊
禍
。
・
・
ト
ト
鴇
回
〆
並
記
椎
帳
．
（
個
ま

。
謝
罵
ト
ト
懸
回

（
個
疫
・
謝
嬬
ト
ト
鳴
回
／
瓢
ｅ
へ
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
．
（
個
承

。
ト
ト

ｅ
恒
快
偶
梼
埜
呈
謝
臨
ト
ト
鴇
回
並
※
．
（
個
憧
。
謝
罵
ト

ト
懸
回
堂
呈
・
・
拙
拙
ｅ
へ
一
Ｋ
小
い
く
並
論
北
Ⅸ
．
（
個
汝

。
謝
露
卜

卜
ｅ
恒
担
偶
梼
埜
呈
・
・
卜
＋
懸
回
埜
醍
．
（
個
便

ト
ト
塀
回
埜
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
並
謡
＃
Ⅸ
．

へ0

個潮
汝駕

。
ト
ト
ｅ
恒

倶
憎
馬
並
呈
・
・
ト
ト
懸
回
埜
次
．
（
庖
便
・
謝
罵
ト
ト
程

回
／
埜
呈
・
・
ト
ト
〃
巡
（
一
Ｋ
ふ
い
く
並
記
北
ｋ
・
（
個
章

。
謝
畷
ト
ト

鳴
回
辻
至
・
・
卜
卜
巡
Ｓ
ヘ
ー
ド
ト
い
く
並
論
牝
Ⅸ
．
（
掴
章

托
一
ヨ
ー
。

。
糊
麗
ト
ト
塀
回
並
醍
．
（
個
便
・
潮
羅
ト
ト
懸
回

ｏ
ト
ト
懸
回
〃
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
辻
話
弗
ｋ
・
（
個
章

・
潮
願
ト
ト
ｅ
恒
快
個
特
埋
呈
卜
十
蝉
回
逆
爽
．
（
恒
匡

ｐ
謝
濡
ト
ト
ｎ
ｍ
〃
巡
へ
一
滴
ト
い
く
鴇
回
埜
諦
抹
ｋ
・
（
個
惹

。
鯛
綴

帳
並
呈
・
ト
ト
塀
回
逓
次
．
（
個
便
・
翌
梼
牒
騒
．
（
掴
章

。
謝
罵
卜

沸
職
枢
州
卿
酬
蝿
到
姉
皇
へ
輔
噸
州
什
蝿
祁
紬
州
唖
一
個個
左僅

誕
稗
ｅ
謹
酸

。
熊
拙
。
＃
貸
哩
．

圭
剖
八
画
並
記
蒋
急
牒
辿
誉
娠
融
硬

。
ｓ
誤
並
記
警
・
・
送
娠
脳

／
心
長
話
鯉
口
・
誤
仲
錘
．

。
心
細
・
禅
降
曜
・
・
営
賑
略

左
剖
入
釦
埜
話
霧
〃
も
ｅ
辿
営
娠
罰
便
瓜
長
話
鯉
口
・
次
仲
纏
．

・
穐
拙
ｆ
御
汁
哩
・
・
叩
禅
〉
誤
埜
昂
警
・
・
熊
加
略
章
異

捕
珂
入
幻
埜
話
霧
さ
悟
里
誉
娠
罰
便
心
長
話
唾
ロ
・
・
次
伸
樫
．

・
熊
拙
口
禅
汁
曜
・
・
心
禅
〉
悪
逆
話
霧
・
・
熊
加
唱
章
異

捕
刀
ハ
幻
通
話
霧
島
怪
且
営
賑
罰
恒
心
長
話
蕊
ロ
・
・
欺
伸
錘
．

。
態
拙
６
，
弾
叶
哩
・
・
誉

娠
伺
極
通
読
霧
ご
吟
旦
営
賑
罰
便
心
兵
話
蕊
ロ
・
・
次
伸
懇
．

。
熊
拙
。
禅
叶
哩
・
・
熊
ｅ
頓
記
錨
拙
。
仲
趨
．

章
斗
牙
や
営
娠
甑
便
〃
し
全
長
ｕ
昂
碧
．

。
ｓ
寂
埜
希
蒋
・
・
蛭

・
士
樗
ｅ
嘩
口
伸
纏
．

０
３
や
翰
今

伺
掴
〉
塑
堂
話
磐
・
岬
牌
辿
誉
賑
融
便
呼
室
如
嘩
口
・
・
次
仲
鍾
．

。
営
娠
何
個
並
記

霧
・
・
岬
牌
旦
営
娠
融
便
小
袋
記
嘩
口
・
・
槻
尽
話
磐
淑
伸
鍾
．

。
ｇ
誤
Ｊ
悟
如
畿
包

Ｑ
逼
章
埜
希
懇
・
叩
悟
辿
営
賑
緬
便
瓜
長
話
嘩
口
・
・
次
仲
趨
．

。
。
紘
如
熊
畏
通
話
警
・
・
蛭
鍾
ｅ
（
一
Ｋ
小
い

く
且
話
抹
Ⅸ
・
・
叩
吟
辿
送
眼
勘
便
遮
灸
話
鯉
口
・
・
次
仲
纏
．

霧
・
営
娠
罰
便
心
長
話
嘩
口

。
騨
竪
舟
斗
托
一
昂
撫
肥
鮒
戸
縄
隣
並
話
纏
．

。

g

懇

斗
舟
。
竪
本
〉
嬢
並
記
霧
・
営
娠
甑
便
心
長
話
唾
ロ
・
・
次
伸
鍾
．

。
ｓ
懇
Ｊ
竪
汝
並
昂
懇
・
営
賑
緬
便
心
長
話
唾
ロ
・
・
無
伸
撫
．

。
ｓ
懇
や
奏
畿
柾
川
鍋
／
Ｊ
睡
章
並

話
霧
・
岬
吟
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
《
Ｋ
小
袋
記
嘩
ロ
・
・
醸
恨
郷
函
仲
纏
．

巳
｡

鋼

灘

岡
。
極
熊
拙
心
。

、
画
戦
櫓
揺
り
・
”
［

矩
躯
・
副
胃
戦
ロ
．

副
ｏ
矩
熊
拙
。
．

哩
函
戦
熊
細
心
・
め
づ

沌
躯
・
命
・
閏
）
鞄
ロ
．

唖
［
矩
剣
ゐ
ご

矩
鹸
拙
。
．
『
函
哩
硲
拙
。
．

県
つ
惚
諦
・
命
・
閏
）
鞄
ロ
．

鰭
細
心
．

Ｑ
【
沌
畑
さ
ご
沌

舎
・
巴
戦
硲
拙
心
．

《
ご
沌
詑
・
命
・
雪
）
弾
ロ
．

Ｑ
［
沌
畑
由
ご
沌
仲
鐸

熊
拙
。
・
ａ

垣
。
沌
湘
．
●
巴
酬
》
亀
拙
。
・

命
・
国
）
型
ロ
。

①
ご
悔
い
柵

。
．
［
両
騨
熊
拙
。
。

。
薗
沌

伸
趨
・
信
・
目
）
鞄
ロ
．

ト
・
［

蝿
蹄
・
命
・
閏
）
型
口
．

の
［
矩

伸
誤
・
念
・
胃
）
戦
ロ
．

寺
。
［

沌
躯
・
命
・
胃
）
型
ロ
．

【
・
画

蝿
諦
・
命
・
閏
）
騨
口
．

ト
・
函

沌
郡
．
ｑ
閏
型
ロ
。

函
雨
沌

伸
謹
・
ａ
・
閏
）
戦
ロ
．

ト
・
［
蝿

伸
懇
・
お
・
閏
）
型
ロ
．

。
・
函

画
沌
躯
・
司
寓
型
ロ
．

叩
神
堅
国

巾
約
国
趨

雲
１
三
墨
画

の
［
’
＠

ト
【
ｌ
の

⑩
［
’
＠

の
［
ｌ
の

○
函
１
１
℃

国
ｌ
の

函
函
ｌ
の

”
画
ｌ
の

葛
’
三
墨
画

寸
函
ｌ
の

叩
国
Ｉ
の

の
国
ｌ
の

届
’
三
墨
画

卜
函
ｌ
の

、
函
ｌ
の

α
画
ｌ
の

島
’
三
堅
函

。
”
ｌ
の

騨
躯

へ

湘
一

逢
瀬

へ

綱
聡
瀕

（
糊
）

逢
翻

（
瀬
）

鱈
瀬

（
潮
）

瞳
潮

（
糊
）

臆
鯛 蕊

へ

槻
一

瞳
瀬

（
瀬
）

睦
網 瀞

（
綱
）

逢
欄

へ

鯛
…

逢
瀬

へ

堀
…

瞳
淑

（
棚
）

瞳
鯛

（
棚
）

聡
潮
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榊
狸
翌
Ｈ
調
’

噛
叫
圏
等
緩
等
担
．

噛
叫
圏
拝
緩
等
担
．

睡
判
華
蕊

睡
叫
圏
等
慨
等
担
．

噛
判
圏
等
慨
拝
担
．

噛
判
圏
等
慨
昇
担
． 瞳

当
冊
穏
慨
Ｐ
の
ｌ
く
．

睡
卦
圏
拝
怒
等
．

睡
叫
圏
等
慨
等
担
．

睡
判
圏
等
慨
等
担
．

哩
判
圏
等
慨
等
担
．

睡
判
圏
等
慨
等
担
．

。
獅
垂
鐸
潔
長
・
・
１
弾
暇

逼
型
旺
撚
鹸
や
つ
〉
細
Ｋ

。
睡
斗
圏
等
慨
巽
担
・

○
寺
１
国
坦
・

鯉
叫
・
願
佃
・
径
墾
．
Ｈ
聾

押
．
〃
謂
窒
．
（
署
〃
語

崖
．
（
厘
章
〃
叩
ユ
レ
や
弾
〉

岬
や
蕊
厘
淵
》
幽
侍
．
〃
綿
．

ｌ
側
↑
Ⅲ

崖
．
（
掴
匠
〃
佃
凪
嵐
．

（
個
章
／
圃
馬
・
〃
網
。

側
．
〃
紐
棲
Ｉ
（
雲
横
留
。

蕊
佃
皆
．
（
回
教

崖
幽
・
〃
繍
蕊
．

侭
．
／
佃
田
嵐
．

（
個
厘
／
⑪
嵐
．
（
腫
汝

雷
・
監
幽
・
〃
綿
蕊
．

側
・
〃
⑪
鴬
ｌ
今
術
爵
．

（
個
便
／
⑪
、
嵐
・

舗
溌
団
・
堂
瑠
・
〃

（
掴
章

縄
蕊
。

押
．
〃
佃
伍

嵐
．
（
庖
昼
／
佃
嵐
．
（
但

惹
〃
蕊
酬
・
蛍
画
・
〃
観
．

窯

ｌ
佃
崖
．

蜘
篭
鯉
個
求
蕊
．

押
・
／
佃
田
畠
．

：
上
一
倫
欝

－

個個
意匠

爵
・
晦
幽
．
〃
組
輔
。

（
個
便

〃
爵

抑
．
〃
佃
皿
崖
・

〃
佃
嵐
．
（
掴
章

崖
画
・
〃
組
蕊
．

侭
・
〃
切
墜
い
’
一
一
横

雪
．
（
庖
便
〃
釦
墜
い
Ｉ
一
一
柄
匿
・

（
掴
圭
〃
蕊
酬
・
注
遮
．
／
組
蕊
．

へ
一本
,･梼

側
・
〃
紐

鳥
1

．
（
掴
便
／
佃
塵
．
（
掴

憲
・
態
画
・
〃
傾
蕊
．

へ

･侭

抑
．
〃
紐

（
個
汝

（
個
便
〃

〃
唆
碩
．

裏
1

佃
嵐
．組

●

判
・
〃
佃
崖
い

１
つ
柄
留
・

崖
．
（
回
章
（
掴
便

〃
画
．

細佃
・田

へ

Ｉ
／
紐
田
富
．

掴
便
／
佃
謄
声
い
Ｉ
へ
一
横
・

（
掴
ま
〃
四
時
．
／
組
．

側
・
〃
紐
田
園
．

（
掴
便
〃
紐

鳥
へ

･侭

爵
．
（
掴
惹
／
幽
・
／
組
．

誕
坤
ｅ
坦
汁

・
謝

需
ト
ト
懸
回
里
灸
や
侭
塁
希
警
．
（
庖
便
・
潮
霜
ト
ト
懸
回

並
呈
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
／
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
並
記
抜
服
．
（
掴
ま

。
謝
濡
ト
ト
鳴
回
ｕ
竺
捌
．
（
掴
厘
・
潔
照
ト
ト

懸
回
埜
呈
・
・
ト
ト
／
巡
へ
一
Ｋ
卜
い
／
、
逆
記
沫
ｋ
・
（
掴
ま

。
潮
駕
ト
ト
ｅ
恒
根
旧
時
並
呈
。
ト
ト
塀
回
並
弐
・

銅
調
濡
ト
ト
穏
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
／
、
堂
詑
北
脹
．

へへ

掴
便
個
承

。
謝
需
ト
ト
浬
回
並
呈
．

。
（
辛
噸
噸
州
什
蝿
組
糊
剛
牢
一
個個
惹疫

ば
．
卜
穏
回
通
呈
・
糊
照
張
並
記
っ
、
骨
．
（
庖
便
・
謝
照
ト
ト

塀
回
埜
呈
・
・
ト
ト
〃
遇
へ
一
Ｋ
上
い
く
並
記
律
ｋ
・
（
掴
ま

。
謝
冊
噸
噸
糾
剛
朔
誕
哨
拙
来
い
Ⅲ
峠
蝋
胴
馳
欄
Ｋ
一
個
便
個
意

。
潮
睡
呼
ト
ト
導
回
並
呈
．

。
謝
馬
ト
ト
曝
回
個
州
．

。
『
一
Ｋ
心
い
く
並
記
兼
ｋ
・

一

掴
便
個
意

噸
獄
嘘
黙
顎
一
異
鰯
騨
諾
穣
呈

0

瀬
掴
便
個
ま

糾
馴
僻
網
蝿
酢
捌
郡
部
皇
へ
側
噸
州
什
蝿
組
欄
僻
》
一
掴
便
掴
求

ｅ
但
桓
偶
時
埜
呈

塀
回
通
読
唾
ロ
．

。
潮
濡
ト
ト

。
ト
ト
懸
回
辻
醍
．
（
掴
便
・
謝
嬬
ト
ト

。
（
一
Ｋ
ふ
い
く
鴇
回
並
記
椎
Ⅸ
。
』
（
掴
章

0

卜
十
ｓ

恒
担
個
畏
並
呈
・
ト
ト
鴨
回
並
凝
．
（
掴
便
・
測
照
ト
ト
塀

回
埜
呈
・
・
ト
ト
／
巡
ｅ
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
並
話
牝
ｋ
・
（
掴
ま

・
潮
需
懸
回
旦
掴
州
．
（
個
便
・
謝
需

ト
ト
懸
回
埜
呈
．
。
（
一
Ｋ
上
い
く
穏
回
並
記
椎
ｋ
・
（
個
章

埜
呈
・
ト
ト
懸
回
や

鴨
回
埜
呈
・
・
ト
ト
,柵

謝
濡
卜
十
ｓ
恒
根
偶
時

次
心
長
話
霧
・

遇
へ
一
Ｋ
卜
小
／
、

（
掴
匠
・
謝
願
ト
ト

埜
話
兼
ｋ
・
（
掴
ま

。
潔
駕
ト
ト
混
一

回
掴
佃
．
（
掴
便
・
溌
怜
牒
霊
量
狸
ｅ
獅
垣
ｅ
程
．
（
掴
ま

譲
嘘
黙
篭
異
鰯
騨
諾
譲
差

◎

糊
個個
章便

誕
坤
ｅ
種
醤

。
ｇ
懇

Ｊ
箪
惹
堂
昂
磐
・
・
即
吟
里
営
娠
融
便
心
長
話
蕊
ロ
・
・
醍
仲
無
．

・
３
誤

Ｊ
箪
承
埜
話
霧
・
・
岬
降
辿
送
賑
融
便
り
星
印
礎
ロ
・
・
醍
伸
錘
．

・
心
地
知
的
長
や
選

包
〉
塵
並
諦
蕃
・
・
岬
催
里
送
娠
緬
恒
心
長
話
蕊
ロ
．
。
※
伸
趨
．

目
〉
堕
辻
詑
審
．

・
・
進
如
熊
畏
や
霞

。
噸
悟
且
営
娠
緬
畳
心
灸
昂
嘩
ロ
・
・
次
仲
甑
．

。
ｇ
謂
斗
舟

Ｊ
堅
章
並
記
諜
・
・
岬
牒
辿
営
娠
融
便
心
灸
話
嘩
ロ
・
・
醍
仲
錘
．

。
（
一
狸
翻
り
矛
、
昨

Ｊ
堕
章
並
記
霧
・
・
叩
」
且
営
娠
甑
便
り
室
如
礎
ロ
・
・
次
伸
懇
．

講
今
竪
汝
辻
記
警

・
営
眼
騨
竪
舟
舟
並
記
燕
Ⅸ
・
・
ｇ

ｏ
岬
悟
里
営
娠
罰
恒
心
長
話
唾
ロ
・
・
殺
仲
簿
． ・

や

徽
如
畿
包
並
記
霧
・
叩
悟
旦
営
娠
緬
便
心
長
話
蕊
ロ
・
・
誤
仲
趨
．

。
。
滋
如
熊
俣
や
選
国

〉
腰
並
記
霧
・
・
叩
悟
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
－
Ｋ
心
長
話
鯉
口
・
・
醍
伸
篭
．

。
ｇ
蕊

Ｊ
璽
承
並
記
蕃
・
・
岬
悟
里
営
娠
細
匠
心
長
話
礎
ロ
・
・
蕊
伸
趨
．

。
ｇ
頚
舟
斗
今
竪

圭
〉
腰
並
記
悲
・
・
岬
催
且
営
賑
副
便
の
長
話
唾
ロ
・
・
醍
仲
鎧
．

．
。
ｇ
懇

今
堅
汝
並
記
警
・
・
岬
怪
型
蚤
賑
罰
匠
心
長
話
蕊
ロ
・
・
次
伸
篭＆‐
舟

。
ｇ
誤
Ｊ
遷
章
通
論
霧
・
・
叩

や
竪
章
通
話
霧
・
岬
悟
刷
工
ｌ
▲
｛
Ｋ
心
長
話
唾
ロ
・
・
次
仲
無
．

。
ｇ
誤
今
徽
如
畿
包
旦
鍛

加
遷
厘
並
記
霧
・
岬
怪
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
－
Ｋ
心
長
話
唾
ロ
．
。
※
伸
趨
。

・
営
眼
鍵
聖
母
ｎ
昨
並
記
椎
Ⅸ
・
・
多
懇
Ｊ
禅
如
醸
ヨ
里

心
加
遷
便
通
詑
警
・
岬
陪
型
営
眼
罰
便
心
長
話
礎
ロ
・
・
天
神
無
．

［
屋
。

咽

坦
の
・
函

矩
誰
．
ｑ
閏
鯉
口
．

函
・
画

矩
誰
・
命
・
胃
）
蝿
ロ
．

＠
．
函

沌
湘
．
（
「
閏
）
鞄
ロ
．

司
函
蝿

伸
趨
・
言
閏
）
細
ロ
．

”
・
函

沌
蹄
・
命
・
胃
）
戦
口
．

○
雨
沌

仲
無
・
命
・
国
）
型
ロ
．

の
。
［

沌
誰
・
食
・
閏
）
型
ロ
．

園
・
函

沌
湘
・
命
・
富
）
蝋
ロ
．

の
。
［

距
離
．
Ｓ
・
。
）
塑
口
． ［

・
画

沌
誰
肉
・
司
鞄
口
． 【

・
［

沌
沸
・
命
・
雪
）
鞄
ロ
． ［

・
函

距
離
・
命
．
。
）
型
ロ
．

寺
・
［

沌
躯
・
ａ
・
閏
）
鞄
ロ
．

Ｑ
［
蝿

仲
鍾
．
Ｓ
・
富
）
戦
口
．

喝
【
矩

仲
樫
・
合
．
。
）
蝋
ロ
．

ﾛにﾛに
約紘
函里
揮図

扇
’
三
墨
画

［
ぬ
ｌ
の

函
、
’
一

露
１
日
婆
園

ｍ
ｍ
ｌ
卜

守
ｍ
ｌ
ト

い
、
ｌ
ト

＠
の
Ｉ
卜

卜
、
ｌ
吟

鴇
’
三
皇
国

”
ｍ
Ｉ
卜

の
”
ｌ
卜

写
Ｉ
三
塁
函

。
マ
ー
ト

［
》
ｌ
卜

函
寸
ｌ
ト

、
マ
ー
吟

守
マ
ー
ト

唖
マ
ー
ト

騨
沸

へ

瀬
一

廷
鯛

（
瀬
）

峰
棚

（
瀬
）

瞳
網

へ

瀬
一

送
綱

へ

棚
…

睡
網

へ

網
…

逢
瀬

へ

湘
一

瞳
湘

へ

堀
瞳
鯛

へ

湘
一

送
鯛

へ

鯛
一

瞳
細

へ

瀬
一
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瀬

（
網
）

送
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へ

棚
…

逢
瀬

（
瀬
）
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榊
謹

嘘
裂
Ｈ
望

睦
判
圏
等
慨
呉
担
．

睦
判
圏
等
慨
呉
超
．

○
寺
１
回
州
一
・

睦
判
圏
署
隈
等
超
．

睡
判
圏
拝
慨
等
坦
．

睡
判
圏
呉
慨
等
担
．

ね
や
白
峨
粥
捌
靴
率

睦
判
圏
等
緩
等
担
．

睡
判
圏
等
終
呉
坦
．

○
℃
ｌ
口
担
．

溌
蟻
撫
鶴

Ｃ
ｓ
弾
Ｊ
謹
里
旺
慨

／
熊
や
わ
〉
柚
Ｋ
・

・
○
国
’
○
担
・

。
、
’
○
州
了

趣
叫
図
器
慨
昇
超
．

廻
斗
華
蕊
．

純
恥
・
羅
佃
・
彊
墾
・
判
墾

害
●

へ

掴
汝

恒
・
〃
切
崖
い
Ｉ
へ
一
枝

（
渥
置
〃
⑪
崖
い
Ｉ
へ
一
柄
・

滅
調
寧
態
函
・
〃
鞠
篭
．

稗
・
〃
咽
墜

い
Ｉ
（
一
柄
。
（
厘
但
〃
切
墜
ド
ー

一
一
柄
雷
．
（
個
章
〃
画
・
〃
羽
．

押
・
〃
紐
Ⅲ
塵
．

（
個
硬
〃
咽
Ⅲ
嵐
・

蕊
溌
酬
・
晦
幽
・
〃

（
掴
拳

墨
、

押
・
／
掴

毒

（
個
便
／
佃
農
・
宮
惹

”
蓋
・
監
賦
“
〃
繍
蕊
〃

旧
“
〃
佃
崇
１
戸

霞
尭
溌
や
鍛
恥

ｌ
・
切
農
‐
一
一

侭
．
（
掴
巨
〃
⑪
瞳
Ｆ
１
（
一
兼
・

（
厚
奉
露
調
寧
凌
喧
・
韻
蕊
．

釦
嵐
．

（
掴
法

’へ

’

個
昼
／
佃
塵
・

唆
画
・
〆
細
．

抑
．
〃
佃
墜
稲
ｌ
容
柄

雷
●

《
雲
紐
Ⅲ
嵐
．

蝋
・
〃
組
．

縛
・
〆
切
伍
嵐
．
（
掴

便
〃
佃
信
‐
雪

（
個
承
〃
画
．

,帝

興留
●●

出
●

切
崖
．
（
個
硬
〃
佃
崖
．

（
個
承
〆
幽
・
〃
組
．

Ⅲ
閏
．

（
掴
ま

〃へ

｜

〆

佃

個
便
〃
佃
塵
・

幽
馬
・
〃
組
．

,-,m
個崖
承．
〆へ

縄
・
〃
釦

噸
随
．
〃
畑
眺
心

田
塵
。

（
掴
章

"へ

桐
・
〃
⑪

個
便
〃
紐
塵
・

監
幽
・
〃
伽
．

閃
●

（
個
便
〃
佃
匝
塵
・

認
緊
副
・
態
幽
．

雲
閣
凝
．

（
個
便

〃
蕊
酬

網
・
〃
佃
崖
・

釦
匝
墜
．
（
個
汝

・
崖
幽
・
〃
網
蕊
．

誕
蝉
ｅ
塊
汁

掛
鞠
回
呼
逆
や
拙
凝

ト
ト
ｎ
ｍ

,．

◎

謝
願
張
埜
型
・
卜

舗
話
番
．
（
個
硬
・
翻
羅
ト
ト
懸
回

巡
蚕
Ｋ
小
い
く
埜
論
汰
帳
．
（
掴
承

。
謝
麗
ト
ト
鳴
回
〃
里
掴
細
．

。
塑
綴
ト
ト
塀
回
並
呈
・
・
へ
一
ｋ
も
い
く
並
諦
沫
Ⅸ
．

へへ

個個
汝但

。
翻
鵬
ト
ト
懸
回
個
畑

。
謝
願
ト
ト
塀
回
埜
呈
．
。
へ
一
Ｋ
卜
い
／
、
埜
話
株
Ⅸ
．

一

個個
承便

。
瀬
麗
ト
ト
ｅ
恒
侭
個
特
埜
呈
・
ト
ト
狸
回
埜
次
．

。
謝
霧
ト
ト
鴇
回
埜
呈
．
。
へ
一
Ｋ
ト
ト
ノ
、
埜
昂
椎
ｋ
・

（
個
便

（
掴
ま

。
綱
撫
榔
脚
舶
群
祁
訓
飛
捕
一
鐸
》
馴
紬
偲
姻
馳
欄
冊
甑
躯

・
鯛
聴
ト
ト
懸
回
／
辿
個
畑
．
（
個
便
・
謝
願
ト
ト

照
一
回
埜
呈
・
・
卜
卜
巡
Ｓ
へ
一
Ｋ
ト
い
く
並
記
椎
ド
ド
（
阻
惹

●
蝿
繰
押
馳
離
翰
蕊
謹
榊
墾
濯
牌
一
掴
笹
個
ま

恒
恨
偶
馬
越
型
・

畷
ト
ト
懸
回
並
呈

。
瀕
願
ト
ト
ｅ

ト
ト
懸
回
埜
次
心
灸
話
菩
．
（
掴
畳
・
潮

．
。
ヘ
ー
ド
ト
い
く
穏
回
並
覇
搾
Ⅸ
．
（
個
惹

・
謝
羅
ト
ト
穏
回
旦
掴
畑
．
（
個
便
・
潔
畷

ト
ト
懸
回
埜
呈
．
。
へ
一
Ｋ
や
い
く
３
弱
埜
話
抜
隈
．
（
掴
章

嘆
出
躯
辿
話
球
任
・

ト
ト
穏
回
埜
呈
．

。
ト
ト
狸
回
辿
個
畑
．
（
個
硬

。
（
一
Ｋ
小
い
く
鳴
回
並
記
椎
Ⅸ
．

へ。◎

個謝室、
章嬬褐

。
測
願

脹
埜
型
・
ト
ト
懸
回
埜
次
．
（
掴
便
。
翌
怜
牒
騒
．
（
掴
ま

●
謝
篭
嬢
雛
韓
。
誹
贈
銭
瀧
耀
呈
個個
意匠

・
糊
聴
ト
ト
鴨
回
型
掴
佃
．
（
個
便

ト
ト
懸
回
埜
呈
．
。
（
一
Ｋ
ふ
い
く
ｇ
弱
埜
話
稚
Ⅸ
．

へ◎

掴謝
意躯

獣
睡
瀧
緊
謹
。
ト
ト
蝋
雲
回

・
害
斌
卜
い

。
謝
躯

“
蝋
瀧
綿
幡
“
一
個個
意匠

話
霧
・

話
北
限

。
謝
願
ト
ト
ｅ
恒
恨
偶
馬
並
呈
・
ト
ト
懸
回
並
次
ご

（
個
便
・
潮
騒
ト
ト
懸
回
埜
呈
・
・
（
一
Ｋ
冬
い
く
並

．
・
卜
十
ｈ
ｍ
禅
掛
ト
辿
坤
並
記
心
拙
心
．
（
掴
承

謹
坤
ｅ
鐙
酸

。
営
娠

唱
憧
〉
腰
並
諦
霧
・
即
吟
辿
営
娠
罰
便
心
長
話
礎
ロ
．
。
※
仲
懇
．

。
ｇ
鵠
舟
舟

Ｊ
哩
便
辻
話
警
・
・
岬
牒
里
巻
賑
甑
疫
心
粂
話
嘩
ロ
・
・
醍
伸
樫
．

。
○
紘
如
屯
ｅ
些
醸
橿
辿
話
串
任
掴
便
・
ｏ
３
懇
Ｊ
堅
便

選
叔
川
鍋
埜
希
霧
・
噸
怪
且
営
娠
融
硬
心
粂
転
職
ロ
．

00

や
掻
如
奏

顛
伸
錘
．

・
推
包
里
希
搾
脂
・
・
多
鵠
舟
舟
ｇ
軽
便

醸
柾
川
摺
並
諦
霧
・
噸
悟
旦
誉
娠
甑
匠
心
灸
昂
嘩
ロ
．

。
や
悟
如
婆

。
次
仲
懇
．

。
心
暑
並
剖
八

幻
Ｊ
脳
本
埜
諦
蕃
・
岬
怪
里
営
娠
廟
便
心
灸
希
嘩
ロ
・
・
次
仲
錘
．

幻
今
哩
ま
通
話
霧
・
岬
牒
里
営
賑
罰
便
⑳
長
話
職
ロ

・
岬
響
埜
判
八

・
・
次
伸
寵
。

。
岬
異
埜
〉

隈
Ｊ
喝
本
埜
話
霧
・
岬
悟
辿
営
娠
罰
便
心
長
希
嘩
ロ
・
・
凝
仲
懇
．

。
岬
異
型

〉
隈
・
略
章
並
記
警
・
岬
陛
里
送
娠
融
便
心
長
話
嘩
口
・
凝
仲
懇
．

。
ｇ
長
〉
矩
並
記
椎
ｋ
・
・
噸
異
辻
剖
八
初

今
唱
本
埜
昂
蒋
・
岬
吟
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
｛
Ｋ
心
灸
昂
嘩
ロ
・
・
渋
仲
趨
．

ｏ
３
長
〉
矩
並
記
椎
Ⅸ
・
・
岬
興
堂
〉
腰
Ｊ
唱
承
〃
蕊

岬
拙
・
並
話
警
・
岬
牒
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ
小
会
話
礎
ロ
．
．
。
ま
仲
趨
．

。
即
異
埜
〉
悪
Ｊ
略
章

〃
〉
塑
埜
昂
霧
・
・
岬
悟
Ｍ
ｚ
ｌ
Ａ
《
Ｋ
心
灸
昂
礎
ロ
・
・
次
仲
錘
．

。
師
恩
通
〉

隈
Ｊ
瞳
左
／
〉
塑
埜
話
警
・
融
便
舟
母
小
使
覇
鯉
口
・
・
醍
仲
漣
．

。
噸
黒
煙
〉
隈

今
唱
求
／
埜
諦
霧
・
噸
悟
辿
営
賑
罰
硬
心
長
話
職
ロ
・
・
醍
伸
樫
．

Ｃ
ｓ
懇
異
埜
〉

隈
己
哩
惹
並
昂
警
。
岬
倍
里
営
娠
融
硬
心
長
話
鯉
口
・
・
次
仲
謹
．

・
熊
細
心
ｅ
奏
畿
禅
叶
曜
・
・
ｓ
誤
埜
話
諜
・
・
岬
異
埜
剖
八

幻
Ｑ
略
章
並
記
霧
・
岬
悟
辿
営
賑
罰
便
小
袋
話
蕊
ロ
．
。
※
仲
錘
．

§
唄

塊
の
。
［

沌
仲
無
七
・
国
鞄
ロ
．

画
面
蝿

伸
趨
・
命
・
ョ
）
戦
ロ
。

⑱
。
［

距
離
・
廻
国
型
ロ
．

⑩
。
［
沌

伸
謹
・
ａ
・
目
）
鞄
ロ
．

函
薗
蝿

伸
懇
・
お
・
閏
）
鯉
口
．

。
【
蝿

伸
懇
・
雷
・
胃
）
鞄
ロ
．

”
［
矩

仲
趨
・
言
・
閏
）
鞄
ロ
。

『
函
沌

伸
趨
・
言
・
田
）
蝋
ロ
．

卜
・
画

帽
躯
・
命
・
閏
）
戦
ロ
．

【
。
、

沌
躯
・
命
・
寓
）
騨
口
．

⑭
雨
沌

仲
懇
・
命
・
葛
）
鯉
口
。

（
○
・
ｍ
）

沌
離
・
お
・
閏
）
戦
ロ
．

①
。
『

沌
躯
・
命
．
。
）
幽
口
．

ｏ
・
画

蝿
誰
・
食
．
割
）
鯉
口
．

副
［
蝿
剣
・
函
ご
矩
熊
柵

、
０
．
Ｎ
函
幽
琵
聡
拙
、
ｙ
、
Ｑ
【

沌
蝿
・
合
・
閏
）
戦
ロ
．

吹
熊
里
圏

唯
鞄
園
嘩

の
マ
ー
ト

ト
ヰ
ｌ
ト

零
－
三
墨
画

、
寺
ｌ
ト

の
寺
ｌ
卜

ｏ
ｍ
ｌ
ト

［
ぬ
ｌ
卜

函
の
ｌ
卜

露
１
三
塁
園

ｍ
ｍ
ｌ
卜

寺
の
Ｉ
卜

ｍ
ｍ
ｌ
ト

鍔
Ｉ
臼
墨
画

＠
ぬ
ｌ
卜

馬
１
四
塁
園

ト
の
ｌ
卜

四
ｍ
ｌ
卜

の
ｍ
ｌ
卜

。
①
ｌ
卜

騨
躯

へ

鯛
営

瞳
鯛

（
瀬
）

臆
瀕

（
棚
）

逢
瀬

へ

湘
一

鱈
瀕

（
糊
）

逢
瀬

へ

棚
…

瞳
棚

へ

棚
一

聡
瀬

へ

瀬
一

逢
瀬

（
瀬
）

臆
鯛

（
綱
）

屋
糊

（
瀬
）

瞳
淑

（
棚
）

峰
網

へ

棚
一

瞳
棚 瀧

へ

湘
一

瞳
鯛
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榊
謹
翌
Ｈ
調

話
圏
樫
鍵
担
．

瞳
判
圏
涯
担
．

睡
判
催
得
担
．

睡
判
圏
等
慨
昇
担
．

獅
之
拝
軍
時

睡
判
闇
昇
慨
拝
担
．

睡
斗
圏
等
慨
等
担
．

睡
判
圏
等
慨
等
担
．

睦
判
圏
拝
隈
拝
坦
．

睡
判
圏
拝
慨
拝
担
．

○
守
’
四
州
一
・

睡
叫
革
蕊

Ｃ
ｓ
禅
侭
追
里
旺

純
／
〉
柚
Ｋ
蕊
心
や

白
・
・
睡
判
華
醗
．

’

ね
や
白
・

睡
叫
圏
拝
慨
等
坦
．

鋪
圏
催
鍵
出
．

蝿
叫
・
馬
切
・
橿
墾
・
判
圭

縛
・
〃
佃
塵
い
’
へ
一
指

雷
眉
垢
離
輪
廻
雑

縄
・
〃
⑪
蔦
‐
一
一
侭
雷
．

．
（
個
便
／
佃
塵
．
（
掴
意

藷
・
崖
瑠
、
〃
寵
蕊
、

抑
．
〃
⑪

閏
．
（
個
匠
〃
佃
塵
空
．

（
掴
承
〃
幽
・
〃
組
。

側
・
〆
佃

嵐
．
（
個
便
／
佃
崖
塵
・

（
個
汝
／
崖
幽
・
〃
観
．

抑
．
〃
紐
崖
稲
Ｉ
へ
一

柄
匿
・

（
庖
本

（
掴
便
〃
佃
嵐
・

〃
晦
画
．
〃
組
．

側
・
〃
⑪
良
い
ｌ
へ
一
横
留
．

．
（
掴
匠
〆
切
嵐
．

〃
霧
・
謹
賦
〃

（
掴
惹

細
蕊
．

押
・
〃
⑪

農

’
一
一
恭
匿
．
（
但
匡
／
⑪
塵
瑞
ｌ

（
一
於
雷
．
（
庖
章
〆
晦
喧
・
〃
寵
。

祖
．
／
掴

嵐
．
（
掴
便
〃
佃
皿
畠
．

（
掴
畳
／
崖
眠
・
〃
網
．

側
・
〃
紐
Ⅲ
嵐
．

．
（
庖
腫
〃
紐
嵐
・

傷
憲
崖
脳
；

（
掴
章

寵
蕊
．

側
●

釦
崖
．
（
掴
匠
〃
佃
塵
．

（
掴
承
／
画
・
〃
寵
．

押
・
〃
咽
伍
崖
・

（
掴
煙
〃
咽
畠
．
（
個
承

蕊
副
・
晦
画
・
〆
寵
蕊
．

旧j
崖
●

（
個
惹

（
個
疫
〃

〃
磁
梼
．

，佃
槌醗担
●●●

（
雛
襖
・
〃
切
伍
崖
．

／
紐
Ⅲ
崖
．
（
掴
玄

，
態
悩
・
〃
寵
蕊
．

へ

帝

抑
．
〃
刊

（
掴
章

（
掴
便
〃

〃
崖
脳
．

情
紐
崖
．
組
●

網
・
〃
⑪
嵐
．

（
掴
硬
／
佃
昼

参
議
・
産
画
．

個
章

細
蕊
．

誕
蝉
ｅ
塊
汁

・
潮
駕
ト
ト
懸
回
ｇ
狸
名
且
掴
糾
．
（
個
便

卜
塀
回
埜
呈
・
・
卜
十
通
へ
一
Ｋ
小
い
く
並
記
北
Ⅸ
●。

/_､潮
個願
意i卜

。
潮
願
張
並
型
・
ト
ト
塀
回
埜
次
邑
話
霧
．
（
厘
便
・
謝
霜

ト
ト
哩
回
埜
至
．
。
（
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
並
詫
椎
ｋ
・
（
掴
章

ト
ト
懸
回
並
呈
．

誤
潮
嬬
ト
ト
懸
回
．
（
掴
便
・
潮
嬬

・
へ
一
Ｋ
ト
い
く
懸
回
通
話
株
ｋ
・
（
掴
惹

・
謝
濡
ト
ト
瀞
回
掴
畑
。
（
掴
便
・
糊
馬

ト
ト
鴇
回
埜
呈
・
・
へ
一
滴
ふ
い
く
懸
回
型
諦
祐
ｋ
・
（
掴
章

怜
並
星
・
ト
ト
暇
悪
回
制

懸
回
並
呈
・
・
ト
ト

・
謝
需
ト
ト
ｅ
但
根
偶

一
弐
四
長
話
霧
．
（
個
硬
・
潮
馬
ト
ト

／
謹
宕
Ｋ
お
い
く
並
記
抹
ｋ
・
（
掴
意

・
謝
聴
ト
ト
ｅ
恒
根
佃

怜
並
呈
・
ト
ト
懸
回
埜
次
心
長
話
菩
・
（
掴
便
・
潮
罵
ト
ト

懸
回
並
型
・
・
ト
ト
〃
巡
蚕
Ｋ
上
い
く
並
記
株
服
．
（
掴
承

・
潮
濡
ト
ト
Ｓ
恒
恨

撰
聖
謙
鵡
胴
謹
禰
潟
鯖
患
鰐
・
鞠
騨

・
潮
濡
搭

並
至
・
ト
ト
導
回
や
拙
蕊
心
長
話
零
．
（
掴
便
・
謝
需
ト
ト

曝
回
並
呈
・
・
ト
ト
／
巡
う
汽
卜
い
く
並
記
椎
ｋ
・
（
個
承

型
・
ト
ト
醒
塀
回

塘
回
並
呈
．

・
潮
需
ト
ト
ｅ
恒
侭
旧
時
堂

／
や
拙
醍
心
長
話
霧
．
（
掴
便
・
測
駕
ト
ト

・
ト
ト
〆
巡
蚕
斌
上
い
く
並
記
株
Ⅸ
．
（
掴
承

卜
ｅ
但
侭
偶
降
並
呈

函
呼
ト
ト
懸
回
埜
呈
．

蕊
霧

ｐ
ト
ト
鴇
回
堂
淑
ｅ
塞
昂
霧
．
（
個
便
○
鯛

。
（
一
Ｋ
小
い
く
ｇ
羽
並
話
栽
ｋ
・
岩
掴
章

・
潮
需
ト
ト
ｅ
恒

侭
佃
降
並
呈
・
ト
ト
懸
回
埜
次
軍
記
霧
．
（
掴
便
・
謝
臨
ト

ト
懸
回
並
呈
・
・
ト
ト
〃
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
通
話
我
陥
．
（
掴
承

卜
懸
回
並
型

・
潮
照
ト
ト
懸
回
個
佃
．
（
掴
便

．
・
ト
ト
遇
う
汽
卜
い
く
並
記
椎
ｋ
・
。
網
羅
卜

（
掴
章

欧
軍
記
霧
・

並
話
北
Ⅸ

。
潔
聴
ト
ト
ｅ
但
侭
偶
悟
辻
呈
・
ト
ト
塀
回
並

（
個
匠
・
ト
ト
塀
回
並
呈
・
・
へ
一
汽
卜
い
く
塀

．
・
卜
十
ｈ
ｍ
禅
掛
ト
並
記
熊
拙
。
．
（
掴
汝

ト
ト
鴨
回
並
呈
．

。
糊
需
ト
ト
懸
回
掴
州
．
（
掴
匠

。
（
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
埜
昂
抹
陥
．

へ◎

掴翻
意願

嬬
張
埜
呈

卜
並
呈
．

●
ト
ト
懸
回
埜
次
ｅ
軍
記
霧
．
（
掴
硬

・
卜
＋
遇
う
斌
卜
い
く
塀
回
並
話
沫
Ⅸ
．

。

鯛

ｏ
謝
馬
卜

（
掴
章

誕
坤
ｅ
麹
酸

・
岬
興
埜
〉

隈
己
哩
惹
並
記
霧
・
叩
怪
辿
営
娠
罰
匠
心
長
話
唾
ロ
・
・
壌
伸
無
．

今
唱
章
埜
話
磐
・
噸
吟
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
｛

。
ｇ
懇
異
埜
〉
隈

Ｋ
小
袋
記
嘩
口
・
・
醍
仲
錘
．

。
ｇ
長
分
母
興
埜
〉
隈

今
瞳
汝
並
記
霧
・
岬
催
Ⅷ
Ｚ
ｌ
Ａ
｛
Ｋ
心
長
話
礎
口
．
。
※
伸
趨
．

迦
今
略
章
並
話
警

。
即
異
埜
〉
隈
判
八

・
噸
悟
辿
営
賑
副
厘
心
長
話
嘩
口
・
・
次
仲
瀕
．

。
ｇ
謂
異
埜
却
入

釦
Ｊ
略
章
並
記
響
・
岬
吟
且
営
娠
罰
疫
心
長
話
蕊
ロ
・
・
蕊
仲
懇
．

。
ｇ
義
興
埜
〉
眠
判
八
画
Ｊ
唱

左
並
記
霧
・
叩
催
里
誉
賑
圭
１
Ａ
《
Ｋ
心
長
話
唾
ロ
・
・
顛
仲
無
．

隈
ヨ
唱
汝
並
記
霧

◎
〆
含
狸
噸
〃
〉
倒
臨
托
一
謝
鰐
・

・
岬
柊
辿
誉
娠
翻
意
心
長
話
唾
ロ
．

。
即
異
並
〉

。
※
伸
無
．

。
ｇ
誤
興
並
Ｊ
唱

章
ル
ル
越
話
霧
・
叩
陪
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
冬
Ｋ
小
長
話
鯉
口
・
・
次
仲
無
．

。
ｇ
誤
異
埜
〉
隈
・
営
眼

唱
惹
／
通
話
警
・
叩
陪
Ｍ
ｚ
ｌ
△
一
Ｋ
心
長
話
嘩
口
・
・
醍
仲
懇
．

圃
拳
牙
舟
辻
話
警

。
ｇ
拭
舟
舟
異
並
〉
隈

。
岬
悟
辿
誉
賑
緬
便
心
長
話
蕊
ロ
・
・
潔
仲
懇
．

。
ｇ
懇
異
並
幻
入

釦
今
略
章
並
記
霧
・
岬
吟
辿
営
娠
融
厘
心
長
話
蕊
ロ
．
。
※
仲
鍾
．

娠
唱
惹
斗
ｆ
／
並
記
番
・
緬
惹
〉

。
ｓ
懇
異
埜
〉
隈
・
営

柚
Ｋ
心
長
話
蕊
口
・
・
次
仲
漣
．

賑
唱
汝
斗
斗
埜
諦
霧

・
熊
拙
。
禅
俳
醒
・
・
岬
異
埜
〉
隈
辿
営

Ｊ
融
便
〉
岬
会
心
長
話
鯉
口
．
。
※
仲
韻
．

。
噸
異
並

逆
心
粂
話
嘩
口

〉
隈
や
熊
細
略
章
並
記
霧
・
岬
悟
叩
Ｚ

．
・
塑
苔
怜
弼
ｅ
話
蕊
口
幻
話
北
Ⅸ
．

ｌ
△
圭
〆
飛
一

。
※
伸
篭
．

。
ｇ
誤
異

埜
剖
入
初
Ｊ
唱
惹
並
記
霧
・
勲
章
斗
必
忠
長
昂
嘩
ロ
・
・
醍
伸
篭
．

§
咽

蝿 ”
［
矩

伸
趨
・
ａ
・
閏
）
型
ロ
．

的
・
［

沌
弗
・
倉
・
閏
）
型
ロ
．

の
．
［

距
離
・
合
・
閏
）
戦
ロ
．

頃
［
沌

仲
鰹
・
命
・
寓
）
戦
ロ
．

。
・
函

距
離
・
命
．
割
）
戦
ロ
． ［

・
国

沌
弗
・
『
閏
型
ロ
． ○

・
国

沌
躯
．
。
閏
戦
口
．

［
・
函

距
離
・
命
・
閏
）
戦
ロ
．

、
雨
沌

仲
慾
・
合
・
閏
）
戦
ロ
．

⑭
。
［

距
離
・
命
・
到
）
幽
口
．

Ｑ
因
沌

伸
趨
・
守
・
閏
）
戦
ロ
．

Ｎ
［
蝿

伸
趨
・
命
・
閏
）
幽
口
．

函
づ
沌
熊
柵

。
・
画
面
鞄
熊
細
心
．

Ｑ
［
沌
誰
・
屋
国
型
ロ
．

。
。
［

沌
誰
・
お
・
閏
）
型
口
．

副
［
蝿

伸
無
・
言
・
閏
）
幽
口
．

ﾛ伽旧
約的
国呈
挺国

［
の
Ｉ
卜

雨
④
ｌ
吟

、
＠
１
ｍ

守
④
’
ぬ

唖
の
ｌ
”

毛
’
三
竪
函

＠
℃
ｌ
“

吟
の
１
ｍ

⑩
の
’
四

＄
Ｉ
宮
墨
画

。
＠
’
ぬ

○
ト
ー
⑭

［
ト
ー
四

函
ト
ー
⑩

、
ト
ー
⑬

マ
ト
－
ぬ

、
ト
ー
的

騨
誰

へ

湘
一

瞳
綱

へ

糊
一

睦
棚

へ

棚
…

送
網

へ

瀬
一

廷
棚

（
棚
）

睡
棚

へ

鯛
一

蜂
糊

（
瀬
）

送
棚

へ

瀬
一

廷
湘

へ

瀬
一

瞳
湘

へ

網
…

送
糊

（
糊
）

逢
瀬

（
網
）

睦
湘

（
棚
）

瞳
瀬

（
瀬
）

峰
棚

へ

棚
…

瞳
棚
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郁
鯉

嘘
製
判
彊

・
鶏

。
ト
ー

鰯
･誰

睡
判
圏
尋
慨
呉
担
．

睡
判
圏
等
隈
呉
担
．

睦
判
圏
昇
慨
昇
担
．

睦
判
圏
呉
慨
等
出
．

。
ね
や
白
〉
柚
Ｋ

睡
判
圏
拝
綴
等
担
．

睡
判
迄
謡
．

躍
叫
圏
等
慨
等
超
．

睦
判
圏
等
慨
等
担
．

○
目
’
○
梱
哩
。

○
ト
ー
○
超
．

睦
叫
圏
昇
朕
等
担
．

○
マ
ー
白
担
．

○
ｍ
’
四
超
．

○
マ
ー
陶
州
｝
．

純
帥
・
聴
佃
・
搭
墾
．
Ｈ
聖

佃
墜
．
（
掴
便
〃

（
侭
承
〃
脳
．

，旧］
組鍬縛
●●●

佃
田
崖
．

良
．
（
掴
便

（
個
便

〃
幽
怜

旧]祖
、。

●

〃。

細
●

ｌ
〃
佃
崖
●
い
’
琴

栴
留
。
（
個
便
〃
佃
匝
嵐
．

（
掴
章
〃
晦
画
．
〃
寵
．

判
．
〃
佃
崖
．

．
（
掴
便
〃
佃
畠
・

褒
議
・
晦
幽
．
〃

篭

含
横
・

（
掴
章

’

鯵
佃
害
Ｉ

（
個
便

〃
晦
画
．

〃
佃
墜
．

〃
繍
蕊
．

｜

〆

佃

渉
詣
淫
溜
群

ｌ
佃
田

農
．
（
個
便
〃
釦
嵐
智
・

（
掴
ま
〃
韓
脳
・
〃
組
．

判
・
〃
佃
田

農
．
（
個
便
〃
佃
伍
嵐
・

（
個
承
〃
幽
時
・
〃
網
．

崖
●

へ

掴へ

縄
・
〃
佃
皿

掴
硬
〃
佃
皿
農
・

章
／
瑠
・
〃
縄
．

（
掴
樫

／
蕊
酬

側
・
〃
紐
Ⅲ
崖
・

〃
佃
凪
塵
．
（
掴
惹

、
態
磁
・
〃
観
蕊
．

押
・
”
咽

崖
。
（
掴
憧
〆
佃
、
崖
・

（
掴
惹
〃
監
磁
・
〃
観
．

伍
崖
．
（
個
承
〆へ

侭
・
〃
紐

個
僅
〃
佃
崖
・

晦
磁
・
〃
伽
．

ｌ
〃
佃
崖
．

謙
へ

･侭

露
刺
個
左

・
噛
圃
・
〃
網
蕊
．

側
・
〃
咽
崇
‐
へ
一

栴
留
。
（

．
（
掴
拳

輩
●〆

，旧］
纏崖
●●

恒
崖
．
（
個
承

禍
・
〃
皿

（
庖
便
〃

〃
崖
幽
．

佃
崖
。
細
●

遜
洋
ｅ
塊
朴

。
謝
願
ト
ト
穏
回
庖
州
．
（
個
便
・
謝
羅
ト
ト

懸
回
埜
呈
・
・
ト
ト
〃
瓢
ラ
ド
ト
い
く
並
記
椎
ｋ
・
（
掴
承

。
謝
需
ト
ト
哩
回
掴
佃
．

。
糊
睡
鯉
ト
ト
狸
回
堂
至
．
。
（
一
Ｋ
卜
小
／
、
通
話
沫
帳
．

一

個個
章便

；
毒

次
心
灸
軍
諾
韮
亨

く
通
話
稚
脂
。

。
潮
嬬

（
但
便

（
掴
惹

。
謝
畷
卜

卜
ｅ
恒
侭
偶
梼
並
呈
・
ト
ト
懸
回
並
劇
垣
ｅ
話
霧
・

・
謝
羅
ト
ト
懸
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
埜
読
椎
ｋ
・

一

個個
章便

。
潮
羅
ト
ト
懸
回
掴
州
。

。
糊
聴
ト
ト
穏
回
並
呈
．
。
へ
一
ｋ
小
い
く
埜
論
椎
脂
．

一

個個
意便

。
潮
願
卜

卜
懸
回
個
州
．
（
個
便
・
翌
怜
鮮
麗
や
稲
迄
Ｓ
程
．
（
回
章

。
潮
願
ト
ト
塀
回
掴

畑
．
（
個
便
・
潮
願
ト
ト
鴨
回
並
覇
霧
〆
話
嘩
ロ
．
（
掴
惹

。
謝
露
卜
岬
剛
鯛
馴
訟
顎
・
刈
緋
柵
個
個
幽
瀧
櫛
階
》
｛
個個
承便

●
謝
羅
ト
ト
塀
回
個
佃
．
（
個
笹
・
潮
躯

ト
ト
懸
回
埜
呈
・
・
へ
一
Ｋ
も
い
く
蝋
一
回
並
記
椎
ｋ
、
（
個
意

。
謝
罵
ト
ト
懸
回
掴
畑
（
掴
便

ト
ト
塀
回
辻
呈
．
。
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
狸
回
並
記
汰
脂
．

へ。

掴潮
本濡

。
瀕
羅
ト
ト
懸
回
侶
佃
．
（
個
但

ト
ト
穏
回
埜
呈
・
・
へ
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
埜
記
稚
恨
．

。
潮
願

（
掴
章

・
ト
ト
懸
回
埜
顛
軍
論
霧
．
（
掴
便

ト
ト
塀
回
並
呈
．
。
へ
一
Ｋ
上
い
く
鳴
回
並
記
北
脹
．

へ。

掴潮
承照

佃
梼
埜
呈

懸
回
並
呈

。
漁
嬬
ト
ト
ｅ
恒
担

。
ト
ト
程
回
埜
次
軍
記
霧
．
（
掴
便
・
潮
篤
卜
十

・
・
ト
ト
〃
遇
へ
一
Ｋ
お
い
く
埜
諦
稚
帳
．
（
個
惹

懸
回
埜
呈
．

。
糊
駕
ト
ト
懸
回
掴
畑
．
（
個
種
・
潮
綴
ト
ト

・
ト
ト
／
懇
か
Ｋ
ふ
い
く
埜
詑
栽
隈
．
（
個
求

。
即
緑
細
蕊
謝
聴
卜
卜
話
１
．
ト
ト
鴇
回
個
畑
・

願
ト
ト
照
一
回
埜
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
並
記
稚
脂
．
（
個
便
・
潮

（
回
章
．

謹
弊
ｅ
麹
鶴 。

痢
畠
苧
咋
、
咋
異
並
〉
隈

且
営
娠
略
章
並
記
悪
・
営
娠
緬
承
母
舟
心
粂
希
嘩
口
・
・
醍
仲
態
．

。
即
興
制
忌
隈
辿
営

娠
唱
左
並
記
番
・
岬
吟
Ⅷ
Ｚ
ｌ
Ａ
圭
〆
心
長
話
噂
ロ
・
・
次
伸
無
．

Ｃ
ｓ
韻
異
埜
〉

隈
ｊ
唱
左
並
昂
警
・
営
娠
融
章
母
牙
呼
星
恥
鯉
口
・
・
次
仲
龍
。

。
ｇ
謂
異
並
〉
腰
・
・
営
眼
瞳

章
十
分
並
話
霧
・
叩
怪
叩
工
ｌ
△
一
Ｋ
心
長
話
蕊
ロ
・
・
次
伸
趨
．

。
噸
異
辻
〉
無
Ｊ
哩
汝

〉
柚
Ｋ
並
記
霧
・
選
晋
時
埜
罫
ｅ
希
蕊
口
斗
希
牝
Ⅸ
・
・
次
仲
纏
．

。
叩
異
並
〉

網
図
略
章
並
記
霧
・
岬
牒
辿
誉
娠
罰
恒
心
長
話
唾
ロ
．
。
※
仲
纏
．

。
岬
異
並
細
入
釦
ｊ
略
章
並
記
霧
・
・
次
仲
纏
．

。
（
畠
論
暑
埜
〉
隈

ｊ
略
章
逆
話
磐
・
岬
吟
里
営
娠
緬
便
呼
室
如
嘩
口
・
・
凝
仲
錘
．

。
ｇ
鵠
異
埜
刈
入
創
今
哩
章

並
記
懇
・
蝿
悟
Ⅷ
Ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ
睡
蓮
小
袋
希
蕊
ロ
・
・
次
伸
趨
．

Ｃ
ｓ
鵠
異
埜
剖
ハ
幻

Ｊ
瞳
汝
埜
話
菩
・
岬
悟
里
営
娠
罰
長
小
袋
記
嘩
ロ
・
・
次
仲
怒
．

Ｃ
ｓ
懇
異
並
ｖ
無
里

営
娠
唱
汝
並
話
審
・
岬
悟
里
熊
加
甑
腫
心
長
話
鯉
口
・
・
淑
伸
樫
。

ｏ
ｇ
韻
興
托
忌
誤
型

巻
娠
哩
章
埜
話
警
・
叩
怪
里
熊
恥
緬
便
心
長
話
蕊
ロ
・
・
次
伸
纏
．

誉
賑
略
章
通
話
霧

。
ｇ
懇
舟
斗
異
並
〉
無
ｕ

ｏ
岬
悟
辿
営
娠
甑
便
小
袋
論
嘩
ロ
・
・
次
禅
纏
．

。
〆
烏
諭
興
制
亭

眠
今
略
章
並
記
蝿
ロ
・
・
岬
悟
今
緬
便
心
長
話
噂
ロ
・
・
醍
伸
懇
．

。
ｓ
嶺
斗
牙
〆
〉
沌
並
希
沫
脂
．

Ｊ
軽
便
通
話
霧
・
岬
怪
Ⅷ
Ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ
心
灸
話
鯉
口
．

。
ｇ
長
酔
舟

。
※
伸
樫
．

§
噸

坦 四
［
矩

伸
纏
・
守
・
閏
）
戦
ロ
．

函
・
函

沌
雛
・
食
・
胃
）
型
ロ
．

喝
［
蝿

仲
趨
・
食
・
員
）
型
ロ
．

Ｑ
［
蝿

仲
無
・
命
・
閏
）
型
ロ
．

め
づ
蝿

仲
樫
・
寅
・
胃
）
馳
口
．

卜
・
【

沌
仲
寵
．
ｑ
閏
騨
ロ
．

○
闘
沌

●

仲
懇
・
合
・
胃
）
戦
ロ
．

ト
・
因

沌
諦
・
合
・
菖
）
型
ロ
．

の
・
函

距
離
・
命
・
閏
）
戦
ロ
．

勾
画
蝿

仲
鍾
・
守
・
胃
）
戦
ロ
．

の
・
函

沌
躯
・
司
弐
型
ロ
．

寺
・
函

沌
雅
・
お
・
。
）
戦
ロ
．

”
・
函

蝿
誰
・
命
・
閏
）
哩
口
．

鞄
ロ
．

四
・
ｍ

沌
諦
・
四
国
鞄
ロ
．

叩
熱
里
函

巾
約
園
蝿

の
ト
ー
⑩

ト
ト
ー
函

四
ト
ー
⑬

の
ト
ー
的

。
”
’
ぬ

園
’
三
墨
函

［
ぬ
’
ぬ

函
”
’
ぬ

め
め
ｌ
⑩

寺
⑭
’
ぬ

い
め
’
⑮

湯
’
三
壁
画

の
⑮
’
ぬ

卜
⑭
’
ぬ

め
め
’
ぬ

の
⑭
’
ぬ

○
の
ｌ
⑩

騨
躯

へ

瀬
一

瞳
調

（
瀬
）

逢
瀬

（
棚
）

臆
瀬

へ

瀕
一

瞳
瀬

（
瀬
）

逢
鯛

へ

鯛
一

送
細
送
糊

へ

澗
一

へ

網
一

瞳
瀬

（
網
）

逢
瀬

へ

瀬
一

瞳
瀬

（
綱
）

逢
瀬

へ

潮
一

瞳
鯛 髄

（
瀬
）

瞳
糊

へ

棚
一

瞳
網
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榊
謹

唖
署
Ｈ
週

ね
や
白
里
霊
中
話
・

睦
判
図
等
綴
等
担
．

睡
判
圏
呉
緩
等
担
・

鯉
判
圏
等
慨
等
担
．

睡
判
圏
呉
慨
巽
担
．

睡
判
圏
催
超
．

睡
判
圏
等
慨
等
担
．

●
獅
禅
鱒
蝿
州
唖Ｉ

。

ね

や
も
〉
柚
Ｋ
旦
還
曇

佃
・
・
鯉
斗
迄
蕊
．

○
ぬ
１
国
州
塑
．

睦
判
圏
等
慨
昇
担
．

睡
判
圏
昇
綴
署
出
・

睡
判
圏
拝
慨
等
担
．

瞳
判
寓
ｌ
西
出
．

・
３
弾
嘘
這
辿
旺

純
硲
や
も
〉
柚
Ｋ
・

。
○
ｍ
ｉ
ｏ
州
了

ね
や
白
蕊
話
我
ｋ
・

圏
等
慨
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掴
硬
・
謝
瀧
ト
ト

ｎ
ｍ
塀
回
並
至
．
。
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
埜
顛
話
幽
．
（
掴
汝

。
謝
聴
ト
ト
穏
回

埜
呈
・
・
ト
ト
ｅ
恒
侭
偶
畏
並
記
惑
骨
諦
幽
．
（
個

願
ト
ト
鳴
回
埜
呈
・
・
へ
一
ｋ
ふ
い
く
懸
回
並
話
幽
．

"-､昼
◎

瀬
個
承

・
心
俳
〉
能
斗
晶
乳
三
如
過
・
・
３
誤
辻
論
蕃
〃
も
ｅ
辿
汁
特
〉

鰻
並
記
甑
・
・
壁
承
並
記
霧
／
罰
拳
托
菖
翁
侭
狸
狸
．
。
※
仲
懇
。

。
ｇ
懇
辻
希
霧
〃
も
ｅ
里
桓
汝
判
／
〉
哨
埜
諦
取
・

Ｃ
ｓ
誤
埜
諦
霧
〃
も
ｅ
ノ
、
侭
判
Ｊ
罰
承
捕
菖
蕊
掲
鞭
役
・
・
※
伸
鍾

。
④
汁
〉
麗
舟
舟
越
諦
幽
．

・
色
議
斗
分
封
話
悲
も
ｅ
ｕ
叶
特
〃
〉
腰
並
記
朗
．
。
（
垂
宥
一

昂
菩
／
も
ｅ
ノ
、
恨
判
今
勲
章
／
〉
噸
堂
雪
塘
侭
狐
狸
・
・
讃
伸
撫
．

。

g

長

誤
酔
斗
並
記
零
．
営
賑
融
章

〆
職
雌
蝿
咽
坤
号
仙
唾
噸
舗
一
品
剛
伸
糾
盈
》

駅
・
・
３
誤
並
話
磐

。
（
垂
零
重
如
霧
も
ｅ
辿
叶
特
〉
畷
並
記

／
や
営
眼
罰
汝
捕
さ
嫡
侭
裡
狸
・
・
天
体
簿
．

ｇ
誤
斗
斗
並
希
碧
今
遷
便
〃
〉
噸

Ｃ
ｓ
義
介
舟
並
記
薯
〉
頚
並
記
蝋

／
捕
菖
塘
崎
鞭
判
・
・
凝
伸
懇
．

◎

3

長

〉
麗
舟
斗
埜
読
過
．
。
ｇ
頚
十
斗
並
記
霧
〃
も
ｅ
辿
叶
鴇
並
記
期
．

・
勾
皇
諺
：
咋
辻
話
警
Ｊ
軽
便
／
〉
噸
埜
曇
輪
掲
報
狸
・
・
次
仲
篭
．

。
ｇ
俣
舟
舟
並
記
霧
〃
も
ｅ
い
心
粂
恒
旦
根
当
‐
舟
牙
並
記
甑
・

Ｃ
ｓ
懇
並
記
霧
ｊ
何
個
廷
型
／
〉
蝋
托
三
輪
侭
狐
狸
・
・
醍
伸
無
．

ｇ
議
埜
昂
霧
も
ｅ
里

俳
特
〃
〉
噸
並
記
甑
．
、
ｇ
頚
〉
狸
並
記
霧
・
噸
や
伺
廻
今
仰
如
誕

ご
判
里
巻
娠
唱
拳
粥
さ
塙
掲
狸
判
・
・
顛
熊
ｅ
話
嘩
ロ
仲
態
．

〕
３
寂
並
記
響
〃
ｂ
ｅ
し
心
但
ｕ
恨
判
舟
斗
〃
並
記
甑
。
ｓ
誤
堂
昂
警

Ｊ
何
個
且
送
賑
罰
置
柑
菖
塘
掲
報
狸
．
。
※
熊
ｅ
話
礎
口
伸
趨
．

。
ｇ
長
十
斗
並
記
霧
〃
も
ｅ
ｕ
汁
蕎
遥
型
〃
逆
話
取
・
・
３
畏
斗

・
舟
並
記
零
Ｊ
伺
掴
里
営
娠
唱
本
帯
冒
塘
舟
報
狸
・
・
次
仲
鍾
．

・
３
議
斗
斗
埜
話
霧
／
も
ｅ
辿
丹
筈
迅
型
埜
読
取
．
。
ｇ
議
斗

舟
越
昂
諜
〃
今
何
個
且
営
娠
略
章
癌
三
請
掲
報
狸
・
・
次
伸
趨
．

舟
並
記
霧
ｊ
瞳
汝
〃
並
記
噂
ロ
・
・
ｇ
誤
埜
話
霧

唱
章
・
醸
紳
ｅ
く
埜
犯
蝿
・
心
汁
〉
蝿
斗
斗
並
希
世
．

。
３
誤
舟

〃
異
堂
里
営
娠

。
※
仲
懇
．

寺
・
目
）
馳
昂
蝿
・
の
。

矩
９
輪
掲
報
狸
・
罰
函

沌
躯
・
命
・
巴
鞄
ロ
．

お
・
三
噸
記
朗
ふ
づ
極

言
痕
掲
報
判
あ
前
沌

仲
趨
・
命
・
巴
戦
ロ
．

念
・
国
）
戦
溌
取
．

「
［
沌
雪
請
掲
鞭
製
・
廻
国

沌
躯
・
言
・
言
）
戦
ロ
．

島
国
型
話
取
．

県
つ
沌
二
築
鐙
狸
狸
．

唖
雨
距
離
・
勾
員
型
ロ
。

言
・
閏
）
型
溌
駆
・
角
［

沌
毎
桑
侭
怨
狸
・
・
［
矩

仲
鍾
・
言
・
国
）
鞄
ロ
．

（
屋
閏
）
戦
記
甑
．

ｑ
［
沌
雪
築
侭
靭
狸
・
更
、

距
離
・
合
・
閏
）
戦
ロ
。

命
・
翼
）
哩
話
噸
．

↑
ご
唇
桑
鱈
心
型
・
つ
両

沌
躯
・
命
・
閏
）
幽
口
．

寺
・
禽
）
戦
記
甑
ふ
づ

矩
二
乗
密
や
狸
・
中
園
矩

仲
篭
・
命
・
胃
）
戦
ロ
．

ａ
・
雲
）
型
琵
取
ｓ
・
三

矩
壷
桑
侭
心
狸
忘
・
［
沌

仲
簿
．
Ｇ
・
言
）
戦
ロ
．

念
・
閏
）
戦
記
甑
・
念
．
ｅ

沌
毎
築
奄
心
狸
・
島
［

矩
伸
篭
・
宙
・
国
）
韓
ロ

寺
・
言
）
戦
記
朗
．

画
［
沌
唇
桑
奄
心
狸
・
頃
【

沌
伸
鎧
・
寺
・
巴
遡
ロ
．

ａ
・
国
）
哩
話
駅
．
ｑ
［

沌
唇
請
窓
狸
狸
・
哩
函
極

仲
鍾
・
お
・
言
）
型
ロ
．

国
。
戦
如
沌
．

四
つ
蝿
躯
矩
・
吟
、
矩

躯
・
命
・
閏
）
鞄
ロ
．

三
ｌ
弓
墨
画

卜
ｏ
『
ｌ
の

⑭
。
［
ｌ
の

雪
Ｉ
宮
墨
画

の
。
［
Ｉ
の

二
ｌ
弓
墨
区

。
［
［
ｌ
の

目
【
ｌ
の

畠
Ｉ
畠
墨
画

函
［
［
ｌ
の

”
［
［
Ｉ
の

劃
［
［
ｌ
の

ｍ
目
ｌ
の

＠
［
［
ｌ
の

卜
目
Ｉ
。

⑲
［
【
Ｉ
の

三
ｌ
つ
ま
函

の
［
［
’
＠

（
町
）

逢
瀬

（
町
）

送
鯛

（
町
）

臆
湘 瀧

へ

吋
一

産
紺

へ

町
一

逢
瀬

（
町
）

蜂
網

へ

町
一

送
湘

へ

町
…

逢
瀬

へ

斯
一

瞳
瀬

（
町
）

瞳
瀬 瀧

へ

町
ざ

鱈
棚

紳
遷

嘘
裂
Ｈ
週

二
録
岐
蔭
辿
旺
挑
・
・
ぬ

や
。
〉
細
Ｋ
ｕ
竺
紬
。

睡
判
圏
昇
悪
拝
趨
．

瀧
酬
・
聴
佃
・
悟
墾
．
Ｈ
聖

画
崖
。

（
個
承

抑
．
〃
紐

（
個
便
〃

〃
崖
四
・

佃
田
崖
組
●

誕
坤
ｅ
塊
汁

謝
願
ト
ト
鴇
回
掴
畑

回
埜
呈
・
・
ト
ト
〃
瓢
へ
一
Ｋ
や
い
／
、

．
（
個
痘
・
謝
濡
ト
ト
懸

個
拳
通
論
沫
隈
．
（
個
惹

誕
洋
ｅ
種
選

。
ｓ
誤
急
拙
。
並
記
霧
・
心
悟
Ⅷ
二
ｌ
Ａ
－
Ｋ
心
長
昂
共
ｋ
・
凝
仲
懇

§
咽

坦

酎
稲
弛
鮒
畷
亜

ﾛ侭ﾛ悔
鞠鞠
函至
蝿函

の
ｏ
『
ｌ
①

騨
躯

（
潮
）

瞳
瀬
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榊
鱈
翌
Ｈ
調

趣
判
圏
等
慨
等
担
．

’

雲
晋
蕊
個
如

鞠
・
○
の
Ｉ
国
坦
．

睦
当
圏
等
慨
等
担
．

趣
判
圏
等
綴
等
坦
．

睡
判
圏
呉
慨
昇
担
．

○
ト
ー
Ｑ
州
｝
。

○
ｍ
’
四
州
〒

鯉
１
超
．

睦
判
革
謡
．

睡
叫
圏
等
慨
等
出
・

ｏ
ｍ
ｌ
Ｑ
州
〒

睡
判
圏
拝
慨
弄
担
． ’

睡
叫
圏
等
朕
等
坦
．

腿
即
・
駕
釦
・
濡
佃
・
判
浬 押

⑪
田
農
．
（
阻
硬
・
佃

堀
．
（
掴
意
〃
脳
・
〃
組
．

悼
〆
〃
佃
農
．

（
掴
便
／
佃
富
．
（
掴
章

蕊
副
・
塵
画
・
〃
細
蕊
．

縄
〃
釦
窒
や
’
一
暴
雲
．
（
腫
巨

佃
崖
い
ｌ
へ
一
指
．
（
庖
承

蕊
副
・
監
幽
・
〃
網
蕊
．

抑
●

佃
田
崖
．
（
個
匠
〃
釦

崖
．
（
掴
章
／
脳
・
〃
網
． I

佃
崖
．
（
掴
便
／
佃
嵐

．
（
掴
汝
〃
晦
画
・
〃
組
．

押
・
切
昼
．
（
庖
畳
〃
⑪

貰
い
ｌ
へ
一
帝
留
．
（
個
章

蕊
副
・
謹
喧
・
〃
組
輔
．

ｌ
・
釦
窒
や
１
一
一
恭
匿

．
（
厘
巨
・
釦
窒
や
Ｉ
一
一
侭

．
（
掴
ま
〃
瑳
廼
・
〃
寵
。

縛
・
〃
⑪
田
富
．

（
掴
便
〃
佃
皿
嵐
・

〃
蕊
副
・
注
幽
・
〃

（
掴
ま

細
蕊
．

ｌ
／
紐
田
崖
．

（
掴
硬
〃
佃
崖
．
（
掴
汝

蕊
酬
・
監
圃
・
〃
網
遡
．

押
●

佃
皿
崖
．
（
個
便
〃
紐

嵐
．
（
掴
ま
〃
咽
・
〃
観
．

田
崖
．

（
掴
章

（
掴
厘
〃

〃
晦
脳
．

旧〕｜
塵，
・紐
組
●

紐
Ⅲ
崖
．

嵐
．
（
掴
章

（
掴
便

／
画
．

細旧〕網
・田。

．
（
掴
便

（
回
章
〃

押
・
〃
佃
崖

佃
崖
課
空
。

崖
幽
・
〃
組
．

紀
．
〃
⑪
田
塵
．

（
庖
恒
”
佃
塵
．
（
掴
承

然
奉
酬
・
崖
画
・
〃
組
蕊
．

へ 旧］
掴崖
汝．

（
掴
便

／
崖
瑠
●〃

佃
細崖縛
●●●

誕
坤
坦
叶

・
潮

蕊
聡
譲
喋
嘉
簿
陸
離
議
喋
感
相

・
糊
罵
ト
ト
穏
回

辻
型
・
・
卜
十
ｓ
恒
根
個
時
並
記
球
骨
詫
幽
．
（
個
便
・
謝

願
ト
ト
懸
回
埜
呈
・
・
へ
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
並
記
週
．
（
掴
承

○
謝
濡
ト
ト
〃
塀
回
並
呈
／
柚
謹
如
醍
話
球
骨
．
（
個
便
・
潮

罵
卜
卜
穏
回
通
型
．
。
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
埜
話
幽
．
（
掴
意

根
佃
時
辻
諦
球
任
．

・
潮
照
ト
ト
曝
回
並
呈
・
ト
ト
ｅ
恒

（
個
便
・
噸
絹
時
逆
謝
嬬
ｅ
個
如
鞠
．

。
ト
ト
懸
回
並
呈
．
。
へ
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
並
記
世
．
（
掴
汝

。
謝
濡
ト
ト
穏
回
個
佃
．

。
潮
綴
ト
ト
軸
掛
ト
逆
和
沌
・
ト
ト
懸
回
個
畑
．

一

個個
惹畳

願
ト
ト
鶏
回
並
型
・
ト
ト
ｅ
恒
快
個
馬
捕
三
如
串
骨
．

。
謝
需
ト
ト
鴇
回
辻
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
／
、
並
記
幽
・

一

◎

潮
阻掴
章便

・
潮
羅
卜
十
ｓ
恒
根
佃
時
並
記
球
任
．
（
腫
痘
・
謝

願
ト
ト
塀
回
迩
呈
．
。
（
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
並
記
世
．
（
掴
章

卜
ｅ
恒
侭
偶
怜
通
話
球
任
．

・
謝
濡
ト
ト
塀
回
辻
呈
〃
卜

（
掴
便
・
謝
罵
勧
掛
ト
辻
犯
蝿

。
ト
ト
懸
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
程
回
辻
話
幽
．
（
掴
意

但
仮
佃
怜
並
記
惑
任
．

・
潮
馬
ト
ト
塀
回
埜
呈
・
卜
十
ｓ

（
掴
便
・
測
願
ト
ト
禅
掛
ト
辻
犯
蝿

。
ト
ト
懸
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
埜
話
幽
．
（
掴
ま

。
潮
照
ト
ト
懸
回
掴
剣
．

。
潮
羅
張
埜
掴
如
撫
ｅ
逗
警
誌
幽
・
・
ト
ト
鴇
回
．

一

掴
僅
掴
章

。
潮
濡
ト
ト
塀
回
庖
州
．
（
回
便
。
劉
羅
張
辻
掴

如
埠
ｅ
軍
磐
話
幽
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
埜
詑
幽
．
（
掴
意

ｏ
謝
躯
卜

卜
懸
回
埜
呈
・
卜
十
ｓ
恒
侭
個
怜
築
話
球
骨
。
（
個
厘
・
潮

臨
卜
卜
懸
回
並
型
・
・
へ
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
並
記
週
．
（
掴
ま

・
潮
嬬
ト

ト
懸
回
埜
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
恨
個
降
辻
話
球
仔
。
（
掴
笹
・
潮

需
ト
ト
塀
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
小
い
く
狸
回
埜
話
幽
．
（
掴
汝

塁
・
卜
十
ｓ
恒
恨
佃
時
並
記
獣
骨
・

回
辻
呈
・
・
ト
ト
〃
通
へ
一
Ｋ
小
い
く

。

糊
需
ト
ト
懸
回
並

（
回
便
・
謝
罵
ト
ト
程

塀
回
並
記
週
．
（
回
章

塁
・
ト
ト
ｅ
恒
侭
偶
怜
並
諦
串
任
．

・
糊
照
ト
ト
懸
回
辻

（
掴
便
・
謝
嬬
ト
ト
塀

回
並
呈
・
・
ト
ト
／
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
並
記
幽
・
（
掴
ま

誕
弾
ｅ
麹
聖

〃
や
徽
如

司

。
ｇ
頚
捕
三
恥
霧

鴎
朴
ｅ
〉
製
」
〉
里
並
犯
沌
〃
や
心
汁
辻
諦
幽
・
醍
仲
無

。
ｇ
長
並
記
番
／
Ｊ
融
舟
舟
並
記
唾
ロ
．
ｇ
謂
辻
論
霧
や

「
漣
外
ｅ
〉
鋼
」
辻
犯
沌
凶
叶
〃
〉
蝿
母
斗
並
希
世
．
。
※
伸
無
．

・
ね
哀
骨

鞭
．
。
ｇ
長
並
記
霧
〃
今
副
硬
分
母
並
記
礎
ロ
．

可

函
如
蕊
包
並
掴
如

。
ｓ
懇
並
記
霧
や

選
外
ｅ
〉
鋼
」
並
和
沌
・
心
叶
〉
龍
斗
舟
並
記
幽
・
・
次
伸
怒
．

司

。
ｇ
議
埜
記
磐
〃
今
御
如

選
外
ｅ
〉
類
」
通
如
沌
〃
や
小
計
並
記
幽
・
・
心
ｅ
話
幽
仲
懇
．

義
埜
話
霧
ｊ
禅
如
「
選
外
ｅ
〉
鋼
」
辻

｛ロ

◎

（
今

沌
・
・
次
話
幽
仲
無
．

並
記
零

。
ｇ
拭
斗
分
並
記
霧
／
今
唱
章
並
記
嘩
口
．
。
ｓ
鵠

疹
や
営
娠
副
長
並
如
沌
・
心
叶
〉
蝿
並
記
幽
幽
・
醍
仲
漣
．

。
ｓ
懇
並
記
零

．
誉
娠
罰
便
通
犯
蝿
／
や
心
汁
並
記
幽
・
・
熊
ｅ
鋪
蕊
口
仲
懇
．

。
ｇ
誤
並
記
霧
・
営
娠
副
便
通
如
蝿
〃
し
小
計
並
記
幽
・
・
次
仲
樫
．

。
ｇ
講
並
話
警
や

営
娠
細
便
埜
如
矩
．
。
ｇ
畏
舟
舟
並
記
世
・
・
ぬ
ｅ
記
幽
仲
鍾
．

。
〉
章
型
選
俳
ｅ
く
〃
並

ｲロ

◎
岬
嫡
当
裡
掛
合
壁
承
並
記
鯉
口
．

蝿
・
心
叶
睡
蓮
並
記
幽
・
・
次
伸
錘
．

O

シ

迄
fj

畿
俳
ｅ
く
並
如
沌
・
心
叶
睡
蓮
並
記
幽
・
・
醍
熊
ｅ
詫
幽
仲
趨
．

。
ｓ
蕊
並
記
霧
や
営
娠
罰
章
並
記
唾
ロ
．
。
ｇ
懇
埜
諦

警
／
や
「
選
俳
ｅ
〉
鋼
」
逆
和
沌
・
心
汁
睡
壁
並
話
幽
・
・
次
伸
趨
．

磐
や

司

Ｂｏ
ｇ
講
舟
舟
並
話
蕃
や
営
賑
副
本
並
記
唾
ロ
．
。
ｇ
誤
並
記

選
外
ｅ
〉
製
」
並
組
沌
・
心
汁
迅
型
並
記
幽
・
・
凝
仲
篭
．

。
ｇ
義
母
斗
並
話
警
や
営
娠
融
章
並
話
嘩
口
・
・
３
誤
並
記

番
や
「
畿
俳
ｅ
〉
鍋
」
並
佃
沌
・
心
汁
協
逼
並
記
幽
・
・
醍
仲
無
．

。
ｇ
拭
埜
諦
警
／
や
営
賑
哩
求
並
記
嘩
口
．
。
ｓ
懇
並
記
霧
〃
や

「
選
外
ｅ
〉
鋼
」
辻
犯
沌
・
・
心
地
如
蕊
遷
斗
舟
越
希
世
．
。
※
伸
趨

宮
』
。

咽

蝿

Ｓ
・
目
）
戦
犯
距
出
・
【
蝿

ｲロ
矩
．
Ｑ
［
沌
伸
無
．

お
・
巴
型

ｲロ
蝿
●

ｑ
［
沌
犯
蝿
・
囚
の

沌
湘
・
お
・
閏
）
鞄
ロ
．

命
．
ｃ
姻
犯
蝿
．

⑲
づ
沌
犯
蝿
・
頃
寸

沌
沸
・
命
・
胃
）
型
ロ
．

の
⑬
塑
佃
蝿
・
罰
［
蝿

ロ4
沌
由
薗
沌
伸
趨
．

卜
・
の
鞄
如
沌
・
の
ｄ
沌

ｲロ
焔
・
［
面
沌
仲
趨
．

副
α
戦
犯
蝿
．

め
づ
沌
犯
焔
。
、

沌
誰
・
四
国
鞄
ロ
．

屋
胃
戦
犯
蝿
・
め
づ
矩

如
沌
ふ
・
［
沌
仲
簿
．

命
・
巴
戦

ｲロ
蝿
・
烏
。

沌
和
蝿
・
”
画
沌
仲
錘

Ｑ
①
戦
犯
矩
・
屯
［
蝿

ロ｛
蝿
・
囚
。
沌
仲
無
．

命
．
ｃ
鞄
犯
沌
あ
づ
蝿

ｲロ
蝿
・
寸
面
沌
伸
篭
．

Ｎ
⑭
戦
犯
蝿
．
。
。
蝿

4ロ
蝿
肉
・
［
沌
仲
簿
．

烏
の
鞄
佃
沌
．

卜
ｄ
沌
如
矩
・
屯
、

蝿
湘
・
哩
菖
型
ロ
．

の
的
幽
佃
沌
．

の
ご
沌
犯
蝿
．
Ｑ
寸

沌
諦
・
同
国
型
ロ
．

お
・
ら
戦
犯
蝿
．

め
づ
蝿
如
沌
・
四
ｍ

沌
詑
・
命
・
言
）
型
ロ
．

寺
・
巴
型
犯
蝿
．

卜
づ
沌
佃
蝿
・
可
、

沌
弗
・
お
・
国
）
幽
口
．

吹
軸
呈
園

叩
約
国
嘩

重
ｌ
弓
墨
函

○
画
［
ｌ
の

［
函
［
ｌ
の

雪
Ｉ
弓
墨
画

函
函
［
’
○
［

の
函
［
１
。
【

寺
函
『
１
つ
［

叩
函
［
Ｉ
。
［

＠
国
【
’
○
［

卜
函
［
’
○
［

⑩
函
［
Ｉ
。
【

の
函
［
Ｉ
Ｃ
［

○
ｍ
［
’
○
［

［
、
［
’
○
『

雪
Ｉ
弓
墨
画

函
嗣
［
１
。
［

、
”
【
１
つ
［

寺
の
［
’
○
［

騨
沸 瀧湘一

、

蕊
（
睦
）

睦
糊

（
廷
）

屋
瀬 羅鯛､_〆

（
廷
）

逢
瀬

（
蜂
）

畦
鯛

（
廷
）

峰
撫

へ

峰
…

（
廷
）

送
糊

（
庭
）

瞳
翻

（
峰
）

睦
翻

（
瞳
）

送
細 蕊

（
睦
）

送
鯛
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睡
判
迄
籍
．

I

縫
製
奏
鍵
．

。
榊
幸
茶
盆
里

掴
郷
・
ね
や
白
且
堂
釧
・

軍
法
ト
ハ
ミ
ー
［
ｌ
ご
・

睡
判
図
等
慨
等
坦
．

趣
判
圏
等
緩
拝
担
．

鯉
判
迄
蕊
．

睡
判
迄
謡
．

。
紫
糧

ｅ
縦
川
辿
個
如
鞠
躯
沌
．

。
睡
判
圏
等
慨
導
出
．

睦
判
圏
等
慨
呉
出
．

。
寺
１
回
州
｝
．

○
マ
ー
四
州
廻
．

○
寸
１
回
相
》
．

○
寺
’
四
州
一
・

哩
判
圏
等
慨
等
担
．

蝿
恥
・
羅
佃
・
搭
墾
・
判
謹

縄
・
〃
佃
昼
い

ｌ
へ
一
帝
爵
．
（
個
厘
”
釦
、

塵
．
（
掴
ま
〃
崖
脳
・
寵
．

押
・
〃
釦

伍
崖
・
〈
但
巨
／
釦
墜
．
（
厘
迭

蕊
副
・
〃
晦
瑠
・
〃
組
蕊
．

〃
⑪
崖
や
！

〃
釦
墜
。
（
厘
章
一
一
恭
雷
・

〃
晦
頭
．

〆へ

鎚掴褐
・医．

恒
●

佃
貰
．
（
個
便
／
紐

崖
．
（
個
左
〃
脳
・
〃
寵
．

押
・
〃
③

塵
い
’
「
一
橋
．
（
腫
畳
〃
佃
塵
．

腫
章
・
輔
馴
・
晦
唾
・
〃
網
蕊
．

押
・
／
釦
塵
い

’
一
一
横
雷
．
（
庖
巨
〃
釦
匿
い
Ｉ

一
弔
・
（
阻
ま
”
晦
画
・
〃
組
．

恒
・
〃
釦
塵

や
’
一
一
積
．
（
個
便
〃
③
塵
や
Ｉ

へ
一
校
雷
．
（
掴
章
〃
噸
・
〃
組
．

〆へ

掴
僅
緋
諭
刈
馨

蕊
醐
・
晦
磁
〃
組
輔
．

抑
．
〃
佃
田
崖
・

（
個
便
／
佃
嵐
．
（
掴
本

蕊
馴
・
晦
幽
・
〃
纏
蕊
．

へ

･侭

縄
・
〃
⑪
良
い
Ｉ

（
個
本

（
掴
疫
〃

〃
崖
眠
．

佃
嵐
．
細
●

牌
・
〃
紐
崖
空
．

（
掴
便
〃
釦
嵐
．
（
個
求

鰯
副
・
崖
幽
・
〆
伽
誕
．

恒
嵐
．

（
個
章

押
・
〆
切

（
個
疫
，

〃
晦
幽
．

佃
良
．
組
●

担
・
〃
釦
崖
い

’
一
一
橋
。
（
但
便
〃
釦
塵
や
’
二

恭
匿
．
（
回
章
〃
崖
幽
・
〃
組
．

褐
・

〃
紐
崖
．
（
但
便
〃
釦
や
Ｉ
（
一

枝
崖
。
（
掴
ま
〃
崖
喧
・
〃
組
．

値1，
章l

一

夕

悼
・
・
紐
墜

柄
。
（
庖
巨
／
釦
皿
崖
。

藷
倉
凌
遮
・
〃
ま
．

誕
蝉
ｅ
坦
峠

。
謝
駕
卜

薙
娯
砺
敦
ｅ
繁
朝
潅
蕊
謬
龍
翫
糊

。
謝
罵
卜

十
浬
回
辻
型
・
潮
需
張
並
記
獣
任
．
（
掴
巨
・
謝
聴
ト
ト
穏

回
並
呈
・
・
ト
ト
遇
ｅ
潮
駕
へ
一
滴
ふ
い
く
辻
話
過
．
（
個
章

◎

謝
罵
卜

十
浬
回
並
型
・
卜
十
ｓ
恒
恨
憎
時
並
記
串
任
．
（
庖
硬
・
謝

需
ト
ト
懸
回
並
呈
．
。
（
一
Ｋ
ふ
い
く
穏
回
埜
諦
世
．
（
回
章

。
潮
馬
ト
ト
懸
回
掴
剣
．
（
掴
便

。
潮
需
ト
ト
蒋
回
埜
呈
・
・
避
盾
時
鮮
麗
並
記
週
．
（
掴
汝

。
瀕
駕

ト
ト
浬
回
庖
畑
．
（
掴
便
。
掛
恰
並
記
如
鞠
躯
沌
辿
注
・
謝

羅
ト
ト
懸
回
辻
呈
・
・
ト
ト
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
．
（
掴
左

掴
判
．
（
掴
便

懸
回
埜
呈
・
・

0

旦
掛
ト
辻

話
如

ト
ト
通
（
一
Ｋ
小
い

◎

謝
駕
ト
ト
懸
回

迩
犯
沌
辿
注
・
瀕
罵
ト
ト

く
鴇
回
通
話
世
．
（
回
章

卜
馨
回
堂
呈
．
。
謝
濡
卜
十
ｓ
恒
偶
偶
時
．
（
掴
便

。
〔
一
ｋ
ト
い
く
懸
回
３
巽
並
話
幽
・

『

。
測
駕
卜

（
掴
章

漣
嬢
竪
建
…
跡 謝

嬬

ト
ト
懸
回
辻
呈
・
卜
十
ｓ
恒
狽
個
時
並
記
顎
骨
（
個
僅
・
謝

需
ト
ト
狸
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
お
い
く
鴇
回
埜
話
幽
．
（
個
章

◎

潮
駕
ト
ト
懸
回
並

型
・
卜
十
ｓ
恒
恨
偶
馬
通
話
球
骨
．
（
掴
便
・
謝
馬
ト
ト
瀞

回
並
呈
・
・
ト
ト
／
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
笠
読
過
．
（
回
章

。
謝
羅
ト
ト
鳴
回
掴
畑
．
（
個
痘
。
潮

ゞ
綴
ト
ト
懸
回
並
呈
．
。
（
一
質
卜
小
／
、
３
巽
並
昂
幽
．
（
個
汝

●
測
綴
ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
掴

照
ト
ト
曝
回
埜
至
・
・
へ
一
代
ふ
い
く
穏
回
逆
読
過
．

/-､昼
◎

潮
個
本

・
潮
濡
ト
ト
懸
回
掴
剣
．
（
個
便
・
謝
需
ト

ト
弾
掛
ト
里
牌
並
記
如
沌
・
も
ト
ト
ｎ
ｍ
懸
回
辻
呈
・
当

鍾
（
一
Ｋ
上
述
話
球
任
・
へ
一
Ｋ
芯
い
く
塀
回
並
記
世
．
（
掴
意

Ｅ
・
ト
ト
禅
掛
ト
並
記

窪
へ
一
Ｋ
上
里
論
式
任
・

・
謝
濡
ト
ト
懸
回
掴
畑
・

犯
沌
里
坤
・
ト
ト
穏
回
堂
呈
・

（
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
堂
読
過
．

◎へ

,-)掴

（
掴
章

羅
卜
卜
狸
回
掴
畑
・

錘
へ
一
Ｋ
七
里
話
串
任

●

0

（
掴
便
・
潮
馬
ト
ト
穏
回
埜
呈
．

。
（
一
Ｋ
心
い
く
軽
回
並
昂
過
．

。

潮ー）

（
掴
ま

謹
蝉
ｅ
蕊
酸

。
ｇ
畏
舟
母
堂
話
霧
・
営
娠
伺
掴
並
記
唾
ロ
．
。
ｇ
鵠
並
話
磐
ｊ

禅
如
「
選
外
ｅ
〉
鋼
」
並
犯
沌
小
叶
壁
蓮
逆
諦
過
・
・
次
伸
趨
．

燕
篭
溝
踊
織
遮
蝿
喫
誠
鍾
課
鍵
蕊
諦
霧
・

伸
無
．

並
記
霧
・
岬
輪
当
鞭
何
Ｍ
二

や
「
禁
俳
ｅ
〉
類
」
堂
4ロ

。
ｇ
寂
斗
十

１
Ａ
一
Ｋ
並
記
噂
ロ
．
。
ｇ
汁
並
記
蒋

沌
ｆ
Ｈ
協
馬
豆
話
幽
・
・
醍
伸
趣
．

・
３
議
十
舟
埜
論
蒋
ｊ
略
章
並
記
唾
ロ
．
。
ｇ
俳
辻
話
霧
ｊ

徽
細
「
選
併
ｅ
〉
鋼
」
並
犯
沌
戚
俳
迅
型
並
記
幽
・
・
凝
仲
錘
．

。
ｇ
誤
通
論
零
ｓ
蕊

侭
報
伺
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ
巡
璽
惹
辻
話
蕊
ロ
・
・
３
韻
並
記
霧
や
「
選

什
ｅ
〉
類
」
並
和
沌
〃
３
挺
斗
舟
〃
や
心
叶
並
記
過
・
・
次
仲
趨
．

〃
も
ｅ
Ⅷ
Ｚ
ｌ
Ａ
－

外
ｅ
〉
鋼
」
辻
和
沌

・
３
誤
舟
舟
並
記
霧

鑓
鍵
鴇
鰐
遂
蕊
篤
瀧
鎚

外
ｅ
〉
製
」
並

4ロ

。
ｇ
義
並
昂
霧
ｊ
徽
如
「
醸

蝿
〃
や
心
汁
並
記
幽
・
・
次
熊
ｅ
話
幽
仲
趨
．

〉
鋼
」
堂
ロ｛
矩

〃
や
い
叶
州
肥
蝿
職
剛
抽
一
錦
職

Ｊ
禅
如
「
醸
俳
ｅ

心
ｅ
話
幽
仲
纏
．

３
鵠
牙
舟
越
話
警
Ｊ
融
惹
〃
遜
竪
承
並
記
唾
ロ
・
・
３
誤
並
話
霧
や

「
選
外
ｅ
〉
鋼
」
並
犯
沌
．
。
（
緑
恒
心
叶
埜
諦
幽
・
・
醍
仲
窪
．

ざ
懇
舟
牙
並
記
霧
ｊ
創
意
〃
巡
堅
左
並
記
蕊
ロ
・
・

や
「
選
什
ｅ
〉
鋼
」
並
躯
沌
。
ｇ
稲
恒
心
叶
並
昂
幽
．

３
誤
並
記
霧

。
ま
仲
樫
．

３
誤
牙
舟
埜
論
霧

「
畿
俳
ｅ
〉
鋼
」

／
Ｊ
甑
汝
巡
竪
承
並
記
職
ロ
・
・
３

堂
如
沌
・
・
痢
録
娯
憎
心
叶
埜
希
世
．

誤
通
話
霧
や

0

※
伸
謹
．

・
岬
異
る
〉
里
謹
竪
辻
諾
距
や
蝿
。
ｇ
黍
通
話

霧
・
岬
や
融
章
〉
柚
Ｋ
迩
遷
章
辻
話
嘩
ロ
．
。
ｓ
誤
並
記
霧
や
「
醸

紳
ｅ
〉
鍋
」
並
犯
沌
・
・
３
蝿
や
心
叶
睡
蓮
並
記
幽
・
・
次
仲
趨
．

。
ｓ
拭
斗
舟
越
話
審
Ｊ
瓢
章
巡
堅
承
通
話
唾
ロ
．
。
ｓ
零
埜
記
磐
や

「
選
外
ｅ
〉
劃
」
辻
佃
沌
・
・
３
挺
や
心
汁
並
記
週
．
。
※
仲
趨
．

・
岬
黒
も
〉
里
蛮
留
埜
覇
如
鵜

・
多
謡
舟
舟
並
記
霧
今
細
承
迩
堅
汝
通
話
鯉
口
・
・
ｇ
誤
並
記
霧
や

「
選
外
ｅ
〉
鋼
」
並
如
矩
・
・
痢
蕪
繕
心
俳
並
記
過
・
・
凝
仲
無
．

・
噸
異
る
〉
且
潅
苔
辻
話

如
蝿
。
ｇ
頚
並
記
霧
今
細
惹
巡
遷
惹
並
記
鯉
口
・
・
３
悪
逆
話
警
や

「
選
外
ｅ
〉
鋼
」
並
組
沌
．
。
ｓ
能
や
心
汁
並
記
幽
・
・
凝
仲
無
．

巨
富
。

噸

蝿

言
巴
幽
4ロ

蝿
ふ
づ
沌
如
矩
・
卜
弱

沌
誰
・
合
・
閏
）
鞄
ロ
．

倉
・
巴
戦

4ロ

蝿
ふ
づ
沌
組
沌
肉
罰

沌
躯
・
守
・
閏
）
戦
ロ
．

食
・
巴
型

4ロ

蝿
あ
づ
沌
如
沌
肉
却

沌
躯
・
お
・
胃
）
蝋
ロ
．

食
・
巴
戦

4ロ

蝿
・
ト
ｄ
蝿
如
沌
さ
鋪

距
離
・
守
・
閏
）
型
ロ
．

念
・
巴
鞄
ロ4

蝿
も
ｄ
沌
組
蝿
．
、
”

沌
躯
・
守
・
閏
）
戦
ロ
．

Ｑ
⑭
蝋
和

矩
と
ｄ
沌
犯
蝿
・
罰
、

沌
誰
・
お
・
目
）
型
ロ
．

命
・
巴
遡
犯
沌
と
ｄ
沌

組
蝿
＆
ご
沌
伸
懇
．

回
の
型
如
沌
・
ｑ
【
蝿

4ロ

{咽

．
［
・
萄
沌
伸
趨
．

国
の
戦
犯

蝿
・
陰
。
蝿
組
沌
あ
飼

姻
雛
・
合
・
劇
）
鞄
ロ
．

Ｓ
・
巴
鞄

4ロ

蝿
と
ｄ
沌
犯
蝿
・
吟
殉

沌
躯
・
食
・
国
）
幽
口
．

卜
乱
型
和

蝿
ゐ
づ
沌
叩
沌
・
・
両

沌
躯
・
命
・
国
）
鞄
ロ
．

ｅ
・
日
）
唖
如

蝿
＆
ｄ
沌
犯
蝿
・
ぬ
雨

沌
諦
・
命
・
胃
）
鯉
口
。

命
・
巴
騨
如

蝿
あ
づ
沌
如
矩
・
の
繭

沌
諦
・
命
・
胃
）
戦
ロ
．

、
面
戦
犯

沌
・
ト
ｄ
蝿
犯
沌
．
。
両

沌
雛
・
命
・
胃
）
戦
ロ
．

ｅ
・
与
戦
ロ4

蝿
・
ぬ
づ
沌
佃
蝿
・
［
寺

距
離
・
命
・
閏
）
型
ロ
。

ﾛ悔吹
鞠粋
図星
韓国

い
め
［
’
○
［

＠
ｍ
［
Ｉ
。
［

ト
、
［
Ｉ
。
［

塁
Ｉ
弓
墨
画

四
ｍ
［
’
○
［

①
師
［
１
。
［

○
守
［
’
○
［

［
寸
討
’
○
【

函
寺
［
ｌ
［
【

雨
寸
［
Ｉ
［
［

副
［
ｌ
【
【

ぬ
づ
［
ｌ
【
［

の
劃
［
ｌ
［
［

ト
封
［
ｌ
［
門

雪
Ｉ
言
墨
函

め
づ
［
Ｉ
員

つ
ぐ
『
ｌ
ヨ

騨
諦 蕊

（
達
）

峰
綱

へ

臆
ン

逢
瀬

へ

産
…

逢
瀬

（
瞳
）

逢
瀬 蕊 瀧 蕊

（
瞳
）

峰
糊

（
瞳
）

送
棚

（
崖
）

睡
棚

（
蜂
）

睦
糊

（
瞳
）

瞳
瀬 蕊

（
塗
）

蜂
鯛
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榊
謹
裂
判
調

睡
判
圏
等
終
等
出
．

。
、
１
国
州
〒

趣
判
圏
等
隈
昇
坦
．

○
寸
Ｉ
角
坦
．

睡
叫
慨
等
担
．

○
ｍ
，
’
○
州
》
．

○
の
１
回
州
一
・

睡
斗
圏
等
終
拝
出
．

睦
判
圏
等
慨
等
担
．

鯉
丹
圏
等
綴
導
出
．

睡
判
圏
等
綴
昇
坦
．

鯉
ｌ
出
・

睦
当
革
蕊
．

睡
判
圏
等
慨
昇
出
．

○
の
Ｉ
国
超
．

純
即
・
需
佃
・
悟
墾
．
Ｈ
空

田
畠
．

（
掴
汝

掲
・
〃
紐

（
掴
厘
／

〃
崖
脳
．

佃
崖
．
細
●

押
・
〃
靭
崖
恥
ｌ
へ
一
桶
．

（
掴
僅

鯵
議
。

佃
置
．
（
個
意

監
碩
．
〃
組
蕊
． 褐

●

〃
釦
崖
や
Ｉ
一
一
狼
．
（
個
痘
〃
紐

塵
．
（
（
腫
章
〃
晦
賦
・
〃
組
．

籾
●

細
田
崖
．
（
掴
便
〃
紐

塵
．
（
掴
迭
〃
崖
幽
〆
翻
．

田
富
．

（
掴
章

押
・
〆
切

（
掴
便
／

〃
晦
幽
．

佃
嵐
．
細
●

恒
．
〃
釦
塵

や
１
一
一
帝
．
（
掴
便
／
釦
崖
恥
！

一
一
帝
．
（
掴
ま
〃
瑳
喧
・
〃
観
．

恒
．
〃
佃
良

蕊
．
（
眉
硬
〆
佃
畠
伽
．

（
個
本
／
崖
磁
・
〃
綿
．

胞
晋
．

（
掴
左

恒
．
〃
咽
昌

（
侶
硬
〃

〃
晦
脳
．

佃
崖
．
組
●

田
畠
．

（
個
惹

押
．
〃
佃

（
掴
便
／

〃
崖
脳
．

佃
畠
．
縄
●

皿
畠
．

（
個
承

押
・
／
咽

（
掴
畳
〃

〃
晦
眠
．

紐
良
．
組
●

押
・
〃
釦

崖
い
’
一
一
侭
．
（
厘
匿
〃
釦
塵
・

庖
章
〃
蕊
副
・
凌
喧
・
〆
観
蕊
．

ｌ
〃
⑪
画
崖
．
（
掴
便

〃
⑪
廻
躯
３
輔
型
・
掴
章
・
喧
・

。
噸
ヤ
ペ
蝿
〉
輪
築
挺
亀
〃
縄
．

牌
・
〆
佃
崖
伽

客
．
（
掴
便
〆
佃
崖
伽
・

（
回
章
／
晦
脳
・
〃
網
．

切
皿
嵐

崖
．
（
掴

●主
や

（
掴
便

像
喧
。

〆〆

綿旧]判
．、．

押
，

佃
田
崖
．
（
個
厘
／
⑧

崖
．
（
個
惹
〃
蝋
・
〃
網
．

誕
坤
ｅ
坦
峠

・
謝
需
ト
ト
塀
回
並
呈
・
卜
十
ｓ
恒
担
佃
時
制
董
即

球
仔
．
（
個
便
・
潮
聴
ト
ト
徽
掛
ト
並
記
和
沌
辿
坤
・
ト
ト

狸
回
埜
呈
・
・
ト
ト
鯉
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
逆
諦
幽
．
（
掴
章

・
剥
需
卜
十
浬
回
し
ｆ
狸
名
辿
個

畑
．
（
掴
昼
・
掛
ト
並
記
佃
沌
辿
蝉
・
謝
需
ト
ト
ｎ
ｍ
話
州

堂
型
・
・
謝
需
卜
卜
遜
へ
一
Ｋ
ふ
い
／
、
導
回
並
記
週
．
（
個
汝

。
潮
聴
ト
ト

狸
回
個
畑
．
（
掴
便
・
例
ト
並
記
犯
沌
且
非
・
謝
需
ト
ト
掴

剣
並
呈
・
・
ト
ト
〃
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
程
回
辻
話
過
．
（
掴
衣

。

謝
照
ト
ト
塀
回
回
州
．
（
個
疫
・
斜
ト
埜
昂
和
沌
・
糊

霜
ト
ト
庖
畑
並
呈
・
・
（
一
ｋ
小
い
く
懸
回
道
話
週
．
（
回
章

・
潮

罵
ト
ト
懸
回
掴
矧
（
個
便
・
謝
罵
ト
ト
ｎ
ｍ
塀
回
並
呈
・
へ
一

ｋ
ふ
い
く
並
垣
怪
記
蛙
・
・
袈
信
時
鮮
麗
通
話
幽
・
（
掴
汝

導
回
辻
呈
．

。
潮
濡
ト
ト
懸
回
掴
畑
．
（
個
匠
・
潮
需
ト
ト

。
卜
卜
巡
（
一
Ｋ
心
い
く
懸
回
並
記
世
．
（
掴
章

。
潮
儒
ト
ト
懸
回
掴
畑
．
（
掴
便
・
謝
願
卜

卜
塀
回
並
型
．
。
へ
一
ｋ
小
い
／
、
鴇
回
３
票
並
記
世
．
（
個
汝

。
潮
照
ト
ト
懸
回
庖
畑
．
（
庖
僅
。
潮
濡
ト
ト

懸
回
辻
呈
・
・
ト
ト
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
曝
回
並
記
幽
・
（
掴
承

。
謝
罵
ト
ト
隠
回
個
糾
（
個
疫

。
謝
馬
ト
ト
曝
回
並
型
・
・
翌
信
時
鮮
麗
並
記
週
。
（
掴
汝

●

潮
罵
ト
ト
懸
回
個
州

ｎ
頓
網
時
堂
糊
照
ｅ
話

並
呈
・
謝
照
祭
通
話
球
仔
・

如
鞠
犯
沌
・
・
ト
ト
塀
回
．

ｰへ

掴
痘
庖
承

卜
懸
回
並
呈
。
ト
ト
ｅ
恒
快
個
時
通
話
球
任
．

・
潮
濡
卜

（
個
便
・
潮

霜
ト
ト
鴇
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
小
い
く
塀
回
並
話
幽
（
掴
章

◎

ト
ト
懸
回
埜
呈
・
潮
需
搭
並
記
串
仔
．
（
掴
便
・
潮

需
卜
卜
懸
回
並
型
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
並
記
幽
・
（
掴
左

・
謝
需
ト
ト
懸
回
掴

畑
．
（
個
便
・
索
網
梼
並
謝
嬬
ｅ
個
如
鞠
・
潔
需
ト
ト
塀
回

並
呈
・
・
小
に
細
潮
嬬
へ
一
Ｋ
七
い
く
懸
回
並
話
幽
．
（
掴
章

・
謝
馬
ト
ト
懸
回
個
佃
．

．
（
庖
匠
・
謝
馬
ト
ト
塀
回
並
呈
．
。
へ
一
斌
卜
い
く
並
垣
悟

昂
鐘
・
・
ト
ト
翠
糊
照
へ
一
Ｋ
冬
い
く
懸
回
並
記
幽
・
（
掴
章

・
潮
需
ト

ト
掴
畑
並
呈
・
ト
ト
ｅ
但
担
佃
降
並
記
串
骨
．
（
掴
厘
・
潮

罵
ト
ト
騨
回
辻
呈
．
。
へ
一
滴
上
い
く
瀞
回
通
話
幽
・
（
掴
汝

謹
沖
ｅ
漣
肇

。
即
も
〉
辿
濫
晋
辻
話
如
箪
・
ｇ
懇
辻
話
警
や
「
選

外
ｅ
〉
鋼
」
埜
犯
蝿
・
・
３
龍
十
十
や
心
汁
並
論
幽
・
・
次
伸
趨
．

・
噸
異
る
〉
且
窪
留
通
話

如
報
・
心
嫡
叫
狸
伺
拙
拙
ｅ
岬
今
竪
ま
通
話
蕊
ロ
．
。
ｇ
謂
辻
話
零

Ｊ
弾
如
「
選
外
ｅ
〉
鋼
」
辻
犯
沌
〃
〉
壁
分
母
型
沌
雛
・
・
爽
伸
錘

。
叩
異
も
〉
ｕ
鱈
爵
並
記
如
鞘
・
岬

鶏
当
鞭
伺
拙
拙
ｅ
岬
旦
竪
汝
並
記
噂
ロ
．
。
ｇ
懇
並
記
霧
〃
Ｊ
御
如

選
外
ｅ
〉
鋼
」
並
犯
沌
〃
〉
蝿
十
斗
や
心
降
通
話
幽
・
・
淑
仲
無
．

。
即
異
る
〉
辿
潅
留
並
輔
如
撫

・
叩
塙
当
鞭
伺
拙
拙
ｅ
岬
４
軽
惹
並
記
蝿
ロ
．
。
ｇ
鵠
通
話
番
Ｊ

揮
如
「
選
外
ｅ
〉
鋼
」
並
如
沌
／
〉
蝿
舟
斗
並
沌
諦
・
・
次
仲
纏
．

・
岬
黒
も
〉
辿
鱈
爵
並
記
如
巡

．
。
仰
至
当
ｌ
裡
伺
細
細
ｅ
岬
今
堅
意
並
記
嘩
口
．
。
ｇ
誤
並
記
警
今

禅
如
「
選
朴
ｅ
〉
掴
」
並
犯
沌
／
〉
能
分
母
並
沌
蹄
・
・
次
仲
無
．

。
即
慕
わ
〉
辿
潅
爵
通
話
如
鞄
・
・
叩
塙

当
‐
報
伺
細
細
ｅ
岬
巡
軽
汝
並
嘩
口
．
。
（
垂
驚
三
釦
警
や
「
選
外
ｅ
〉

製
」
並
犯
沌
・
・
３
挺
分
ｎ
時
〃
や
心
汁
迅
蓮
並
記
幽
・
・
顛
仲
無
．

留
辻
論
如

記
警
／
や

。
即
異
る
〉
辿
窪

蝋
哨
帖
蝋
ぺ
剛
哨
郵
州
慨
州
蝿
腿
鰍
雌
蝿
口
．
。
馳
鮮
鯛
師
一

ロ判

。
即
異
も
〉
ｕ
潅
雷
通
話

鞠
〃
冒
痕
侭
裡
伺
拙
拙
ｅ
岬
遜
竪
章
並
嘩
ロ
・
・
３
頚
並
記
霧
や

選
外
ｅ
〉
鋼
」
辻
狛
蝿
・
・
３
稲
稼
〉
小
計
並
記
幽
・
・
次
伸
無
．

知

可

壁
{卜

0

岬
異
も
〉
辿
鰹
雷
並
記
如
迩
．
。
ｇ
誤
制
三
如
蒋
〃
今
徽

ｅ
〉
鋼
」
並
イロ
IpE

．
。
ｇ
雛
斗
舟
辻
沌
諦
・
・
次
仲
趨
．

・
叩
異
も
〉
且
潅
留
辻
話
如
鞘

・
叩
塙
侭
鞭
伺
拙
拙
ｅ
岬
逃
竪
汝
堂
誌
嘩
ロ
．
。
ｇ
議
辻
諦
蕃
Ｊ
勧

如
「
選
外
ｅ
〉
鋼
」
逆
和
沌
・
・
３
輝
舟
斗
堂
距
離
・
・
次
伸
趨
．

。
即
嫡
判
囚
伺

拙
拙
ｅ
岬
遥
遥
承
並
話
嘩
ロ
．
。
ｇ
誤
通
話
霧
Ｊ
揮
如
「
選
外
ｅ
〉

類
」
並

ｲロ
矩
・
・
３
郷
、
坤
ｎ
坤
／
や
心
汁
睡
蓮
並
記
幽
・
・
蕊
仲
趨
趨

亜
和
駄
蝋
耐
熱
穫
瑠
錘
螺
抑
剛
帆
呼
《
糾
弛
湖
仙
腿
左
並
記
嘩
口
．

．
・
次
仲
識
．

。
叩
異
も
〉
ｕ
謹
苔
並
記
如
撫
・
岬
塙
当
靭
何
Ｊ
遷
汝
並
記
瞳
ロ
。

。
ｇ
誤
辻
話
警
さ
禅
如
「
選
外
ｅ
〉
類
」
並
佃
沌
・
・
次
伸
慾
．

釦論
司くロ

・
岬
異
も
〉
ｕ
潅
留
並

迩
・
岬
姶
当
鞭
何
Ｊ
堅
惹
並
記
蕊
ロ
．
。
ｓ
韻
辻
昂
蒋
〃
Ｊ
櫛

選
外
ｅ
〉
鋼
」
辻
和
沌
／
や
心
汁
迅
型
逆
話
幽
・
・
次
伸
篭
．

、
・
岬
異
も
〉
ｕ
鱈
留
並

記
如
箪
・
岬
蕊
判
報
何
合
理
章
通
話
職
ロ
・
・
ｇ
窯
並
記
警
〃
合
禅

如
「
選
外
ｅ
〉
鋼
」
辻
犯
沌
〆
や
心
叶
蹄
遍
埜
諦
幽
．
。
×
伸
無
．

【
屋
。

咽

趨

命
．
ご
鞄

ｲロ

蝿
・
ト
づ
沌
犯
矩
・
ロ
”

沌
誰
・
ａ
・
国
）
型
口
．

言
臼
）
鞄
如

蝿
・
ト
づ
沌
犯
沌
・
四
ｍ

沌
躯
・
お
・
。
）
鞄
ロ
．

含

e

戦
4ロ

蝿
・
卜
ｄ
沌
和
蝿
・
勾
雨

距
離
・
命
・
閏
）
鞄
口
．

命
・
巴
鞄

4ロ

矩
ゐ
づ
沌
和
矩
南
面

沌
誰
・
お
・
閏
）
型
ロ
．

Ｓ
・
巴
鞄

ｲロ

蝿
．
Ｑ
［
沌
犯
蝿
・
ｑ
寸

沌
躯
・
命
・
閏
）
型
ロ
．

命

ド
…

蝋
ｲロ

矩
・
陰
ｏ
蝿
佃
沌
・
の
ｍ

矩
誰
・
ａ
・
閏
）
型
ロ
．

命
・
巴
鞄

4ロ

蝿
・
ト
ｄ
蝿
犯
沌
・
可
、

焔
誰
・
ａ
・
閏
）
幽
口
．

お
・
四
噸

ｲロ

蝿
・
の
づ
沌
和
蝿
・
勾
的

沌
躯
・
お
・
国
）
幽
口
．

命
・
巴
鞄

4ロ

蝿
・
囚
ｏ
沌
如
矩
・
”
、

沌
弗
・
命
・
閏
）
型
ロ
．

（
司
巴
型
ロ4

蝿
・
め
づ
沌
姐
蝿
・
珂
嗣

沌
難
．
零
．
閏
）
戦
口
．

念

じ

鞄
ｲロ

蝿
・
ト
づ
沌
細
沌
・
因
め

蝿
躯
．
命
・
目
）
塑
口
．

寺
．
目
）
戦
佃
沌
ふ
づ

ロ4

{n回

蝿
・
陰
、
沌
伸
無
．

四
日
蝋
犯
沌
・
卜
ｄ
蝿

ｲロ
沌
あ
爺
沌
伸
鯉
．

言
．
目
）
鞄
如
沌
あ
づ
蝿

ロイ
蝿
・
可
函
蝿
伸
趨
．

（
”
・
の
）

戦
躯
沌
・
の
づ
純
ロイ

矩
・
ト
面
沌
伸
懇
．

吹
紬
墨
函

唯
約
国
撞

。
、
［
ｌ
［
［

［
ｍ
［
ｌ
［
［

雪
ｌ
冒
堅
園

画
の
［
ｌ
【
［

め
い
【
ｌ
［
［

郵
叩
［
ｌ
［
［

い
、
［
ｌ
貝

の
の
［
ｌ
［
［

卜
の
［
ｌ
［
［

四
ｍ
［
１
コ

の
四
［
Ｉ
目

重
Ｉ
員
堅
函

。
。
［
Ｉ
目

［
の
［
ｌ
宮

函
の
【
１
画
［

函
の
［
１
画
【

寸
、
［
１
画
［

附
副

今
、
岡
叩
。
■
ｃ
４
－
ｑ
士

へ

逢
一

進
棚

（
屋
）

逢
瀬

（
睦
）

送
鞭

（
瞳
）

瞳
堀

（
廷
）

唾
瀬 蕊

（
廷
）

逢
瀬 瀧瀬一 瀧撫､_〆

（
進
）

逢
瀬 瀧湘､_〆

（
峰
）

逢
瀬 鍵

（
悼
巻

逢
瀬

へ

壁
ン

送
湘
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榊
狸

嘘
碧
升
彊

睡
判
圏
等
慨
等
出
．

迩
判
圏
等
怒
署
出
．

○
寸
１
１
口
網
》
．

○
ト
ー
国
叫
璽
．

◎

蕊
糧

ｅ
縦
ｌ
ｕ
個
如
鞠
・

睡
判
圏
等
慨
美
担
． ’

○
寺
’
四
州
〒

Ｏ
碓
蕊
担
挿

ｅ
縦
１
以
溌
如
撫
・

睡
当
‐
寺
【
ｌ
旨
．

睡
判
圏
等
慨
等
担
・

睡
判
圏
呉
慨
等
担
．

睦
判
圏
等
慨
拝
趨
．

ｏ
２
弾
収
や
唱
辿

旺
側
熊
や
白
〉
柚
Ｋ

・
○
℃
１
回
岨
．

嘩
判
圏
等
慨
等
出
．

○
の
１
回
州
｝
。

。
⑭
１
口
州
一
・

瀧
恥
・
震
佃
・
搭
墾
．
Ｈ
空

謹
洋
ｅ
斑
汁

匝
畠
．

（
掴
承

１
．
〃
紐
一
・
潮

躯
祁
油
騨
撫
剛
糾
胴
馴
馳
蝿
融
ふ
斗
船
躯
州
側
紙
剛
錦
制
蝿
甑
祁

ｌ
●

個
嵐
．
（
掴
便
〃
釦
良
．

掴
ま
〃
崖
画
・
〃
組
．

。
謝
濡
ト
ト
庖
佃
並

型
・
糊
嬬
帳
通
話
球
仔
．
（
庖
便
・
測
罵
ト
ト
懸
回
埜
呈
・

応
侭
塘
△
鎧
へ
一
Ｋ
上
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
辻
話
幽
．
（
個
承

縄
・
〃
紐

嵐
．
（
個
便
〆
佃
崖
伽
．

（
回
章
〃
晦
幽
・
〆
繍
．

。
謝
麗
ト
ト
懸
回
並
呈
・
ト
ト
ｅ
但
恨

偶
怜
並
記
惑
骨
．
（
個
便
・
潮
罵
ト
ト
塀
回
並
呈
。
へ
一
Ｋ
小

い
く
逆
垣
悟
記
せ
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
狸
回
埜
希
世
．
（
但
惹

恭雷
●●

露P

。
潮
濡
ト
ト

塀
回
個
佃
．
（
個
便
・
鑑
留
〉
巽
辻
謝
嬬
・
潮
聴
ト
ト
塀
回

個
畑
埜
呈
・
・
卜
卜
巡
（
一
Ｋ
ふ
い
く
穏
回
埜
諦
世
．
（
掴
本

襖
・
〃
佃
皿

崖
。
（
掴
痘
〃
細
田
崖
．

（
個
左
〃
崖
幽
・
〃
観
．

。

潮
需
ト
ト

並
呈
・
ト
ト
ｅ
但
恢
偶
馬
越
記
串
骨
．
（
庖
便
・
謝
需
ト
ト

瀞
回
埜
呈
・
・
卜
卜
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
並
昂
幽
．
（
掴
汝

画
墜
．
（
掴
便

匿
．
（
庖
承

縛
●

⑪

釦
い
Ｉ
一
一
張

崖
遮
・
〃
縄
．

。
瀕
羅
ト
ト
掴
捌
並
呈

・
ト
ト
ｅ
但
侭
個
梼
並
記
串
骨
。
（
掴
匠
・
潮
嬬
ト
ト
懸
回

掴
珊
埜
呈
・
・
ト
ト
懇
（
一
Ｋ
ふ
い
く
鴨
回
埜
話
幽
．
（
庖
章

へ 釦
個崖
承．
（
個
便

〃
態
幽
●〃

紐
網嵐抑
●●●

0

謝
濡
ト
ト
鴇
回

並
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
侭
個
時
並
記
球
任
．
（
掴
畳
・
潮
躯
ト
ト

鴨
回
辻
呈
・
・
ト
ト
遇
へ
一
Ｋ
ト
い
く
狸
回
並
記
世
．
（
掴
拳

・
佃
墜
い
’
一
一

切
嵐
．
（
侶
承
,張

褐

害
．
（
庖
疫

崖
璽
・
組
．

。
謝
臨
卜
十
吋
唇

回
並
呈
・
卜
十
ｓ
恒
仮
佃
柊
並
記
球
任
．
（
掴
便
・
謝
願
ト

ト
狸
回
埜
呈
・
・
卜
卜
巡
ｅ
へ
一
Ｋ
心
い
く
並
希
世
．
（
掴
承

Ⅲ
嵐
．

（
個
求

｜

’

旧〕

（
個
恒

〃
晦
画

紐
屋
．

●

F

組
●

願
ト
ト
個
佃
埜
呈
・

謹
雪
斌
卜
辿
話
獣
任

。

潔

（
掴
便
・
謝
罵
ト
ト
禦
回
強
型
．
。
』

。
（
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
並
昂
幽
．
（
掴
意

褐
・
〃
⑪

塵
や
’
一
一
恭
塞
．
（
庖
昼
〃
⑪

塵
（
庖
章
〃
瑳
頭
・
〃
観
蕊
・
・

。
潮
願
ト
ト
蝋
『

回
迩
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
狽
偶
畏
並
記
惑
任
．
（
個
便
・
糊
濡
ト

ト
懸
回
庖
佃
埜
呈
・
・
（
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
並
記
世
．
（
回
章

側
・
〃
紐

皿
崖
．
（
掴
硬
〃
靭
田
塵

．
（
掴
汝
〃
砥
・
〃
寵
．

。
謝
聴
ト
ト
鴇

回
掴
判
（
個
疫
・
謝
麗
ト
ト
狸
回
埜
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
辻

至
便
話
如
穐
・
卜
卜
巡
ヘ
ー
ド
ト
い
く
鴇
回
通
話
週
．
（
個
惹

惇

．
〃
佃
塵
．
（
掴
便
〃
掴

嵐
．
（
個
承
〃
画
・
〃
寵
。

懸
回
埜
呈
．

。
謝
羅
ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
個
畳
・
潔
願
ト
ト

。
卜
十
通
（
一
Ｋ
上
い
く
程
回
埜
昂
幽
．
（
酒
本

抑
．
〃
佃
伍

嵐
．
（
掴
硬
〃
佃
田
崖
．

（
掴
ま
〃
画
・
〃
網
．

鴨
回
埜
呈
．

。
測
願
ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
個
便
・
潮
濡
ト
ト

・
ト
ト
ｎ
ｍ
禅
掛
ト
リ
鉾
並
記
如
瀧
．
（
個
意

襖
・
〃
紐

（
掴
便
〃
佃
崖
・

蕊
副
・
監
瑠
・
〃
組"-､、
蕊掴崖
.ま.

狽
佃
時
辿
昂
惑
任
・

卜
塘
回
里
霊
中
話

。

潮
罵
ト
ト
懸
回
並
呈
・
ト
ト
ｅ
恒

趣
相
瓶
鈴
噸
儒
馴
臥
蝿
組
雌
翌
．
（
掴
章

牌
・
〃
咽
医
・

庖
便
〃
紐
塵
聖
．
（
掴
孟

蕊
副
・
凌
幽
・
〃
纏
蕊
．

。
謝
濡
ト
ト
懸
回

個
畑
．
（
掴
便
・
謝
需
卜
十
ｈ
ｍ
禅
掛
ト
型
非
並
記
組
沌
。

・
ト
ト
個
畑
堂
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ト
い
く
軽
回
埜
話
幽
．
（
個
汝

誕
蝉
ｅ
漣
酸

・
蝿
異
も
〉
且
鱈
留
通
話
如
蝋
・
岬

蕊
斗
狸
伺
Ｊ
竪
惹
堂
話
嘩
口
．
。
ｇ
鵠
辻
話
霧
ｊ
禅
細
「
醸
俳
ｅ

〉
梨
」
埜
犯
矩
／
や
心
叶
遥
型
並
記
幽
・
・
醍
錨
ｅ
話
幽
伸
趨
．

・
岬
異
る
〉
旦
淫
悪
並
記
如
瀧
・
や
徽
如
「
醸
俳
ｅ
〉
類
」

ｇ
眠
斗
号
辻
如
沌
や
心
叶
迅
型
埜
話
幽
・
・
凝
心
ｅ
話
過
仲
鍾
．

、

。
⑩
黒
も
〉
旦
蛮
留
並
昂
熊
や
蝿
。
ｇ
誤
並
話
磐
Ｊ
御
如
「
選

外
ｅ
〉
製
」
辻
佃
沌
〃
し
心
汁
蹄
函
埜
希
世
・
・
醍
話
幽
仲
無
．

・
岬
異
ら
〉
且
埋
留
埜
話
如
鞠
。
ｓ
義
並
話
蕃
今
禅
如
「
選

俳
ｅ
〉
梨
」
並
如
沌
〃
や
心
叶
蹄
壷
並
話
幽
．
。
※
記
幽
伸
纏
．

・
噸
異
る
〉
ｕ
警
晋
辻
濡
躯
鞠
。
ｓ
鵠
並
記
霧
Ｊ
禅
如
「
選

外
ｅ
〉
梨
」
堂
和
蝿
〆
も
小
汁
焼
蕊
並
記
幽
・
・
醍
話
過
仲
樫
．

・
噸
黒
も
〉
里
濯
悪
逆
希
如
鞘
・
己
誤
並
記
霧
Ｊ
禅
如
「
選
外

ｅ
〉
製
」
辻
和
沌
〃
や
心
汁
迅
埜
並
記
過
・
・
ぬ
ｅ
話
幽
仲
趨
．

。
岬
異
も
〉
辿
淫
留
埜
濡
龍
叩
撫
。
ｇ
議
埜
話
霧
ｊ
禅
如
「
選
外
ｅ

〉
鋼
」
並
如
沌
〃
や
心
俳
蹄
逼
並
話
幽
・
・
瑛
鍛
ｅ
詫
幽
伸
簿
。

。
即
異
る
〉
旦
潅
留
埜
覇
如
鞘
。
ｇ
誤
埜
話
警
ｊ
弾
如
「
醸
舟
ｅ

〉
製
」
逆
如
沌
〃
や
心
汁
睡
蓮
並
記
幽
・
・
凝
熊
ｅ
話
過
伸
寵
．

・
岬
黒
も
〉
ｕ
奮
匿
並
話
如
撫
。
ｓ
懇
並
記
番
。
禅
如
「
選

俳
ｅ
〉
梨
」
辻
犯
矩
。
ｇ
長
舟
脅
並
論
幽
・
・
熊
ｅ
希
世
仲
趨
．

・
鱈
匿
並
記
如
龍
・
多
誤
斗
号
通
話
霧
Ｊ
緬

便
通
話
蕊
ロ
．
。
ｇ
誤
辻
諦
警
〃
や
①
俳
並
掴
碧
埋
Ｊ
禅
如
「
醸

副
目
に
俳
堂
犯
沌
や
。
ｇ
蝿
〃
や
心
叶
迅
型
並
記
過
・
・
凝
仲
懇
．

。
ｓ
畏
舟
舟
並
記
霧
〃
ｓ
箔
到
報
伺
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
｛

Ｋ
巡
遷
惹
埜
話
嘩
ロ
・
・
叩
黒
も
〉
里
盤
留
並
昂
如
瀧
。
ｇ
製
や
葵

「
篭
劇
図
仁
叶
」
並
和
蝿
．
。
ｇ
龍
〉
長
舟
斗
並
記
過
・
・
醍
伸
懇
．

。
ｇ
謂
母
舟
述
記
警
さ
塙
判
報
伺
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ
巡
壁

意
並
記
唾
ロ
・
・
叩
異
も
〉
ｕ
溌
雷
埜
論
如
穐
。
ｓ
望
や
葵
「
醸
劇

目
に
畔
」
埜
躯
蝿
・
・
３
挺
〃
や
心
汁
蹄
Ｅ
並
記
幽
・
・
凝
伸
無
．

騨
款
戦
賑
醜
加
俳
L

。
ｇ
懇
並
記
警
三
蕊
侭
狸
伺
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ
巡

・
岬
異
も
〉
ｕ
潅
留
辻
溌
如
龍
。
ｓ
誤
並
記
霧
や

逆
組
沌
．
。
ｇ
鎚
母
斗
埜
沌
躯
．
。
※
仲
懇
．

。
ｇ
零
埜
話
菩
ご
蕊
当
狸
伺
里
誉
賑
追
求
〃
巡
堅
志
通
話
蕊

ロ
・
・
噸
異
も
〉
辿
窒
淫
並
昂
如
鞠
・
多
矩
舟
斗
や
葵
「
選
劇
ヨ
と

計
」
並
和
蝿
．
。
ｓ
蝿
介
舟
〃
や
心
降
遥
型
埜
希
世
・
・
凝
伸
慾
．

並
記
唾
ロ
・
・
岬
異
る

「
婆
劇
図
と
丹
」
逆
和
沌

。
ｓ
誤
通
話
霧
〃
や
営
娠
勲
章
／
遜
遥
承

〉
ｕ
鱈
雷
埜
鶏
距
如
鞘
．
。
ｓ
議
並
諦
霧
や
葵

．
。
ｇ
蛎
博
心
俳
並
記
幽
・
・
醍
仲
懇
．

屋
富
。

咽

蝿

Ｆ
・
巴
型
犯
沌
・
ト
ｄ
沌

佃
蝿
・
四
国
蝿
仲
懇
．

函
的
唖
躯
蝿
と
ｄ
矩

ロ4
蝿
と
面
沌
仲
無
．

ｍ
ド
戦
犯
蝿
・
ト
づ
極

ロ4
蝿
と
前
沌
仲
怒
．

四
の
型
躯
蝿
と
ｄ
蝿

ロ4
蝿
・
寸
・
、
沌
仲
懇
．

命
・
聖
戦

ｲロ
蝿
●

如
沌
と
ｄ
蝿

［
前
沌
伸
鍾
．

命
・
巴
戦
犯
蝿
さ
づ

沌
犯
蝿
・
”
【
沌
仲
無

ロ4

（
○
・
つ
［
）

型
如
沌
・
陰
。
蝿

沌
・
Ｑ
【
沌
仲
樫
．

可
⑩
騨
如
矩
・
ト
ｄ
蝿

ｲロ
蝿
・
屯
。
沌
仲
樫
．

”
ぬ
戦
犯
蝿
・
の
ｄ
蝿

和
沌
・
『
［
矩
仲
簿
．

お
・
巴
型
組

矩
・
ト
ｄ
蝿
如
沌
ふ
繭

沌
誰
・
命
・
閏
）
戦
ロ
．

命
・
巴
戦

ｲロ

矩
・
め
づ
沌
如
蝿
・
［
寺

蝿
弗
・
言
．
割
）
幽
口
．

命
・
巴
戦

ｲロ

矩
・
卜
ｄ
沌
如
沌
出
飼

沌
躯
・
命
・
閏
）
戦
ロ
．

命
・
巴
戦
犯

矩
・
卜
づ
沌
佃
蝿
あ
両

沌
誰
．
命
・
閏
）
鯉
口
．

［
節
戦
犯

矩
あ
づ
沌
和
蝿
・
罰
”

沌
躯
・
言
・
胃
）
戦
ロ
．

命
・
巴
戦

4ロ

矩
も
づ
沌
躯
矩
・
◎
両

距
離
・
命
・
目
）
型
ロ
．

吹
鞠
皇
国

吹
雑
国
挺

唖
＠
［
１
画
【

＠
の
［
１
画
［

重
ｌ
再
壁
画

ト
の
【
１
画
【

ｍ
の
［
ｌ
函
【

＄
『
１
国
［

○
卜
［
ｌ
函
［

［
卜
［
１
画
【

函
卜
【
ｌ
因
［

、
吟
［
１
国
［

マ
ト
［
１
国
［

窪
Ｉ
宮
墨
画

、
ト
［
ｌ
函
［

の
ト
［
１
画
［

ト
ト
【
１
画
［

三
ｌ
弓
壁
園

四
吟
［
１
画
［

の
吟
［
ｌ
函
［

騨
弗

へ

送
一

逢
瀬

（
進
）

逢
瀬

（
唾
）

逢
瀬

へ

瞳
瞳
綱

（
壁
）

逢
瀬

へ

峰
一

瞳
糊

（
峰
）

送
瀬

へ

畦
…

逢
瀬

へ

瞳
…

送
稲

（
唾
）

送
潮

へ

睦
一

瞳
翻

（
瞳
）

送
湘

へ

瞳
…

送
瀕 蕊

（
瞳
）

睡
鯛
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唾榊

翌
，
Ｈ

ﾖﾖ選

睡
判
圏
拝
慨
等
担
．

睡
卦
圏
拝
慨
等
．

’

哩
判
圏
等
慨
等
坦
．

鍵
鋼
奏
鍵
．

。
唯
温
い
／
、
型
話
幽
．

○
目
Ｉ
Ｃ
州
〒

鯉
叫
梧
慨
侶
、
．

腿
判
図
巽
緩
拝
出
．

趣
判
華
謡
．

○
ト
ー
○
州
一
・

○
の
Ｉ
侶
担
．

ｏ
ね
や
白
ｕ
超
余
話
．

睦
叫
坦
．

・
榊
車
〉

糊
塙
鐸
駕
時
且
庖
迭

．
。
○
甲
‐
‐
国
担
．

鯉
判
穏
終
時
、
．

○
マ
ー
Ｑ
鞘
学
．

鯉
呼
腐
佃
・
掻
墾
。
Ｈ
緬
垂

へ

掴
承

佃
良

（
掴
便

〃
崖
遮
●〆

,旧〕
網崖縛
●●●

佃
崖
．

（
掴
意

夕へ

ｌ
●

掴
恒
／
佃
嵐
・

崖
脳
・
〃
綿
．

皿
嵐
．

（
掴
章

〆へ

相
・
佃

庖
便
／
釦
崖
・

韓
遡
・
〆
撫
．

⑪
崖
．

（
個
惹

夕へ

侭
●

掴
硬
／
佃
崖
・

晦
脳
・
〃
縄
．

縄
．
／
釦
嵐
・

（
庖
硬
／
佃
良
．
（
掴
承

蕊
副
／
凌
画
・
〃
細
蕊
．

へ

帝
（
掴
惹

押
・
〃
⑪
良
い

（
掴
畳
〃

〃
晦
幽
．

佃
崖
．
綴
●

眉畠
承．
〆へ

態個
四便
抑
,旧〕.
細畠旧］
・・画

へ

･侭
（
個
京

側
・
〃
佃
鳥
ｌ

（
掴
疫
／
靭
良
・

〃
崖
碩
・
〃
組
．

押
・
／
佃
嵐
・

（
庖
便
〃
紐
嵐
．
（
掴
惹

蕊
副
・
産
遮
・
〃
細
蕊
．

靭
菖
．

（
掴
章

〆へ

栂
●

掴
便
〆
切
崖
・

崖
脳
・
〃
組
．

塵
伽
．

（
掴
汝

〆へ

側
・
〃
紐

掴
疫
〃
佃
嵐
・

晦
喧
・
〃
寵
．

側
・
〆
佃
田
崖
・

（
掴
便
／
佃
塵
．
（
庖
章

鰯
調
馴
・
塵
脳
・
〃
組
蕊
．

嵐
●

（
庖
便

（
個
衣
〃

側
・
〃
佃

佃
崖
智
．

画
・
〆
組
．

悼
・
／
紐

嵐
．
（
掴
Ｅ
／
佃
田
崖
・

（
掴
章
〃
晦
砥
・
〆
組
．

惇
・
〆
切
田
富
．

眉
便
〃
佃
崖
．
（
掴
ま

謹
馴
・
崖
脳
・
〃
組
蕊
．

誕
坤
ｅ
蝿
汁

需
卜
十
回
糾
堂
型
．

。
潮
需
ト
ト
塀
回
掴
荊
．
（
掴
匡
・
潮

。
（
一
Ｋ
ト
い
く
懸
回
並
記
幽
・
（
個
承

・
謝
需
ト
ト
懸

回
埜
呈
急
伸
嘆
出
鷺
や
謝
需
飛
越
話
串
任
．
（
掴
便
・
謝

霜
ト
ト
個
荊
堂
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
曝
回
並
読
過
．
（
掴
承

・
測
照
ト
ト
標
回
個
剣
．

・
謝
聴
ト
ト
懸
回
辻
呈
・
卜
十
ｈ
ｍ
謹
判
心
細
心

恒
堂
犯
沌
・
・
ト
ト
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
通
話
世
．

（
庖
匠

ご
舗
一
肇

（
個
章

・
謝
霜
ト
ト
鴨
回
掴
矧
．
（
掴
便

・
潮
聴
ト
ト
懸
回
辻
呈
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
謹
判
心
細
心
雪
吊

軍
恒
逆
佃
枢
。
へ
一
Ｋ
ト
い
く
蝉
回
〃
〉
弱
並
記
画
．
（
胆
ま

。
謝
儒
ト
ト
懸
回
掴
州
・

（
掴
便
・
剥
需
ト
ト
穏
回
並
呈
・
ト
ト
ｎ
ｍ
玉
判
心
拙
、

ｓ
吊
軍
恒
並
和
沌
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
堂
話
幽
．
（
掴
惹

便
・
潮
濡
ト
ト
ｎ
ｍ

ｇ
吊
邑
恒
並
犯
蝿
．

・
謝
照
ト
ト
塀
回
個
佃
．
（
庖

塀
回
並
型
・
ト
ト
ｎ
ｍ
〃
造
封
鍛
摘
り

・
へ
一
Ｋ
ト
い
く
懸
回
並
希
世
．
（
掴
章

謝
聡
ト
ト
懸
回
並
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
挨
個
降
並
記
球
仔
・

（
庖
便
・
潮
願
ト
ト
狸
回
辻
呈
・
・
卜
十
ｈ
ｍ
窒
判
心
細
心

昼
剖
室
恒
越
如
沌
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
通
話
週
．
（
掴
ま

・
謝
駕
ト
ト

穏
回
辻
呈
・
卜
十
ｓ
恒
恢
個
時
通
話
串
任
．
（
庖
硬
・
謝
需

ト
ト
塀
回
辻
呈
・
・
ト
ト
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
並
記
週
．
（
掴
ま

・
謝
罵
ト
ト
鴇
回
辻
型
・
ト
ト
ｅ
但
仮
個

侍
並
記
串
骨
．
（
庖
便
・
謝
馬
ト
ト
庖
捌
辻
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ

い
く
埜
垣
吟
記
竺
・
・
へ
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
並
記
週
．
（
掴
ま

・
潮
濡
ト
ト
稗
回
辻
呈
・
卜
十
ｓ
但
挨
偶
悟

辻
話
球
任
（
掴
便
・
謝
罵
ト
ト
曝
回
掴
州
並
呈
・
塞
仰
Ｊ

熊
へ
一
ｋ
小
里
話
球
骨
・
へ
一
Ｋ
小
い
く
鴇
回
並
記
世
．
（
掴
章

・
謝
需
ト
ト
懸

回
辻
呈
・
卜
十
ｓ
恒
根
佃
時
並
記
球
任
（
掴
便
・
謝
需
ト
ト

塀
回
並
呈
・
・
卜
卜
巡
へ
一
Ｋ
上
い
く
懸
回
並
記
世
．
（
掴
章

ト
ト
懸
回
辻
呈
．

。
謝
需
ト
ト
塀
回
庖
判
．

。
ト
ト
遇
へ
一
ｋ
小
い
く
逆

（
掴
硬
・
謝
罵

話
幽
．
（
掴
承

鴇
回
通
呈
．

。
謝
需
ト
ト
塀
回
庖
佃
．
（
掴
便
・
謝
罵
ト
ト

・
卜
十
通
（
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
並
記
週
。
（
掴
惹

ト
ト
懸
回
並
呈
．

。
謝
需
ト
ト
懸
回
掴
判
．
（
阻
硬

・
卜
卜
巡
へ
一
Ｋ
上
い
く
並
記
幽
・

へO

掴謝
左需

塀
回
並
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
摂
佃
怜
並
昂
球
仔

ト
ト
塀
回
埜
呈
・
・
卜
卜
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く

・
謝
需
ト
ト

（
掴
匠
・
謝
嬬

並
読
過
．
（
庖
惹

誕
坤
ｅ
漣
酸

叩
異
る
〉
ｕ
雲
留
並
記
如
撫
．
。
ｇ
誤
埜
話
磐
ｊ
酬
如
葵

「
選
刷
目
に
計
」
辻
躯
沌
や
心
叶
並
記
幽
・
・
凝
熊
ｅ
話
幽
伸
趨
．

懇
並
諦
警

・
岬
異
も
〉
里
雲
留
堂
話
如
撫
。
ｇ

／
や
葵
「
選
別
図
上
汁
」
堂
躯
沌
・
醍
如
話
幽
伸
趨
．

・
叩
塙
当
鞭
伺
里
営
賑
罰
承
巡
堅
章
並
記
嘩
口
・

「
鴎
副
目
に
汁
」
辻
犯
沌
・
・
＆
雛
や
心
叶
型
鯖
幽
．

。
ｇ
製
や
葵

。
壌
伸
趣
．

。
ｇ
懇
埜

判
報
伺
辿
営
娠
融
章
巡
遷
惹
辻
諦
嘩
ロ
・
・
ｇ
懇
並
記

収
川
鍋
」
辻
和
沌
。
ｓ
縄
〃
や
心
叶
遥
型
並
話
過
．

話
霧
／
ｓ
塙

霧
や
「
葵
醸

。
醍
伸
無
．

。
ｇ
懇
分
母
並
記
審
急
塙

卦
報
伺
里
営
賑
融
求
巡
竪
意
通
話
礎
ロ
．
。
ｓ
議
並
記
菩
や
「
奏
醸

柾
川
鋼
」
辻
如
沌
・
・
３
蝿
〆
や
心
俳
遥
埜
並
記
週
．
。
※
伸
趨
．

・
叩
塙
当
根
伺
し
Ｊ
廼
惹
並
記
唾
ロ
．
。
ｇ
誤
通
話
霧
や

「
奏
醸
柾
川
類
」
辻
犯
沌
．
。
ｓ
艇
〉
積
分
分
並
記
週
・
・
凝
仲
鐘
．

柾
川
鋼
」
並
和
矩
．

。
ｇ
講
並
話
霧
〃
や
葵
「
選

曲
叶
迅
型
並
記
幽
・
・
熊
ｅ
諦
幽
仲
撫
．

。
即
慕
わ
〉
且
鱈

晋
並
篭
如
鞠
・
叩
や
何
個
迩
軽
章
並
記
噂
ロ
・
・
〉
や
喜
橿
や
酸
ヨ

型
軍
使
悲
話
幽
辻
佃
沌
・
・
（
今
蝿
〃
や
心
叶
並
話
幽
・
・
次
伸
懲
．

・
心
慕
も
〉
ｕ
鱈
苔
並
記
如
蝋
・
壁
意
並
記
蕊
ロ
・
・
〉
垣
ｇ

擾
や
醸
目
且
軍
匠
警
話
幽
辻
犯
矩
・
磁
叶
通
話
幽
・
・
演
仲
懇
．

Ｊ
箪
章
並
昂
蕊
ロ
．
。

選
包
十
分
通
和
沌
．

噸
異
も
〉
里
鱈
爵
並
記
如
鞘

。
ｇ
蝿
や
心
汁
蹄
逼
並
話
幽
．

・
誉
賑
印
章

／
柚
之
曇
摂
や

・
凝
伸
無
．

〆
今
竪
章
並
記
嘩
口
．

や
選
目
母
舟
並
躯
沌
．

。
叩
異
も
〉
ｕ
窒
苔
埜
希
如
鞘

Ｃ
ｓ
龍
し
小
計
蹄
逼
辻
話
幽
．

。
舌
娠
副
意

珍
抽
牟
ご
銀

・
淑
仲
無
．

伺
い
Ｚ
ｌ
Ａ
一

ｏ
畿
恢
並
個
室
組

◎
蝿
物
便
且
‐
細

Ｋ
ｊ
蛭
汝
通
話
噂
口
約
異
る
〉
里
窪
匿
並
記
釦
鞠

沌
・
〃
ｇ
艇
斗
斗
〃
や
心
叶
埜
話
幽
．
。
※
仲
慾
．

里
｛
１
Ａ
一
Ｋ
〃
合

龍
・
醍
快
並
個
室
和

・
岬
蕊
叫
細
伺

逼
汝
並
話
嘩
口
・
・
噸
異
る
〉
里
蛮
留
並
稀
如

蝿
・
・
＆
躯
／
や
心
汁
並
記
週
．
。
※
伸
趨
．

ｕ
－
ｌ
Ａ
壬

へ
襲
根
堂
個
室

・
噸
塙
褐
報
何

Ｋ
Ｊ
堅
章
堂
話
嘩
口
・
耐
異
る
〉
且
窪
匿
並
論
如
撫

犯
沌
．
。
ｇ
龍
〃
や
心
叶
睡
蓮
並
記
幽
・
・
淑
仲
篭
．

。
即
塙
当
報
伺

Ｍ
Ｚ
ｌ
△
一
Ｋ
Ｊ
箪
惹
辻
垢
嘩
口
・
耐
異
も
〉
且
潅
爵
通
話
如
蝋

婆
根
型
個
室
犯
沌
・
・
３
郷
〃
や
心
汁
睡
蓮
並
記
幽
・
・
凝
仲
鍾
・

［
画
。

咽

蝿

副
冒
）
鞄
犯
沌
ら
づ
沌

佃
煙
雨
薗
沌
伸
趨
．

四
ｍ
鞄
躯
沌
あ
づ
沌

如
蝿
．
Ｑ
［
沌
仲
無
。

Ｓ
・
巴
戦
犯

矩
ら
づ
沌
躯
蝿
・
障
嗣

焔
躯
・
命
・
閏
）
戦
ロ
．

⑩
画
型
佃

沌
・
の
づ
矩
佃
沌
・
均
、

沌
沸
・
命
・
胃
）
型
口
．

命
・
巴
型
如
沌

・
マ
。
焔
犯
沌
・
ぬ
両

沌
誰
・
命
・
国
）
鞄
ロ
．

寺
．
ｇ
型
犯
沌
．
Ｑ
【
沌

犯
沌
由
両
沌
仲
趨
．

命
・
巴
鞄
佃
沌
・
四
○
焔

佃
沌
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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Ⅳ
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⑭
［
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［
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［
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［
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［
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［
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［
１
ｍ
［

の
⑩
［
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［
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［
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［
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⑩
［
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［
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［
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［
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［
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ｉ
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当
圏
等
怒
器
出
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睡
当
樫
等
坦
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睡
判
迄
謡
．
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ぬ
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州
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嘩
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圏
黒
緩
導
出
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鯉
判
迄
譜
．

’

ｏ
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担
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睦
叫
圏
署
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出
．
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叫
圏
等
緩
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出
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睡
叫
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緩
昇
担
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睡
判
圏
導
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等
担
．
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酢
罵
釦
・
掻
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淫

佃
崖
．

（
掴
承

押
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（
掴
便
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紐
崖
蛮
・

〃
崖
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〃
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崖
溌
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個
匡
〃
佃
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．

副
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崖
眠
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圭
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寵
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〃
佃
昼
．
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個
置
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崖
溌
聖
。

（
個
汝
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崖
遮
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〃
寵
．

紀
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〃
佃
田
農
・

（
個
便
〃
釦
塵
．
（
掴
承
〃
蕊

酬
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〃
監
磁
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〃
寵
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．

嵐
・
（
個
章

側
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〃
紐

（
個
便
〃
⑪
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塵
・

〃
崖
遮
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〃
組
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襖
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〃
釦
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畠
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（
個
便
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⑪
匝
崖
．

（
個
承
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注
幽
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〃
伽
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ｌ
〃
釦
崖

伽
．
（
個
便
〃
紐
崖
伽
．

（
掴
ま
〃
注
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〃
網
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ｌ
／
釦
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．
（
個

痘
〃
佃
皿
崖
．
（
但
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蕊

副
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〃
崖
幽
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〃
細
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．

梱
〃
紐

凪
農
．
（
掴
便
〃
釦
皿
崖
．

（
掴
ま
〃
脳
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〃
組
．

押
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〃
佃
嵩
．
（
個
便

〃
佃
墜
雷
．
（
掴
ま
〃
蕊

副
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〃
崖
幽
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〃
細
蕊
．

佃
田
崖
．
（
掴
便
〃

（
個
章
／
謹
脳
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釦
医
．
網
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信
釦
塵
．

（
個
承

〃へ

縛
●

掴
匠
／
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塵
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監
幽
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庫
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嵐
．
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ま
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押
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僅
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釦
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監
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．

押
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刺
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．
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掴
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幽
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紐

田
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．
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汝
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組
．
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．
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懸
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狸
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ト
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幽
．
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汝
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懸
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辻
話
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懸
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仲
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．
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．
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潮
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Ｋ
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函
１
劃
［

騨
躯

（
畦
）

峰
湘 藤

（
瞳
）

逢
瀬

（
廷
）

瞳
瀬

（
進
）

進
蝿

（
瞳
）

逢
瀬

（
睦
）

廷
堀

（
瞳
）

送
湘

へ

進
一

進
瀬

（
廷
）

進
瀬

（
蜂
）

送
湘

（
瞳
）

進
湘

（
廷
）

進
堀

（
峰
）

睦
湘

（
畦
）

逢
瀬
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櫛
謹
裂
判
君

睡
判
圏
等
慨
等
担
．

睦
当
‐
圏
等
綴
拝
趨
．

鯉
響
ｌ
圏
等
綴
等
担
．

睦
叫
圏
昇
慨
等
担
．

睡
当
圏
弄
終
等
担
．

○
の
１
口
州
〒

睦
当
‐
圏
等
綴
導
出
．

睦
当
圏
等
慨
導
出
．

睡
叫
圏
等
終
昇
坦
．

○
画
’
四
超
．

鯉
当
之
譜
．

理
ｌ
出
・

睡
判
圏
等
慨
昇
担
．

晦
当
‐
垣
蕊
．

・
榊
革
や
鐸
章
梼

熊
や
。
ｕ
霊
堂
畑
．

・
鯉
当
涯
導
出
．

駆
酢
・
馬
釦
・
悟
輩
．
Ｈ
聖

紐
富
（
掴
章
．
（
庖
匠
／

／
崖
眠

抑
●

佃
伍
葛
。

．
〃
組
．

縄
・
〃
佃
窪
瓶

崖
．
（
掴
便
／
佃
崖
．

（
腫
汝
〃
睦
凹
．
〃
鶴
・
／

｜
〃

旧］

崖
．
（
掴
厘
／
佃
匝
崖
．

（
掴
承
／
堂
幽
・
〃
綿
．

側
・
〃
佃
皿

塵
．
（
但
疫
／
紐
田
園
．

（
掴
ま
〃
注
幽
・
〃
網
．

紐
嵐
．

（
掴
ま

（
阻
便
〃

〃
画
．

，旧〕
組匡押
●●●

側
・
〃
切
皿

崖
。
（
掴
便
〃
佃
匝
良
．

（
回
章
〃
注
幽
・
〃
組
．

ｌ
／
佃
堀

溌
・
（
掴
便
／
佃
皿
皆
．

（
掴
ま
〃
蝋
・
〃
綿
．

田
崖
．

（
回
章

〆へ

恒
．
〃
紐

掴
厘
℃
佃
皆
・

崖
脳
・
〃
組
・

判
・
〃
⑪
皿
崖
．
（
掴

Ｅ
〃
紐
嵩
や
１
（
一
析
匿
．

（
掴
ま
〃
晦
瑠
．
／
配
。

網
・
〃
佃
崖
や
Ｉ
へ
一
柄
・

（
掴
憧
〃
紐
崖
．
（
掴
ま

蕊
馴
・
〃
堂
瑠
・
〃
鶴
灘
．

帽
・
〃
釦
僅

燕
．
（
掴
便
〃
紐
皿
崖
．

（
掴
ま
〃
崖
砥
・
〃
綿
．

帽
●

切
崖
．
（
個
硬
〃
佃
良
．

（
掴
ま
〃
脳
・
〃
組
．

Ｉ
／
刺
医
．

（
個
便
〃
⑪
崖
．
（
掴
ま

蕊
副
／
注
幽
・
〃
撫
蕊
．

祖
．
〃
紐
崖

器
．
（
個
便
／
⑪
田
遵
．

（
掴
ま
〃
晦
脳
・
〃
綿
．

恒
．
〃
釦

画
崖
．
（
厘
便
〃
紐
良
．

（
掴
ま
〃
画
・
〃
網
．

遜
注
ｅ
斑
朴

・
ト
ト
ｅ
恒
挨
個
碍
並
琵
球
任

回
辻
呈
・
・
ト
ト
〃
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い

◎

謝
罵
ト
ト
懸
回
並
呈
．

．
（
個
匡
・
潮
需
ト
ト
狸

く
懸
回
通
話
世
．
（
回
ま

回
辻
呈
．

。
潮
需
卜
十
導
回
掴
網
．
（
庖
疫
・
潮
罵
ト
ト
塀

。
卜
十
選
Ｓ
（
一
Ｋ
ト
い
く
馨
回
通
話
世
．
（
掴
ま

・
謝
罵
ト
ト
鴇
回
辻
呈
・

ド
ト
ｅ
恒
快
佃
柊
並
霊
惑
号
．
（
掴
置
・
剥
罵
ト
ト
懸
回
辻

呈
・
確
十
ｎ
ｍ
都
掛
ト
〃
巡
（
一
Ｋ
ふ
い
く
導
回
並
話
幽
．
（
腫
ま

・
糊
需
ト
ト

懸
回
並
呈
・
・
卜
十
ｓ
恒
挨
佃
時
並
記
球
任
．
（
回
疫
・
潮

罵
ト
ト
導
回
並
呈
・
・
へ
一
拭
卜
い
く
鴇
回
並
溌
幽
．
（
掴
ま

潮
霜
ト
ト
禦
回
埜
呈
・
・
卜
十
ｓ
恒
仮

旧
時
通
話
球
任
．
（
掴
便
・
潮
馬
ト
ト
懸
回
辻
呈
・
』
樫

へ
一
Ｋ
お
里
溌
嘩
骨
・
・
一
一
Ｋ
ふ
い
く
騨
回
辻
誌
幽
．
（
回
章

。
劉
霜
ト
ト
塀
回

並
呈
・
・
卜
十
ｓ
恒
恢
佃
時
通
話
球
骨
．
（
掴
便
・
潮
馬
ト

ト
隠
回
並
呈
・
・
へ
一
ｋ
ふ
い
く
導
回
〉
弱
並
記
世
．
（
掴
ま

。
潮
駕
ト
ト
隠
回
辻
至
．

。
潮
罵
張
制
三
率
球
任
．
（
掴
便
・
掛
ト
辻
希
如
鞭
辿
洋
・
潮

馬
ト
ト
懸
回
埜
呈
．
。
一
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
辻
溌
幽
．
（
掴
ま

。
測
馬
卜
十

懸
回
個
判
．
（
掴
匡
・
掛
恰
辻
話
如
瀧
ｕ
非
・
潮
馬
ト
ト
偲

回
並
呈
・
・
ト
ト
〃
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
禦
回
辻
溌
幽
．
（
恒
章

。
謝
罵
ト
ト
懸
回
辻
呈
・
・
卜
十
ｓ
恒
仮
佃
時

並
記
球
任
．
（
掴
置
・
爵
１
［
‐
辻
溌
如
湾
辿
弊
・
謝
罵
ト
ト
塀

回
辻
呈
・
・
ト
ト
〃
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
曝
回
通
話
世
．
（
掴
承

（
個
厘
・
斜
ト
辻

・
ト
ト
勧
掛
ト
〃

0

謝
霜
ト
ト
懸
回
掴
糾
．

霊
知
迩
辿
弾
・
剥
需
ト
ト
懸
回
型
呈
・

巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
曝
回
並
記
世
．
（
掴
ま

。
糊
需

ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
庖
便
・
掛
ト
並
第
如
迩
辿
坤
・
潮
濡
ト

ト
懸
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
導
回
多
巽
辻
溌
幽
．
（
掴
ま

。
謝
馬
ト
ト
懸
回
個
糾
．
（
掴
便
。
掛
ト
並
記
如
鞠
辿
坤
。
糊

需
卜
＋
懸
回
並
呈
．
。
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
並
記
世
．
（
掴
惹
。

。
潮
嬬
ト
ト
懸
回

掴
矧
．
（
個
便
・
掛
ト
並
溌
如
迩
辿
洋
・
潔
需
ト
ト
曝
回
辻

呈
・
・
卜
十
ｈ
ｍ
〆
避
へ
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
辻
話
幽
．
（
掴
章

0

0

潮
罵
ト
ト
懸
回
辻
呈
．

謝
馬
柴
辻
義
球
号
．
（
庖
便
・
掛
ト
通
話
如
龍
辿
弾
・
潮

馬
ト
ト
導
回
並
呈
．
。
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
通
話
世
．
（
掴
ま

。
潮
馬
ト
ト
禦
回
辻
呈
・
・
卜
十
ｓ
恒
侭
憎
悟

辻
溌
球
骨
．
（
掴
便
・
掛
ト
並
記
如
遥
辿
注
・
潔
需
ト
ト
懸

回
並
呈
・
・
ト
ト
／
通
（
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
辻
話
幽
．
（
回
章

遜
注
Ｓ
漣
肇

ｏ
岬
異
も

侭
辻
個
室
犯
矩
・
・
心
汁
遥
型
並
話
過
．

〉
ｕ
謹
匿
並
溌
如
箪
・
肇

・
醍
熊
ｅ
話
幽
〃
仲
韻
．

・
岬
異
も
〉
ｕ
雲
雷
並
記
如
鞠

ｏ
選
仮
辻
個
室
組
沌
・
・
小
計
遜
蓮
並
溌
幽
・
・
篭
Ｓ
孟
幽
〃
は
無
．

・
噸
黒
も
〉
ｕ
窪
苔
並
記
如
鞠

・
醸
挨
辻
厘
室
犯
矩
・
・
３
積
分
斗
辻
覇
幽
・
・
熊
ｅ
溌
幽
／
仲
篭
．

。
醸
快
逆
個
室
組
蝿
．

・
岬
黒
も
〉
ｕ
鱈
匿
辻
論
如
埠

。
⑲
汁
壁
型
通
話
幽
・
・
熊
ｅ
話
幽
〃
伸
趨
．

。
叩
黒
も
〉
ｕ
墾
爵

。
鴎
槙
強
個
室
犯
沌
・
・
心
俳
迅
亜
辻
諾
幽
・
・
熊
ｅ
溌
幽
＋6
〆一

蕊
・瀧

ｏ
岬
異
る
〉
ｕ
窪
苔
辻
話
如
瀧
・
壁

供
述
個
室
如
矩
・
・
心
叶
遜
並
並
溌
幽
．
。
※
熊
ｅ
溌
幽
〃
伸
無
．

ｏ
叩
や
に
掴

。
醸
快
辻
掴
蓮
犯
矩

辻
琵
嘩
口
ご
塘
当
料
ｕ
須
雰
坤
叩
ｅ
応
兵
鴇
如
塑

・
・
３
挺
や
心
汁
遜
並
並
誌
幽
．
。
※
／
仲
韻
．

・
叩
や
に
掴
並
溌
嘩
ｐ
ご
塘
当
伺
辿
長
斗
叩
ｅ
応
灸
話
如
湾

。
鴎
挨
並
個
室
和
沌
．
。
ｇ
龍
〉
積
分
牙
辻
溌
幽
・
・
醍
伸
樫
．

・
岬
や
仁
廻
辻
溌
嘩
同
三
嫡
叫
伺
辿
長
斗
叩
曇
心
長
話
如
鞠
・
醸

複
逆
個
室
組
矩
．
。
ｚ
蝿
ｎ
才
舟
／
や
心
叶
睡
蓮
辻
話
幽
・
・
波
伸
趨
．

。
叩
や
に
廻
辻
溌
嘩
口
二
鴇
叫
伺
旦
灸
斗
叩
畳
心
長
話
如
鯉

ｏ
鴎
恢
辻
個
室
犯
沌
．
。
ｇ
寵
や
心
汁
通
話
幽
・
・
次
伸
趨
。

。
岬
や
に
掴
並
記
噂
ロ
言
慣
当
伺
型
長
舟
叩
昼
心
灸
諦
如
鞭

・
選
根
辻
庖
室
躯
傾
・
・
３
挺
や
心
叶
辻
話
幽
・
・
浜
は
無
．

。
岬
ヤ
に

。
醸
挨
辻
個
室
躯
掴
並
溌
蕊
口
冒
便
当
伺
型
粂
斗
心
曇
り
や
話
如
埠

沌
・
・
３
挺
／
や
心
俳
遥
型
並
記
幽
・
・
醍
伸
鰹
．

。
岬
や
仁
廻
辻
話
嘩
口
昏
蕊
叫
伺
ｕ
長
斗
叩
皇
心
長
話
如
瀧

。
醸
挨
辻
掴
蓋
犯
矩
・
・
３
蝿
〃
や
心
俳
並
記
幽
・
・
次
伸
鋲
．

・
ゆ
ゃ
に
掴
並
記
嘩
口
胃
侭
当
伺
辿
長
舟
叩
曇
心
長
話
如
箪

ｏ
選
恢
並
庖
壷
犯
矩
．
。
ｇ
蝿
〃
や
心
叶
廷
並
並
溌
幽
・
・
凝
伸
無
．

。
岬
ヤ
に
掴

。
畿
恨
辻
個
室
犯
沌

辻
話
嘩
口
胃
宍
当
伺
辿
長
号
心
舎
心
粂
詫
如
蝿

・
・
３
挺
／
や
心
叶
網
馬
葛
三
知
幽
・
・
次
伸
錘
。

声
』
。

咽

斑

の
画
型

如
沌

ロイ
矩
・
の
づ
矩

●

ぬ
○

戸

〔
血
』１

仲
無
．

ｲﾛ珂
沌”

･蝋
Q4p
胃

矩

{咽．

仲”
無。
｡{咽

ロ4

（
の
。
⑯
）
↓

鞄
和
矩
・
喝
○
蝿

矩
．
。
函
沌
伸
慾
．

ｲロ

師
。
⑩

戦
犯
矩
・
め
づ

矩

蝿
・
『
函
沌
仲
撫
。

ロ4

戦
ロ4

》
・
ぬ

矩
・
ゆ
づ
矩

矩
．
Ｑ
［
沌
伸
錘
．

犯
沌
･湖
Qイロ
胃沌

1堰，

”
・

叩
・
○
伸
趨
･矩t～

{pE
雅四
。
宮

おI咽一；
罰4口ご
己沌幽
塑・｛ロ
ロ引咽
”

ト
・
○

言
・
巴
姻

|咽
ロイ

ｲロ
矩
●

蝿
・
弓
寸
沌

卵
．
（
司
閏
）
幽
口
．

矩

命
・
日
）
唖

ロイ
矩
●

Ｑ
［
矩
犯
沌
・
の
”

躯
・
言
・
閏
）
塑
口
．

念
・
ヨ
）
鞄

マ
○
矩
ロイ

ロ4
蝿
●

矩
・
副
”

矩
雅
・
食
・
国
）
鯉
口
。

命
・
臼
）
戦

、
○
矩
ロ4

ロイ
矩
●

蝿
・
函
両
極

誰
・
命
・
国
）
馳
口
．

I0E

。
ｏ
沌

瀧
・
Ｓ 命

c､jｲﾛ巴
ご矩姻
幽・イロ
ロ剛pE
．”

お
・
ｅ
戦

可
○
蝿
ロ4

ロイ
{咽
●

矩
・
［
菌

距
離
・
寺
・
国
）
型
ロ
。

蝿

命
・
白
）
唖

ロ4
{ﾛE
●

可
○
沌
和
蝿
・
函
．
、

誰
・
命
・
国
）
戦
ロ
．

IpE
マ
。
沌

誰
・
命
命

聖
戦
和
沌

躯
沌
．
。

、
胃
）
過
ロ
“

ﾛ伽に
軸雑
区墨
瞳園

◎
国
Ｉ
寸
［

冒
函
ｌ
》
［

昌
函
ｌ
寸
［

”
［
函
ｌ
寺
［

》
［
雨
ｌ
寸
【

の
［
函
ｌ
寺
［

①
［
函
ｌ
寸
［

ト
［
函
ｌ
寺
［

三
Ｉ
弓
墨
画

の
［
函
ｌ
寺
［

の
［
函
ｌ
寺
〔

ｏ
困
函
ｌ
》
［

［
函
函
１
吋
［

因
函
函
ｌ
寸
［

、
函
函
ｌ
寺
［

マ
図
画
Ｉ
寸
再

廻
誰

（
瞳
）

送
淑

（
陸
）

瞳
瀬

（
廷
）

逢
瀬

（
唾
）

峰
湘

（
壁
）

瞳
湘

（
瞳
）

逢
瀬

（
峰
）

送
湘

（
瞳
）

睦
湘

（
唾
）

送
鯛

（
瞳
）

睦
湘

（
廷
）

瞳
瀬

（
瞳
）

廷
瀬

（
廷
）

送
湘

（
畦
）

畦
鯛

（
進
）

畦
棚
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唾
裂
Ｈ
電

睡
判
迄
謡
．

睡
判
圏
呉
慨
等
坦
．

趣
判
圏
黒
慨
等
担
．

。
唯
黒
い
く
ｕ
話
幽
．

0

卜
八
Ａ
一
［
。

聾
１
超
．

○
の
１
回
州
一
・

睡
判
圏
異
怒
等
坦
．

睡
判
圏
等
慨
等
担
． I

睦
当
催
拝
担
．

睦
判
圏
美
隈
弄
坦
．

睡
判
圏
等
慨
導
出
．

睦
判
華
舗
．

睦
叫
圏
催
担
．

睡
判
圏
催
担
．

蝿
呼
願
掴
・
搭
墾
・
判
圭

押
・
〃
紐

田
閏
．
（
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佃
田

崖
．
（
個
便
〆
佃
皿
嵐
・

（
掴
意
〃
崖
四
・
〃
組
．

（
個
笹
〃
叫
営
．
〃
剥
離
斎

傷
議
崖
幽
．
／
組
蕊

昼
●

（
は
湘
渥

抑
．
〃
佃

佃
崖
鯉
．

脳
・
〃
組
．

佃
菖
．
（
個
便
〃

（
掴
承
〃
蝋
．

，旧］
寵嵐側
●●●

縄
・
〃
佃
田

畠
．
（
掴
便
〃
細
田
崖
・

（
個
惹
／
態
幽
・
〃
寵
．

皿
塵
．

（
個
汝

〆へ

稗
・
〃
咽

個
便
〃
佃
崖
・

崖
脳
・
〃
組
．

誕
非
ｅ
塊
朴

・
潮
需
ト
ト
隠
回
並
呈
。
卜
十
ｓ

馳
納
側
味
馳
識
制
報
・
・
一
躯
侭
叱
側
糾
剛
蝿
帥
雌
押
蝿
胤
鋤

・
鯛
罵
ト

ト
懸
回
堂
至
。
卜
十
ｓ
恒
恢
偶
時
並
読
球
任
．
（
掴
便
・
潮

蕊
ト
ト
懸
回
埜
呈
』
。
へ
一
ｋ
ふ
い
く
程
回
並
話
幽
．
（
掴
章

回
個
剣

並
型
。

・
潮
嬬
ト
ト
鴫

．
（
掴
憧
・
僻
ト
埜
諦
如
穐
型
樺
。
糊
需
ト
ト
懸
回

。
ト
ト
ｎ
ｍ
〃
遇
う
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
埜
昂
幽
．
（
掴
章

；
．
（
掴
便
・
掛
ト
通
話
如
撫
辿
弊
・
糊

・
へ
一
徹
ふ
い
く
塀
回
埜
話
幽
．
（
掴
章

雛
納
Ⅷ
緋
削
識
制
判
．

・
測
照
卜
十
鴨
回
並
呈
・
卜
十
ｓ

。
｝
湘
侭
帖
側
糾
酎
蝿
獅
雌
州
燕
臥
鋤

特
埜
誌
球
仔

懸
回
並
呈
．

・
鯛
罵
ト
ト
狸
回
埜
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
供
偶

．
（
掴
便
・
掛
ト
並
記
如
埠
辿
坤
・
謝
需
ト
ト

・
卜
十
選
か
演
卜
い
く
鴇
回
並
記
世
．
（
掴
求

卜
懸
回
個
珊

穏
回
埜
呈
．

・
謝
駕
卜

．
（
個
便
・
掛
恰
並
記
如
龍
且
非
。
糊
駕
ト
ト

。
ｆ
卜
巡
へ
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
並
希
世
．
（
個
承

回
掴
畑
・

埜
呈
．

。
潮
罵
ト
ト
塀

（
掴
便
・
僻
ト
並
記
如
鯉
辿
蝉
・
鯛
願
ト
ト
標
回

。
ト
ト
ｎ
ｍ
巡
へ
一
Ｋ
小
い
く
塀
回
並
記
世
．
（
掴
章

回
庖
畑
・

並
呈
．

◎

・
謝
需
ト
ト
塀

（
個
便
・
醤
ト
埜
話
如
篭
旦
禅
・
劉
罵
ト
ト
懸
回

ト
ト
ｎ
ｍ
遇
へ
一
Ｋ
小
い
く
塀
回
並
記
世
．
（
庖
迭

記
凍
仔

埜
型
．

。
謝
麗
ト
ト
懸
回
逆
呈
・
卜
十
ｓ
但
恢
佃
怜
並

．
。
Ｌ
朋
咽
皿
糊
非
噛
綿
州
側
鯉
醜
蜘
鋤
雌
小
朴
剛
姐

嬬
卜
＋
塀
回
個
州

ト
ト
懸
回
埜
呈
．

．
（
個
便
・
斜
ト
越
希
如
蝋
旦
樺

・
ト
ト
瓢
（
一
Ｋ
ふ
い
く
並
記
幽
・

。

糊

へ0

個謝
惹鴇

願
ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
掴
便
・
潮
需
ト
ト
瀞
回
埜
呈
．

ｋ
ふ
い
く
鳴
回
並
鞭
ｅ
し
む
灸
辿
蕊
ロ
小
袋
話
幽
．

。。

糊
へ
一

（
個
惹

・
瀕
嬬
ト
ト

鳴
回
個
畑
．
（
個
匠
。
糊
聴
卜
卜
懸
回
塑
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
狸
回

並
次
ｅ
く
論
嘩
ロ
．
。
へ
一
Ｋ
や
い
く
３
羽
並
記
世
．
（
回
章

卜
懸
回
埜
型
．

。
謝
黒
ト
ト
懸
回
個
矧
．
（
掴
厘

・
ト
ト
〆
迩
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
並
記
世
．
。
謝
濡
卜

（
庖
章

皇
●

。
糊
願
ト
ト
懸
回
掴
佃
．
（
掴
便
・
醐
綴
ト
ト
導
回
辻

・
ト
ト
懸
回
〃
遇
へ
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
並
記
幽
・
（
掴
ま

謹
樺
ｅ
麹
酸

遮
串
根
通
個
室
組
蝿
．

・
岬
蕊
判
報
伺
辿
長
号
岬
曇
小
使
話
如
軽

想
叶
迷
型
通
話
世
．
。
×
熊
ｅ
話
幽
仲
懇
．

。
醸
狽
並
掴
遁
犯
矩
．

・
岬
嫡
判
報
伺
里
長
舟
心
曇
心
長
話
如
埠

韻
叶
遥
型
埜
話
幽
・
・
醍
心
ｅ
昂
幽
仲
錘
．

口
・
・
醸
根
並
個
室
犯
沌
．

。
ｇ
蕊
並
記
霧
や
誉
賑
融
章
並
記
噂

Ｃ
ｓ
寵
〉
長
分
母
通
話
過
・
凝
仲
錘
．

・
岬
輪
当
裡
伺
里
営
賑
罰
惹
辻
話
嘩
口
・
・
霞
快
並
個
室
細

心
型
恨
章
昂
過
越
組
矩
．
。
ｇ
躯
〃
や
心
俳
並
記
幽
・
・
凝
伸
懇
．

。
岬
輪
判
裡
伺
旦
蚤
娠
罰
惹

。
ｕ
侭
汝
話
幽
並
佃
沌
．

像
迩
堅
惹
並
記
蝿
ロ
・
・
肇
恢
並
掴
遁
柚

。
ｇ
郷
〉
寂
舟
、
咋
並
昂
幽
．
。
※
仲
趨
．

・
叩
塙
判
碑
伺
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ
並
記
嘩
口
・
・
選
恢
辻
個
室
抽
心
型

糎
章
記
幽
並
組
沌
・
・
ｇ
郷
〃
や
心
叶
遜
型
埜
諦
幽
．
。
※
伸
鍾
．

・
叩
塘
判
靭
伺
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
－
Ｋ
通
話
嘩
口
・
・
選
供
逆
個
室
柚
。
ｕ

恢
惹
読
過
辻
北
極
．
。
ｇ
躯
／
や
心
汁
壁
幽
並
記
幽
・
・
次
伸
無
．

・
岬
鶏
判
報
伺
Ｍ
ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ
並
嘩
ロ
・

壷
抽
。
ｕ
侭
惹
話
幽
並
佃
沌
．
。
ｇ
鎚
舟
舟
並
沌
誰
．

。
畿
侭
埜
掴

ｏ
天
体
龍
．

・
叩
塙
判
咽
伺
Ⅷ
Ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ
述
話
嘩
口
・
・
選
恢
並
庖
撞

柚
Ｃ
ｕ
根
左
記
幽
並
犯
沌
．
。
ｇ
蝿
〃
や
心
叶
並
記
世
・
凝
伸
無
．

。
選
担
並
個
室
柚
ｆ
里
狽
承
記
幽
埜
和
沌
・
・
凝
熊
ｅ
希
世
伸
趨
．

。
選
仮
並
掴
壷
抽
。
里
快
左
記
幽
並
和
沌
．
。
※
熊
ｅ
話
幽
伸
漣
．

。
ｇ
謬
斗
舟
並
記
蕃
・
・
岬
や
唱
便
や
劇
迄
話
警
ご

ｕ
誉
眼
副
使
心
会
話
世
．
。
ｓ
艇
〉
畏
舟
牙
並
記
過
・
・
輪
判
細
伺

醍
仲
懇
．

ｕ
営
娠
緬
便
心
長
話
幽
ｏ
ｆ
坤
如
熊
長
分
母
通
話
蕃
墓
塙
判
報
伺

．
。
ｇ
艇
〉
拭
号
斗
埜
希
世
・
・
次
仲
趨
。

。
ｓ
零
分
斗
通
話
警
三
塙
判
鞭
伺
Ⅷ
Ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ

〆
巡
壁
惹
呼
皇
如
廼
・
・
ｇ
鎚
〆
〉
畏
斗
舟
並
記
世
．
。
※
伸
無
．

。
ｇ
零
分
斗
並
記
番
ご
蕊
当
報
伺
Ⅷ
Ｚ
ｌ
△
一

Ｋ
巡
壁
章
小
袋
希
世
．
。
ｇ
蝿
〃
〉
寂
十
斗
並
記
幽
・
・
淑
仲
慾
．

§
咽

潤

、
“
戦
犯
矩
・
卜
づ
蝿

如
蝿
．
ｏ
薗
沌
伸
趨
．

の
ド
型
如
沌
ら
づ
矩

ｲロ
沌
・
［
・
［
沌
仲
無
．

言
・
巴
遡
和
沌
．

・
寺
づ
沌
犯
蝿
も
両

惚
誰
・
命
．
割
）
鞄
ロ
．

可
”
幽
如

矩
・
↑
づ
沌
躯
蝿
・
ト
両

沌
諦
・
珂
昌
型
ロ
．

珂
四
塑
佃

沌
由
ｄ
沌
如
蝿
・
唖
、

沌
誰
・
Ｐ
・
目
）
戦
ロ
．

Ｓ
・
巴
型
和

沌
も
づ
矩
和
沌
・
の
、

沌
誰
・
命
・
閏
）
鞄
ロ
．

Ｓ
・
日
）
鞄
如

沌
あ
づ
極
細
蝿
・
『
ぬ

沌
諦
・
守
・
閏
）
哩
口
．

倉
・
日
）
蝋
犯

沌
あ
づ
沌
和
蝿
・
哩
嗣

蝿
雅
．
Ｓ
・
閏
）
型
ロ
．

命
・
巴
蝋
組

沌
肉
づ
沌
佃
蝿
と
両

沌
詑
・
命
・
閏
）
型
ロ
．

の
冒
幽
如
沌
・
の
づ
沌

如
蝿
ふ
・
［
沌
仲
懇
．

命
ド
）
幽
犯
極
あ
づ
蝿

犯
沌
山
・
［
矩
仲
慾
． 函

。
、

距
離
・
宮
・
日
）
幽
口
．

函
・
駒

蝿
躯
・
ａ
・
巴
鞄
ロ
．

卜
・
函

蝿
誰
・
命
・
閏
）
戦
口
．

郵
・
、

沌
誰
・
寅
・
日
）
戦
ロ
．

叩
帥
塁
国

吹
約
国
蝿

。
寸
画
１
ｍ
【

［
守
函
１
ｍ
［

函
寺
函
１
ｍ
［

、
寺
函
１
ｍ
［

マ
マ
函
１
ｍ
［

ぬ
ぐ
画
１
ｍ
［

の
寸
函
’
ぬ
［

陰
寸
函
ｌ
の
【

⑭
守
函
ｌ
の
［

の
司
函
ｌ
の
［

。
、
函
ｌ
の
［

［
ぬ
因
’
＠
【

因
、
因
ｌ
の
［

め
い
函
ｌ
宮

ぐ
ぬ
函
’
＠
【

蝿
部

（
瞳
）

逢
潮

（
瞳
）

瞳
糊

へ

逢
一

蜂
糊

（
産
）

逢
瀬

へ

瞳
一

送
棚

（
瞳
）

臆
糊

（
唾
）

聡
淑

（
唾
）

瞳
糊

（
瞳
）

蜂
鯛

へ

産
…

送
網

（
睦
）

蜂
鯛

（
町
）

聡
鯛

（
町
）

屋
瀬

へ

町
一

逢
瀬

（
町
）

瞳
潮
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』畷、

碧
判

ー一

睡
判
圏
等
慨
昇
担
． ’ ’

。

ね
や
も
里
竺
剥
．

屋
隈
△
｛
［
ｌ
く
．

照
ｌ
岨
．

睡
判
圏
弄
慨
導
出
．

睦
判
圏
昇
慨
等
担
．

瞳
判
寓
ｌ
閏
．

趣
判
圏
等
慨
昇
担
．

曜
判
圏
等
慨
昇
担
．

睡
判
圏
呉
慨
昇
超
．

趣
判
華
電

睡
判
圏
等
緩
呉
坦
．

睦
判
圏
昇
慨
等
超
．

睡
判
華
謡

純
恥
・
願
佃
・
笹
磐
．
Ｈ
恕

へ

柄
●

（
個
章

抑
．
〃
佃
棲
‐

（
掴
便
〃
佃
崖
・

〃
蟻
画
・
〃
組
．

ｌ
〃
刺
Ⅲ

崖
．
（
掴
僅
〆
佃
皿
崖
．

（
掴
ま
〃
崖
幽
・
〃
寵
．

皿
隠
〒

（
個
承

〃へ

鴨
・
〃
紐

個
控
〃
佃
塵
・

晦
画
・
〃
網
．

/-､伍

個塵
章．
′へ

稗
．
〃
⑪

個
疫
〃
佃
昌
・

崖
幽
・
〃
組
．

へ

掴へ
汝個縛

画
便。
ゲタ

蝿墨
瓶瓶
寵艇郷
●●●

皿
抵
阿
琳

惇
・
〃
紐

個
便
／
佃
崖
．

函
・
〃
寵
．

牌
・
〃
釦

嵐
．
（
個
畳
／
釦
、
嵐
・

（
阻
ま
〃
瑳
幽
・
〃
組
．

’

釦
楓

閏
．
（
個
便
〃
佃
伍
塵
・

（
掴
，
家
〃
砥
・
〆
組
．

佃
嵐
．

（
個
汝

′へ

抑
●

個
便
〃
佃
塵
・

晦
圃
・
〃
組
．

恒
隠
〒

（
個
汝

"へ

押
・
〃
紐

個
厘
〃
佃
崖
・

監
幽
・
〃
寵
．

縛
・
〃
佃
墜
ト
ー
へ
一
柄
・

《
譲
鎚
〆
蕊

抑
●

振
雷
．

（
掴
承

●
佃
崇
‐
尋

（
個
便
／
佃
墜
・

像
晦
賦
・
〃
寵
．

崖
．
（
掴
便
押
・
〃
佃
伍

〆
佃
田
崖
．

（
掴
ま
〃
喧
馬
．

組
●

将
．
〃
佃
皿

崖
．
（
個
便
〃
制
皿
墜
・

（
掴
ま
〃
凌
賦
・
〃
組
．

毒（掴
章

〆へ

鴨
・
〃
⑪

掴
硬
〃
佃
崖
・

塵
幽
・
〆
纏
．

誕
蝉
ｅ
斑
汁

。
潮
嬬
ト
ト
鳴
回
個
判
．

。
ト
ト
穏
回
並
呈
：
。
（
一
Ｋ
小
い
く
蝋
畳
回
埜
覇
幽
．

一

個個
意便

鴨
ト
ト
懸
回
埜
呈
．

●
潮
罵
ト
ト
懸
回
掴
畑
．
（
個
便
・
潮

。
（
一
Ｋ
心
い
く
塀
回
並
記
世
．
（
庖
章

・
調
畷
ト
ト
縛
回
個
佃
．
（
個
便
・
翻
願
ト
ト
懸
回
埜

呈
・
・
へ
一
Ｋ
心
い
く
懸
回
埜
道
悟
話
竺
心
長
話
遇
．
（
個
永

星
●

。
謝
臨
ト
ト
懸
回
掴
剣
．
（
個
便
・
潮
羅
ト
ト
鴇
回
並

。
（
一
Ｋ
小
い
く
鴇
回
埜
垣
牒
昂
鐘
小
袋
話
幽
．
（
掴
章

。
謝
羅
ト
ト
ｎ
ｍ
塀
回
個
矧
．
（
個
便

卜
ｎ
ｍ
懸
回
埜
呈
・
・
（
一
滴
小
い
く
塀
回
埜
話
幽

。
謝
駕
卜

．
（
掴
ま

願
ト
ト
懸
回
埜
呈

・
謝
罵
ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
個
便
・
潔

．
・
へ
一
Ｋ
小
い
く
鳴
回
並
話
幽
．
（
個
章

。
ト
ト
埋
回
埜
至
・
卜
十
ｓ
恒
快
佃
梼
通
読
球
骨
。

・
醐
麗
ト
ト
程
回
埜
呈
・
・
一
一
Ｋ
ふ
い
／
、
並
話
幽
．

一

個個
意便

ト
ト
狸
回
埜
呈
．

。
糊
願
ト
ト
鴇
回
掴
畑
．
（
掴
便

ｏ
卜
十
通
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
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話
霧
／
冒
恒
当
咽
伺

巡
軽
求
心
長
話
過
・
・
３
艇
〃
や
心
俳
遜
並
並
話
幽
．

。u鞭
次営如
仲娠鍛
趨副長
・控舟

。
滋
如
拍
謂
ル
ル
通

話
霧
・
・
叩
や
略
章
や
劇
垣
話
菩
ご
塙
判
報
伺
辿
営
娠
細
便
巡
壁

章
呼
重
如
幽
・
・
３
龍
斗
舟
〃
や
心
叶
焼
豆
辻
話
幽
・
・
醍
仲
鎧
．

。
ｇ
零
斗
舟
越
話
菩
／
冒
偲
叫
報
伺
仙
工
ｌ
△
一
Ｋ

嫁
巡
壁
汝
少
皇
知
幽
・
・
＆
騒
分
心
３
〕
ぬ
俳
並
話
幽
・
・
凝
伸
無
．

。
ｓ
講
制
三
知
零
ｓ
塘
判
報
伺
叩
Ｚ
ｌ
Ａ
一
Ｋ

巡
壁
意
心
粂
話
幽
・
・
３
艶
斗
斗
〃
や
心
俳
並
記
幽
・
・
凝
伸
無
．

・
岬
藷
叫
報
伺
巡

竪
さ
心
長
話
幽
・
・
叩
掲
や
心
叶
並
記
幽
・
・
醍
鋪
ｅ
話
幽
伸
無
．

や
唱
承
や
卿
幸
話
審
／
雷
や
叫
報
伺
辿
営
娠

世
・
・
ｇ
雛
、
坤
斗
／
し
‐
心
俳
遥
淵
葛
三
如
幽
．

岬

罰
恒
／
巡
箪
章
小
袋
話

0

次
熊
ｅ
聡
口
伸
樫
．

圭
〆
巡
壁
承
心
長
話
週
．

Ｏ
《
一
浬
錨
捕
一

Ｃ
ｓ
縮
へ
〃

話
霧
〃
ご
塙
判
靭
伺
Ⅷ
Ｚ
ｌ
Ａ

や
心
汁
並
記
幽
・
・
次
仲
慾
．

宮
屋
。

咽

斑
寺
・
”

沌
弗
・
倉
・
目
）
型
ロ
．

の
・
の

沌
躯
・
食
・
目
）
唖
ロ
．

の
．
、

沌
雛
・
守
・
日
）
幽
口
．

○
０
寺

沌
雅
・
お
・
胃
）
型
ロ
．

ｍ
・
的

沌
誰
・
ａ
・
目
）
型
ロ
．

函
ｏ
守

距
沸
・
命
・
臼
）
幽
口
．

い
ぶ
沌
仲
鎧
．

の
。
、

沌
伸
趨
肉
・
国
鞄
口
．

副
函
沌

仲
鯉
．
Ｇ
・
目
）
鞄
ロ
．

ﾛにﾛに
軸約
函呈
挺国

○
吟
函
ｌ
ト
［

［
↑
園
ｌ
ト
［

函
卜
函
ｌ
ト
［

”
卜
国
ｌ
ト
［

ミ
ー
雪
皇
国

マ
ト
函
ｌ
ト
［

の
ト
函
Ｉ
卜
［

の
ト
函
ｌ
ト
［

ト
ト
園
ｌ
吟
［

の
ト
函
ｌ
卜
［

騨
誰

（
庭
）

蜂
鯛

へ

睦
…

睦
瀬

へ

逢
…

蜂
糊

へ

廷
…

逢
瀬

へ

廷
…

蜂
湘

へ

進
一

送
湘

へ

進
一

睦
瀬

へ

瞳
一

送
棚

へ

騨
一

睦
瀬
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馬
ｌ
窃
巴
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榊
耀

唖
署
Ｈ
望

噛
判
圏
等
怒
等
担
．

噛
当
圏
等
慨
拝
趨
．

睡
判
圏
等
終
拝
趨
．

睡
判
圏
等
緩
拝
趨
．

趣
判
圏
等
慨
等
担
．

噛
叫
圏
等
慨
等
担
．

・
ね
羊
も
蛙
捌
．

睡
叫
圏
得
緩
昇
担
．

睦
判
圏
昇
慨
昇
．

卿
迄
鶏
程
辿
掴
網
．

睦
判
圏
等
慨
等
．

ね
や
白
且
霊
鐘
畑
．

鞭
１
Ｐ
［
．

。
３
Ｊ
蜘
鍛
痕
溌
扇
。
’

腿
帥
・
需
佃
・
悟
輩
．
Ｈ
空

側
・
〃
紐

崖
。
（
掴
便
／
佃
田
崖
・

（
個
意
〃
幽
馬
・
〃
観
．

祖
．
〃
釦
伍
崖
・

（
掴
憧
〆
切
塵
小
ｌ
へ
一
帝

．
（
個
章
〃
磁
・
〃
組
．

掴
良
．
（
個
汝

〆へ

閃
●

個
匠
〆
切
嵐
・

晦
磁
・
〃
鯛
．

惇
．
〃
切
墜
．

（
庖
長
・
榊
華
桑
程
護
皿
〃
紐
伍

塵
．
（
掴
ま
〃
遮
畏
・
〃
観
。

側
・
〃
佃
崖
．
（
掴

厘
〃
佃
崖
●
い
Ｉ
へ
一
柄
晋
．

（
個
章
〃
晦
幽
・
〃
網
．

佃
崖
．

（
掴
承

Pへ

押
●

掴
便
／
釦
窪
喋

監
脳
・
〃
組
．

押
・
〃
佃
恒

崖
．
（
掴
便
〆
佃
匝
畠
・

（
個
意
／
晦
脳
・
〃
組
．

１
．
〃
咽
良
●
い
’
へ
一
柄

雷
．
（
掴
宝
／
切
恒
崖
・

（
掴
ま
〃
注
幽
・
〃
縄
．

側
・
〃
⑪
恒

崖
．
（
掴
硬
〆
切
Ⅲ
嵐
．

（
掴
ま
〃
凌
画
・
〃
組
。

縄
・
〆
佃
良
恥
ｌ
へ
一

柄
留
。

（
掴
ま

Pへ

掴
腫
／
佃
崖
・

崖
画
・
〃
組
。

ｌ
・
〃
紐
崖
窪
留
．

．
（
掴
便
〃
咽
崖
窪
留
・

（
個
章
／
幽
畏
・
〃
寵
．

誕
洋
ｅ
坦
朴

庖
硬
・
謝
嬬
ト
ト
鴇
回
並
至

・
潮
願
ト
ト
懸
回
個
判
・

・
翌
梼
鮮
麗
並
記
週
．
（
掴
承

◎

潮
罵
卜

卜
馨
回
並
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
仮
個
特
並
記
球
仔
（
掴
昼
・
謝
需

ト
ト
鴇
回
並
呈
・
・
ト
ト
鰹
（
一
ｋ
ふ
い
く
並
記
幽
・
（
掴
汝

。
謝
罵
ト
ト
標
回
個
州
（
個
便
・
潮
濡
ト
ト

懸
回
並
呈
・
・
卜
卜
巡
へ
一
Ｋ
ト
い
く
鴇
回
通
話
世
．
（
掴
惹

。
謝
聡
卜

卜
懸
回
並
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
担
個
梼
並
記
球
任
．
（
個
便
・
謝

照
ト
ト
鴨
回
並
型
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
埜
昂
過
．
（
掴
承

・
測
嬬
ト
ト
鴇
回
掴
珊
．
（
但
便
・
糊
罵
ト
ト
塀
回

埜
呈
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
鴨
回
並
詰
幽
．
（
掴
意

・
謝
願
ト
ト
塀
回
個
州
。
（
掴
便
・
謝
駕
ト
ト
塀
回
並

呈
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
／
遇
へ
一
Ｋ
小
い
く
程
回
並
希
幽
．
（
掴
承

・
糊
鰐
ト
ト
懸
回
個
捌
．
（
掴
便
・
謝
需
ト
ト
瀞
回

並
呈
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
並
記
世
．
（
個
汝

。
潮
嬬
ト
ト
聯
回
掴
畑
．
（
掴
使
・
瀕
濡
ト
ト
塀

回
並
呈
・
・
ト
ト
〃
遇
（
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
並
記
世
．
（
掴
ま

・
翌
侍
慨
麗
（
個
憧
・
潮
駕
ト
ト
塀
回
辻

型
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
〃
巡
へ
一
ｋ
ふ
い
く
塀
回
並
記
週
．
（
掴
章

◎

潮
濡
ト
ト
懸
回
並
呈
．

隙
十
ｓ
但
根
佃
侍
並
話
球
骨
．
（
掴
厘
・
謝
震
ト
ト
鴇
回
辻

呈
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
／
遇
（
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
並
記
週
．
（
掴
ま

◎

翌
梼
催

題
（
掴
便
。
掛
ト
埜
話
如
鞘
如
沌
辿
稗
・
謝
願
ト
ト
塀
回
辻

呈
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
〃
遜
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
曝
回
並
記
週
．
（
回
章

謹
洋
ｅ
麹
鴎

Ｃ
ｓ
誤
分
母
並
記
零
〃
冒
侭
当
靭
伺
里
送
娠

甑
便
巡
壁
章
呼
室
如
嘩
ロ
・
・
痢
蕪
鱈
心
降
並
昂
幽
．
。
※
仲
寵
．

迩
竪
意

。
ｇ
鵠
分
母
並
昂
警
さ
至
当
報
伺
旦
送
娠
融
便

小
袋
話
嘩
ロ
・
・
３
挺
／
や
心
汁
並
記
世
．
。
※
伸
鍾
．

・
岬
や
追
求
や
劇
垣
話
磐
さ
晶
判
咽
同
型
営
娠
印

便
巡
遷
意
小
使
昂
嘩
ロ
・
・
３
躯
〃
Ｐ
心
汁
埜
希
世
・
・
次
伸
漣
．

。

叩

や
略
章
〉
柚
Ｋ
や
劇
垣
話
警
さ
請
判
咽
伺
ｕ
誉
娠
印
章
遜
竪
章
心

長
話
唾
ロ
・
・
多
鎚
や
心
汁
並
記
過
・
・
醍
熊
ｅ
話
嘩
ロ
伸
趨
．

。
ｓ
頚
辻
話
霧
さ
蕊
判
画
伺
辿
誉
娠
勲
章

〃
巡
堅
汝
心
長
話
唾
ロ
・
・
３
挺
〃
や
心
俳
埜
希
世
・
・
次
伸
趨
．

。
ｇ
誤
並
記
碧
〆
号
余
当
報
伺
辿
送
賑
印
章
〃
迩
壁
求
心
長
話

嘩
口
・
・
３
挺
，
や
心
汁
睡
蓮
並
記
幽
・
・
次
錨
ｅ
鯉
口
仲
錘
．

。
ｇ
護
捕
三
如
番

／
雪
嫡
叫
報
伺
辿
営
娠
唱
汝
／
巡
堅
意
心
長
話
嘩
口
・
・
蕊
伸
無
．

。
ｓ
鵠
、
沖
、
竿
通
話
霧

〃
ご
輪
廻
ｌ
狸
判
型
営
娠
脳
意
／
巡
箪
章
心
灸
記
嘩
口
・
・
凝
伸
慾
．

里
求
心
灸
記
嘩
ロ
．

。
ｇ
議
辻
話
霧
さ
鶏
判
細
伺
里
営
娠
融
章
巡

。
ｓ
鎚
博
，
心
汁
遥
吐
並
記
幽
・
・
次
仲
趨
．

６

遥
惹
四
忽
余
話
噂
ロ
．

。
ｇ
懇
通
話
警
怠
嫡
当
狸
伺
ｕ
営
娠
勲
章
遇

。
ｇ
艇
〃
や
心
降
迅
瑞
嘉
三
如
幽
．
。
※
仲
慾
．

阻
逼
ロ4

。
岬
異
も
〉
ｕ
潅
留
並
記
如
瀧
や
選
択
並

沌
・
・
岬
掲
や
心
俳
睡
蓮
並
記
世
・
熊
ｅ
話
躯
沌
仲
簿
．

E
O

頃

蝿
＠
．
画

沌
誰
・
言
・
閏
）
鞄
ロ
．

寸
・
国

沌
躯
．
Ｓ
・
閏
）
鯉
口
．

の
・
園

距
離
・
言
・
閏
）
鞄
ロ
．

○
・
画

蝿
誰
．
言
・
胃
）
塑
口
．

廻
国
蝿

躯
・
倉
・
胃
）
騨
口
．

ｍ
・
函

沌
誰
・
命
・
胃
）
塑
口
．

の
○
蝿

伸
錘
・
命
・
胃
）
鞄
ロ
．

○
・
画

距
離
・
守
。
。
）
戦
口
．

○
・
国

沌
雛
・
守
．
割
）
幽
口
．

四
・
［

距
離
・
寅
・
閏
）
幽
口
．

＠
国
戦
犯
蝿
・
の
づ

矩
犯
沌
ゐ
づ
沌
仲
甑
．

ﾛ伽に
約軸
図星
韓国

寺
⑯
因
ｌ
ト
［

ぬ
い
函
ｌ
ト
［

＠
ぬ
函
ｌ
ト
［

↑
ぬ
函
Ｉ
卜
『

四
⑩
園
Ｉ
卜
［

の
四
函
ｌ
卜
【

○
の
園
Ｉ
ト
［

［
の
園
ｌ
卜
【

函
の
函
ｌ
ト
［

篭
１
国
塞
函

、
の
函
ｌ
ト
【

寺
の
函
ｌ
ト
［

騨
雛 目 目 目 目 目 目 目 目 ヨ 目 目

。

毎
仲

叩
温
い
く
辿
話
塁
．

○
貝
’
四
州
〒

○
寺
’
四
州
｝
。

○
ト
ー
国
担
。

掴
鯉
．
（
庖
章

〆へ

押
●

個
便
〃
切
廻
・

幽
畏
・
〃
観
．

写ー､皿

庖畠
左．

押
・
〃
⑪

（
噸
随
・
嫁
畑
細
憎

皿
崖
．
（
掴
便
網
‘
叫
削

．
（
掴
法
／
四
・
／
組
．

。
謝
需
ト
ト
懸
回
掴
糾
．

庖
硬
。
謝
願
ト
ト
狸
回
辻
呈
・
・
皿
汁
侭
埜
昂
進
．
（
掴
ま

。
測
需

ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
侶
便
・
潮
馬
ト
ト
塀
回
庖
珊
．
（
掴
承

ｎ
瀕
需
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
埜
個
厘
話
淵
・
・
岬
趨
ｕ
榊
騒
請
騨
・
ト

ト
塀
回
並
記
峰
．
（
掴
便
・
謝
駕
ト
ト
塀
回
掴
矧
．
（
個
本

。
叩
催
し
含
慰
ま
』

賑
徽
章
並
詫
重
．

弾
如
誕
骨
鯛
〆
旦
仲
如
蕊
糧
ｅ
縦
川

／
冒
桓
判
狸
伺
辿
侭
判
承
心
灸
話
端

。
岬
悟
辿
営

／
通
話
瞳
．

誉
ー）賑
罰仰

・
叩
吟
型
快
牒
惹

如
蕊
糧
ｅ
縦
Ⅱ
ｕ
追
悟
〃
如
蕊
糧
ｅ
縦
ｌ
ｕ
話
榊
・
岬
悟
辿

惹
並
記
塞
・
・
心
蕊
当
狸
伺
辿
仮
判
章
心
灸
話
糊
通
論
進
．

。
岬
蕊
判
稗
伺
辿
侭
当
意
心
長
話
榊
埜
昂
進
．

の
寸
戦

諦
端
・
ぬ
閏
沌
仲
慾
．

国
守
戦

昂
潮
由
・
目
沌
仲
趨
．

ｍ
・
寸

鞄
話
榊
・
ぬ
ゆ
沌
伸
漣
．

窪
１
国
壁
画

、
①
函
’
ぬ
［

蔓
１
国
壁
画

の
①
函
’
ぬ
［

ト
の
函
１
ｍ
［

（
話
室
）

送
蝿

（
話
塞
）

廷
矩

（
溌
辱
）

瞳
沌
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榊
進
爵
Ｈ
週

。
ｇ
今
蜘
腰
疫
謹
露
．
’

獅
幸
藷
程
旦
掴
網
．
’

睡
判
圏
等
慨
等
担
． ｇ

伸

唯
温
い
／
、
ｕ
話
重
．

○
守
Ｉ
国
坦
．

○
ト
ー
四
州
一
・

○
目
Ｉ
Ｃ
担
・

○
日
’
四
州
〒

○
の
１
口
州
〒

○
画
’
四
超
．

ｎ
種
や
白
ｕ
趨
竺
畑
．

理
ｌ
睡
判
涯
蕊
．

睡
判
圏
催
担
．

睦
当
１
国
‐
‐
門
．

○
の
１
１
四
超
．

鞭
ｌ
怪
鋼
担
．

’

鯉
酢
・
照
佃
・
搭
磐
．
Ｈ
空

縄
・
〃
佃
田

良
．
（
掴
便
〃
佃
田
嵩
．

（
掴
ま
〃
画
侍
・
〃
組
．

調
咽
田
嵩
一
・

．
（
掴
章
〆へ

縛
●

掴
疫
／
⑪
崖

幽
・
〃
組
．

画
塵
．
（
個
惹

〆へ

側
●

掴
便
／
佃
崖
・

恵
脳
・
〆
細
．

祖
．
／
佃

塵
．
（
掴
便
・
〃
佃
崖
．

（
個
惹
〃
脳
・
〃
綿
。

１
．
／
佃
廻
３
輔
辿
．

（
個
便
／
佃
廻
ｇ
輔
辿
．

（
掴
汝
／
適
時
／
綿
．

ｌ
／
⑪
畠
．
（
掴

便
／
佃
侭
肩
．
ｌ
へ
一
帝
留
．

（
掴
ま
〃
監
碩
・
〃
組
．

惇
．
〃
釦
田

園
．
（
掴
厘
〃
釦
田
園
・

（
回
章
／
碩
降
・
〃
配
．

皿
崖
．

（
個
章

"へ

祖
．
〃
⑪

掴
疫
〃
靭
崖
・

注
脳
・
〃
綿
．

佃
田
良

（
掴
汝

グヘ

押
●

個
便
／
佃
菖
・

崖
幽
。
／
配
． 〆

旧］

畠
空
．
（
個
恒
〃
佃
崖
．

（
掴
汝
〃
脳
・
〃
縄
．

１
．
／
佃
廻
瓶
ｇ
輔
型
．

眉
便
〆
切
鯉
恕
々
豆
研
一
．

（
掴
ま
〃
峨
梼
・
〃
組
．

祖
．
〃
釦

田
崖
．
（
掴
便
〃
佃
崖
．

（
掴
ま
〃
脳
・
〃
蝉
．

一

１
．
／
佃
鯉
瓶
蝿

個
便
／
佃
廻
瓶
鎚
・

掴
章
／
画
梼
／
寵
．

褐
・
〃
釦

富
．
（
個
厘
〃
切
望
畷
・
〈
掴

ま
〃
蕊
副
・
違
喧
・
〃
記
蕊
．

判
・
〃
紐
崖
．

（
掴
匠
／
紐
良
．
（
回
章

蕊
副
・
晦
遮
・
〃
細
蕊
．

誕
弊
ｅ
斑
汁

遡
征
時
牒
麗
通
話
廷

・
潮
需
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
並
個
便
話
端
・

（
庖
便
・
潮
需
ト
ト
塀
回
掴
糾
．
（
掴
章

。
馴
濡
ト
ト
曝
回
型
話
重

Ｅ
・
掛
ト
並
記
菩
辿
蝉
．

．
・
ト
ト
懸
回
並
記
送
・

・
謝
罵
ト
ト
懸
回
個
州
．

へ

掴

（
掴
ま

・
謝
需
ト
ト
瀞
回
埜
呈
。
一
一
Ｋ
ふ
い

く
ｕ
劇
垣
話
輔
．
（
回
便
・
謝
霜
ト
ト
懸
回
庖
畑
．
（
掴
章

御
潮
需
ト
ト
塀
回
掴
荊
．
（
個
便
・
ト
ト
懸
回
掴
矧
．
（
掴
汝

。
潮
濡
ト
ト
懸
回
掴
糾
（
掴
Ｅ
・
ト
ト
懸
回
腫
矧
．
（
個
汝

並
呈
・
卜
十
ｓ
但
挨
佃
特
並
記
球
仔

塀
回
辻
呈
・
・
ト
ト
遇
（
一
Ｋ
心
い
く

・
謝
需
ト
ト
塀
回

（
掴
便
・
謝
馬
ト
ト

隠
回
並
記
世
．
（
個
章

・
潮

馬
ト
ト
懸
回
掴
畑
（
庖
便
・
潮
罵
ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
掴
ま

儒
卜
卜
懸
回
辻
呈
・
・
ト
ト
遇
潮
需
い
く
並
記
峰
・

急
伸
鱈
ｅ
壁
い
く
ｕ
埋
骨
諦
送
・
ト
ト
懸
回
庖
矧
．

◎

潮

（
個
硬

（
回
章

挨
佃
怜
辻
記
送
．

。
糊
罵
ト
ト
曝
回
並
記
霊
．
。

（
掴
便
・
潮
需
ト
ト
懸
回
庖
糾
ト
ト
ｅ
恒

．
（
掴
章

、
潮
馬
ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
庖
匡
・
ト
ト
懸
回
個
畑
・
岩
掴
章

・
潮
需

ト
ト
導
回
掴
佃
．
（
掴
便
・
謝
罵
ト
ト
懸
回
庖
畑
。
（
掴
ま

時
通
論
球
仔
睦
．

。
測
需
ト
ト
懸
回
通
運
・
卜
十
ｓ
恒
侭
個

（
個
厘
・
潮
需
ト
ト
塀
回
掴
糾
．
（
掴
ま

・
潮
需

ト
ト
穏
回
掴
捌
．
（
個
便
・
謝
罵
ト
ト
懸
回
個
糾
．
（
掴
章

ト
ト
ｎ
ｍ
腫
佃
通
話
塁
．

。
潮
馬
ト
ト
懸
回
辻
呈
・
潮

・
卜
十
ｈ
ｍ
個
網
並
記
産

羅
い
く
ｕ
球
任
ｅ
誌
送
．

。
漁
照

（
掴
便

（
掴
ま

・
ト
ト
懸
回
埜
垂
・
・
ト
ト
塀
回
並
呈

の
潮
需
張
辻
話
惑
骨
送
．
（
庖
匡
・
謝
霜
ト
ト
ｎ
ｍ
但
判
通
話

塁
・
・
ト
ト
懸
回
辻
呈
・
へ
一
Ｋ
上
い
く
並
記
幽
峰
．
（
個
汝

誕
坤
ｅ
麹
畿

・
岬
悟
ｕ
槙
悟
辿
腿
Ｊ
仰
如
紫
糧
ｅ
縦
川
里
垣
吟
さ
悟
辿

送
娠
印
章
並
記
重
・
・
叩
鴇
判
狸
伺
辿
恢
判
承
心
長
話
淵
辻
話
瞳
。

。
ｇ
弱
Ｊ
堅
章
舟
舟
さ
軸
如
醸
包
〉
塑
埜
記
悲
・
・
叩
ト
レ

Ｊ
唱
章
辿
賦
Ｊ
仰
細
蕊
糧
ｅ
縦
Ⅱ
辿
垣
骨
ご
悟
里
営
娠
罰
汝
通

話
重
・
・
噸
鴇
叫
咽
伺
里
営
賑
罰
厘
辿
恢
叫
求
心
長
話
糊
並
記
唾
．

並
話
菩
・
・
心
雨
旦
話
警

。
ｇ
長
分
母

ご
吟
里
営
脈
印
章
心
長
話
潮
並
記
塁
．

。
即
ユ
レ
や

地
如
熊
長
並
話
警
・
・
雲
間
一
話
磐
ご
吟
〉
柚
Ｋ
辿
営
賑
勲
章
並

記
塁
・
・
呼
短
判
報
伺
辿
営
賑
罰
便
辿
担
叫
章
心
長
話
榊
並
昂
進
．

糧
ｅ
縦
川
ｕ
垣
仔

・
岬
扇
ぐ
軍
話
警
Ｊ
仲
如
蕊

鳶
陪
〉
柚
Ｋ
ｕ
営
娠
削
汝
心
長
話
端
通
話
塁
．

ｕ
誉
娠
融
匡
く
仮
章
判
通
話
鯉
口

。
ｇ
謂
辻
話
磐
さ
塙
判
咽
伺

吻
送
・
・
醍
熊
ｅ
記
蜂
仲
錘
．

。
ｓ
蕊
ル
ル
埜
論
霧
。

。
岬
吟
型
営
賑
印
章
心
長
話
糊
通
論
室
・
・
熊
ｅ
昂
室
仲
無
．

。
ｇ
講
舟
分

並
記
響
・
・
叩
ト
リ
営
眼
罰
汝
心
長
話
糊
並
記
垂
・
・
叩
塙
判
報
伺

辿
営
賑
細
Ｅ
ｕ
狽
判
求
心
長
話
淵
辻
希
瞳
・
・
悪
Ｋ
話
嘩
口
送
．

。
ｇ
誤
ル
ル
〃
も
（
胃
三
ｌ
△
一
Ｋ
並
記
霧

迄
話
磐
・
心
牒
ｕ
営
娠
勲
章
心
長
話
鯛
並
記
垂
．

ｏ
営
娠
印
便
や
卿

。
蕊
Ｋ
昂
進
．

霧
・
叩
吟
辿
営
娠
緬
求
心
長
話
端
並
記
運
Ｃ
ｓ
讃
分
母
ｊ
唱
疫
並
記

．
・
熊
ｅ
記
重
伸
無
．

霧

Ｏ
〆
一
や
《
銅

・
叩
悟
辿
送
賑
罰
意
呼
蚤
如
湖
辻
諦
霊
．

Ｊ
竪
章
／
〉
腰
並
記

。
熊
ｅ
話
重
仲
無
。

霧

。
ｇ
韻

。
心
悟
型
営
眼
細
ま
ゆ
室
如
輔
並
記
運
．

／
ｇ
遷
惹
〉
腰
通
話

・
舗
Ｓ
話
里
仲
漣
。

警
・
岬
牒
辿
営

。
ｇ
懇
斗
舟
異
捕
可
入
釦
旦
瞳
章
並
記

娠
削
汝
申
室
如
淵
辻
話
垂
・
・
熊
ｅ
話
重
伸
無
．

。
ｇ
拭
牙
斗
辻
記
警
／

磐
・
叩
牒
ｕ
営
娠
副
求
心
長
話
端
・
・
３
畏
舟

細
説
丹
鯛
／
も
ｅ
ｕ
営
娠
罰
硬
心
灸
話
淵
．

岬
ヤ
唱
承
や
劇
華
記

斗
通
話
霧
・
・
や
弾

・
蕊
話
噂
口
伸
無
．

・
二
零
分
斗
Ｊ
壁
章
並

記
霧
雨
ヤ
哩
章
や
劇
華
溌
霧
雨
倍
”
一
巻
娠
罰
章
酉
歪
琵
蟻
・
・
二
長
分
母
描
一
話

霧
ｏ
ｆ
や
如
趨
二
謹
丹
鋼
琶
ｅ
叩
一
営
娠
罰
恒
乎
や
琵
幣
・
・
諜
辻
噂
口
仲
韻
．

〔
屋
。

“

垣 四
四
戦

記
輔
・
島
ト
沌
伸
簿
．

Ｎ
冒
塑
世
肉
守
戦

話
輔
ふ
画
沌
仲
簿
．

囚
の
塑
幽
・
ぬ
寸
幽

詫
鯛
と
画
沌
伸
慾
．

頃
冒
幽
幽
と
画
型

話
幣
・
喝
の
沌
禅
無
．

○
寺
鞄

論
糊
・
［
面
沌
伸
鯉
．

（
の
。
函
［
）

戦
口
肉
却
沌
仲
趨
．

Ｎ
ａ
鞄
幽
肉
飼
型

話
榊
さ
・
ぬ
沌
仲
簿
．

念
．
ｅ
幽
幽
・
［
・
守
戦

話
輔
寺
面
沌
仲
錘
．

勾
冒
鞄
幽
・
的
の
型

諦
淵
ら
吋
蝿
仲
趨
．

Ｑ
ｍ
塑
幽
・
”
面
型

話
輔
寺
却
蝿
伸
趨
．

①
ド
噸
幽
出
面
型

誌
輔
さ
雨
沌
伸
無
．

ト
菌
馳
幽
・
Ｑ
ｍ
鞄

記
榊
肉
両
沌
伸
趨
．

寸
餌
幽
幽
肉
聞
型

諦
潮
．
。
寸
沌
仲
趨
。

の
の
戦
記

世
・
障
寺
鞄
論
輔
・
ト
ド

沌
零
命
・
閏
）
鞄
ロ
．

函
飼
型
話

週
・
司
寸
鞄
論
端
・
○
面

沌
誰
・
お
・
閏
）
型
ロ
．

吹
約
塞
函

吹
約
国
挺

”
の
函
’
四
【

菱
Ｉ
雪
墨
画

の
の
函
’
ぬ
［

ｏ
ｏ
ｍ
ｌ
”
［

三
ｌ
雪
塞
国

Ｓ
ｍ
’
ぬ
［

園
。
、
’
ぬ
【

の
。
、
’
ぬ
［

寸
○
ｍ
ｌ
の
［

ｍ
ｏ
ｍ
ｌ
⑩
［

、
ｏ
ｍ
ｌ
ｍ
門

三
１
国
墨
画

卜
。
、
ｌ
⑩
［

ｍ
ｏ
ｍ
ｌ
ｍ
【

肇
ｌ
雪
墨
画

の
ｏ
ｍ
ｌ
⑩
［

。
［
”
ｌ
⑯
『

房
１
国
墨
函

宮
ｍ
ｌ
の
［

画
［
ｍ
ｌ
の
［

騨
誰

（
詫
垂
）

聡
沌
聡
沌

（
話
曇
）

聴
沌
聡
蝿

（
話
雪
）

韓
沌

（
話
送
）

瞳
沌

（
覇
垂
）

瞳
蝿
聡
蝿
韓
蝿

（
話
霊
）

臆
沌

（
話
垂
）

轄
沌

（
話
垂
）

瞳
沌

（
詫
垂
）

峰
沌
瞳
沌
瞳
矩



（
ぬ
園
両
、
く
苛
国
両
宇
一
国
向
、
く
マ
一
両
）

宙
鵠
ｌ
圏
巴
醒
掴
圧

棚

－240－

婁
慰
如
鞭

ｅ
や
唖
署
函
・
迩
判

之
蕊
・
睡
判
緩
昇
．

や
や
つ
霊
竺
佃
・
妻
躍
如

藻
ｅ
や
唾
碧
函
・
○
弓
Ｉ

』
超
・
・
○
宮
’
○
超
．

牌
・
〃
釦
昼
・

（
掴
便
／
佃
畠
．
（
個
意

蕊
副
・
↑
凌
遮
．
／
繍
蕊
．

⑪
崖
．

（
掴
章

〃へ

侭
●

個
便
／
佃
崖
・

脳
特
・
〃
鯛
．

凝
堂
糊
需
ｅ
巡
ｅ
岬
鼻
扇
如
へ
侭
Ｋ
〃
逃
潮
霜
・

ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
掴
便
・
謝
羅
ト
ト
塀
回
個
畑
．

。

。

〆
含

測
罵

（
掴
ま

◎

潮
聴

ト
ト
狸
回
庖
佃
．
（
掴
硬
・
潮
罵
ト
ト
懸
回
個
柵
．
（
掴
拳

蕊
糧
ｅ
無
川
逆
型

如
艇
へ
Ｆ
Ｋ
選
拒

牙
や
飼
室
辻
記
警

話
」
／
課
１
逆
辿
話
当
へ
Ｆ
Ｋ
・
罵
函
や

噸
蕊
ｅ
露
、
辻
型
話
竺
重
・
・
尋
誹
逆
話

ご
吟
旦
営
賑
罰
章
１
侭
求
悟
埜
孟
垂
．

暇
翠
耐
扇
心
長
軍
章

霧
・
叩
や
墜
章
〉
埋
号

。
頚
篭
Ｓ
話
垂
伸
護
．

・
理
汁
並
記
零
．
心
や
略
章
や
劇
迄

話
霧
さ
牒
辿
営
賑
罰
便
通
話
霊
．
。
ｇ
誤
斗
斗
辻
諦
零
Ｊ
怪
細

説
並
劇
之
昂
悲
ｂ
ｅ
型
根
本
判
ご
判
希
礎
／
埜
嘩
匝
・
・
凝
仲
簿
．

論

●

倉
・
閏
）
型

霊
肉
心
矩
仲
無
．

（
○
・
の
［
）

臼
）
型
論
霊
肉
画
距
離

、
命
・
爵
）
型
嘩
歴
．

蕊
ｌ
雪
墨
画

爵
、
’
○
画

蕊
１
国
墨
函

関
嗣
１
国

掴
圧窪

掴
圧窪

睡
判
垂
溌
坦
．

噛
判
圏
等
慨
等
出
．

瞳
判
圏
昇
隈
等
出
．

鯉
Ⅷ
「
到
頭
・

睡
判
慨
担
．

睦
斗
圏
等
慨
等
。

躍
判
‐
崎
環
慨
侶
”
．

睡
当
圏
怪
担
．

睡
叫
催
坦
．

’

側
●

〃
棚
、
崖
．
（
掴
僅
〃
佃
嵐

（
掴
本
／
崖
咽
・
〃
縄
．

押
・
〃
⑪
田

嵐
．
（
掴
便
・
〃
紐
崖
・

（
個
章
／
崖
幽
・
〃
組
．

抑
．
⑪
良
い
Ｉ
（
一
柄
．

（
個
便
〃
佃
崖
稲
Ｉ
へ
一
横

．
（
個
惹
／
幽
・
〃
組
。

．
〃
釦
畠
．

庖
畳
〃
釦
崖
蜜
。
（
掴
章

蕊
副
・
晦
幽
・
〃
寵
蕊
．

１
．
〃
釦
田

畠
．
（
腫
便
／
佃
皿
嵐
．

（
掴
承
〃
晦
幽
・
”
観
．

庖
便
血
唖
胤
畑
刈
鵬
志

蕊
副
・
崖
喧
・
〃
組
電
．

押
・
〆
切
Ⅲ

嵐
．
（
掴
畳
〃
佃
匝
崖
．

（
個
承
〆
崖
幽
・
〃
組
．

祖
．
〃
釦
崖
伽

凪
嵐
里
霊
中
記
（
掴
便
〆
切

〃
⑪
嵐
．

（
掴
ま
〃
晦
幽
〃
観
．

侭
・
〃
紐
窪

暁
．
（
掴
便
〃
佃
塵
窪
．

（
個
本
／
晦
喧
・
〃
寵
．

畠
伽
．

（
個
惹

但
・
／
紐

（
個
疫
〃
佃
良
．

．
〃
崖
脳
・
〃
観
．

。

潮

願
卜
十
ｓ
恒
牧
佃
時
．
（
掴
便
・
潮
願
ト
ト
懸
回
／
墾
潮
潟

い
く
埜
追
」
記
堂
・
・
へ
一
Ｋ
心
い
く
懸
回
並
希
世
．
（
個
汝

。
潮
聴
皿
ふ
く
ｅ
恒
担
個
悟
．
（
掴
畳
・
謝
願
ト
ト
塀
回
遜
い

く
辻
垣
悟
論
鐘
・
・
ト
ト
遇
へ
一
Ｋ
心
い
く
並
話
過
。
（
掴
意

・
謝
願
ト
ト
鴨
回
辻
呈
・
糊
願
機
並
記
串
骨
．

。
牒
恰
並
記
如
鞠
如
沌
旦
坤
。
糊
聴
ト
ト
懸
回
辻
呈
。

（
掴
疫

（
掴
章

・
糊
願
ト
ト
塀
回
個
州
．
（
掴

畳
・
斜
ト
並
記
如
瀧
組
沌
辿
弊
・
ト
ト
懸
回
掴
佃
．
（
個
左

。
潮
駕
ト
ト
懸
回
辻
呈
〃
ト
ト
ｅ
恒
担
佃
時
並
記
獣
各
人
個
便

・
謝
駕
ト
ト
塀
回
並
呈
。
ト
ト
ｎ
ｍ
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
塀
回
埜

凝
邑
話
沫
Ⅸ
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
禅
掛
ト
並
話
熊
拙
。
．
（
個
汝

。
謝
駕
ト
ト
塀
回

並
呈
・
・
卜
十
ｓ
恒
侭
佃
時
辻
話
嘩
任
．
（
個
畳

卜
狸
回
庖
畑
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
禅
掛
ト
並
昂
熊
拙
。
．
。
謝
濡
卜

（
掴
承

。
潮
馬

ト
ト
懸
回
掴
糾
．
（
掴
畳
・
謝
寵
ト
ト
懸
回
個
州
．
（
旧
承

。
謝
麗
ト
ト
塀

回
巡
糊
冒
ｅ
葵
票
圧
並
記
堂
心
粂
胆
・
・
ト
ト
鳴
回
庖
畑

庖
疫
・
圭
判
坦
弾
掛
ト
辻
推
切
・
ト
ト
懸
回
掴
酬
．
（
個
汝

聴
卜
卜
懸
回
並
型
．

。
謝
願
ト
ト
懸
回
掴
畑
．
（
掴
便
・
糊

。
ト
ト
遇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
並
記
鐘
（
回
章

ｏ
瀕
需

ト
ト
懸
回
掴
瑚
．
（
個
便
・
潮
罵
ト
ト
懸
回
個
酬
．
（
個
章

。
岬
姶
型
ｌ
報
伺
幻
く

快
承
判
辻
昂
鐘
／
や
心
汁
迅
睦
辻
話
幽
・
・
醍
熊
ｅ
話
幽
仲
樫
．

ｏ
心
壌
判
狸
伺

判
く
根
汝
判
並
記
鐘
／
や
心
汁
埜
希
世
．
。
※
婚
ｅ
希
世
仲
樫
．

捕
一

ロ4
蝿

・
醸
槙
型
個
室
話
霧
捌
獅
壷
趨
辿
奏
外
く
辿
霧
読
過

．
。
即
侭
や
心
汁
郷
国
通
話
幽
・
・
渋
熊
ｅ
話
幽
仲
趨
．

。
ｇ
誤
辻
話
警
・
選
択
逆
個
室

抽
榊
ご
摂
旦
奏
外
く
型
警
記
幽
辻
如
沌
・
・
潔
殿
ｅ
希
世
仲
簿
．

・
ぬ
細
Ｃ
ｅ
劃
も
ｅ
畿
哉
佃
・
・
熊
ｅ
論
雑
ｋ
仲
樫
．

。
ｇ
義
母
舟
辻
誌
霧
・
・
略
章
舟
舟
や
飼
準
話
菩
・
く

嘩
口
ｆ
俳
遜
型
並
記
沫
服
・
・
熊
拙
。
ｅ
醸
番
紺
・
・
侭
悟
さ
辻

凝
仲
謹
．

・
理
俳
並
記
警
・
・
蕊
濯

ｅ
縦
１
．
堅
汝
旦
恨
当
分
舟
ご
舗
誌
艇
．
。
※
ぬ
ｅ
諦
綴
伸
撫
。

・
や
如
推
咽
ｅ
縦
函
ｕ
読
睡
．
。
ｆ
坤
如
蛸
拭
並
記

艇
・
・
ｇ
義
母
舟
並
記
霧
Ｊ
箪
便
斗
舟
〉
塑
・
誕
旦
卿
垣
話
蕊
ロ

耐
判
辿
供
意
判
〉
柚
Ｋ
し
Ｊ
甑
本
埜
溌
騒
ロ
・
・
堅
思
昂
和
沌
．

Ｃ
ｓ
誤
並
話
諜
・
営
賑
瞳
承
斗
舟

・
叩
悟
咽
進
如
熊
長
並
記
艇
・

〉
腰
並
記
騒
口
．
。
※
仲
懇
．

。
瓢
汁
並
記
零

・
噸
牒
且
送
娠
副
長
〉
隈
辻
読
睡
・

・
誉
娠
罰
さ
並
記
甑
ロ
・
・
次
鵡
ｅ
話
騒
伸
浬
．

（
ト
。
ｏ
［
）

遡
幽
あ
的
沌
仲
趨
．

（
④
・
ぬ
【
）

鞄
幽
由
寺
沌
禅
篭
．

念
・
巴
鞄
組
沌
・
司
［
沌

躯
距
由
薗
沌
仲
樫
．

寺
・
日
）
戦
犯
帽
あ
・
［
沌

犯
矩
．
Ｑ
函
極
仲
撫
．

［
・
【

戦
い
柵
。
・
卜
ご
沌
心

拙
心
．
、
［
矩
仲
樫
．

司
函
型
熊
拙
心
．

”
［
沌
熊
拙
心
・
ト
雨

沌
雛
・
同
国
型
口
．

囚
寸
沌

仲
纏
・
命
．
ｃ
鞄
ロ
。

障
尉
沌
伸
樫
・
哩
関

型
Ｋ
噸
話
堂
守
・
日

戦
記
糊
・
廻
呂
型
ロ
．

［
喧
沌

仲
樫
．
Ｓ
・
臼
）
型
ロ
．

Ｑ
閏
蝿

伸
無
・
命
・
閏
）
鞄
ロ
．

寺
［
、
ｌ
の
［

ｍ
［
、
ｌ
の
［

。
［
”
ｌ
の
［

ト
［
ｍ
ｌ
①
『

⑩
【
ぬ
ｌ
の
［

震
Ｉ
雪
皇
国

の
【
ぬ
ｌ
①
【

◎
函
、
ｌ
の
【

勇
ｌ
雪
墨
画

［
函
、
’
＠
［

寸
園
、
１
画
函

唖
函
ｍ
ｌ
函
園

〈
話
幽
）
禍

〈
話
幽
）
掴

（
話
遥
）
掴

（
諦
廼
）
掴

へ

掴湘
一 塞綱壷

（
話
綴
）墨
華
仙胤
綴
壊禍

綴
堕掴

榊
遥

唾
、
勢
「
判
諏
調

ｏ
ｍ
ｌ
Ｑ
州
〒

鯉
酢
・
需
佃
・
搭
襲
・
判
墾

（
輩

押
・
／
切
菖
．

靭
農
稲
ｌ
蚕

〃
凌
磁
・
〃

寵･特
・苔

誕
坤
ｅ
坦
朴

ハ
潮
濡
ト
ト
懸
回
埜
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
恢
個
時
並
記
串
丹
．
（
掴

便
・
謝
需
ト
ト
塀
回
埜
呈
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
並
記
週
．
（
掴
承

遜
坤
ｅ
麹
酸 Ｃ

ｓ
誤
舟
斗
並
記
霧

Ｊ
竪
章
”
も
ｅ
辿
営
賑
罰
匡
心
灸
希
湖
呼
・
次
態
ｅ
嘩
口
仲
謹
。

巳
｡

“

坦
四
ｍ
沌
仲

樫
・
命
・
臼
）
型
ロ
．

ﾛ伽に
杓約
函里
挺国

”
［
、
ｌ
の
［

騨
詑
瞳
沌



倉
冨
ｌ
浸
り

鍬

－241－

榊
進
君
Ｈ
調

○
マ
ー
僅
州
一
・

’ ’

照
’

鯉
Ｈ
網
軍
慨
侶
［
．

睦
叫
圏
等
綴
昇
担
．

○
ぬ
Ｉ
Ｑ
州
〒

○
マ
ー
Ｑ
州
〒

’

ｏ
ｍ
ｊ
ｌ
Ｑ
鞘
〕
．

○
ｍ
’
○
州
〒

○
寺
１
国
州
一
・

埋
ｌ
睡
判
な
謡
。

。
、
１
国
州
〒

話
圏
樫
鍵
担
．

○
の
’
四
州
〒

純
酢
・
願
佃
・
悟
輩
・
判
浬

縄
・
〃
紐
田

嵩
．
（
個
便
／
靭
伍
崖
。

（
掴
承
〃
違
喧
・
〃
網
．

１
．
／
佃
良

．
（
掴
撞
／
佃
崖
蕊
塑
．

（
個
承
／
晦
圃
・
〃
寵
．

⑪
塵
。

（
個
章

〆へ

押
●

侶
昼
〃
釦
嵐
・

注
幽
・
〃
縄
．

押
・
／
佃
富
．

（
回
便
〆
切
嵐
．
（
掴
汝

蕊
馴
・
崖
遭
・
”
寵
蕊
．

悼
・
・
釦
田

崖
．
（
腫
便
〃
釦
塵
誉
．
（
厘

章
々
蕊
謝
・
寒
画
・
〃
纏
蕊
．

側
・
〃
切
窪

雛
．
（
掴
便
〃
佃
崖
空
．

（
回
章
／
監
碩
・
〆
細
．

旧〕

崖
．
（
個
便
〆
佃
田
崖
．

（
侶
承
〃
脳
特
・
〃
網
．

ｌ
・
釦
崖
ト
ー
一
碁
．
（
腫
萱

釦
担
崖
１
霊
中
詫
／
釦
隠
下
’
一
一

恭
苔
．
（
阻
ま
〃
寒
蜜
・
〃
網
．

ｌ
・
〃
佃
嵐
恥
ｌ
へ
一

柄
．
（
掴
恒
／
佃
窪
崖
．

（
回
章
〆
瑠
・
〃
綿
．

ｌ
・
〃
⑪
嵐

環
．
（
個
便
／
佃
田
塵
．

（
掴
承
〃
崖
四
・
〃
紐
．

鴨
・
〃
佃
富
や
Ｉ
へ
一
検
．

屈
一
便
〃
靭
塵
い
’
へ
一

（
掴
章
／
寒
瑠
・
〃

網･ﾄマ
・爵

押
・
／
刺
恥

ｌ
（
一
柄
匡
（
庖
便
／
紐
崖

（
回
章
／
塵
眠
・
〃
組
．

悔
●

釦
崖
予
Ｉ

一
一
缶
・
〈
腫
巨
〃
釦
些
ご
霊
幸
詫

釦
田
嵯
．
（
掴
ま
〃
型
．
／
零
．

良

〆

旧］

判
個
一
一
梱
岨
・
〃
畑
雛
趣
室

１
．
／
靭
田

崖
．
（
個
便
／
紐
崖
聖
．

（
個
章
／
崖
脳
・
〃
綿
．

誕
洋
ｅ
蝿
朴

◎

潮

需
卜
卜
塀
回
掴
畑
（
掴
巨
・
潮
照
ト
ト
懸
回
掴
畑
．
（
回
章

。

潮
濡
ト
ト
曝
回
掴
畑
（
掴
昼
・
ト
ト
鴇
回
辻
呈
・
・
ト
ト

ｎ
ｍ
遇
ｅ
岬
・
謝
需
恒
快
蕊
や
叫
Ｈ
葵
い
く
通
話
蟹
（
個
章

◎

潮

願
ト
ト
懸
回
掴
畑
（
掴
便
・
潮
需
ト
ト
懸
回
個
州
。
（
掴
章

・
謝
需
ト

ト
懸
回
並
呈
・
潮
需
や
噸
Ｈ
奏
八
、
通
話
綴
．
（
厘
便
・
潮

鴨
ト
ト
懸
回
並
記
畷
．
・
抽
冒
皿
叶
逃
並
記
腿
．
（
掴
汝

。
謝
罵
ト
ト
穏
回
辻

呈
・
・
侭
奏
堤
礎
伽
通
話
畷
．
（
侶
便
・
潮
馬
ト
ト
韓
回
並

記
騒
・
・
ト
ト
ｎ
ｍ
ゞ
巡
柚
目
／
皿
咋
鯉
並
記
艇
．
（
胆
汝

0

謝
霜
ト
ト
懸
回
辻

型
・
・
侭
血
咋
逃
／
通
話
堂
心
長
話
腿
．
（
掴
恒
・
謝
罵
ト

ト
塀
回
辻
呈
・
・
抽
冒
皿
卜
埋
辻
記
せ
⑲
長
話
腿
．
（
掴
汝

。
潮
羅

ト
ト
懸
回
個
佃
．
（
掴
畳
・
謝
需
ト
ト
懸
回
掴
畑
．
（
掴
承

。
潮
罵
ト
ト
懸
回
辻
呈
・
・
偶
葵

軽
礎
伽
並
記
艇
．
（
但
長
。
剥
需
ト
ト
懸
回
掴
畑
．
（
掴
章

。
侭
葵
塔
礎
伽
辻
型
。
ト
ト
懸
回
並
記
綴
（
個
便
・
〆
奏
堪
抽
糎

い
く
ｕ
垣
判
噸
ｅ
話
騒
。
卜
＋
蝋
回
型
呈
・
ト
ト
懸
回
巡
皿

卜
埋
辻
垣
判
ｅ
記
綴
・
・
抽
呂
ｅ
皿
卜
鐸
埜
話
睡
．
（
回
章

。
侭
奏
堤
礎
伽
捕
三
如
腿
・
・
謝
照
岬

吊
辿
蝋
Ｈ
葵
い
く
並
記
畷
。
（
庖
便
・
袈
怜
鮮
麗
．
（
掴
ま

・
潮
濡
ト
ト
懸
回
並
呈
・
・

超
中
諦
・
抵
奏
翼
建
伽
通
論
堂
心
長
話
胆
．
（
庖
便

ト
ト
懸
回
辻
呈
・
抽
号
皿
咋
聖
刊
三
鞭
鐘
小
袋
昂
睡
．

ト
ト
型
謝
需

（
庖
章

。
潔
照

ト
ト
懸
回
個
畑
．
（
掴
畳
・
謝
馬
ト
ト
塀
回
庖
捌
．
（
個
承

0

謝
需
ト
ト
鴇
回
辻
呈

。
柚
冒
と
汁
心
長
話
胆
．
（
個
便
・
潮
需
ト
ト
懸
回
並
呈

ｏ
柚
冒
ｅ
葵
皿
特
逆
レ
セ
長
ｕ
話
堂
心
長
話
艇
．
（
庖
汝

。
粗
時
牒
麗
．
（
掴
便
・
謝
需
ト
ト
懸
回
個
荊
．
（
掴
承

糧
に
汁
ｅ
縦
川
ｕ

恨
蕊
旦
悟
ｅ
岬
。

◎

潮
濡
ト
ト
鴇
回
（
厘
便
・
蕊

腿
・
鉦
川
や
網
舟
母
・
拭
柚
志
い
く
ｅ
恒

紫
だ
と
叶
ｅ
縦
川
辿
毒
」
話
警
．
（
個
惹

誕
蝉
Ｓ
篭
連

。
叩
彊
熊
制
重
如
ｌ
ｕ
担
悟

や
汁
畦
並
話
警
・
営
娠
印
章
並
記
野
口
．
。
※
心
ｅ
話
綴
伸
趨
．

。
ｇ
謂
並
話
菩
〃
Ｊ
怪
如
奏
包
里

康
骨
並
記
嘩
口
・
営
娠
罰
ま
並
記
畷
ロ
・
・
醍
心
ｅ
論
綴
伸
趨
．

。
理
汁
並
記
悲
〃
今
壁
匠
分
母
や
劇
準
辻
話
警

尽
築
当
靭
何
迎
送
娠
罰
汝
辻
話
騒
ロ
・
・
醍
熊
ｅ
話
騒
伸
無
．

汝
捕
三
如
警

・
営
賑
罰
便
く
恢
陪
章
並
話
睡
・
・
瓢
俳
Ｊ
鰹

・
巻
娠
融
承
〉
無
並
記
畷
ロ
・
・
醍
熊
ｅ
昂
懸
伸
慾
．

・
岬
陪
Ｍ
Ｚ
ｌ
Ａ
－
Ｋ
ｕ
根
章
悟
並
記
胆
・

哉
腎
一
劇
迄
話
警
・
営
娠
副
汝
通
論
鰯
ロ
・
・
天
心
ｅ
話
騒
仲
無
．

旦
壁
汝
捕
三
如
霧

。
即
悟
辿
営
娠
罰
便
心
長
話
腿
．

。
営
娠
印
章
並
記
綴
口
・
・
醍
副
函
溌
騒

ｏ
理
俳

伸
巡
．

0

や
目

辻
串
骨
話
警
５
営
娠
罰
求
心
使
話
綴
・
・
天
心
ｅ
話
嘩
ロ
仲
懲
．

。
く
担
判
意
Ｊ
印
章
〉
柚
Ｋ
含
吊
話
睡
．
。
※
熊
ｅ
話
綴
仲
樫
．

・
や
悟
如
鎚
辿
腿

〃
く
摂
判
章
Ｊ
罰
章
〉
柚
Ｋ
ご
吊
記
睡
・
・
顛
熊
ｅ
話
騒
仲
趨
．

ノ
、
担
叫
章
ｊ
勲
章
〉
柚
Ｋ
ご
吊
記
睡
・
・
天
心
ｅ
記
綴
仲
趨
．

。
理
叶

Ｊ
軽
便
並
話
警
〃
壷
塙
判
報
伺
レ
ヨ
唱
承
並
記
野
口
・
・
※
仲
無
．

ロ

。
ｓ
拭
舟
斗
辻
論
菩
・
蕊
糧
ｅ
縦
ｌ
ｕ
記
嘩

・
営
賑
勘
汝
ご
吊
記
延
辻
話
綴
ロ
・
・
醍
熊
ｅ
話
騒
ロ
仲
趨
．

・
営
娠

印
便
分
母
並
記
鯉
・
・
ね
剛
ル
ル
塙
話
球
任
・
掴
叶
ｊ
何
個
並
諦

警
・
営
眼
緬
承
ご
刊
話
延
辻
錦
織
ロ
・
・
次
熊
ｅ
話
騒
ロ
仲
無
．

零
．
営
娠
副
章
含
吊
読
延
並
記
懸
口
．

・
葵
嘩
淵
並
記

・
天
心
ｅ
話
畷
ロ
仲
無
．

。
理
汁
辻
記
蕃
・
奏
醸
挨
哨

並
記
蝋
丘
・
・
巻
娠
略
章
並
記
綴
ロ
・
・
天
心
ｅ
詑
騒
ロ
仲
簿
．

巨
』
。

劇

斑 ｍ
喧
沌

仲
無
・
守
・
富
）
幽
口
．

”

ぬ

沌
仲

錘
・
言
・
臼
）
鞄
口
．

ｏ
ド
沌
仲

鰹
・
言
・
関
）
幽
口
．

ぬ
い
蝿
仲

錘
・
命
・
閏
）
戦
ロ
．

［
蔭
沌
仲

甑
・
食
・
厨
）
幽
口
．

四
国
沌
仲

錘
・
命
・
臼
）
幽
口
．

司
的
沌
仲

態
・
言
・
用
）
戦
ロ
．

言
・
用
）
戦
記
輔
．

寺
・
爵
）
唖
詑
輔
．

（
ぬ
。
四
国
）

戦

霧

マ
・
冨
矩
伸
鐘
・
お
・
馬
）

遼
領
曙
詫
竺
・
寺
・
詞
）

謹
話
婚
・
命
・
湯
）
型
ロ
．

無
●

沌
仲

命
・
関
）
戦
ロ
．

［
ド
沌
伸

鰹
・
命
・
闇
）
戦
口
。

勾
嗣
蝿
伸

錘
・
倉
・
用
）
哩
口
．

⑱
的
沌
伸

樫
・
お
・
馬
）
鞄
ロ
．

ﾛ伽に
紬鞠
国至
耀国

の
園
、
ｌ
園
函

ト
国
師
１
国
函

”
函
雨
ｌ
函
函

勇
１
国
窒
函

①
函
め
Ｉ
因
函

○
ｍ
ｍ
１
国
函

壷
１
国
窒
函

［
、
、
１
国
函

因
め
、
ｌ
の
函

的
め
ｍ
ｌ
ｍ
函

寺
の
ｍ
ｌ
嗣
函

ｍ
ｍ
ｍ
ｌ
の
函

の
め
め
ｌ
の
函

卜
嗣
ｍ
ｌ
寸
園

勇
１
国
婆
園

⑭
の
ｍ
ｌ
寺
函

つ
め
ぬ
ｌ
罰
函

○
寸
飼
ｌ
寺
因

騨
躯 繍

（
一
鞄

騒
巳 甑

（
詫

綴
ロ
）

へ

話

綴
ロ
）
甑 繍

騒
旦
（
一
函
鍬 （

詫

綴
ｇ

へ

霊
綴
巳鍬 ロ

綴
９繍

（
魂
騒
）
錨

（
溌
綴
）
開

〈
義
綴
）
繍 鋪 繍 罰 繍 罰



ａ
鴇
、
く
等
巴
梱
・
韓
棚
．
、

－242－

帥
謹
饗
Ｈ
調

○
寺
ｌ
隅
担
．

○
の
’
○
州
一
・

駆
酢
・
願
佃
・
悟
墾
・
判
浬

１
．
〃
咽
田
富
・

（
掴
便
〃
佃
崖
．
（
回
章

蕊
副
・
崖
幽
・
〃
紐
輔
．

惇
．
〃
佃
田
崖
・

（
個
僅
／
佃
屋
．
（
個
意

蕊
馴
・
凌
瑠
・
〃
寵
蕊
。

誕
洋
ｅ
塊
汁

・
謝
嬬
ト
ト
塀
回
掴
糾
。
（
掴
便
・
謝
願
ト
ト
懸
回

辻
呈
・
・
侭
奏
鍵
廻
握
〃
ご
園
坦
且
証
画
並
記
畷
。
（
掴
ま

◎

潮
濡
ト
ト
瀞
回
掴
剣
。

撰
奏
漫
理
握
辿
謎
函
判

（
掴
便
。
鋼
需
ト
ト
狸
回
埜
呈
・

嫁
曇
扇
坦
辿
証
”
並
記
蟹
．
（
庖
章

謹
非
ｅ
麹
霞

托
三
如
嘩
ロ

。
ｇ
韻
並
記
霧
・
熊
削
里
惑
任
辿
挺
判
迄
準
曇
摂
如
鞭
咽

．
・
営
娠
勲
章
埜
話
騒
口
・
・
醍
熊
ｅ
話
騒
ロ
仲
趨
。

・
理
汁
堂
諦
警
・
・
心
地
縦
１
如
蕊
糧
・
奏
選
恨

哨
堂
諦
騒
口
・
営
娠
罰
章
辻
論
騒
口
・
・
天
心
ｅ
昂
騒
ロ
仲
類
．

§
噸

蝿
ｍ
蔭
蝿
伸

謹
・
ｅ
・
爵
）
戦
口
．

ｑ
目
沌
伸

漣
・
念
・
鵠
）
戦
ロ
．

巾ﾛ悔
舶約
函里
挺函

三
’
四
塁
函

［
寺
”
ｌ
寸
函

函
寸
的
Ｉ
守
函

騨
諦 鋪 蕊

趣
の
鍵

鋼
鍵
寵
梧
樫
』
【
．

鞠
１
趣
函
鍵

鋼
鍵
龍
穏
催
Ｆ
『
． ’

ね
や
白
型

蛙
糾
・
鞠
１
睦
嗣
謹

製
鍵
寵
梧
笹
』
【
．

瞳
の
謹
製

鍵
悪
轄
催
Ｐ
自
国
． 鍵

鋼
鍵
淫
轄
催
侶
［
． 鞠

I

腿
叫
幽
悔
鞘
圏
陰
函
．

鞠
ｌ
鯉
の
鍵

鋼
鍵
隠
轄
樫
Ｆ
［
．

睡
宛
鍵

鋼
鍵
隠
穏
樫
Ｆ
【
．

鞠
１
瞳
師
鍵

鋼
鍵
窪
穏
催
日
【
。

睦
飼

糠
薫
瑠
鍵
寵
轄
Ｐ
［
．

鞠
I

噛
判
誤
穏
圏
Ｐ
函
．

佃
崖
．

（
掴
本

（
個
厘
〃

嫁
監
幽
．

，旧］
寵嵐縛
●●●

網
・
〃
佃
畠
稲
ｌ
へ
一
柄
留
・

庖
恒
／
佃
崖
い
Ｉ
へ
一
横
・

（
個
惹
／
晦
圃
・
〃
縄
．

網
・
〃

嵐
．
（
掴
便
〃
細
田

（
庖
承
〃
瑳
脳
・
〆

網畠⑪
・・Ⅲ

佃
嵩
．

（
掴
意

〆へ

褐
●

庖
匠
〃
佃
崖
・

幽
時
・
〃
組
．

へ

帝
（
個
志

１
．
〃
佃
崖
恥
Ｉ

Pへ

個
硬
〃
佃
嵐
・

崖
蝋
・
〃
寵
。

網
・
〃
釦
畠
い
Ｉ
へ
一

柄
苔
．

（
個
承

′へ

個
僅
〃
佃
崖
・

晦
遮
・
〆
駆
．

１
．
．
⑪
墾
瓶
３
鞘

ｕ
・
（
個
匠
〃
⑪
田
園
・

（
掴
ま
〃
幽
馬
・
〃
網
．

惇
．
〃
咽
崖
始
ｌ
へ
一
柄

雷
．
（
庖
便
／
佃
皿
崖
．

（
阻
ま
〃
産
幽
・
〃
網
．

侭
・
〃
佃
皿

畠
．
（
掴
便
／
佃
田
崖
．

（
掴
章
〃
画
怜
・
〃
寵
．

ｌ
●

切
墜
．
（
個
便
〃
佃
墜
．

（
個
章
〃
蝋
・
〃
組
．

"-､凪
陛
尽
・
掴
汝
〃へ

紐

掴
便
〃
釦
崖
・

晦
脳
・
〃
寵
。

佃
嵐
．

（
掴
章

'へ

縄
●

庖
便
〃
佃
崖
・

崖
幽
・
〃
伽
．

。
謝
嬬
ト
ト
懸
回
掴
畑
．
（
個
便
・
謝
羅

ト
ト
塀
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ト
い
く
曝
回
並
記
椎
Ⅸ
．
（
個
承

（
瀕
照
ト
ト
懸
回
並
呈
．

。
（
元
Ⅷ
噸
州
外
蝋
組
糊
州
恥
一

個個
汝匠

◎

鵠
ト

通
話
ご
侭
袋
型
弊
・
謝
照
ト
ト
塀
回
個
珊
。
（
掴
硬
・
潮
需

ト
ト
塀
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
上
い
く
懸
回
並
記
搾
ｋ
・
（
掴
ま

銅
翻
照
ト
ト
塀
回
辻
呈
。

。
へ
諏
噸
噸
州
外
蝋
組
糊
州
》
一

個個
章便

ト
ト
塀
回
並
呈
・
・
卜
十
ｓ
恒
挨
僧
時
並
記
惑
骨
．

銅
調
願
ト
ト
曝
回
辻
呈
・
・
へ
一
Ｋ
卜
巾
／
、
並
希
株
Ⅸ
．

一。

個個謝
意便霜

・
謝
馬
ト
ト
ｎ
ｍ
懸

回
堂
至
・
・
ト
ト
ｅ
恒
恢
佃
時
辻
論
嘩
任
．
（
掴
畳
・
潮
濡

ト
ト
懸
回
並
呈
・
・
へ
一
Ｋ
小
い
く
鴇
回
並
記
椎
Ⅸ
．
（
掴
章

。
謝
嬬

ト
ト
瀞
回
掴
州
．
（
個
疫
。
潔
願
ト
ト
塀
回
個
畑
．
（
個
汝

謝
嬬
ト
ト

懸
回
並
呈
・
・
卜
十
ｓ
恒
狽
旧
時
並
記
串
任
．
（
掴
疫
・
謝

需
ト
ト
懸
回
埜
至
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
通
話
抹
Ⅸ
（
掴
意

。

謝
需
ト
ト
ｅ
恒
挨
偶
時
並
記
球
仔
．
（
掴
便
・
謝
馬

ト
ト
懸
回
辻
呈
．
。
｛
一
派
卜
い
く
塀
回
埜
覇
抜
ｋ
・
（
掴
ま

。
謝
需
ト
ト
穏
回
個
佃
．
（
掴
便

ト
ト
塀
回
辻
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
並
論
沫
Ⅸ
．

。
謝
願

（
庖
惹

並
記
球
任
・

（
一
Ｋ
卜
里
謡

謝
照
ト
ト
懸
回
・
ト
ト
ｅ
恒
損
偶
怜

琳
距
侭
へ
元
側
噸
州
什
柵
叩
諦
謹
報
Ⅲ
心
柳
卿
徽

並
呈

0

３
鵠
１
堅
承
通
話
霧
ｊ
罰

便
〃
や
劇
華
話
磐
・
噸
吟
型
営
賑
緬
匠
心
長
話
北
Ⅸ
．
。
※
仲
懲
．

。
３
謂
牙
舟
並
記
碧
・
・
岬
や
融
圧
や
劇

逗
話
零
．
ご
悟
辿
営
娠
緬
便
・
心
叶
延
延
辻
話
稚
ｋ
・
・
次
伸
簿
．

◎

師
電
も

暇
長
．
。
ｇ
誤
〃
報
地
如
ご
暇
長
３
腰
埜
話
碧

。
⑲
汁
辻
話
抜
ｋ
・
・
二
伸

雲
覇
熊
拙
。
辿

,Aj垂
や
ｇ
吊
話
警
並
ご

昨
仏
叩
酷
賭
測
鮒
個

。

〆三、

仲
鐙
異
糊
ｅ
聖
ｅ
径
墾
辿
個
Ｅ
・
・
叩
異
埜
刈
八
幻
〉
無
並
記
霧

・
悟
辿
営
娠
罰
憧
心
長
話
嘩
口
・
心
降
並
話
抜
Ⅸ
・
・
次
伸
趨
．

Ｊ
遜
汝
捕
三
如
警

・
岬
や
軽
竪
蕊
記
惑
任
制
三
如
北
ｋ
・
・
３
誤

傷
曇
怪
辿
営
娠
融
便
〉
領
蒋
三
如
嘩
ロ
．
。
※
伸
趨
．

。
岬
異
並
〉
腰
し
今
岬
〃
〉
誤
並
記
警
〆
曇
陪
里
送
娠
甑
便
分

十
並
記
嘩
口
・
・
曇
仰
鱈
ｅ
謎
覇
鵡
拙
心
里
記
株
Ⅸ
．
。
ま
仲
鎚
．

。
仰
異
辻
〉
隈

〉
長
舟
斗
通
話
番
〃
唇
吟
且
営
娠
緬
畳
・
潔
輔
ｅ
諦
嘩
ロ
仲
錘
．

。

３
誤
Ｊ
堅
汝
並
話
菩

。
岬
や
租
哩
や
禦
垣
話
菩
さ
悟
辿
営
娠
罰
便
並
記
嘩
口
・
〉
堅
〉
沌

斗
舟
並
記
我
朕
．
ご
仲
這
鎧
露
輔
拙
。
ｕ
諦
稚
ｋ
・
・
次
仲
鍾
．

◎

ｇ
誤
／
今
壁
さ
捕
三
知

霧
鼻
悟
型
営
眼
副
疫
通
話
嘩
口
・
心
汁
通
話
椎
ｋ
・
・
鞭
伸
趨
．

。
ｇ
零
Ｊ
堅
承
斗
斗
通
話
零

一
１
Ａ
｛
Ｋ
延
延
〃
並
諦
蕊
口
・
心
叶
睡
蓮
並
記
沫
脂
．

／
唇
怪
ｕ

ｏ
次
伸
類

一
ｌ
Ａ
－
Ｋ
蹄
蔦
葛
三
恥
嘩
ロ

。
ｇ
謂
今
遷
便
〉
蟻
並
記
霧
／
ｇ
悟
里

。
①
Ｈ
睡
蓮
並
記
抜
隈
．
。
※
仲
鍾
．

・
岬
拙
。
や
葵
「
陰
紅
川
鋼
」
逆
話
警
〃
毎
悟
Ⅷ
Ｚ
ｌ

Ａ
一
Ｋ
拙
拙
ｅ
岬
通
話
瞳
ロ
。
蕊
堅
舟
斗
並
論
椎
ｋ
・
・
次
仲
樫
．

○
両
蝿

躯
・
守
・
閏
）
鞄
口
．

”
薗
沌

雛
・
命
・
寓
）
型
口
．

⑬
前
沌

醜
・
お
・
員
）
噸
口
．

の
薗
蝿
仲

鯉
・
命
・
胃
）
騨
口
．

ｑ
［
矩

誰
・
宮
・
ヨ
）
鞄
ロ
．

。
両
蝿

躯
・
命
・
胃
）
鯉
口
．

勾
巴
焔
伸

慾
・
言
・
閏
）
鯉
口
．

、
雨
沌

躯
・
お
・
閏
）
型
ロ
．

、
薗
沌

雛
・
守
・
閏
）
鞄
ロ
．

司
函
蝿

雛
・
お
・
閏
）
馳
口
．

卜
面
沌

躯
・
命
．
。
）
戦
ロ
．

Ｑ
函
沌

蹄
．
Ｓ
・
閏
）
鯉
口
．

飼
寸
の
１
ｍ
の

寺
寸
、
ｌ
の
①

窪
ｌ
雪
墨
画

ぬ
寺
ｍ
ｌ
ｍ
の

、
寸
雨
１
ｍ
の

ト
マ
ｍ
ｌ
ｍ
の

ぬ
ぐ
ｍ
ｌ
の
。

①
寸
嗣
１
ｍ
の

○
ｍ
ｍ
’
ぬ
の

扇
ｍ
Ｉ
ｍ
の

国
ｍ
ｍ
ｌ
ｍ
の

ｍ
ｍ
ｍ
Ｉ
の
、

寺
ｍ
ｍ
ｌ
ｍ
の

（
鞭
）

瞳
棚

（
鯛
）

逢
瀬 瀞

へ

網
…

逢
瀬

（
瀬
）

睦
鯛

へ

瀬
一

峰
淑

へ

唾
…

逢
瀬

へ

瀬
一

逢
瀬

（
瀬
）

臆
瀬

（
棚
）

睦
糊 蕊

（
峰
）

瞳
調



お
雷
、
と
鴇
〃
誌
？
’
ｇ
巴
韓
・
韓
梱
、
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榊
遅

唖
署
Ｈ
調

鞭
１
瞳
”
鍵

掴
鱈
挺
鰐
穏
催
侶
【
．

睡
嗣
寵
穏
冊
停
【
．

趣
、
漣

鋼
鍵
寵
穏
催
Ｆ
［
．

。
ね
や
白
里
霊
蛙
判
．

嘆
曙
鞘
笹
Ｆ
［
．

鞠
ｌ
唾
、
鍵

掴
砺
蕊
鵠
穏
催
僧
門
．

蝿
酔
・
照
佃
・
悟
墾
．
Ｈ
空

直阜
承"_、

惇
．
〃
佃
田

個
恒
〃
佃
田
崖
．

監
遮
・
〃
寵
．

田
嵐
．

（
掴
求

〆へ

側
・
〆
佃

個
憧
〃
佃
崖
・

監
幽
・
〆
細
。

田
崖
．

（
掴
承

〆へ

｜

〆

佃

掴
便
〃
佃
良
・

崖
幽
・
〃
寵
．

へ

･特
●

（
個
惹

側
・
〃
紐

Pへ

寝
I

掴
便
〃
佃
墜
・

韓
碩
・
〃
寵
．

,-,m
崖
・
掴
ま
Pへ

蝿
雌
押
咽．
網崖
・・紐

謹
洋
ｅ
蝿
汁

・
鯛
駕
ト
ト

懸
回
埜
呈
・
卜
十
ｓ
恒
快
個
馬
並
記
球
任
（
掴
便
・
謝
照
ト

ト
懸
回
埜
至
・
・
卜
卜
謹
へ
一
Ｋ
小
い
く
通
話
椎
ｋ
・
（
掴
ま

・
糊
願
ト
ト
塀

回
埜
至
・
ト
ト
ｅ
恒
恨
個
畏
並
記
球
骨
．
（
個
便
・
糊
聴
ト

ト
塀
回
埜
呈
・
・
卜
卜
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
並
記
椎
Ⅸ
．
（
掴
承

型
・
卜
十
ｓ
恒
狽
佃
時
並
記
獣
仔

回
埜
呈
・
・
ト
ト
遇
へ
一
Ｋ
も
い
く

●
糊
聴
ト
ト
塀
回
型

．
（
個
便
・
謝
願
ト
ト
懇

懸
回
並
記
沫
陥
．
（
回
章

懸
回
掴
畑
．

蚕
Ｋ
上
里
話

・
潔
願
ト
ト

琳
距
侭
（
和
Ⅷ
噸
州
外
蝿
叩
湘
謹
栴
Ⅲ
一
柳
卿
釧

回
並
型
．

。
瀕
願
ト
ト
塀
回
掴
畑
．
（
掴
便
。
潮
聴
卜
十
浬

・
卜
十
浬
蚕
Ｋ
上
い
く
懸
回
埜
話
北
服
．
（
掴
拳

謹
洋
ｅ
鐙
酸

・
酸
ヨ
〉
腰
並
記
番
〃
も
ｅ
ｕ
汁
特
や
劇
軍
記
霧

耐
悟
旦
送
娠
印
疫
通
話
嘩
口
。
蕊
堅
分
母
通
話
沫
脹
・
・
次
伸
簿
．

。
岬
悟
旦
営
娠
罰
便
並
記
礎
ロ

。
即
柵
６
０
や
奏
醸
柾
川
鍋
並
記
霧

。
⑲
叶
遜
型
並
記
椎
Ⅸ
．
。
※
仲
錘
．

。
岬
陪
辿
営
眼
罰
憧
並
記
蕊
ロ

・
噸
拙
。
や
理
汁
並
記
霧

。
⑲
叶
壁
型
並
記
椎
ｋ
・
・
醍
伸
懇
．

嫁
曇
悟
埋
誉
娠
罰
便
並
記
蝿
ロ

。
心
細
・
や
理
叶
埜
話
霧

。
⑲
叶
迅
型
並
記
松
ｋ
・
・
※
伸
慾
．

。
叩
悟
辿
誉
娠
罰
便
並
記
嘩
口

。
ｇ
懇
唇
拙
。
や
選
柾

ｏ
ｇ
拭
舟
、
味
埜
話
稚
服
．

川
鍋
逆
記
碧

。
※
伸
無
。

§
噸

蝋
”
・
国

沌
躯
・
お
・
富
）
戦
ロ
．

○
・
の

距
離
・
守
．
。
）
戦
ロ
．

卜
・
”

距
離
・
言
・
閏
）
鞄
ロ
．

の
・
函

沌
諦
．
ｅ
・
日
）
湖
ロ
．

四
・
ｍ

沌
誰
．
ｅ
・
閏
）
靭
口
．

巾
鞠
呈
函

吹
約
国
曝

ｍ
ｍ
ｍ
ｌ
ｍ
の

の
ｍ
ｍ
ｌ
ｍ
の

ト
ｍ
ｍ
ｌ
ｍ
の

⑭
、
的
ｌ
め
の

①
ｍ
ｍ
ｌ
ｍ
の

騨
躯

へ

潮
…

瞳
綱

へ

棚
一

逢
瀬

（
瀬
）

逢
瀬

へ

鯛
一

臆
瀬 蕊

鞠
ｌ
鍵

鋼
鍵
患
穏
催
Ｆ
［
．

陸
、
鍵

鋼
鍵
罷
穏
催
侶
［
．

鯉
１
睦
嗣
鍵

鋼
鍵
悪
穏
催
Ｆ
［
．

海
迄
鐸
潔
長
．
唾
、

鍵
鋼
鍵
寵
穏
』
［

漣
”
鍵

鋼
鍵
寵
穏
催
Ｆ
『
．

ね
や
も
里
蛙
畑
．
照
1

睡
叫
寵
梧
圏
侶
国
．

鞭
ｌ
睡

牒
噸
馬
緬
両
漏
侶
【
．

ざ
蝉
漂
秤
露
疎
謎
零
酋
茄
領

。
獅
華
鋪
執
毒
露
馬
里
溌
幽
．

。
狸
１
唾
、
麓
鴎
轄
樫
Ｐ
［
．

◎

鞠
1

睡
当
‐
寵
轄
圏
Ｐ
函
．

墜
楓
．

（
掴
本

'へ

抑
．
〃
⑪

掴
便
〃
佃
崖
・

監
画
・
〃
組
。

柄
篤
〒

（
掴
章
抑
．
〃
佃
硫
Ｉ
へ
一

Pへ

個
笹
〆
切
嵐
・

瞳
画
・
〃
組
．

側
・
〃
靭
嵐
．
（
個
畳

佃
皿
旦
霊
余
話
〃
釦
塵
．

（
掴
拳
〃
些
画
・
〃
組
．

ｌ
〃
佃
崖
．
（
掴
便
／
小

型
柵
ｅ
佃
田
塵
里
佃
崖
．

（
個
本
〃
瑳
瑠
・
〃
観
。

抑
副
鯉
溌
輯
酬
躯

〃
藷
・
晦
幽
・
〃
組
蕊
．

眉阜
拳/_、

抑
．
〃
⑪

個
硬
〃
佃
嵐
宙
．

喧
特
・
〆
纏
．

皿
崖
。

（
掴
法

〃へ

牌
・
〃
⑪

個
便
〃
佃
崖
・

態
碩
・
〆
槌
。

抑
．
〃
佃
田

崖
．
（
個
匠
〆
切
田
崖
・

（
個
惹
〃
週
時
．
〃
組
．

〆へ

担
・
〃
佃
崖
．

庖
便
〃
佃
塵
．
（
旧
汝

憲
・
蛍
幽
．
〃
纏
蕊

卜
懸
回
並
型
．

。
鯛
願
ト
ト
懸
回
掴
判
．
（
掴
便

・
ト
ト
〃
懇
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
並
記
世
．
。
測
麗
卜

（
庖
惹

畷
ト
ト
懸
回
並
型
．

●
謝
駕
ト
ト
塀
回
庖
佃
．
（
個
疫
。
鯛

。
（
一
Ｋ
小
い
く
懸
回
並
記
世
．
（
庖
章

。
瀕
願
ト
ト
狸
回
掴
矧
・

○
瀕
願
ト
ト
懸
回
個
州
／
塙
岬
崎
塙
在
糎
ｅ
翌
降
儲
騒

（
個
便

（
掴
ま

。
謝
願
ト
ト
懸
回
庖
判
．
（
掴
便
・
翌
梼
牒
騒
（
掴
章

懸
回
埜
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
根
偶
時
並
記
惑
骨

ト
ト
塘
回
埜
呈
・
・
卜
卜
巡
へ
一
Ｋ
小
い
く

0

潮
照
ト
ト

．
（
掴
便
・
鯛
需

並
希
世
．
（
掴
惹

穏
回
埜
至
・
ト
ト
ｅ
恒
侭
佃
畏
埜
昂
獣
仔

ト
ト
鳴
回
埜
呈
・
・
卜
卜
巡
へ
一
Ｋ
ふ
い
く

。

糊
聴
ト
ト

．
（
個
笹
・
謝
駕

逆
話
幽
．
（
庖
さ

。
瀕
願
ト
ト
鴨
回
埜
呈
・
糊
願
張
埜
話
球
任
．
（
個
便
・
謝

羅
ト
ト
懸
回
埜
呈
・
・
へ
一
Ｋ
ふ
い
く
懸
回
通
話
週
．
（
掴
拳

・
謝
願
ト
ト
懸
回
埜
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
根
佃
時
並
記
獣
任
・

（
個
便
・
謝
嬬
ト
ト
程
回
埜
呈
・
翌
怜
牒
騒
埜
希
世
．
（
個
汝

・
糊
願
ト

ト
鳴
回
並
呈
・
ト
ト
ｅ
恒
快
個
馬
並
記
惑
任
．
（
個
便
・
糊

聴
ト
ト
狸
回
埜
呈
・
・
へ
一
ｋ
小
い
く
鶴
回
埜
話
幽
．
（
掴
承

◎

〆
今

鵠
介
斗
並
記
霧
・
・
岬
や
罰
住
里
似
や
卿
革
記
霧
さ
塙
判
報
伺
里

営
眼
罰
便
心
長
話
世
．
。
ｇ
蝿
や
心
降
壁
壁
通
話
幽
・
・
天
神
無
．

。
ｇ
蝿
、
苛
坤
や
⑳
降

埜
話
幽
・
・
３
誤
並
記
霧
ｂ
ｅ
型
叶
特
／
〉
頚
並
記
剛
・
・
ｇ
講
堂

昂
審
〃
ｂ
ｅ
判
ノ
、
代
判
ｊ
竪
便
〉
腰
托
さ
塙
冷
靭
狸
・
・
畿
服
．

。
ｇ
誤
埜
諦
悲
〃
も
ｅ
く

供
判
汝
〉
腰
並
記
期
．
。
ｇ
懇
並
記
霧
曇
判
裡
何
勺
や
６
，
拙
延
型
里

腿
・
営
娠
罰
便
〃
〉
噸
制
さ
塘
褐
靭
狸
・
・
醍
熊
ｅ
話
嘩
ロ
仲
謹
．

。
ｇ
鍵
〉
寂
埜
記
幽
．
。
ｓ
誤
埜
話
警
ｂ
ｅ
ｕ
汁
特
〉
眼
並

記
甑
．
。
ｇ
誤
並
話
霧
Ｑ
壁
硬
〉
腰
通
念
蕊
掲
鞭
狸
・
・
次
伸
霞
．

・
多
長
〉
寵
斗
斗

埜
話
幽
．
。
ｇ
誤
舟
斗
並
記
霧
〃
も
ｅ
ｕ
叶
蕎
〉
曙
並
記
甑
．
。
ｓ

謬
埜
話
霧
や
営
賑
罰
章
舟
舟
〃
〉
唄
埜
唇
騎
侭
鞭
狸
・
・
淑
仲
懇
．

。

〆
全

歌
叫
糾
臓
縦
僻
捕
一
仙
剛
吹
撫
噸
淋
錘
聯
蝿
如
札
一
恥
雌
蝦
幽
聯
礁
糾
槌

ざ
畏
埜
話
菩
・
送
娠
罰
章
巡
堅
汝
埜
話
嘩
ロ
．
。
ｓ
誤
並
記
霧
・
醸

包
や
営
娠
甑
便
通
和
沌
・
息
叶
〉
艇
ル
ル
並
記
幽
・
・
醍
伸
懇
．

通
話
霧

や
営
娠

◎

誉
眼
罰
章

勧
硬
型
ロ4
蝿
●

。
ｇ
拭
舟
斗

像
巡
壁
惹
埜
話
鯉
口
・
・
３
鵠
埜
昂
蕃
・
醍
包

。
ｓ
寵
斗
牙
や
心
叶
埜
昂
幽
．
。
※
仲
簿
．

や
「
選
外
ｅ
〉
製
」
並
犯
沌
・

今
融
便
〆
巡
竪
章
埜
詫
軽
口
．

。
ｇ
誤
並
記
霧

。
ｇ
誤
並
記
零
．
罰
惹
や
劇
華
話
霧

。
ｓ
寵
晶
月
咋
並
記
幽
・
・
醍
仲
簿
．

、
・
ぬ

沌
諦
・
命
・
閏
）
鞄
ロ
．

の
閏
戦
記
駅
・
め
づ

矩
ｓ
塙
掲
狸
狸
・
司
師

沌
誰
・
隠
冒
型
ロ
．

命
・
閏
）
戦
記
取
由
・
【

矩
ご
蕊
侭
報
狸
・
◎
雨

蝿
伸
趨
命
・
胃
）
鞄
ロ
．

寺
・
頁
）
戦
記
期
・
ト
ｄ

距
骨
疫
掲
報
狸
出
面

蝿
誰
・
倉
．
ｇ
幽
口
．

罰
胃
型
話
崩
・
の
。

沌
冒
偲
掲
靭
狸
・
噂
函

蝿
誰
・
ぬ
自
幽
ロ
．

命
・
巴
蝋
如

沌
・
卜
ｄ
沌
佃
蝿
・
［
寺

沌
誰
・
食
・
国
）
騨
口
．

（
①

蝿
・
ト
づ
沌
犯

蝿
蹄
・
命
・
閏

畿
寺ｲロ

珂
冒
型
躯

沌
・
卜
づ
沌
犯
矩
と
両

沌
諦
・
命
・
閏
）
鯉
口
．

お
・
巴
型
組

沌
ら
づ
矩
和
沌
・
［
寺

沌
躯
・
言
閏
）
靭
口
．

○
の
、
１
ｍ
の

勇
Ｉ
雪
墨
画

［
の
、
１
ｍ
の

函
の
、
１
ｍ
の

、
＠
ｍ
１
ｍ
の

寺
の
、
１
ｍ
の

の
の
ｍ
ｌ
ｍ
の

蕊
１
国
墨
画

卜
の
、
ｌ
寺
の

震
Ｉ
雪
堅
函

”
の
、
ｌ
寸
の

の
④
”
ｌ
寺
の

瀧
鯛､_〆

へ

瞳
一

逢
瀬

へ

瞳
一

瞳
糊

（
膳
）

睦
潮

へ

送
一

睦
棚 瀧

（
臆
）

逢
糊 瀧

へ

瞳
一

瞳
潮
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榊
握

唾
裂
Ｈ
調

Ⅷ
一
超
竺
畑
．
・
ぬ
緋
伯

睡
当
‐
寵
穏
圏
僧
函
．

鞠
1

睦
叫
‐
岨
》
穏
圏
目
函
．

鞠
１
瞳
雨
鍵

鋼
鍵
癌
轄
催
Ｆ
［
．

趣
、
鍵

鋼
鍵
隠
穏
催
侶
［
．

照
ｌ
唾
、
鍵

掴
懇
涯
喫
』
穏
便
Ｆ
［
．

鯉
ｌ
睡
飼
鍵

鋼
鍵
寵
轄
催
停
［
．

髄
篭
晦
漏
Ｐ
［
．

鞄
Ｉ
噛
め

鍵
鋼
鍵
寵
轄
Ｆ
［
。

埋
I

睡
判
鰐
穏
圏
侶
函
．

鞠
’

睡
判
悪
梧
圏
陽
画
．

鯉
1

睡
叫
鴎
穏
圏
侶
因
．

埋
’

睡
当
‐
蝋
曙
鞘
圏
侶
函
．

狸
ｌ
睡
嗣
鍵

鋼
鍵
寵
穏
樫
旧
司
．

理
ｌ
睡
飼
鍵

鋼
鍵
患
穏
樫
』
［
．

埋
ｌ
趣

、
鍵
鋼
鍵
隠
穏
樫
．

純
帥
・
畷
佃
・
橿
襲
．
Ｈ
空

伍
昌
．

（
個
章

〆へ

側
・
〃
咽

掴
匠
〃
咽
崖
・

轡
幽
．
〃
寵
。

押
・
〃
佃
皿

嵐
．
（
庖
硬
／
佃

（
掴
章
〃
画
．

,、

観崖
●●

田
崖
．

（
個
承

〆へ

押
・
〆
佃

個
便
〃
掴
昼
・

瞳
幽
・
〃
縄
．

崖
蕊
●

（
掴
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